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刊 行 の こ と ば

昭和 4  5年度の事業の結果を報告します。

本年度は 「さけ・ます增殖事業推進整備計画」 ( 3 カ 年 計 画 ) の 最 終年度 で あ

り ま し た が 、  この計画の目的は、次期「 ;さけ・ます資源増大再生産計画」 ( 1 0

カ年計画 ) に着手するための準備期間であ l ) 、  資源の持続的な安定をはかり っつ、

事業工程の整備ならびに不足収容設備の充実を行なぃ、 9i源生産管理の質的向上

を は か る こ と l _ よって、  さ けの沿岸回帰量を 6 0  0 ̃ 7 0  0 万尾と期待し 、 一方
さ く ら ま す については人工ふ化放流の集約化、 か ら ふ と ま す については生態研究

ふ化技術の改善についての検討を行なって 、  ます資源増大̃、の 足 掛 り と す る こ

と な ど を 目標 と し て 進 め て ま い り ま し た。

これらの成果についてみますと 、  まづ施設整備l二ついては 、  ふ化施設が当初能

力 5 3 4 , 8 7 0 千 粒 、 計 画 7 5 4 , 3 2 0 千 粒 に対 し て 6 4 8 , 3 0  0 千粒に整備し 、

そのiき成 率 は 8 5. 9 % で あ り ま し た。審漁池につ い て は 当 初 施 設 3 9 , 0 2 8 nf 、

計 画 4 9 , 4 5 5 ,Tfに対 し て 4 3 , 6 0 O n f と な り 、 そ の 達 成 率 は 8 8. 2 % と な り ま

す。

さけの沿岸回帰量については 、計画前の回帰量平均 4 0 7 万尾であ り ま し たが 、

計画 3 カ 年の実積はそれぞれ 2 1 4 万 尾 、  4 1 7 万 尾 、  5 3 0 万尾と上昇傾向を

示 し 、 最 終 年 で は 計 画 目 標 ( o 2 8 万 尾 ) の 8 4 . 4 % と な り ま し た 。資源增大の

効果は 4年以降に現われるもので、  その意味では本計画の効果として判断される

ものではありませんが、次期計面への足掛 り と し て 大 き く 評 価 さ れ る も の と 思 い

ます。

次期計画はすでに作成され、着手した段階に あ り ま す が 、 さ け ・ ま す資源増大

のために一層の努力を傾注する所存でありますので、  広く関係各位のご協力をぉ
願い申し上げます。

昭 和 4 6 年 1 2 月 1 2 日

水産庁北海道さけ・  ますふ化場

場 長 逸 見 文 彦



本 書 の 見 方

' さ け  ・ます増殖事業の実施体制と経過概要
北海道に:l;けるさけ。ます増殖事業は、 明 治 2 1 年、 現在の千意支場の地に北海道庁所管の中央
ふ化場の創設をもって始まり、 その後通内各地に民間(漁業組合)経言の人工ふ化場が設立され、
一時水産試験場の所属となつたが、 略和9年には全道のふ化場を道営に移管した。
昭 和 2 7 年、農林省所管水産庁北海道さけ・ますふ化場が設立されて、 さ け ・ますの人工ふ化放
流を行なうこととなつたが、 このうち親魚の捕獲事業は北海道立水産ふ化場に委託した。 しかし、
解u 41年以降は道立水産ふ化場に代つて北海道さけ'ます増殖事業協会に委託し今日に至つてい
る o

2 主 要 魚 種

創設当時から人工ふ化放流事業を実施している魚種は3種類(さけ、 さ く ら ます、 からふとます )
と、 支笏湖のひめます増殖事業を行なつてきた。 このほかに、 9 書 和 3 5 年 か ら ァ メ リ カ 産 マ ス ノ ス
ケの移殖放流事業を継続実施中であり、 照和4 0年度からはべ=サケ生産事業を実施し、 これに加
えて昭和43年からァラスカ産べーサケ卵を移入してべニサケ資源の造成をはかっている。 さらに
このほかに、 さけ ・からふとますの交配種の増殖試験も行なつている。

3 計画生度と成積

単年度計画は、国の会計年度区分( 4 月 、登l年3月 )によつて計画を立てるが、 この成種l書は親
魚の捕獲、 採卵、卵管理、稚魚飼育、 放流、降海稚魚の保護までの一職した成績を取まとめしてい
るので、 1要会計年度の4 - 6月頃までの成績を扱つている。
‘ 主な用語の意味
沿中量 さ け ・ます漁業は、再生産のための河川内親魚の捕獲(特別採捕)を除いて、 遠
洋、 近海、 沿岸,の3つに大月l '出来る。こ の う ち、 沿岸漁獲量と河川内捕獲数者・合せて沿岸 -来遊量と
しているo

年級常 さ け・ますの産卵のための回帰は主に2 - 5年にわたつているoこれらは産卵年から
起算しての回帰年数であり、 (発生年ではないo ) 或年の 2年魚、翌年の3年魚、翌々年の4年魚
さらにその1妻年の5年魚は同一年級群であるo
河川そ上率 河川そ上数(捕獲数) -÷-沿岸来遊量で表わしている。沿岸のさけ'ます資源を維
持するためには1 4 . 2 %以上が必要であるo

移殖と灘 採卵された河川以外に種卵を移すことを移殖というが、 これは採卵直後のことも
あり、 発離・、の場合もあり、死卵数も含めて移籍卵数という。 (試験研究用ならびに、 当場管轄外
への移殖については、 実卵数とする )。

5 海区別と支場担当区域

全道海域を5海区に分け、 その境界はそれぞれ、 知床岬、宗谷岬、自神岬、 納沙布ll1中、 襟裳岬で
区分している。
支場の担当区域は、 下記区分の海面に流入する河川'li-包含する流域としているo

北見支場 宗谷・網走支庁界̃知床岬
根室支場 知床岬、根室・all路支庁界

_ 1 -



海

本

1

十勝支場 根室・all路支庁界~襟裳岬
天塩支場 宗谷・相走支庁界一雄冬岬
千歳支場 雄冬lltP一神威岬、 ,is・よび:際自l印一-地球岬
渡島支場 地球岬一神威岬

、・-
・
、、、
．、

・・l
-

、、、、、

ツ

ク /

,・1 : 北 見 支 場  ,・' 根、
,'' 、  '''、、 '' 室し一 、、一一,' 1l、一一 ----- - 一一、 支
j _,f,/ 、 、_ - -

1 十 勝 支 場
千 蔵 支 場 l、、、

、、
、、、、

標 集 以 西 海 区

- 2

、/

:藤 裳 以 東 海 区

根

室

海

区

S 1 さけ・ます捕獲事業実施体制

昭和4  5年度のさけ°ます捕獲1採卵事業は、通内 8  1河川、 9 0 捕破場( さ け 5  2 カ 所、 さ lrtーャ
ま す 2 9 カ1lf1、 ま す 8 カ 所、 ひめます1カ所 )で実施した。このうち国が直接実施L.た描獲場は4
カ所(下中川、 意別、遊楽都:ii よび支?湖 ) 、民間団体に委託して実施した捕ll11i場 8 6 カ 所 で、 こ
の詳細にっいては第1表のと要- りで、 支場別に整理したものが第2表であるo
〇 さ け 〇 さけ、ぺにます
〇 さ < ら ま す  o からふとます

姫 ひめます ◎ さ く ら ます、 からふとます
A からふとます、交配種

第 1 表  略和4  5年度さけ・ ます捕獲採卵事業実施体制
海

区

水 系:卵:所 管事 業 場

実施12.分 海

区

水 系

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

実施区分

さ け ます さ け ます

国 民 国 民 国 民 国 民

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

・
常 呂

ライトコロ

佐呂間別

19i 別

清 福

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見0最別
頓 別

猿 払

知 来 別

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

;藻 琴

網 走

西 細 走

常 昌

ライトコロ

佐呂間別

湧 別

活 滑

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

頓 別

獲 払

知 来 別

岩 尾 別

//

斜 里

漢 零

細 走

//

北 見

・
・
湧 別

i着 滑
//

幌 内

・
徳 志 別

歌 登

頓 別

//

'

l1
l;

l;
l

信 砂

石 狩

//

・
支 笏 湖

余 市

尻 別

朱 太

利 別

厚 沢 部

信 砂

西 越

西越第二

音 江

支 笏 湖

余 市

名 駒

朱 太

冷 水

厚 沢 部

天 塩

千 歳

・
音 江

支 笏 湖

千 歳

尻 別

'
利 別

厚 沢 部

◎

〇

〇

日

本

海

区

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎
0

〇

0

オ

ホ

l

ツ

ク

姫

〇

0

◎
0

0

0

〇

◎
0

0

0

計 1 2 1 6 8 1 12 1 6

ル サ

サ シ ル イ

羅 日

春)(リ古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

意 別

古 多 線

忠 類

伊 茶 仁

標 津
・
当 幌

春 別

ル サ

サ シ ル イ

羅 日

春Xl1古丹

植 別

元崎無買

崎 無 異

意 別

古 多 線

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1 線

当 幌

春 別

羅 日
//

'
・
意 別

//

・
//

//

伊 茶 仁

//

根 室

中 標 津

計 根 別

・

〇

〇

(、
(-、
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

0

海

区 根

室

〇
計 1 8 1 9 1 1 16 14

海

区

日

本

海

区

增 幌

天 塩
・
・
違 別

小 平 薬

增 幌

天 塩

中 川

下 中 川

遠 別

小 平 薬

中 川
・
・
・
・
天 塩

(、l

〇

〇

〇

〇

◎

◎

0

(01
◎

◎
◎

〇
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海

区

水 系

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

実施区分 海

区

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

実施区分

さ け ます 水 系 さけ ます

国 民 国 民 国 民 国 民

根

室

海

区

床 丹

西 別

矢 目 別

風 連

別 当 資

構 香

床 丹

西 別

矢 日 別

風 連

別 当 資

穗 香

//

虹 別

浜 中
・
厚 床

・

〇

◎

〇
(:、1
〇

〇

l0)
0
l0)
〇

仁 確 別

日高幌別

元 浦

三 石

静 内

新 冠

沙 流

識

勇 払

自 老

敷 生

責 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

電

知 内

仁 雁 別

幌 別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

富 川

識 川

勇 、払

自 老

敷 生

責 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

静 内

//

・
・
'
・
//

//

・
白 老

多・ 生

八 雲

//

・
・
知 内
・
・
//

・

〇

〇

〇

〇
(、)

〇

〇

(-)
〇

〇

〇

(:')
C、

〇

〇

〇

〇
(、)

〇

0

襟

裳

以

西

海

区

計 2 0 2 0 9 1 17 1 2

別寒辺牛

1il1l 路

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

十 勝

//

・
・
・
歴 舟

豊 似

広 尾

猿 留

厚 岸

1illl 路

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

打 内

3 3 号

利 21 l

幕 別

千 代 田

歴 舟

豊 似

広 尾

渡 留

太 田

all 路
阿 寒

1島 居
・
//

十 勝

事 別

//

//

札 内

大 樹

l l

ll

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇
(、l

(:、、
〇

C、
(、)

〇

〇

〇

〇

0

標

裳

以

東

海

区

c
〇 0

0

計 2 0 2 0 5 1 19

79

1 l 2

真 8 1 9 0 4 1 3 2 46
計 1 1 1 5 8 15 2

第 2 表  支場別さけ・ます捕獲採卵事業実施体制

支 場 水 系

捕 獲

採卵場

実 施 区 分

備 考さ け ま す

国 民 間 国 民 間

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 3

2 0

1 1

1 0

1 4

1 3

1 4

2 0

1 5

1 2

1 6

1 3

1 3

7

1 5

8

1 5

1 1

9

1 2

2

7

4

1

1

1

1

1

1

1

ます、 国̃ひめます

計 8 1 9 0 3 6 9 3 3 5

4 4年度 7 5 8 4 3 7 5 3 3 7

- 4 -

S 2  さ け - ますふ化放流実施体制
昭和 4 5年度のさけ・ます人工ふ化放流事業は66カ所(国4  1 カ 所、 道 1 カ 所、 民間 2 4 カ 所 )
で実施し、 35水系に稚魚を放流したoそのほかに、捕獲を実施しているがふ化場のない水系、捕
獲・ふ化とも行なつていない34水系にも稚魚を放流したo
昭和 4 5年度のさけ・ますふ化放流実施体制については第1表から第4表に示したとかりであるo

第 1 表  昭和45年度さけ'ますふ化放流実施体制 {;;:;;tら;;さ:, らふとますます0 け
海

区 三 系流名 三空実差
魚 種 海

区

放 流

水 系 名

放流実施

事 業 場

魚 種
支 場

さけ ます
支 場

さ け ます

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

常 呂

揚 別

落 精

幌 内

徳 志 別

北見幌別

頓 別

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

北 見

揚 別

i着 精

幌 内

徳 志 別

歌 登

頓 別

北 見

・
・
//

・
・
・
・
天 塩

・
・

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

(、1

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

根

室

海

区

標 津

・
当 幌

西 別

風 連

別 当 資

根 室

中 標 津

計 根 別

i l: 別
浜 中

厚 床

根 室

'
・
・
・
●

C、
〇

〇

〇

〇

〇

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

C、1

〇

〇

計 8 9 1 8 5

別寒辺牛

1il11 路

●

阿 寒

十 勝

・
'
歴, 舟

太 田

l9n 路
B 居

阿 寒

十 勝

基 別

札 内

大 樹

十 勝

//

'
'
・
・
・
・

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

襟

集

以

東

海

区

〇

計 1 1 1 1 2 1 1 l 1

天 塩

・-

石 狩

・
支 物 湖

尻 別

利 別

厚 沢 部

天 塩

中 川

千 歳

音 江

支 切 湖

尻 別

利 別

厚 沢 部

天 塩

・
千 歳

●

・
渡 島

・
・

(、)

C、
〇

〇

〇

〇

〇

日

本

海

区

〇

〇

〇

姫

〇

計 5 8 1 8 1

静 内

白 老

敷 生

遊 楽 部

知 内

静 内

自 老 ・

数 生

八 雲

知 内

千 歳

・
・
渡 島

・

〇

〇

〇

〇

〇

〇

計 6 8 3 7 5

根
室
海
区 要 茶 =i

羅 日

意 別

伊 茶 仁

根 室

・
・

〇

〇

〇

計 5 5 2 5 1

23
合

計
3 5 4 1 6 39

〇

- 5 -



第 2 表  道、 民間の収容施設

海 区
放 流

水 系 名

放 流 実 施

簡 所 名
支 場

魚 種
備 考

さ け ます

オホーツク海区 ル シ ヤ

時 前

ル シ ヤ

時 前

北 見

天 塩

〇

〇

〇 ウ ト°漁協
宗谷漁協

日 本 海 区 大 沢

增 幌

著 寒 別 .

余 市

船 泊

● 幌

ll 毛

余 市

天 塩

・
・

千 歳

〇

〇

〇

船泊漁協

宗谷漁協

増毛演協

余 市 配

〇

C)

根 室 海 区 ル サ

忠 類

床 丹

種 香

ル サ

忠 類

床 丹

構 i

根 室

・
・
・

〇

〇

〇

〇

羅日漁協 ・

標津漁協

野付漁協

根室漁協

標裳以東海区 観 戸

音 別

厚 内

十 勝

広 尾

渡 留

幌 尸

音 別

厚 内

利 別

広 尾

療 留

十 勝

・
・
・
・
・

〇

〇

〇

(、
〇

〇

浜 中 施

自糖漁協

大津漁協

池 田 町

広 尾 統

幌 泉 町

標隻以西海区 歌 月l1

仁 雁 別

元 浦

起

資 気 別

大 野

茂 辺 地

1t

数 別

仁 雁 別

元 浦 川

ie 川

貫 気 別

義

有 川

茂 通 地

1t 川

千 歳

//

lll

'

渡 島

//

・
・
・

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

幌泉・様似町
様 似 町

浦 河 町

iil川漁協

豊浦漁協

北 海 道

l:-購漁協
茂辺地漁協

木古内町

〇

合 計 2 4 2 5 6 2 2 5 2 3

iai 収容場のうち、 ゴジック体で表わしたものは、年度当初に計画したもので、 その他は仮収容施設。

- 6 -

第 3 表  還元、 移殖放流

海

区
;放'流水系

放 流 実 施

事 業 場

所 管

支 場

漁 種 海

区
放流水系

放 流 実 施

事 業 場

B 居

・
//

広 尾

所 管

支 場

漁 種

さけ ます さ け ます

オクシべツ

能 取

ライトコロ

佐呂間別

芭 9

興 部

渡 払

知 来 別

斜 里

細 走

北 見

'
携 別

清 滑

頓 別

・

北 見

・
・
・
・
・
天 塩

//

(:、
〇

〇

〇

(、1

〇

〇

標

裳

以

東

阿 寒

庶 野

茶 路

豊 似

十 勝

・
・
・
千 歳

・
・
・
'
//

・
渡 島

・
・
・
//

(、1

〇

〇

〇

オ

ホ

l
ツ

ク

海

区

仁 雁 別

日高l原l別

三 石

新 冠

沙 流

勇 払

白 老

長 万 部

常 呂

汐 泊
切
戸 ai 地
大 当 別

歌別、 元浦川
千歳、元浦川

静内、 元浦川
静 内

静内、 千 歳
千 歳

敷 生

森

・
茂辺地

森 八 雲

森

森

〇

〇

〇

〇

〇

(、)

〇

〇

〇

〇

〇

C、

〇

〇

〇

1際

裳

以

西

海

区

日

本

違 別

小 平 襲

古 宇

徳 志 別

中 川

尻 別

天 塩

・
渡 島

〇'

〇

〇

根

室

海

区

權 別

元崎無1ii

古 多 標

春 別

風 連

羅 日

伊 茶 仁

◆

計 根 別

虹 別

根 室

//

・
・
・

〇

〇

( 、l

〇

〇

〇

以

東

新 川

漢 散 布 太 ・ 田
十 勝

'
C、
〇

計 3 4 2 4 6 1 9 6

第 4 表  支場別さけ・ ますふ化放流実施体制

支 場
放 流

水系数

ふ 化 施 設
計

実 施 区 分
備 考

国 営 道 営 民 営 さ け ま す

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

9

1 2

1 0

8

9

9

8

9

8

5

6

5

1

4

6

4

5

4

9

1 3

1 4

9

1 1

1 0

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇1

計 5 2 4 1 l 2 4 6 6
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S 3 さけ・ます増殖事業経費

昭和4 5年度のさけ・ます增殖事業のために要した経・t、 二i'算かよび決算額は下記のと ii ,りであ
る o

第 1 表  昭和 4 5年度さけ・tす増殖事業のための予算額:il,よび決算額

区 分 予 算 額 決 算 額 備 考

( 組 截 )

水 産 庁

( 項 )

北 海 道 さ け・ tす.il・化 場

( 日 )

人 当 経 費

最 員 旅 費

施 設 施 行 流 費

庁 資

採 卵 ふ 化 放 流 庁 費

施 設 施 エ 庁 費

土 地 建 物 借 料 .

各 所 修 構 費

施 設 整 備 量

国有資産所在市町村交付金

3 7 4 , 4 l 8 , 0  0 0

2 1 4.1 7 9.00 0

7.0 0 5.0 0 0

2 3 0 , 0  0 0

8 , 3 1 9.0 0 0

1 0 7.6 2 7 ,0 0 0

1 7 4.0 0 0

1.6 l 2 , 0 0  0

8.1 4 4.0 0 0

26 , 922 , 00  0

2 0 6.0 0 0

3 7 1 , 6 4 2.1 5 3

2 1 6 , 6 8 7 . 4 3 4

6.7 2 4 , 5 7 5

2 0 7.7 0 0

8 , 2 2 6 , 9 1 4

1 0 3 , 3 3 9.7 8 0

1 5 6 , 7 5 7

1.5 0 4.3 6 6

7.7 4 8 , 9 9 7

2 6 , 8 4 0.0 0 0

2 0 5.6 3 0

- 8 -

S 4 北海道さけ - ますふ化場の現員
昭和 4 6 年 3 月 3 1 日現在の本場:ii よび支場別人員配置状況は第1表のと: ii りであるo

第 1 表  :北海道さけ・ますふイヒ場職員本、 支場別人員配置表

場 名 技 官 事 務 官 計

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

3 0

1 7

2 2

2 1

9

1 0

8

1 4

4

3

3

3

4

3

4 4

2 1

2 5

2 4

1 2

1 4

1 1

計 1 1 7 3 4 1 5 1

「 前 年 度 1 1 7 3 5 1 5 2

註 本場の技官のうち9名は研究員o



S 5 北洋さけ ・ます漁業

1 )  減 業 規 換

第 1 表  母船式さけ・ ます渡し紹願 ( 集数 )一業 別  年 度
昭 和  4 4 年

1 1

3 6 9

昭 和  4 5 年

母 船

独 航 船

1 1

3 6 9

第 2 表  4 8度以南・流し細、 はえなわ漁業(許可隻数)一可 別  年 度
昭 和  4 4 年

太平洋  3 2 7
日 本 海  1 0 5

3 6 9

4

昭 和  4 5 年

大 臣 ̃ 中 型 さ け ま す 流 し 細

大 臣 i 中 型 さ け ま す は え な わ

知事̃太 平 洋 7 ト ン以上流し網

3 2 7
1 5 5

3 6 9

3

第 3 表  その他さけ・ ます漁業(適知事許可集数)一可 別  年 度
昭 和  4 4 年 昭 和  4 5 年

太平洋小型流 し 網 7  ト ン 未 満

日 本 海 小 型 流 し 細

津 軽 海 峡 流 し 細

日 本 海  小 型 は  え な わ

1. 2 7 5

1 7 4

1 0 0

4 8 3

1 , 2  8 2

1 2 5

1 0 0

4 8 3

費科は 「日ソ漁業委員会について」 1 9 7 1 ( 水 産 庁 ) に よ る o

-1 0-

2 )  願 4 5 年 度 さ け・ます漁業実iai

第 4 表  日本お,よびソ連のさけ・ます漁獲量(区域別) ( 単 位 : ト ン )

X区 . 分 年 次

1 9 6  7

4 2

1 9 6  8

4 3

1 9 6 9

4 4

4 0 , 4 0 0

9. 3 5 0

4 9. 7 5 0

1 9 7 0

4 5

3 6 , 5 4 5

8 , 4 5 5

4 5.0 0  0

A

区

域

B

区

域

母 船 式

太 平 洋 流 し 網

計

4 2. 6 3 5

9 . 8 6 5

5 2 , 5 0  0

3 7 , 7 6 3

8.7 3 7

4 6 , 5 0  0

3 1 , 3 7 0

1 2 , 1 8 0

2 , 9 5 0

4 6 , 5 0  0

9 3 , 0  0 0

割

当

量

日

太 平 洋 流 し 網

大 平 洋 は え な わ

日 本 海 漁 業

計

3 7 . 4 0  0

1 4 , 7 0 0

3. 4 0  0
5 5 , 5 0 0

3 5. 4 5 0

1 4.0 0 0

5 , 8 0 0

5 5. 2 5 0

2 8. 7 5 0

1 1.1 5 0

5.1 0  0

4 5 , 0  0 0

9 0 , 0 0  0A ・ B 区 域  計 1 0 8 . 0  0 0 1 0 5.0 0 0

A

区

域

母 船 式

太 平 洋 流 し 細

計

4 2 , 5 4 4

9.7 8 9

5 2 , 3 3 3

3 7 , 6 4 2

8 , 7 2 3

4 6 , 3 6 5

4 0.2 7 4

9. 3 1 5

4 9 . 5 8 9

3 6 , 4 0 9

8 . 4 2 6

4 4 , 8 3 5実

B

区

域

太 平 洋 流 し 細

太 平 洋 は え な わ

日 本 海  漁 業

,計

4 1 . 8 8 3

1 6 , 9 5 8

3 , 6 9 9

6 2 , 5 4 0

3 4 , 3 7 5

7. 7 7 9

3. 4 9 3

4 5 , 6 4 7

9 2 , 0 1 2

3 8 , 2 0 9

1 5. 3 4 1

6 , 6 1 8

6 0 , 1 6 8

3 1. 4 1  6

9 . 0 4 5

5. 5 5 8

4 6 , 0 1 9

本

演
A ° B 区 域  計 1 1 4. 8 7 3 1 0 9 . 7 5 7 9 0.8 5 4

沿 岸 2 6 , 6 3 5 1 7 , 0 9 9 2 6 , 8 3 1 舉 2 3 , 6 8 7

日 本 計 1 2 1. 5 0 8 1 0 9. 1 1 1 1 3 6 , 5 8 8 1 1 4 , 5 4 1

ソ

連

(: 三 )

8 3 , 0  0 0

7 8 . 8 8 1

6 0 , 0  0 0

3 6.1 9 1

8 0 , 0 0 0

7 5. 4 6 8

4 0.0 0 0

3 l9l.0 5 3

日 ソ 漁 獲 量 計 2 2 0 , 3 8 9 1 4 5 , 3 0 2 2 1 2.0 5 6 1 5 3 , 5 9 4

資料は「日ソ能委員会について」 1 9 7 1  ( 水産庁 )による o

-1 1-



S 6 さけ ・ます增1;直事業成績総括

昭和4  5年度さけ' 'ます捕獲採卵事業は4 5 年 5月 4  日から4 6 年 1月 2  0日までの間に:l11・いて実施
すのすけis,よびべにさけも実施して: i,・り、 これらの成構は第1表のと ;;i, りである。

第 l 表  海区別、 角.種別成i量集計表

魚 種 さ け

ll 区
水

系

数

実
施
住i
所
数

水

系

数

実
施
置l
所
数

放 流 数

:F:尾

項 日 捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

計 画

実 ;量

選 成 率

1 3

1 5

1 4

1 6

1 3 1.2 0 0
2 2 1.3 l 1

l 6 8 . 7

l 4 1 , 1 8 0

2 4 8 , 6 2 6

l 7 6 . 1

1 8

2 0

l 2

1 3

8

1 0

1 l 7,8 0 3

1 1 9.1 9 1

101 . 2

・ホ ー ツ ク 海 区
計 画

実 a
達 成 率

5

9

8

1 3

l 5.;a0 0
6 , 6 3 2

44.2

1 7 , 5 5 l

8 , 6 3 6

49.2

・ l 0

9

4 8.3 0 8
3 0 , 0 8 4

6 2.3

日 本 海 区

計 画

実 al
達 成 率

1 6

.7

1 7

l 8

1 7 9.2 0 0
1 l 3.3 8 5
64.7

1 9 8 , 5 1 7

l 2 6 , 7 7 4

6 3.9

1 7

l 6

1 1

1 4

1 4 8 , 7 0 0

1 2 9.3 6 5

87.0

根 室 海 区

計 画

実 演

通 . 成 率

?

1 1

l 1

l 5

2 8 7.0 0 0

2 6 2 , 1 5 9

9 l.3

2 5 6 , 8 l 8

l 4 5.6 9 1

56.7

1 0

1 5

9

1 3

1 6 0 , 1 6 5

1 1 5 , 5 2 2

7 2.l

機 装以 東 海 区

計 画

実 検

速 成 率

2 0

2 0

2 0

2 0

2 4.9 0  0

,2 3 , 2 0 8

9 3. 2

2 7.1 3 0

1 6 , 8 9 3

6 2 3

2 1

2 3

2 1

1 2

5 4 , 0 l 0

4 7.9 3 9

8 8.8

様 隻 以 西 海 区

計 画

実 演

達 成 率

6 1

7 2

7 0

8 2

6 3 3 , 3 0  0

6 2 6 , 6 9 5

98..9

6 4 1.1 9 6
5 4 6 , 6 2 0

85.3

7 6

8 3

6 1

6 2

5 2 8.9 8 6

4 4 2 , 1 0 1

8 3.6

合 計

註 1. 計画はそ上調査河川を含んでいないo

2. さけ採卵数(実数)には海産卵を含んでいないが放流数には含むo

3. さ<らます放流数には、拡大再生産事業分(19千尾)を合まないo
4. べにさけ放流数は、昭和44年度産のものであるo

-1 2-

し、 主要3魚種の稚魚は4 6年1月1日から6月3 0日の間に放流したo  また、 このほかにひめます、 ま

さ く ら ま す か ら ふ と ま す

水

系

数

実
施
笛
所
数

捕 獲 数

尾

水

系

数

実
施
箇
所
数 放::

水

系

数

実
施
箇
所
数

捕 獲 数

尾

水

系

数

実
施
箇
所
数

放 流 数

千尾

採 卵 数

千粒

採 卵 数

千粒

7

5

7

5

7 , 50  0

2 , 1 9 4

2 9 . 3

7.6 7 8

1 , 5 8 0

2 0 . 6

1 1

4

7

4

7 , 1 9 0

1.4 0 8

1 9.6

1 5

1 6

1 5

1 6

1 9.2 0  0

2 3.0 7 2
1 2 0 . 2

1 1 , 7 4 2

1 4 , 1 3 9

1 2 0 . 4

1 2

1 4

1 0

1 1

9.8 5 7

1 1.0 1 6

1 1 1 . 8

4

5

5

6

9

9

2 , 5 0  0

8 1 2

3 2 5

7,0 0 0

3 , 4 5 3

49 . 3

3.1 9 2

1 , 0 0 3

3 1 . 4

8 , 1 9 5

3 , 6 0 4

4 3 . 9

4

6

9

4

4

6

9

4

3 , 1 6 8

1 , 5 5 4

4 9 . 1

5 , 6 6 3

1. 3 6 5

2 4 . 1

2

3

1 2

1 1

2

3

1 3

1 2

5 0  0

2 4 8

4 9 . 6

2 7 0

9 8

43 .4

2

5

2

4

3.8 4 4

6 3 4

1 6 . 5

9

8

3 6 , 2 0 0

1 6.9 9 0
46 .9

1 8 , 4 1 5

3.5 2 8

1 9 . 2

9

3

9

3

1 1 , 1 4 7

2 , 8 9 6

30 . 0

2

2

2

2

4 0 0

5 9

1 4 . 8

1 8 2

8

4.4

2

1

2

1

1 4 6

6

4.1

2

2

2

2

4 0 0

5 8

1 4 . 5

3 8 6

1 1 4

29 . 5

2

3

2

1

・ 3 0 9

1 9 4

6 2.8

1

2

1

2

5 0 0

3 , 1 0 8

6 2 1 . 6

2 2 8

4 2 4

1 8 5 . 9

1

2

1

1

1 , 6 0 0

1 , 3 2 1

8 2 6

2 2

2 0

2 3

2 2

1 7 , 4 0  0

6.5 1 7

37 .5

1 9.4 5 1

6 , 3 0 1

3 2.4

2 6

1 7

2 2

1 5

1 6 3 3 0

4,!i 2 1

27 .7

3 2

3 4

3 3

3 5

5 6 , 8 0  0

4 3.4 7 7

76.5

3 0 , 8 3 7

1 8.1 9 7

5 9 . 0

2 t

2 i

2 4

2 0

2 6 , 5 9 4

1 5.8 7 3

5 9 . 7

-1 3-



魚 種 ひ め ま す べ に さ け

海 区
項 日 捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

計 画

実 積

達 成 率

オホーツク海区

計 画

実 i量

通 成 率

20 ,0  0 0

8 , 6 8 2

43.4

3.8 5 4

1 , 2 6 6

3 2 8

1 , 6 4 3

7 4 2

45 .2

日 本 海 区

計 画

実 演

: i童成率

2 0 0

5 6

28.0

1 1 6

5

4.3

9 3

5 6 8

6 1 0 . 7

根 室 海 区

計 画

実 l i

達 成 率

標裳以東海区

計 画

実 演

達 成 率

篠集以西海区

計 画

実 積

達 成 率

2 0.0 0 0

8 , 6 8 2

43.4

3 , 8 5 4

1.2 6 6

3 2 . 8

1 , 6 4 3

7 4 2

45 .2

2 0  0

5 6

2 8 . 0

1 1 6

5

4.3

9 3

5 6 8

6 1 0 . 7

合 計

-1 4-

ま す の す け 合 計

捕 獲 数

尾

水

系

数

実
施
箇
所
数

水

系

数

実
施
箇
所
数

放 流 数

千尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

1 5

1 8

1 6

1 9

1 5 7.9 0  0

2 4 6 , 5 7 7

1 5 6 . 2

1 6 0 , 6 0  0

2 6 4,3 4 5

1 6 4 . 6

2 3

2 1

1 2

1 3

1 3 4 , 8 5 0

1 3 1 , 9 9 8

97 .9

3 8 3

4

8

1 3

1 1

1 5

3 8,0 0 0

1 6 , 3 7 8

4 3 . 1

2 2 4.8 6 7

1 1 , 0 0 3

44.2

1 3

l 4

1 0

1 1

5 6 , 9 6 3

3 3 . 0 1 4

5 8 . 0

0

1 9

2 0

2 0

2 1

2 1 8 , 6 0  0

1 3 3 , 8 8 4

61.2

225.2 4 3

1 3 3 , 9 1 1

59.5

2 0

1 7

1 2

1 4

1 6 7 . 0 4 3

1 3 4 , 1 9 4

80 .3

7

1 2

1 1

1 5

2 8 7.4 0  0

2 6 2.2 1 8

91.2

2 5 7 , 0  0 0

1 4 5.6 9 9

56.7

1 0

1 5

9

1 3

1 6 0 , 3 1 1

1 1 5. 8 2 9

7 2 2

3 0 1

2 0

2 0

2 0

2 0

2 5.8 0 0

2 6.3 7 4

1 0 2.2

2 7,7 4 4

1 7 , 4 3 1

6 2 8

2 1

2 3

1 1

1 3

5 5. 9 1 9

4 9.4 5 4

8 8 . 4

: : 6 8:
6 9

8 3

7 8

9 0

l

7 2 7 , 7 0  0

6 8 5 . 4 3 1

94.2

6 9 5 , 4 5 4

5 7 2 , 3 8 9

8 2.3

8 7

9 0

5 4

6 4

5 7 5 , 0 8 6

4 6 4 , 4 8 9

80.8
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第 1 図  解 、 魚 種 別 成 績 図
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べにさけ0. 1 %  5 6 8 千 尾

ますのすけ0 . 2 %  6 8 4 千 尾

ひめます 0 . 2 %  7 4 2 千 尾

さ く ら ま す 0 . 9 %  4 . 5 2 1 千 尾
からふとます 3. 4 %  1 5. 8 7 3 千 尾



第 2 表  さ け 海 産 卵 ( 海 産 魚 か ら の 採 卵 ) 単位:千粒

海 区 実 施 地 区 採 卵 数 収 容 事 業 場 実 施 者 海 区 実 施 地 区 採 卵 数

収 容 事 業 場 ・

実 施 者

ウ ト ロ

網 走

常 昌

湧 別

計

1 , 3 2 0 . 0

1 , 3 1 7 . 0

1 , 2 7 1 . 0

1 1 1 . 0

4 , 0 1 9 . 0

岩 尾 別

組 走

北 見

湧 別

ウ ト ロ 漁 協

細 走 漁 協

常 呂 漁 協

湧 別 漁 協

歴 舟

広 尾

渡 留

計

4 3 5 . 0

7 4 7 . 8

8 8 . 0

1 , 2 7 0 . 8

大 樹

( 広  尾 )

( 渡  留 )

大 樹 漁 協

広 尾 漁 協

幌 泉 漁 協
探 基 以 東 海 区

オ ホ ー ツ ク 海 区

仁 雁 別

浦 河

茂 辺 地

計

6 0 1 . 4

3 1 9 . 6

1 0 8 . 0

1. 0 2 9 . 0

( 歌  別 )

( 元  浦 川 )

( 茂  辺 地 )

様 似 漁 協

荻 伏 漁 協

茂 辺 地  漁 協

要 計 i
1 , 0 6 8 . 0  、

5. 1 8 7 . 0
4 3 1. 0

1 0 7 . 0

6 , 7 9 3 . 0

羅 日

伊 茶 仁

( 床  丹 )

( 想  香 )

羅 日 漁 協

標 津 漁 協

野 付 漁 協

根 室 漁 協

襟 裳 以 西 海 区

根 室 海 区

合 計 1 3. 1 l 「. 8

誌 ( )は国営以外の施設

第 3 表  最 近 1 0 カ 年 の さ け 増 殖 事 業 成 績 ( 略 和 3 6 ̃ 4 5 年 度 )一内 訳  年 度 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 平 均

沿 岸  来 遊 量 ( 千 尾 )

河 川 内 捕 獲 数 ( 千 尾 )

そ上率  ( %  )

9 親 魚 捕 獲 数 ( 千 尾 )

章 比 ( % )

1i 親 魚 使 用 数 ( 千 尾 )

使 用 率 ( % )

採 卵 数 ( 千 粒 )

1 尾 平 均 採 卵 数 ( 粒 1l
仮 収 容 卵 数 ( 千 粒 )

海 産 卵 ( 千 粒 )

収 容 卵 数 ( 千 粒 )

収 / 仮 ( % )

ふ 出 尾 数 ( =f◆尾 )
ふ / 収 ( % )l 給 的 尾 数 ( 千 尾 )
給 / ふ ( % )

給 / 収 ( % )

放 流 尾 数 ( 千 尾 )

放 / 採 ( % )

2 , 9 4 1

4 2 7

1 4 . 5

2 1 1

4 9 . 5

1 7 7

9 3 . 5

4 5 5.0 3 8
2 , 5 6 8

4 5 5.3 0 7
- 2 1 9

4 2 5 , 9 0 !

9 3 . 5

3 7 5.1 6 8

88.1

__
9 4 83 5  . 9

7 9 . 0

2 , 7 5 9

3 7 1

13 .4

1 7 2

4 6 . 4

l 4 0

81 . 1

3 5 5 , 0 0 0

2 , 5 4 2

3 5 5 , 0 8 7

1.3 9 5
3 3 0 , 4 7 4

93.1

2 9 1 , 2 0 4

88 . 1

2 9.9 9 8
l 0 . 3

g.1

2 8 0 , 7 4 3

7 9 . 1

3 , 7 6 9

3 6 1

9.6

1 7 3

4 8 . 1

1 4 7

84 .7

3 6 1.2 6 3
2 , 3 9 2

3 6 2 , 4 4 1

9 9 0

3 1 8 . 3 4 6

87.8

2 8 5.2 7 9
8 9 . 5

7 3 , 3 0 8

25.7

23.0

2 7 2 , 1 0 6

75 .3

3 , 8 1 4

5 9 3

1 5 . 5

2 0 4

34.6

1 6 7

8 1.5

4 1 0 , 9 2 5

2.4 6 4
r 4 1 3 , 4 2 6

2 , 5 0 2

l 3 9 0 4 4 4

94 .4

3 4 8.0 1 3
8 9 . 2

1 0 3 , 6 4 5

2 9 . 8

26 .5

3 3 4 , 4 6 3

8 1.4

4 , 7 4 9

8 0 6

1 7 . 0

3 9 9

4 9 . 5

2 9 6

' l 4 . 3

7 7 4 , 4 2 0

2.6 1 0
7 7 4 , 5 9 1

1 7 1

7 0 6.3 4 6
91.2

5 9 3 , 6 4 0

84 . 0

1 2 1 , 2 7 4

20.4

1 7 . 2

5 4 9.2 7 8
70 .9

3 , 8 0 5

3 9 7

10.4

l 7 1

4 3 . 2

1 3 3

7 7 . 7

3 4 2.6 7 6
2 , 6 0 0

3 4 8 , 4 7 9

5.8 9 5
l 3 4 8 , 4 6 9

l
2 8 9.0 9 6
83.0

1 5 7.4 9 2
54.5

45.2

2 7 2.0 3 6
7 9 . 4

4.5 0 1
5 9 2

1 3 . 2

2 6 9

45.5

2 0 2

75.1

5 3 8 , 9 5 1

2.6 7 0
5 4 6.0 1 4
7.144

5 4 5.6 4 6
99.9

4 7 2 , 4 4 8

8 6 . 6

2 1 1.1 6 1
4 4、7

3 8 . 7

4 3 4 , 7 2 9

80.7

2 , 1 3 8

2 3 6

11 .0

1 0 4

44 . 0

8 9

85.6

2 3 5 , 0 8 6

2.6 5 0
2 4 1.6 9 8
6r6 6 0

2 4 1.1 1 4
99 . 8

2 1 5.9 7 6
89 . 6

1 9 2.1 4 3
89.0

7 9 . 7

2 0 7.4 3 8
8 8 . 2

4 , 1 7 3

5 7 8

1 .3.9

2 2 3

38.6

1 9 9

89 .3

4 7 2 , 5 2 9

2.3 8 0
4 7 5 , 3 4 4

3.4 2 0
4 6 1.6 2 8
97 . 1

3 8 9.5 0 4
84 . 4

2 7 6 , 5 1 9

71.0

4 2 . 4

3 6 1.5 7 1
7 6 . 5

5 , 2 j 7  -
6 2 6

11 . 8

2 8 6

45.6

2 3 5

8 2 .3

5 4 6.6 2 0
2 , 3 2 0

5 5 9,7 3 2

1 3.1 1 2
5 5 6 , 5 8 9

99.4

4 6 7 , 1 l 8

8 3 . 9

3 2 7 . 1 2 1

70 . 0

5 8 . 8

4 4 2.1 0 1
8 0 . 9

3.7 9 3 .
4 9 9

1 3_1
2 2 1

4 4 . 3

1 7 9

8 1 . 0

4 4 9. 5 5 1
2 , 5 l 1

4 5 3 , 2 1 2

4 , 1 5 1

4 3 2 , 4 9 6

9 5 . 4

3 7 2 , 7 4 5

8 6.2

1 4 9 . 2 6 6

4 0 . l

3 4 . 5

3 5 1.3 9 5
7 8 . 2

- l 7̃ l 8 -



S 7 さ け 增 殖 事 業

' さけの沿岸来遊概況
昭 和 4 5 年 (  1 月一 1 2 月 ) の 全 道 沿 岸 指-量 ( 沿岸 1河川 ) は 5 2 '7. 7 万 尾で、 昭和 2  5年の
豊 漁 ( 41 5方尾)を更に上延1る豊漁であり、戦後最高を記録した。道東 3海illl_はともに豊漁であ
つた反面、 不振地域と云われている日本海区、 襟裳以西海区は不漁であった。
本年の主群は予想ど要、り4年魚が主群で61 . 7%、  3 年 魚 は 3 4. 6 % 、その他3 . 7 %の魚群構成

であったo
河川そ上数(捕獲数)は沿岸の豊漁にもかかわらず12. o %、 6 2 . 7万尾であった。 これは、 オ
ホーツク海区、襟裳以東海区、 同以西海区がいづれも20%以上を示した反面、 根室海区が1 1 . 3
% 、  日本海区が6. 6 %の低率であったためであるo
本年度の計画目標数は親魚捕游数63.3万尾、 採卵数 6億 4千 1 1 9 万粒の計画をもって 7 2 水
系、 82捕獲採卵場で実施した。 これらの実績と前年度対比は会-11表のとぉ, りである。

第 1 表  事業計画と実績ならびに前年度との比較

区 分
昭 和  4 5 年 度 解J本l4 4年度

実 績

li1年崖r との対

比 1l定1 減 △計 画 数 実 績 達 成 率 %

捕 游 数  尾

採 卵 数 千 尾

秒 流 数 千 尾

6 3 3 , 3 0 0

ll、 4 1 . 1 9 6

5 2 8 . 9 8 6

6 2 6 , 6 9 5

5 4 6.6 2 0
4 4 2.1 0 1

9 8. 9

8 5 . 3

8 3. 6

5 7 7 . 8 3 6

4 7 2 , 5 2 9

3 6 1.5 7 1

3 8 . 8 5 9

7 4 , 0 9 1

8 0 , 5 3 0

各海区の状況は次のとぉ- り である。
(1 ) オ 末一ツク海区

この海区の沿岸来遊量は1 5 9万尾 ( 沿 岸 1  3 6万尾、  河 川 2 2 万 尾 ) と量1:漁に恵まれ、 特に、
知床沿岸部は好漁であった。
沿岸での漁獲量は10 、 1 1 月に集中され、 1 0月は全漁獲量の4 5. 4 %、 1 1 月 は 4 7. 3 % を
占めている。
河川そ上数は14 . 0 %、 2 2 Jフ尾で戦後の最高を記録 した o河川そ上は 1 1 月が 1 9. 4 %、 1 2
月 は 7 1 . 3 % で、特に湧別、網走の両河川の傾向は12月に集中した。 これは漁業調整 (昭和4 4
年から実施している定置網漁業の操業期間のうち後期短縮推置)の結果とみられるo

(21 日 本 海 区

この海区は1.6万尾の来遊で、 前年の不漁( 2 . 3 万 尾 )  をも下理つた。 これはこの海区の主要河
川である石狩川、 千歳川の国帰魚が著しく少なかつたためである。沿岸では9. 4千尾の漁獲、河川
で は 6. 6 千責l二の捕獲であったo
石狩川の河川職・境が好転するまでの推置と して、石狩湾のさけ資源回復を・目的と して、 11ll1和 4 3

年度から余市川に稚魚者-放 流 し て い る が ( 4 4 年 春 1 6 o万尾放流)、従来この沿岸でのさけ漁獲
は 5 o尾程度であったものが、 約 5 o o 尾程度の漁獲を・示 し た ( 2 年 魚 )。

-1 9-



( 3 ) 根  室 海 区

根容海iiでは2  0 0万尾の来遊が:異 られ、 この海区 として未會有の豊漁であった。 これは羅日:llt
区、 標津站区が特に良く、羅日での漁港は ォ ホ ー ツク系魚群の回遊がかなりあり、標津地l21では標
津川L伊茶仁川系魚群の回帰が多かつたものと推定される。
沿岸来遊の主群は 4年魚 ( 6 4 . 4 % ) で あ るが、 11:のうち西別l l、標津川系のものが厚く
( 8 2 . 6 % ) さ ら に 西 別 川、 標津川、 風連川、 月l!当資川、伊茶仁川、 羅日川の各河川系の3年魚の
割合いも多かった ( 3 0 . 0 % ) o

沿岸来遊10lは例年とJl:較して、 根室半島寄りが早く、 羅臼、 榜津地l区は沿岸水温などの職境条件
が悪いため2通l間程度運かっ11'l l o
河川.そ'上数は 5 . 5 % 、 1 1 . 31:J51尾を示しているが、 内容的にはォホーツ ク系、十勝川系のものを
除いても、そ上率は 7 . 0 % しか評価されず、地区別では別海、 風連地:liiを除いてはいづれも 1 0 %
以下で、 沿岸漁獲i-1l1:比 ?して例年にな くそ上率が低かつた。

4) 機 装 以 東 海 区

との海区は1 4 o 万尾の沿岸来遊があり、 昭和 4  o 年度に次<'豊魚であった。 これは十勝川系の
4 年魚、 3年角、が卓越し、 さ らに91l路川の3年魚が多く回帰したためと推定される。
1l[ll岸漁獲は十勝川系、a11路系魚群の回帰が多かったため、 この回遊経路に当る ところは豊漁であ
あったが、 庶野、広尾、 大樹地一ei は前年を若干下理つたo
河川そ上数は来遊量の18.7%、 2 6 万尾で、 このうち約8 0 %は十勝川で占め、 次いで1il11路川

が多かったo また月1l寒辺牛川も7千尾を示したが、 その他の河川は値少であった。

(5) 構義以西海区

この海区の来遊は2,11;フ1混 と や や不漁であった。 日高沿岸では昨年のよ うに襟裳? ?・らの回
遊魚が少 1li・いための不漁であっ1l i-が、 遊楽部川、 茂辺地川系魚群の回遊が多かつたため、 道南地区
では豊漁であった。 L.かし、 胆振地区は資源が少:をいため41板端に不漁であった。
河川そ上は9.8 %、 2 . 3万尾で、茂辺地リ1 lが主であり、 次いで静内川、遊楽部川であり、 その他
の河川は僅少であった。

2 沿岸漁業と再生産用親魚の確保

北海道沿岸にぉけるさけ漁業は、 その大部分がさけ定置綱漁業によ って占められている が、- この
資源の再生産は人工.i,,化事業に よつて維持されている。
現在、 沿岸来遊資源の回帰率は1.o%程度であり、 現状にかける再年産-解を勘案すれば、 或一
定i_の沿岸来遊量を維持するための再生産用親魚量は1 4 . 2 % と算定される。 即ち、 沿岸来遊量が
1 0  0万尾あり、 この水準を維持してゆく ものと想定した場合の必要親魚数は14.2 Ji一尾と なる。
(これからの稚魚生産效流尾数は1億尾となる。 ) しかし、 現状では沿岸にぉ-ける漁獲努力が大き
な影響を与えている。
沿岸のさけ資源を安定したものとするためには、河川そ上率を云々することょりも親魚の絶対必

-2 0-

要量の確保が課題となるo

本年度の沿岸来病は527 . 7万尾と戦後最高の成績を言[録した。河川内親魚捕獲数は62. 7 万
尾と、計 画 数 ( 6 3 . 3 1Jl1尾 ) に 対 し て 9 8 . 9 % とほぼ達成率に近いが、 そ上率では1 1 . 8 % と なつ
ているo

各海区に当-いて秋さけを対象とした定置細の許可統数については全適計516カ統があり、 その
支f:l◆別、 海区別の内訳は第2表のとぉ- りである。
第 2 表  昭和 4  5年度さけ定置網の許可統数

海 区 支 庁 , 支 庁 別 統 数 海 区 別 統 数

オ ホ - ツ ク 網 走

宗 谷

留 萌

石 狩

1 0 6
1 3 0

3 5

1 5

日 本 1 6 4 8

後 志

槍 山

6

根 室 1 0 6

1 1 7

根 室 1 2 0

襟 装 以 東 創 路 5 9

3 6十 勝

日 高

胆 振

渡 島

8 1

2 6 1 1 5

;際 裳 以 西
1 6

計 5 1 6 5 1 6
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第 3 表  海区別のさけ沿岸漁獲数、 河川捕獲数、 河川そ上率

単位 f沿岸、河川 千尾tそ 上 率 %一置 年 度 年 度 1 9 6 54 0 年 度

1 9 6 6

4 1 年 度

1 9 6 7

4 2 年 度

1 9 6 8

4 3 年 度

1 9 6 9

4 4 年 度

1 9 7 0

4 5 年 度

オ

ホ

l
ツ

ク

海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1 , 0 7 6

2 5

1 , 1 0 1

2 . 3

1 , 5 2 4

7 1

1 , 5 9 5

4 . 5

1 . 3 1 7

4 8

1. 3 6 5

3.5

7 6 9

3 3

8 0 2

4.1

1 , 3 2 1

1 7 7

1 , 4 9 8

1 1. 8

1 , 3 6 3

2 2 1

1 , 5 8 4

l 4 . 0

日

本

海

区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

2 2

1 3

3 5

3 7 . 1

3 3

1 6

4 9

3 2. 7

4 7

1 2

5 9

2 0 . 3 」
1 5

9

2 4

3 7 . 5

9

7

1 6

4 1 . 3

根

室

海

区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1. 2 0 7
1 6 2

1 , 3 6 9

1 1 . 8

7 1 3

1 3 8

8 5 1

1 6 . 2

1 , 4 4 0

1 6 3

1 , 6 0 3

1 0 . 2 1
9 9 9

1 8 9

1 , 1 8 8

1 5 . 9

1. 9 2 4

1 1 3

2 , 0 3 7

5 .6

様
裳
以
東
海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1. 3 6 5
5 9 6

1 , 9 6 1

3 0 . 4

7 6 6

1 5 4

9 2 0

1 6 . 7

8 0 3

3 5 3

1 , 1 5 6

3 0 . 6

3 2 9

f
9 7 7

1 9 1

1 , 1 6 8

1 6 . 4

1 , 1 4 3

2 6 2

1 , 4 0 5

1 8 . 7

襟
集
以
西

海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

2 7 3

1 0

2 8 3

3 . 5

3 7 2

1 8

3 9 0

4 . 6

3 0 2

1 6

3 1 8

5.0

2 1 0

1 5

2 2 5

6 . 5

2 8 8

1 2

2 9 5

4.1

2 1 3

2 3

2 3 6

9 . 8

全

道

計

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率11
3 , 9 0 9

5 9 2

4.5 0 1

1 3 . 2

1 , 9 0 2

3 6

2 , 1 3 8

1 1 . 0

3 , 5 9 5

5 7 8

4.1 7 3

1 3.9

4 , 6 5 1

6 2 6

5.2 7 7
1 1 . 8

註 1. 千尾未満の数字は四捨五入してまとめたo

2. 河川そ上率とは河川捕獲数÷(沿岸漁獲数十河川捕獲数)であるo

-2 2- -2 3-
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第 1 図  海区別事業成演

l 日 精 区 1 . l % 6.6 3 2 尾
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第 6 表  昭和 4  5年度海区別さけ事業成機集計表、海 区 項 目 捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数 9

性 比

S 親 魚

使 用 数

9 親 魚

使 用 率9 尾 6 尾 計 尾

オ ホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

標 隻 以 東 海 区

襟 裳 以 西 海 区

1 1 6.5 1 8
3 , 2 9 4

5 6 , 4 9 7

1 0  0 , 6 9 0

8.8 7 3

1 0 4 , 7 9 3

3 , 3 3 8

5 6 , 8 8 8

1 6 1.4 6 9

1 4.3 3 5

2 2 1.3 1 1

6 , 6 3 2

1 1 3 , 3 8 5

2 6 2.1 5 9

2 3 , 2 0 8

5 2 . 6

4 9 . 7

4 9 . 8

3 8 . 4

3 8 . 2

1 1 4 , 3 5 7

2 , 9 2 5

5 4 , 5 8 7

5 5 , 8 3 5

7.6 4 6

9 8 . 1

8 8 . 8

9 6 . 6

5 5 . 5

8 6 . 2

合 計 2 8 5.8 7 2 3 4 0 , 8 2 3 6 2 6.6 9 5 4 5 . 6 2 3 5.3 5 0 8 2. 3

前 年 度 2 2 2.7 9 7 3 5 5.0 3 9 5 7 7 . 8 3 6 3 8 . 6 1 9 8.8 9 1 8 9 . 3

第 7 表  昭和 4  5年度支場別さけ事業成機集計表

一海 ; 目
捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数 9

性 比

9 親 魚

使 用 数

9 親 魚

使 用 率1il 0 計

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

1 1 3 , 3 3 9

5 6.4 9 7

1 0  0 , 6 9 0

3.7 9 3
3 , 4 2 7

8 , 1 2 6

1 0 2 , 1 4 6

5 6 , 8 8 8

1 6 1.4 6 9

3 , 4 6 1

5.7 8 6

1 1.0 7 3

2 1 5.4 8 5

1 1 3 , 3 8 5

2 6 2 , 1 5 9

7,2 5 4

9.2 1 3

1 9.1 9 9

5 2 6

4 9 . 8

3 8 . 4

5 2. 3

3 7 . 2

4 2 3

1 1 1.3 9 2

5 4 , 5 8 7

5 5.8 3 5

3 , 3 8 6

2 , 7 6 4

7.3 8 6

9 8 . 3

9 6 . 6

5 5 . 5

8 9 . 3

8 0 . 7

9 0 . 9

合 計 2 8 5.8 7 2 3 4 0 , 8 2 3 6 2 6 , 6 9 5 4 5 . 6 2 3 5.3 5 0 8 2 3

前 年 度 2 2 2 , 7 9 7 3 5 5. 0 3 9 5 7 7 . 8 3 6 3 8 . 6 1 9 8 , 8 9 1 8 9 . 3

-2 6-

績 ふ 化 放 流 成 績

平 均

採 卵 数
採 卵 数
千粒
実施期間 収容卵数

千粒
ふ出尾数

二F:尾
ふ 出 率 放流尾数

千尾
放流其n間

2 , 1  7 0

2. 9 5 0

2 , 3 2 0

2 , 6 1 0

2 , 2 1 0

2 4 8 , 6 2 6

8.6 3 6

1 2 6 , 7 7 4

1 4 5.6 9 1

1 6 , 8 9 3

9. 1 、 1 . 2 0

8.10-1 2 .1 0
9. 1- 1 2 0
9 . 5-1 2 3 0
8.14̃12 .3 1

1 4 5 , 9 2 4

4 2 , 6 4 8

1 5 6 , 6 6 7

1 4 7.1 2 0

6 4 , 2 3 0

1 2 1 , 7 6 2

3 5 , 4 2 4

1 3 2 , 8 6 2

1 2 4 , 8 8 6

5 2 , 1 8 4

8 3 . 4

8 3. 1

8 4 . 8

8 4 . 9

8 1 . 2

1 1 9.1 9 1

3 0 , 0 8 4

1 2 9 . 3 6 5

1 1 5 , 5 2 2

4 7. 9 3 9

2 1 5~6.20

2 .1 7~6 3 0

4. 1 ̃ 6 2 3

3 2 0-630
2 1 0-6. 3

2. 3 2 0 5 4 6 , 6 2 0 8 .10̃  1.20 5 5 6 , 5 8 9 4 6 7 . 1 1 8 8 3 . 9 4 4 2 , 1 0 1 2 1 0--6 3 0
2 , 3 8 0 4 7 2 , 5 2 9 821̃ 1.26 4 6 1 , 6 2 8 3 8 9.5 0 4 8 4 . 4 3 6 1.5 7 1 2 . 1-6 3 0

1積 ふ 化 放 流 成 續

平 均

採 卵 数
採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

2 , 1  5 0

2. 3 2 0

2 , 6 1 0

3. 0 1 0

2 , 7 7 0

2 , 2 6 0

2 3 9 . 6 0 1

1 2 6.7 7 4

1 4 5 , 6 9 1

1 0 , 1 8 5

7.6 5 6

1 6 , 7 1 3

9. 1~ 1 2 0

9 . 1̃  1.20

9. 5 ̃ 1 2.30

8.2 6-1 2 1 0
810 1̃ 2.3 1

9. 1̃ 1 2 .3 1

1 2 7,6 1 8

1 5 6 , 6 6 7

1 4 7.1 2 0

3 9.4 5 4

4 1.6 6 1

4 4.0 6 9

1 0 6 , 1 8 7

1 3 2 ,8 6 2

1 2 4 , 8 8 6

3 3 , 6 5 5

3 2 , 8 0 4

3 6 , 7 2 4

8 3. 2

8 4 . 8

8 4 . 9

8 5 . 3

7 8 . 7

8 3 . 3

1 0 4 , 0 1 3

1 2 9. 3 6 5

1 1 5 , 5 2 2

3 1 , 0 0 0

2 8 , 5 7 3

3 3 , 6 2 8

2 .1 5-6.16
4. ト 6 . 2 3

3.20-,6.20
4.10̃ 6.30

3.1 2-6 . 3
2.1()~5. 3 l

2. 3 2 0 5 4 6 , 6 2 0 8.10̃ 126 5 5 6 , 5 8 9 4 6 7.1 1 8 8 3 . 9 4 4 2 , 1 0 1 2 1 0--6.3 0
l 2 , 3 8 0 4 7 2 , 5 2 9 8.21̃  1 2 6 4 6 1 , 6 2 8 3 8 9.5 0 4 8 4 . 4 3 6 1 , 5 7 1 2 1--6.30

-2 7-



第 8 表  昭和 4  5年度海区・水系別さけ親魚捕獲・採卵成績表

海

区

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使 用 親 魚
水 系

9 合 計 9 6

尾

4 5

3 , 7 3 8

2 5 , 3 3 4

1. 2 4 9

4 1. 0 9 1

1 . 1 5 0

4 2 , 2 4 1

1. 1 0 4  '

1 5 5

4 3 9

3 3 , 3 7 5

3 , 3 6 3

1 0 8

2 , 1 8 8

1 8 5

2 , 7 2 6

2 6 8

尾

3 0

2 , 3 7 8

2 5 . 9 0 5

1. 0 9 4

3 9 . 1 1 2

4 8 2

3 9.5 9 4

7 5 9

6 7

5 3 3

2 7 . 6 4 9

2 , 6 5 7

6 6

1.4 1 4

l 9 0

2 , 1 5 8

2 9 9

尾

7 5

6.1 1 6

5 1.2 3 9

2.3 4 3

8 0 , 2 0 3

1 , 6 3 2

8 1.8 3 5

1. 8 6 3

2 2 2

9 7 2

6 1.0 2 4

6 , 0 2 0

1 7 4

3 , 6 0 2

3 7 5

4 , 8 8 4

5 6 7

尾

4 5

3 , 7 3 e

2 4 , 5 2 1

1.0 9 9

4 0 , 5 6 1

1 , 1 3 0

4 1 , 6 9 1

1. 0 8 7

1 1 1

3 0 1

3 3 , 2 3 8

3 , 3 3 9

1 0 2

2 , 1 2 0

1 6 4

2. 5 7 9

2 2 2

尾

2 3

1 , 4 6 2

9 . 1 9 5

・ 4 8 2

1 3 , 8 6 3

3 9 7

1 4 , 2 6 0

3 9 2

4 7

1 8 3

1 0 . 9 9 1

2,1 8 1

4 2

1 , 0 3 5

7 3

6 3 0

1 4 5

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

:漢 琴

紹 走

・
小 計

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

湧 別

活 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北 .見幌別

頓 別

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

西 紹 走

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

湧 別

t着 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北:見幌別
頓 別

岩 尾 別

・
斜 里

漢 琴

紹 走

・

北 見

・
//

湧 別

清 滑

・
幌 内

徳 志 別

歌 登

頓 別

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

本 年 度 1 1 6 , 5 1 8 1 0 4 . 7 9 3 2 2 1.3 1 1 1 1 4 , 3 5 7 4 1.1 4 1

2 1.5 2 9海 区 計 6 3 , 3 6 8前 年 度 6 6 , 5 6 6 1 0 9 .9 2 1 1 7 6 , 4 8 7

増 幌

天 塩

//

・
小 計

違 別

小 平 薬

石 狩

//

・
小 計

会 -  市

増 幌

天 塩

中 川

下 中 川

違 別

小 平 要

西 越

西越第二

音 江

余 市

中 川

'
//

//

中 川

天 塩

千 才

l音 江

千 歳

2

3 6 8

1 8 5

5 8

6 1 1

1

0

1.1 0 2
8 0

1 6 4

1 , 3 4 6

2

3

5 4 6

1 7 3

9 0

8 0 9

1

1

9 8 3

1 0 4

1 5 3

1 , 2 4 0

3 6

5

9 1 4

3 5 8

1 4 8

1.4 2 0

2

1

2,0 8 5

l
1 8 4

3 1 7

2 , 5 8 6

3 8

1

1 8 8

1 8 0

5 1

4 1 9

1

9 6 3

7 6

1 3 6

1 , 1 7 5

2

2

6 5

3 5

3 5

1 3 5

0

2 4 8

0

2 9

2 7 7

1

日

本

海

区

-2 8-

:・数
採 卵 数 增減卵数△ :反収容卵数

e 親 魚
使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期  間

計

尾

6 8

5,2 0  0

3 3 , 7 1 6

1 , 5 8 1

5 4 , 4 2 4

1 , 5 2 7

5 5.9 5 1

1 , 4 7 9

1 5 8

4 8 4

4 4 , 2 2 9

5 , 5 2 0

1 4 4

3 , 1 5 5

2 3 7

3 , 2 0 9

3 6 7

千粒

8 8

8 , 8 0 5

5 0 , 0 7 4

2 , 8 9 5

8 4.2 2 8

2 , 5 6 6

8 6 , 7 9 4

2 , 7 1 6

2 4 6

6 3 5

7 3 , 6 5 5

7. 3 4 2

2 5 1

6 , 1 0 0

、 4 5 0

・ 7,9 0 2

6 7 3

千粒

海 1.3 2 0

千粒

8 8

1 0 1 2 5

5 0 , 0 7 4

2 , 8 9 5

8 5 , 5 4 5

2 , 5 6 6

8 8 , 1 1 1

3 , 9 8 7

2 4 6

6 3 5

7 3 7 6 6

7.3 4 2

2 5 1

6.1 0 0

4 5 0

7 9 0 2

6 7 3

%

1 0  0.0

1 0  0.0

. 9 6 . 8

8 8 . 0

9 8.7

9 8 . 3

9 8 . 7

9 8 . 5

71 . 6

6 8 . 6

9 9 . 6

9 9 . 3

9 4 . 4

9 6.9

8 8 . 6

9 4 .6

8 2 .8

粒

1 , 9 6 0

2 , 3 6 0

2 , 0 4 0

2 , 6 3 0

2 . 0 8 0

2 .2 7 0

2 , 0 8 0

2.5 0 0

2 , 2 2 0

2, 1 1 0

2.2 2 0

2 , 2 2 0

- 2 , 4 6 0

2 , 8 8 0

2 , 7 4 0

3 , 0 6 0

3 , 0 3 0

月 日 月 日

1 1. 2 1- 1 2 . 2 0
1 0 . 2 1- 1 2 . 2 5

9. 1- 1 2 . 3 0

9. 1- 1 2 . 3 1
1 2 1 0- 1 . 2 0
9. 1- 1 . 2 0

9. 1- 1 2 . 2 6

1 0 .  !- 1 l . 2 5

1 0 .  1- 1 1 . 2 2

9. 1- 1 . 1 8
1 0 . 1- 1. 4
9 . 2 0- 1 2 . 2 8
9 . 1 1- 1 2 . 1 6
9. 5- 1 1 . 2 4
9. 5- 1 1 . 2 4
9. 5- 1 1 . 1 5
9 . 1 1 - 1 1 . 2 4

海 l , 3 1 7

海 1.3 1 7

海 l , 2 7 1

海 1 1 1

1 5 5.4 9 8 2 4 8 , 6 2 6 海 4.0 1 9 2 5 2 , 6 4 5 9 8 . 1 2 , 1 7 0 9. 1- 1.2 0
8 4 , 8 9 7 1 4 0.7 3 8 海 1 , 3 3 3 1 4 2 , 0 7 1 9 5 . 2 2 , 2 2 0

9. 1- 1.1 3

3

2 5 3

2 1 5

8 6

5 5 4

1

l
1 , 2 1 1

7 6

1 6 5

1.4 5 2
3

3

5 6 4

4 5 7

1 3 3

1 , 1 5 4

3

l 3 , 1 2 22 6 03 2 63 , 7095
3

5 6 4

4 5 7

1 3 3

1 , 1 5 4

3

3 , 1 2 2

2 6 0

3 2 6

3.7 0 8
5

50 .0

5 1.1

97 . 3

8 7 . 9

6 8 . 6

l ' '°

8 7 . 4

9 5 . 0

8 2 .9

87 . 3

1 0 0 . 0

2, 5 0 0

3 , 0 0 0

2 , 5 4 0

2 , 6 1 0

2 , 7 5 0

2 , 7 0 0

l
3 , 2 4 0

3 , 4 2 0

2 , 4 00

3 , 3 4 0

2 , 5 0 0

9 . 3 0 - 1 0 . 2 5

9. 8-1 1 .  59. 1-1 0 . 3 1

1 0 .  1- 1 2. 1 0
9. 1- l 2. 1 0

8 . 2 6- 1 0 .  5

9. 8- 1 1. 2 3
8 . 2 6- 1 1. 3 0
9. 1̃1 0 . 2 7

8 . 1 0- 1 0 . 2 0
8 . 1 0- 1 1.3 0
1 0 .  1- 1 0 . 2 0

-2 9-



海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使 月 多 魚
J

合_
尾

1 2

1 8 8

4 3 7

lil 3 計 s

日

本

海

区

尾

2 7

4 1 2

8 9 3

尾

5 6

4 1 4

7 7 8

尾

8 3

8 2 6 、

1 , 6 7 l

雇 '

2 7

4 0 8

8 9 2

朱 太

利 別

厚 沢 部

朱 太

冷 水

厚 沢 部

尻 別

利 別

厚 沢 部

海 区 計
本 年 度 3 , 2 9 4 3 , 3 3 8 6 , 6 j '2 2 , 9 2 5 1.0 5 2
前 年 度 3 , 9 6 7 4 , 9 4 9 〇.9 1 6 3 , 4 5 3 1.3 1 5

ル サ

羅 日

植 別

崎 無 異

元崎無異

意 別

古 多 標

忠 類

伊 茶 仁

標 津

'
当 幌

春 別

床 丹

西 % ll

理_ 蓮
別 当 資

穂 香

ル サ

羅 日

植 別

崎 無 異

元崎無異

素 別

古 多 線

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1 線

当 範.

者 別

床 丹

西 別

風 蓮

月11 当 賀

穗 香

羅 日

//

意 別

//

・
//

・
伊 茶 仁

・
術 室

中 標 津

計 根 別

//

・
虹 別

浜 中

厚 床

'

6 5

2 , 4 6 9

8 7 3

5 9 9

7 3

1,5o 1

2 7

2 5 1

5 . 7 3 9

1 1.0 1 6

1.7 5 5

2 2 9

7 4 3

2 9 . 2 6 2

8 4 3

9 3 5

5 7

1 0 8
1

2,71l :.

1_o 7 2
7 8 5

1 1 1

Cl 0 6

2 9

2 5 0

2.8 2 1

1 3 , 8 9 6

1.9 7 3

1 7 4

3 8 9

29.5 7 6

1 , 0 9 7

9 4 5

2 9

1 7 3

5.1 9 6

1,9 4 5

1 , 3 8 4

1 8 4

2 , 4 6 7

5 6

5 0 1

8.5 6 0

2 4 , 9 1 2

3 , 7 2 8

4 0 3

1.1 3 2

5 8 ,8 3 8

1 . 9 4 0

1 , 8 8 0

8 6

6 3

2 , 2 8 5

8 3 9

5 6 7

6 3

l , 5 6 1

2 2

2 4 9

5 . 7 0 8

1 1. 0 0 8

1.7 3 8

2 2 2

7 3 8

2 7 . 8 4 7

7 0 5

9 2 4

4 8

4 1

1 , 4 2 0

4 0 1

2 4 2

3 2

7 8 7

8

1 0 8

2 , 2 4 2

4.0 8 6

9 7 5

1 7 0

3 5 4

1 0 , 0 7 6

3 6 6

6 9 4

2 2

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度 5 6 , 4 9 7 5 6 , 8 8 8 1 1 3 , 3 8 5 5 4. 5 8 7 2 2 , 0 2 4

前 年 度 79.1 7 4 1 0 9. 8 7 2 1 8 9 . 0 4 6 7 5.7 8 5 3 2.6 0 3

1
別寒辺牛

an 路
阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

十 勝

厚 岸

au 路
阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

打 内 ii
3 , 3 9 5

1 6 , 1 7 8

5 9

3 7 7

7 6

9 6

4 7.4 6 1

3 , 5 0 3

2 6 . 8 4 8

1 4 7

8 8 5

1 1 4

3 2 5

8 1 . 1 9 4

6 , 8 9 8

4 3 , 0 2 6

2 0 6

1 . 2 6 2

! 9 0

4 2 1

1 2 8 , 6 5 5

2 , 8 3 3

1 3 , 3 0 9

4 8

3 4 3

4 2

7 7

1 8.0 4 0

1 , 1 0 4

5 , 4 2 1

9

1 2 6

1 0

2 2

5.0 6 4

-3 0-

数
採 卵 数 増減卵数△ 仮収容卵数

1il 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

計

尾

3 9

5 9 6

1.3 2 9

千粒

6 6

1 . 2 4 7

2 , 4 5 0

千粒 千粒

6 6

1. 2 4 7

2 , 4 5 0

%

1 0  0.0

9 9.0

9 9 . 9

粒

2 ,430

3 , 0 6 0

2,7 1ll0

1 0. 1- 1 1 . 3 0
9. 1 5- 1 1 . 2 0
9. 2 1- 1 1 . 2 5

3 , 9 7 7 8.6 3 6 8,6 3 6 8 8 . 8 2 , 9 5 0 8. 1 0 - 1 2 1 0
4 .7 6 8 9.4 2 9 Δ供試  6 9.4 2 3 87 . 0 2 , 7 3 0 8 . 2 1- 1 2 1 0
1 0 4

3.7 0 5

1.2 4 0

8 0 9

9 5

2 , 3 4 8

3 0

3 5 7

7 . 9 5 0

1 5 , 0 9 4

2.7 1 3

3 9 2

1.0 9 2

3 7.9 2 3

1.0 7 1

1 , 6 1 8

7 0

1 0 0

5 , 0 7 0

1 , 8 0 9

1. 2 4 7

1 3 8

3.0 6 4
5 5

5 6 7

1 2 , 8 8 3

2 4 , 2 9 0

3 , 9 0 6

5 1 8

1.7 4 6

6 7 . 0 4 4

1 , 8 1 9

2.3 9 9

1 1 9

1 0 0

6 , 1 3 8

1 . 8 0 9

1.2 4 7

1 3 8

3 , 0 6 4

5 5

5 6 7

1 8 .0 7 0

2 4 , 2 9 0

3 , 9 0 6

5 1 8

2 , 1 7 7

6 7 . 0 4 4

1 . 8 1 9

2 , 3 9 9

2 2 6

9 6 . 9

9 2 5

9 6.1

94 . 7

8 6 . 3

1 0  0.0

8 1 . 5

9 9.2

9 9.5

9 9 . 9

9 9.0

9 6 . 9

9 9 . 3

8 4.9

8 3.6

9 8 . 8

84 . 2

1 , 5 9 0

2 , 2 2 0

2 , 1 6 0

2.2 0  0

2 , 1 9 0

1 , 9 6 0

2,50 0

2 , 2 8 0

2 , 2 6 0

2 , 2 1 0

2 , 2 5 0

2. 330

2 , 3 7 0

2 , 7 0 0

2 , 5 8 0

2.6 0 0

2 , 4 8 0

1 0 . 2 1 - 1 2 3 0
1 0 . 1  1.- 1 . 2 0
9 . 1 5̃ 1 2 2 7

9. 1 5- 1 2 2 7
9 . 2 5~ 1 2 2 7

9 . 2 1- 1 2 2 5
9 . 2 5- 1 2 2 0
9. 5- 1 2 . 2 5
9 . 1 1 - 1 2 3 1
9. 1- 1 . 1 5
9. 1-1 0 . 2 9
9. 1- 1 2 2 0

9. 1- 1 2 2 0

9. 1- 1 2 2 0
9. 5- 1 . 2 0

g. 1 、 1 1 . 1 g

9 1- 1 1 . 2 0

9. 5- 1 1 . 3 0

海 1.0 6 8

海 5.1 8 7

海 4 3 1

海 1 0 7

7 6 , 6 1 1 1 2 6 , 7 7 4 海 6 , 7 9 3 1 3 3 , 5 6 7 9 6.6 2,3 2 0 9. 1- 1 . 2 0
1 0 8 , 3 8 8 1 7 4 .7 8 6 海 6 5 2 1 7 5 . 4 3 8 9 5 . 7 2 , 3 1 0 9. _ 1~ 1 . 2 6
3 , 9 3 7

1 8 . 7 3 0

5 7

4 6 9

5・2

9 9

2 3 , 1 0 4

7.7 7 6

3 2 , 4 5 9

1 2 1

8 2 2

1 0 9

1 9 9

49.5 2 3

7 . 7 7 6

3 2 , 4 5 9

1 2 1

8 2 2

1 0 9

1 9 9

4 9.5 2 3

8 3.4

8 2 3

8 1 . 4

91 . 4

5 5 . 3

80.2

3 8.0

2.7 4 0

2 , 4 4 0

2 , 5 2 0

2.4 0  0

2 ,60  0

2 , 5 8 0

2 , 7 5 0

9. 1 1 、 1 1. 2 0

9 . 1 1 - 1 2 . 2 0
9 . 1 1̃ 1 1 .  7

9. 1 1- 1 2  5
9 . 2 1̃ 1 1 .  7

9 . 2 1̃ 1 2. 1 0

9 . 1 0- 1 1 . 1 7
-3 1-



水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使 用 親 魚

e 6 計 s 1S

尾

4 5 3

1 6

1 , 4 9 8

2 , 8 6 8

9. 8 9 9

1 6 0

l 2・

1 7 8

9

十 勝

//

'
・
小 計

歴 舟

豊 似

広 尾

猿 留

尾

6 , 3 0 l11

5 4

9.7 5 4

1 5.9 8 1

7 9. 5 5 5

4 8 5

2 2

4 3 6

1 1

尾

8 , 9 3 8

7 9

1 2 , 9 7 2

2 5.0 5 6

1 2 8 , 2 3 9

5 4 3

3 0

8 1 9

1 6

尾

1 5.2 4 3

1 3 3

2 2 7 2 6

4 1.0 3 7
2 0 7 . 7 9 4 、

1 , 0 2 8 、

5 2

1 . 2 5 5

2 7

尾

2 , 0 1 6

4 6

7,1 7 1

1 1 . 1 4 0

3 8.4 1 3
3 5 6

1 9

3 8 4

1 1

東 3 3 号

利 別

幕 別

千 代 田

歴 舟

登 似

広 尾

獲' 留

幕 月l'
//

'

札 内

大 樹

//

//

・

等Sl

裳

以

東

海

区

5 5.8 3 5 1 6 , 9 5 0本 年 度 1 0 0 , 6 9 0 1 6 1.4 6 9 2 6 2 , 1 5 9
海 'li 計

前 年 度 6 8.4 2 4 1 2 2.6 8 0 1 9 1 , 1 0 4 5 2 , 0 7 2 1 3 , 8 7 4

仁 雁 別

日高幌別

元 浦

三 石

静 内

新 冠

沙 流

離 川

:勇 払

自 老

敷 生

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

仁 雁 別

日高幌別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

富 川

船 川

勇 払

白 老

敷 生

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

静 内

'
・
//

//

l l

//

//

・
白 老

敷 生

八 望

//

ll

・
知 内

・
//

//

//

3 8

1 9 9

8 3

8 2

6 7 3

9 7

2 9 4

1 4 8

2 0 9

2 1

2 3 5

S

1 1

1.3 6 9
1 8 0

0

6 3

4 , 6 9 1

1 8 3

2 8 9

6 0

2 9 8

1 l 5

9 9

1.8 2 3
8 1

8 0 9

2 9 5

5 3 2

6 3

3 3 5

1 9

4 9

8 8 0

2 8 1

2

1 1 6

7 .885

2 9 3

3 0 0

9 8

4 9 7

1 9 8

1 8 1

2.4 9 6 、

1 7 8

1 , 1 0 3

4 4 3

7 4 1

8 4

5 7 0

2 7

6 0

2 , 2 4 9 、

4 6 1

2

1 7 9

1 2.5 7 6 、

4 7 6 .

5 8 9

3 7

1 9 0

8 2

7 6

5 6 7

7 0

1 2 2

4 4

1 6 1

2 0

2 1 8

7

8

1 , 0 5 3

1 7 1

2 1

4.3 7 6
1 8 2

2 4 1

5 4

9 0

4 4

6 3

2 1 0

3 5

5 7

1 9

6 7

1 4

1 2 2

8

5

4 4 6

1 1 0

. 1 1

2 , 2 3 7

2 7 5

1 1 6

襟

裳

以

西

海

区

海 区 計
本 年 度 8 , 8 7 3 1 4 , 3 3 5 2 3 , 2 0 8 7. 6 4 6 3 , 9 8 3

前 年 度 4 , 6 6 6 7,6 1 7 1 2.2 8 3 4.2 1 3 2 , 0 3 4

2 3 5 , 3 5 0 8 5.1 5 0
合 計

本 年 度 2 8 5 , 8 7 2 3 4 0.8 2 3 6 2 6 , 6 9 5

前 年 度 2 2 2.7 9 7 3 5 5.0 3 9 5 7 7.8 3 6 1 9 8 , 8 9 1 7 1 , 3 5 5

-3 2-

数
採 卵 数 培減卵数△ 仮収容卵数

9 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期  間

計

尾

2.4 6 9
6 2

8.6 6 9

1 4.0 0 8

4 8.3 1 2
5 1 6

3 1

- 5 6 2

2 0

千粒

5. 0 5 1

1 2 9

1 8.2 0 2
2 9 . 4 0 1

l 0 2.3 0 6
8 2 8

5 2

9 9 5

2 4

千粒 千粒

5.0 5 1
1 2 9

1 8.2 0 2
2 9.4 0 1

1 0 2 , 3 0 6

1.2 6 3
5 2

1.7 4 3

1 1 2

%

3 2 0

8 5 . 2

7 3 . 5

6 9. 7

4 8 . 3

7 3 . 4

8 6 . 4

8 8 . 1

1 0 0 . 0

粒

2.5 1 0
2 ,80  0

2,1i 4 0

2 , 6 4 0

2 , 6 6 0

2.3 3 0
2 , 7 4 0

2 , 5 9 0

2 , 1 8 0

9 . 1 0- l 0 . 3 1
9 . 1 1 - 1 1 . 1 0
9 . 1 0- 1 2 2 0
9. 5- 1 2 2 8
9. 5- 1 2 2 8
9 . 2 1- 1 2 2 5
9. 2 1- 1 2 . 1 0
9. 2 1- 1 2 3 0
1 0 .  9- 1 2 2 9

海 4 3 5

海 7 4 8

海 8 8

7 2 , 7 8 5 1 4 5 , 6 9 l jiit 1.2 7 1 1 4 6.9 6 2 5 5 . 5 2 , 6 1 0 g. 5- 1 2 . 3 0
6 5.9 4 6 1 3 6 , 7 6 6 海 8 1 2 1 3 7 .5 7 8 7 6 . 1 2 , 6 3 0 9. 5̃ 1 2 3 0

9 1

2 8 0

1 2 6

1 3 9

7 7 7

1 0 5

1 7 9

6 3

2 2 8

3 4

3 4 0

1 5

1 3

1.4 9 9

2 8 1

3 2

6.6 1 3
4 5 7

3 5 7

1 0 9

4 6 1

2 1 6

1 6 2

1.3 0 8
1 7 9

3 1 5

1 2 5

4 4 0

5 2

5 7 6

6

2 0

3,3 5 7

4 2 8

4 0

8.0 3 4
4 1 4

6 5 1

海 6 0 1

海 3 2 0

7 1 0

4 6 1

5 3 6

1 6 2

1 , 3 0 8

1 7 9

3 1 5

1 2 5

4 4 0

5 2

5 7 6

6

2 0

3 , 3 5 7

4 2 8

4 0

8 , 1 4 2

4 1 4

6 5 1

9 7 . 4

9 5. 5

9 8 . 8

9 2 7

8 4 . 2

7 2 2

4 1 . 5

2 9 . 7

7 7 . 0

9 5 . 2

9 2 . 8

8 7 . 5

7 2 7

7 6 . 9

9 5 . 0

3 3 . 3

9 3 . 3

9 9 . 5

8 3 . 4

2 , 9 5 0

2 , 4 3 0

2 , 6 3 0

2 1 3 0

2 , 3 1 0

2 , 5 6 0

2 , 5 8 0

2 , 8 4 0

2.7 3 0
2 ,60  0

2.6 4 0

8 0 0

2 , 5 0  0

3 , 1 9 0

2 , 5 0 0

1.9 0 0

1 , 8 6 0

2 , 2 7 4

2 , 7 0  0

9. 1- 1 2 . 2 5
1 0 . 1 0 - 1 2 2 5
l 0 .  l̃ l 2 2 0

9 . 2 7-1 2 2 5
8 . 1 4- 1 2 2 5
9. 3-1 2 1 0
8 . 2 1- 1 1 . 2 3
9. 2 ̃ 1 1 . 2 0

9. 1̃ 1 0. 3 1

1 0 .  4 ̃ 1 2  7

1 0. 7- 1 2 3 1
9 . 1 0̃ 1 1.1 0

9. 1 0̃ 1 1 . 1 0

9. 1- 1 2 3 0
9. 1~ 1 2 2 0

9 . 2 1̃ 1 2 . 1 0

9 . 2 1 - 1 2 . 1 0
1 0 .  l 、 1 2 3 1

1 0 .  1~1 2.2 0
1 0 . 1 0̃ 1. 2.1 5

海 1 0 8

1 1 , 6 2 9 1 6.8 9 3 海 1. 0 2 9 1 7. 9 2 2 8 6 . 2 2 , 2 1 0 8 . 1 4- 1 2 . 3 1
6 , 2 4 7 1 0 , 8 1 0 海 6 2 3 1 1 , 4 3 3 9 0 . 3 2 , 5 7 0 9. 1- 1 2 . 3 0
3 2 0 , 5 0 0 5 4 6 , 6 2 0 海 1 3 , 1 1 2 5 5 9. 7 3 2 8 2 . 3 2 , 3 2 0 8 . 1 0̃ 1 . 2 0

2 7 0.2 4 6 4 7 2.5 2 ( 海 3 , 4 2 0^世量il、 C
4 7 5.9 4 3 8 9 . 3 2 , 3 8 0 8 . 2 1- 1 . 2 6
-3 3-



第 9 表  昭和 4  5年度支 ・事業場別さけ親魚捕獲 ・採卵成績表
支

場
事 業 場

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

11l 3 計 9 0

尾

1 , 4 8 5

9.1 9 5

4 8 2

1 4.2 6 0

6 2 2

1 0 , 9 9 1

2.2 2 3

1.0 3 5

計

尾

3 , 7 8 3

2 5.3 3 4

1 , 2 4 9

4 2 , 2 4 1

1 , 6 9 8

3 3 , 3 7 5

3.4 7 1

2.1 8 8

尾

2 , 4 0 8

2 5 , 9 0 5

1.0 9 4

3 9.5 9 4

1.3 5 9

2 7.6 4 9

2.7 2 3

1 , 4 1 4

尾

6 , 1 9 1

5 1.2 3 9

2 , 3 4 3

8 1. 8 3 5

3 , 0 5 7

6 1.0 2 4

6.1 9 4

3 , 6 0 2

尾

3 , 7 8 3

2 4 , 5 2 1

1 , 0 9 9

4 1 , 6 9 1

l , 4 9 9

3 3 , 2 3 8

3 , 4 4 1

2 , 1 2 0

尾

5.2 6 8

3 3 , 7 1 6

1 , 5 8 1

5 5.9 5 1

2 1 2 1

4 4.2 2 9

5 . 6 6 4

3 , 1 5 5

北

1見

支

場

岩 尾 別

1斜 里

藻 琴

経 走

北 見

湧 別

活 滑

幌 内

計
本 年 度

前 年 度

1 1 3 , 3 3 9

6 l. 8 9 0

1 0 2 , 1 4 6

l 0 1 , 3 3 4

2 1 5 , 4 8 5

1 6 3 , 2 2 4

1 1 1.3 9 2

5 9.7 9 1

4 0.2 9 3

2 0.2 1 7

1 S 1 . 6 8 5

8 0 , 0 0 8

羅 日

素 別

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

2 , 5 3 4

3.1 3 3

5.9 9 0

1 1.0 1 6
2 , 7 f 7

2 9 , 2 6 2

8 4 3

9 9 2

2 , 8 3 5

2 , 9 0 3

3 , 0 7 1

1 3 , 8 9 6

2 , 5 3 6

2 9 . 5 7 6

1.0 9 7

9 7 4

5 , 3 6 9

6 , 0 3 6

9. 0 6 1

2 4 , 9 1 2

5 . 2 6 3

5 8.8 3 8

1.9 4 0

1 , 9 6 6

2 , 3 4 8

3.0 5 2

5.9 5 7

1 1. 0 0 8

2 , 6 9 lR

2 7.8 4 7

7 0 5

9 7 2

1 , 4 6 1

1.4 7 0

2 , 3 5 0

4 , 0 8 6

1 , 4 9 9

1 0. 0 7 6

3 6 6

7 1 6

3 , 8 0 9

4 , 5 2 2

8.3 0 7

1 5 , 0 9 4

4.1 9 7

3 7. 9 2 3

1 , 0 7 1

1 , 6 3 8

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

5 6 , 4 9 7

7 9.1 7 4

5 6 , 3 8 3

1 0 9 . 8 7 2

1 1 3 , 3 8 5

1 8 9 . 0 4 6

5 4 , 5 8 7

7 5 , 7 8 5

2 2 , 0 2 4

3 2 , 6 0 3

7 6.6 1 1

1 0 8.3 8 8

十

勝

支

場

太 田

a l1 路

鶴 居

阿 寒

十 勝

札 内

幕 別

大 樹

3 , 3 9 5

1 6 , 1 7 8

5 4 9

5 9

4 7.4 6 1

1 5 , 9 8 1

1 6 , 1 1 3

9 5 4

3 , 5 0 3

2 6.8 4 8

1.3 2 4
1 4 7

8 1.1 9 4

2 5 , 0 5 6

2 1.9 8 9

1.4 0 8

6 , 8 9 8

4 3 , 0 2 6

1.8 7 3
2 0 6

1 2 8 .6 5 5

4 1 . 0 8 7

3 8 , 1 0 2

2 , 3 6 2

2 , 8 3 3

1 3 , 3 0 9

4 6 2

4 8

1 8,0 4 0

1 1.1 4 0

9.2 3 3

7 7 0

1 , 1 0 4

5 , 4 2 1

1 5 8

9

5.0 6 4

2.8 6 8

1.9 6 7
3 5 9

3 , 9 3 7

1 8.7 3 0

6 2 0

5 7

2 3 , 1 0 4

1 4.0 0 8
1 1 , 2 0 0

1.1 2 9

計
本 年 度

前 年 度 '::= ::=: ?:::: 5 5. 8 3 55 2 , 0 7 2

1 6 , 9 5 0

1 3.8 7 4
7 2 , 7 8 5

6 5 , 9 4 6

-3 4-

採 卵 数 増減卵数△ 仮収容卵数
S 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期  間

千粒

8.8 9 3

5 0 , 0 7 4

2.8 9 5

8 6.7 9 4

3 , 5 9 7

7 3.6 5 5

7,5 9 3

6 , 1 0 0

千粒

海 1 , 3 2 0

千粒

1 0.2 1 3

5 0.0 7 4

2 , 8 9 5

8 8.1 1 1

4 , 8 6 8

7 3 , 7 6 6

7 . 5 9 3

6 , 1 0 0

%

1 0  0 . 0

9 6 . 8

8 8 . 0

9 8 . 7

8 8 . 3

9 9 . 6

9 9 . 1

9 6 . 9

粒

2 , 3 5 0

2 , 0 4 0

2 , 6 3 0

2 , 0 8 0

2 , 4 0 0

2 , 2 2 0

2,2 0 0

2 , 8 8 0

月 日 月 日

1 0 . 2 1̃1 2 . 2 5

9. 1- 1 2 . 3 0
9. 1̃ 1 2. 3 1

9. 1̃ 1 . 2 0

9. 1- 1 2. 2 6
9. 1~ 1 . 1 8
9. 2 0- 1. 4
9. 1 1̃ 1 2. 1 6

海 1.3 1 7

海 1 , 2 7 1

海 1 1 1

2 3 9 . 6 0 1

1 3 1 , 0 4 2

海 4 , 0 l 9

海 1 . 3 3 3

2 4 3.6 2 0

1 3 2 , 3 7 5

9 8 . 3

9 6 . 6

2 , 1 5 0

2 , 1 9 0

9. 1~ 1 . 2 0
9. 1̃ 1 . 1 3

5.1 7 0

6 , 3 1 3

1 3 , 4 5 0

2 4 , 2 9 0

6 , 1 7 0

6 7. 0 4 4

1 , 8 1 9

2.5 1 8

海 1 , 0 6 8 6 , 2 3 8

6 . 3 1 3

1 3.4 5 0

2 9.4 7 7

6 , 6 0 1

6 7.0 4 4

1 , 8 1 9

2 , 6 2 5

9 2 . 7

9 7 . 4

9 9. 4

9 9 . 9

9 9 . 0

8 4 . 9

8 3 . 6

9 8 . 0

2 , 2 0 0

2 , 0 7 0

2 , 2 6 0

2.2 1 0

2 , 2 9 0

2.70 0

2 , 5 8 0

2 , 5 9 0

1 0 . 1 1- 1 . 2 0
9 . 1 5̃ 1 2. 2 7
9. 5~1 2. 3 1

9. 1~ 1 . 1 5

9. 1~1 2 . 2 0

9. 1̃ 1 . 2 0

g. 1- 1 1 . 1 g
9. 1̃ 1 1 . 3 0

海 5.1 8 7

海 4 3 1

海 1 0 7

1 2 6 , 7 7 4

1 7 4.7 8 6

海 6 , 7 9 3

海 6 5 2

1 3 3 , 5 6 7

1 7 5 . 4 3 8

9 6 . 6

9 5 . 7

2 , 3 2 0

2 , 3 1 0

9. 1̃ 1 . 2 0

9. 1̃ 1 . 2 6

7. 7 7 6

3 2 , 4 5 9

1 , 1 3 0

1 2 1

4 9.5 2 3

2 9 . 4 0 1

2 3 , 3 8 2

1 , 8 9 9

7. 7 7 6

3 2 , 4 5 9

1 , 1 3 0

1 2 1

4 9.5 2 3

2 9 . 4 0 1

2 3 , 3 8 2

3.1 7 0

8 3 . 4

8 2 . 3

8 4 . 2

8 1 . 4

3 8 . 0

6 9 . 7

5 7 . 3

8 0 . 7

2. 7 4 0

2 , 4 4 0

2 , 4 5 0

2 , 5 2 0

2.7 5 0

2 , 6 4 0

2 , 5 3 0

2 , 4 7 0

9 . 1 1 ̃ 1 1 . 2 0

9 . 1 1̃1 2. 2 0

9. 1 1 ̃ 1 2 .  5

9 . 1 1 ̃ 1 2. 7

9 . 1 0- l 1 . 1 7
9. 5̃ 1 2 . 2 8

9 . 1 0~1 2. 2 0

9 . 2 1-1 2. 3 0海 1.2 7 1
1 4 5.6 9 l

1 3 6 , 7 6 6 業 ::: :;=: 5 5 . 5

7 6 . 1

2 , 6 1 0

2 , 6 3 0

9. 5̃ 1 2 . 3 0

9. 5̃ 1 2 . 3 0

-3 5-



支

場
事 業 場

描 獲 数 使 用 親 魚 数

1i 6

-.1

ロ 1 1il 3 計

尾

1 8 5

2 , 7 2 6

2 6 8

0

6 1 4

尾

1 9 0

2 , 1 5 8

2 9 9

1

8 1 3

尾

3 7 5

4.884

5 6 7

' 1

1.4 2 7

尾

1 6 4

2.5 7 9

2 2 2

4 2 1

尾

7 3

6 3 0

1 4 5

1 3 7

尾

2 3 7

3 , 2 0 9

3 6 7

5 5 8

天

塩

支

場

徳 志 別

歌 登

ll1西 別

天 塩

中 川

計
本 年 度

前 年 度

3 , 7 9 3

5 8 5 6

3 , 4 6 1

1 0 , 0 1 2

7,2 5 4

1 5,8 6 8

3 , 3 8 6

4 .5 5 7

9 8 5

1 . 5 0 9

4 , 3 7 1

6 , 0 6 6

1.2 9 0

1 6 5

1 , 9 8 8

3 4

3 4 0

千 歳

音 江

静 内

自 老

敷 生

1.1 8 4

1 6 4

1 , 8 2 3

2 1

2 3 5

1.1 2 3

1 5 3

4 , 1 1 2

6 3

3 3 5

3 , 3 0 7

3 1 7

5.9 3 5

8 4

5 7 0

1.0 4 1
1 3 6

1 , 3 4 9

2 0

2 1 8

2 4 9

2 9

6 3 9

1 4

千

歳

支

場
1 2 2

1 , 0 5 3

1.4 4 0
計
本 年 度

前 年 度

3.4 2 7

4, 1 1 9

5.7 8 6

6 , 4 3 1

9.2 1 3

1 0.5 5 0

2 , 7 6 4

3 , 4 4 7

3 , 8 1 7

4.8 8 7

八 雲

知 内

尻 別

利 別

厚 沢 部

1 , 5 6 8

5 . 1 2 6

2 7

4 1 2

8 9 3

1.2 2 9
8 , 5 9 6

5 6

4 1 4

7 7 8

2 , 7 9 7

1 3 , 8 2 2

8 3

8 2 6

1.6 7 1

1 , 2 3 9

4.8 2 0

2 7

4 0 8

8 9 2

5 6 9

2 , 6 3 9

1 2

1 8 8

4 3 7

1.R 0 8

7,4 5 9

3 9

5 9 6

1 , 3 2 9

渡

島

支

場

計
本 年 度

前 年 度

8.1 2 6

3 , 3 3 4

. 1 1.0 7 3

4.7 1 0
1 9 . 1 9 9

8.0 4 4

7 . 3 8 6

3 , 2 3 9

3 , 8 4 5

1 , 7 1 2

1 1.2 3 1
4.9 5 1

合

計

本 年 度

前 年 度 に:,;:; :::= 6 2 6 , 6 9 55 7 7. 8 3 6

2 3 5.3 5 0

1 9 8. 8 9 1

8 5.1 5 0

7 1 , 3 5 5

3 2 0 , 5 0  0

2 7 0.2 4 6
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採 卵 数 増減卵数∠,? 仮収容9:'J数
1e 11l1 魚

使 用 率
平:ltj'採卵数 実 施 期 間

千粒

4 5 0

7.9 0 2

6 7 3

1 , 1 6 0

千粒 千粒

4 5 0

7 . 9 0 2

6 7 3

1 . 1 6 0

%

8 8 . 6

9 4 . 6

8 2 . 8

6 8 . 6

粒

2.7 4 0

3 , 0 6 0

3.0 3 0

2 , 7 6 0

月 日 月 日

9. 5- 1 1 . 2 4
9. 5- 1 1 . 1 5
9. 1 1̃ 1 1 . 2 4

9. 8 ̃ 1 1 . 2 3

8. 2 6- 1 0 .  5
1 0 . 1 8 5

1 2 , 2 9 8

1 0 , 1 8 5

1 2 , 2 9 8

8 9 . 3

7 7 . 8

3 , 0 1 0

2.7 0 0

8 . 2 6̃ 1 2. 1 0

9. 1̃ 1 2 . 1 0

3 , 3 8 7

3 2 6

3 , 3 1 5

5 2

5 7 6

3 , 3 8 7

3 2 6

4 , 3 4 6

5 2

5 7 6

8 7 . 9

8 2 . 9

7 3 . 9

9 5 . 2

9 2. 8

3.2 5 0

2 , 4 0 0

2 , 4 6 0

2 , 6 0 0

2.6 4 0

8 . 2 6̃ 1 1 . 3 0

8 . 1 0~ 1 0 . 2 0

8 . 1 4̃1 2 . 2 6

1 0 .  4 -1 2. 7
1 0 .  7̃ 1 2. 3 1

海 9 2 1

7.6 5 6
9.6 4 1

海 9 2 1
海 5 2 6
△供試 6

8.5 7 7

1 0.1 6 1

8 0 . 7

8 3 . 7

2 , 7 7 0

2 , 8 0 0

8 . 1 0~ 1 2 . 3 1

8 . 2 1- 1 2. 2 5
3.8 1 1

9 . 1 3 9

6 6

1.2 4 7

2 , 4 5 0

3 , 8 1 1

9 . 2 4 7

6 6

1 , 2 4 7

2 , 4 5 0

7 9 . 0

9 2 . 2

1 0  0 . 0

9 9. 0

9 9 . 9

3 , 0 8 0

1 , 9 0 0

2 , 4 4 0

3 , 0 6 0

2 , 7 5 0

9. 1 、 1 2 . 3 0

9 . 2 1̃ 1 2 . 3 1

1 0 .  1̃ 1 1 . 3 0

9. 1 5 ̃ 1 1 . 2 0

9. 2 1- 1 1 2 5
海 1 0 8

1 6 , 7 1 3

7 , 9 9 6

海 1 0 8

海 9 7

1 6 , 8 2 1

8.0 9 3

9 0 . 9

9 7 . 2

2 , 2 6 0

2 , 4 7 0

9. 1- 1 2 3 1

9. 1 0 、 1 2 3 1

5 4 6 , 6 2 0

4 7 2 , 5 2 9

海 1 3 , 1 1 2
海 3 , 4 2 0
△供試 6

5 5 9 . 7 3 2

4 7 5.9 4 3

8 2. 3 1 2 , 3 2 0

l
8 9 . 3  l 2 , 3 8 0

8 . 1 0 - 1 . 2 6
8 . 2 1̃ 1 . 2 6
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S さけ種卵の移殖

本年度、 さけの採卵数は計画 ( 6 4  1 , 1 9 6 千粒 ) に対して実積 (  5 4 6 . 6 2 0 千粒 ) の達成率は

とどまつたが、 オホーツク海区では、特に斜里川、細走川および湧別川ではそれぞれ計画の約2倍の
① ォホーツク海区北部、 日本海区ならびに襟裳以西海区への資源の均てん化
③ 稚魚飼育事業計画にもとづく種卵の確保

③ 本州に対する再生産用種卵の供給

な:i,・、 種卵の移動は特に長距離の場合は発眼卵で移殖することを原則としているが、本年度は供給
し、 発眼卵で再移殖するなどの対策を講じたが、 北見支場管内の収容施設に余裕がないため、 大半は

輪送車は特別の保温装置を加えた営業車によつて行なつた。

第 1  o 表 さけ種卵の移殖ならびに試験供用に伴なう動き ( 単 位:千粒 )

卵子収容

設 備

增 減 卵 数
受精直後

支 場 採 卵 数 仮収容卵数

海 産 卵 △供試卵 供給卵数

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 3 3.2 0  0

1 9 2 , 0 6 0

1 8 1 , 2 7 0

39.80 0

6 4.7 1 0

6 6 , 0  0 0

2 3 9 . 6 0 1

1 2 6 , 7 7 4

1 4 5.6 9 1

10.1 8 5

7.6 5 6

1 6 , 7 1 3

4.0 1 9

6 , 7 9 3

1.2 7 1

2 4 3 , 6 2 0

1 3 3 , 5 6 7

1 4 6 , 9 6 2

10.1 8 5

8.5 7 7

1 6 . 8 2 l

1 1 2, 8 7 6

9 2 1

l 0 8

計 6 7 7 . 0 4 0 5 4 6 , 6 2 0 1 3 , 1 1 2 5 5 9.7 3 2 1 1 2 , 8 7 6

註 1. 収容設備には道、 民言分を含み、一部では増収容設備も含む。
2. 発眼卵の移殖は移籍卵数。
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8 5 % で あっ,た。 昨年度、 好成績であった根室海区、 襟裳 i?1し東海区ではいづれも計画の6 o%程度に

好成績を挙け-た。本年度はこの3河川で採卵した種卵を中心として次の事項を重点に実施したo

地が北見支場管内の斜里川、細走川お- よび湧別川に集中し、一部は比較的近距離のl9ll路事業場に収容
受精直後卵で移殖を実施した。また、供給ll1l1の採卵が12月以降に集中的に行なわれたため移殖用の

卵の移殖
△ 発 眼 卵 の 移 殖

最 終

収 容 卵 数

収容能力に

対する収容

率 %

発眼卵の

供試卵数

道 内
△ 本 州

受給卵数 供給卵数 受給卵数

9.9 9 6

1 0 , 8 5 4

2 9 . 2 5 9

1 0 , 0  0 0

9 . 9 9 6

3 , 1 3 0 1 2 7.6 1 8

1 5 6 , 6 6 7

1 4 7.1 2 0

3 9 . 4 5 4

4 l.6 6 1

4 4 , 0 6 9

9 5 . 8

8 1. 6

8 1 . 2

9 9 . 1

6 4 . 4

6 6 . 8

2 3 , 9 5 8

2 9 . 4 1 7

1 8.4 1 5

1 3 , 8 3 8

2 7 . 2 4 1F:

1 0 , 8 5 4

1 9 . 2 5 91 3

1 1 2 , 8 7 6 1 3 5 0 , 1 0 9 5 0.1 0 9 3.1 3 0 5 5 6.5 8 9 8 2 . 2
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第 1 l 表  道 内 移 殖(供給状況 )

供 給 地 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支場名 事業場名
移殖年月日

支 場 名 事業場名 移籍卵数 移殖前歹E1卵数 移殖実卵数

北 見

千粒

1 2 5

2. 7 4 6

1 , 9 8 5

1 , 9 4 6

2.1 1 2

2 , 8 6 6

5. 1 1 9

2 0 1 0

2.0 0 4

2 1 3 8

1. 8 8 6
2 3 8 0

1. 7 9 5

千粒 千粒

1 2 5

2 , 7 4 6

1. 9 8 5
1 , 9 4 6

2 , 1 1 2

2 , 8 6 6

5. 1 1 9

2 , 0 1 0

2,0 0 4

2 , 1 3 8

1 , 8 8 6

2 3 8 0

1.7 9 5

斜 里

//

'
・
//

●

//

'
//

・
//

◆

・

4 5 . 1 2. 21 2 .  91 2 .  21 2 .  71 2 .  512 .  8

12 .  1 3

1 2 . 1 5

1 2. 1 6

12 .  1 6

1 2 . 1 7

1 2 . 1 8

1 2 . 2 0

渡 島

//

●

●

千 オ

//

天 塩

//

十 勝

//

・
・
・

八 雲

//

( 森 )

●

千 オ

敷 生

中 川

頓 別

19ll 路

//

●

//

●

小 計 2 9.1 1 2 2 0 , 1 l 2

紹 走

・
・
・
'

・
//

//

'
//

・
'
//

1 2  2

1 2  1 0

l 2  1 0

1 2  1

1 2  7

1 2  1 2

1 2 .  5

1 2 . 1 3

1 2. 1 5

1 2 . 1 6

1 2 . 1 8

1 2 . 1 7

1 2 . 2 5

渡 島

'
//

・
//

//

千 オ

天 塩

・
十 ″ 勝

l :

八 要

・
利 別

( 森 )

●

●

千 才

中 川

頓 別

釧 路

'

十 勝

札 内

7 0

3 , 2 5 8

1 , 7 4 0

2 , 4 6 5

3 , 3 9 0

2 , 0 1 0

6 , 7 2 8

3 , 7 1 4

l
3 , 0 1 0

3 , 8 2 2

3 , 3 5 1

2 , 6 9 1

2 , 0 8 2

7 0

3 , 2 5 8

1 , 7 4 0

2 , 4 6 5

3 , 3 9 0

2 , 0 1 0

6 , 7 2 8

3 , 7 1 4

3 , 0 1 0

3.8 2 2

3 , 3 5 1

2 , 6 9 1

2 , 0 8 2
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供 給地地
移殖年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
備  考

支場名 禁 解 支 場 名 事 癌 名 移緒卵数 移殖il1死卵数 移殖実卵数

北 見 網 走

・
//

//

45. 1 2 . 2 1

1 2. 2 8

12 .  3 0

1 2 .  6

根 室

//

・
//

f 粒

2 , 0 4 9

3 4 0 0

3 , 2 2 3

1 , 2 6 0

千粒 千粒

2.0 4 9

3 , 4 0 0

3.2 2 8
1 , 2 6 0

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

羅 日

小 計 4 8 , 2 6 3 4 8.2 6 3

2 , 1 3 2

4 , 1 3 1

9 9 5

2 , 3 8 7

2,30 0

2 , 2 6 2

1.9 4 4

3 , 0 0 2

2 , 3 2 4

4.6 6 8

3 , 1 9 4

6 2 0

2 , 4 9 5

2.3 5 9
6 9 0

( 3 , 9 3σ)

( 4 , 3 9 0 )

湧 別

//

//

・
・
・
//

//

'
//

//

//

//

●

・
//

//

12 .  8

12 .  1 0

12. 1 1

12 .  1 2

12 .  1 8

12 .  1 9

1 2 . 2 0

1 2 . 2 2

1 2 . 2 5

1 2. 2 1

1 2 . 2 8

12 .  30

1 2 . 3 0

46. 1. 61. 6

1 . 2 8

1 . 2 8

千 才

渡 島

・
//

天 塩

・
十 勝

・
・
根 室

//

・
//

・
・
//

・

基t 生

八 雲

厚 沢 部

( 森 )

徳 志 別

歌 登

1illl 路

札 内

・
伊 茶 仁

根 室

別 当 資

計 根 別

・
羅 日

・
虹 別

2 , 1 3 2

4 , 1 3 1

9 9 5

2 , 3 8 7

2 , 3 0  0

2 , 2 6 2

1.9 4 4

3,0 0 2

2 , 3 2 2

4.6 6 8

3 , 1 9 4

6 2 0

2 , 4 9 5

2 , 3 5 9

6 9 0

( 4.5 9 9 )

( 5.2 9 7 )

( 7 6 9 )

( 9 0 7 l

小 計
( 9.9 9 6 )
3 5. 5 0 1 ( 1.6 7 6 ) ( 8 , 3 2 0 )

3 5.5 0 1 要1 器警後卵
計 ( 9.9 9 6 )

1 i 2 , 8 7 6 ( 8.8 2 0 )
1 i 2 , 8 7 6

十 勝 十 勝

・
//

//

1 2 .  412 .  41 2 .  41 2 .  7

千 才

・
●

北 見

静 内

( ノーし浦河)

( 歌 別 )

細 走

( 6 , 7 2 7 )

( 4 , 6 0 7 )

( 1 , 6 8 3 )

( 5 , 0 0 0 )

( 6 0 7 :

( 5 2 7 ;

( 1 4 3 ?

( 6 2 7 ;

( 6 , 1 2 0 )

( 4 , 0 8 0 )

( 1 , 5 4 0 )

( 4 , 3 7 3 )
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供 給 地
移殖年月 日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
備 考

支場名 事業場名 支場名 事業場名 移第卵数

千粒

( 5.0 0  0 )

移殖ii11死卵数

:F粒

- ( 5 2 4 )

移殖実卵数

千粒

( 4 , 4 7 6 )十 勝 十 勝

4 5 . 1 2 .  7

北 見 湧 別

小 計 ( 2 3.0 1 7 ) ( 2 , 4 2 8 ) ( 2 0 , 5 8 9 )

釧 路

'
46 .  2 . 2 5

2. 2 5

千 才

//

千 才

敷 生

( 3 , 8 2 2 )

( 2 , 4 2 0 )

( 6 7 7 )

( 3 2 2 )

( 3 , 1 4 5 )

( 2 , 0 9 8 )

網 走 川 産

科 里 川 産

小 計 ( ti, 2 4 2 ) ( 9 9 9 ) ( 5.2 4 3 )

計 ( 2 9 , 2 5 9 ) ( 3.4 2 7 ) ( 2 5.8 3 2 ) 発 眼 卵

根 室 中標津

根 室

45 .  1 2 2 2 1

4 6 .  1 . 2 1

天 塩

//

( 増 幌 )

天 塩

C 2 , 0 0 0 )

( 8 , 8 5 4 )

( 2 3 0 )

( 1 , 0 4 5 )

( 1 , 7 7 0 )

( 7,8 0 9 )

計 ( 1 0 , 8 5 4 ) ( 1 , 2 7 5 ) ( 9 .5 7 9 )

合 計
( 5 0.1 0 9 )
1 1 2 . 8 7 6

( 6 , 3'l 8 ) ( 4 3 , 7 3 1 )
1 i 2,8 7 6

発 眼 卵
受精直後卵

第 1 2 表  道 内 移 殖 (受・給状況)

供 給 地 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

支場名 開 名
移殖年月日

支 場 名 事業場名 移籍卵数 移殖実卵数
備 考

北 見 網 走

湧 別

4 5 . 1 2. 71 2. 7

十 勝

//

十 勝

//

( 5.o lil:一湾
( 5.0 0  0 )

( 6f再
( 5 2 4 )

( 4 , 3f第
( 4 , 4 7 6 )

計 ( 1 0 , 0 0  0 ) ( 1 , 1 l l l l ) ( 8 , 8 4 9 ) 発 眼 卵

根 室 伊茶仁

//

45. 1 2. 2 1

1 2 . 2 1

北 見

・
海 別

網 走

4.6 8 8

2.0 4 9

4 , 6 8 8

2 , 0 4 9

小 計 6 , 7 1 7 6 , 7 1 7

根 室

・
1 2. 2 8

1 2 . 2 8

北 見

・
細 走

揚 別

3.4 0 0

3 , 1 9 4

3.4 0  0

3 , 1 9 4

小 計 6.5 9 4 6 , 5 9 4

計根別

・
・

1 2. 3 0

1 2 . 3 0

46 .  1. 6

北 見

'
●

細 走

湯 別

・

3 , 2 2 3

2 , 4 9 5

2.3 5 9

3.2 2 3

2.4 9 5
2.3 5 9

小 計 8 , 0 7 7 8 , 0 7 7

別当賀 4 5 . 1 2 . 3 0 北 見 湧 別 6 2 0 6 2 0
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供 給 地
移殖年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
備 考

支場名解 支 場 名 事業場名 移籍卵数 簡 殉 成 移殖実卵数

根 室 羅 日

//

//

46. 1. 61. 6

1. 2 8

北 見

//

//

千粒

6 9 0

1 , 2 6 0

( 4 , 6 9 9 )

千粒 千粒

6 9 0

1 , 2 6 0

( 3 , 9 3 0 )

湧 別

網 走

湧 別 ( 7 6 9 )

小 計
( 4 , 6 9 9 )
1 , 9 5 0

( 7 6 9 1 ( 3 , 9 3 0 )
1 , 9 5 0

虹 別 1. 2 8 北 見 湧 別 ( 5.2 9 7 ) ( 9 0 7 ) ( 4 , 3 9 0 )

ーてil i-l,-ll,)1
2 3 , 9 5 8計 ( 9.9 9 6 )

2 3.9 5 8
( 1 , 6 7 6 ) 要l 器留後卵

十 勝 十 勝

fll1 路

//

//

//

lll

//

・
・

4 5 . 1 2 .  1 7

12 .  1 5

1 2. 1 6

1 2 . 1 7

1 2 .  1 8

1 2 . 2 0

1 2. 1 6

l 2 . 1 8

1 2 . 1 9

北 見

・
//

・
//

'
・
・
//

細 走

斜 里

'
・
//

l

細 走

//

湧 別

2 , 6 9 1

2,0 0 4

2 , 1 3 8

1.8 8 6

2 , 3 8 0

1 . 7 9 5

3 , 8 2 2

3 , 3 5 1

1.9 4 4

2 , 6 9 1

2,0 0 4

2 , l 3 8

1.8 8 6

2 , 3 8 0

1.7 9 5

3 , 8 2 2

3 , 3 5 1

1 , 9 4 4

小 計 1 9.3 2 0 1 9.3 2 0

札. 内

・
・
・

12 .  2 1

1 2 . 2 2

1 2 . 2 5

1 2 . 2 4

北 見

//

●

●

湧 別

//

・
細 走

4 9 0

2.5 1 2

2 , 3 2 2

2 , 0 8 2

4 9 0

2 , 5 1 2

2 , 3 2 2

2 , 0 8 2

小 計 7.4 0 6 7 , 4 0 6

計 2 9.4 1 7 29.4 1 7

天 塩 中 川

・
1 2 . 1 3

1 2 . 1 3

北 見

・
科 里

網 ・ 走

5 , 1 1 9

3 , 7 1 4

5 , 1 1 9

3 , 7 l 4

8 , 8 3 3小 計 8 , 8 3 3

頓 別

●

1 2 . 1 5

1 2 . 1 5

北 見

'
斜 里

網 走

2 , 0 1 0

3 , 0 1 0

2 , 0 1 0

3.0 1 0

小 計 5.0 2 0 5 , 0 2 0
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供 給 地
移殖年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
備 考

支場名 事業場名

徳志別

歌 登

( :増幌)

天 塩

//

支 :tll1 名 事業場名 移鑄卵数

千粒

2 , 3 0  0

2 , 2 6 2

( 2 , 0 0 0 )

( 4 , 5 3 7 )

移殖前死.卵数 移殖実卵数

千粒

2 , 3 0  0

2 , 2 6 2

( 1 , 7 7 0 )

( 3 , 8 0 9 )

( 4 , 0 0 0 )

天 塩 45.  1 2 . 1 8

1 2. 1 9

1 2 . 2 1

46.  1 . 2 1

1. 2 l

千粒

北 見

//

根 室

//

・

湧 別

●

中 標 津

根 室

( 2 3 0 )

( 7 2 8 )

( 3 1 7 )虹 別 ( 4.3 1 7 )

小 計 ( 8.8 5 4 ) ( 1.0 4 5 ) ( 7 . 8 0 0 )

計 ( 1 0 , 8 5 4 )
18.4 1 5 ( 1.2 7 5 ) ( 9.5 7 9 )18.4 1 5 要精醫後量9

千 才 千 才

'
・
//

12 .  41 2. 5l 2 .  54 6 .  2 . 2 5

北 見

//

・
十 勝

網 走

・
斜 里

all 路

3 , 8 3 4

2 , 8 9 4

2 , 1 1 2

( 3 , 8 2 2 )

3 , 8 3 4

2. 8 9 4

2 , 1 1 2

( 3 , 1 4 5 )( 6 7 7 ) 細 走 川 産

小 計 (3,8 2l2 )
8 .840 ( 6 7 7 ) ( 3 , 1 4 5 )8.840

敷 生

・
//

1 2. 812 .  8

46 .  2 . 2 5

北 見

//

十 勝

斜 里

湧 別

all 路

2 , 8 6 6

2 , 1 3 2

( 2 , 4 2 0 )

2.8 6 6

2 , 1 3 2

( 2 , 0 9 8 )( 3 2 2 )

小 計 ( 2.4 2 0 )
4.9 9 8 ( 3 2 2 ) ( 2 , 0 9 8 )4 , 9 9 8

静 内

商 )

歌 別 )

1 2 . 1 4

1 2. 1 4

1 2 . 1 4

十 勝

・
//

十 勝

●

・

( 6 , 7 2 7 )

( 4 , 6 0 7 )

( 1 , 6 8 3 )

( 6 0 7 )

( 5 2 7 )

( 1 4 3 )

( 6.1 2 0 )

( 4 , 0 8 0 )

( 1 , 5 4 0 )

言十 ( 1 9 . 2 5 9 )
1 3 , 8 3 8 ( 2,3 7 6 ) ( 1 6.9 8 3 )1 3 , 8 3 8

発 眼 卵
受精直後卵

渡 島 八 要

//

//

//

//

1 2 .  2

1 2 . 1 0

1 2 .  2

1 2 . 1 0

1 2 . 1 0

北 見

//

//

//

//

斜 里

・
網 走

・
揚 別

1 2 5

2 , 7 4 6

7 0

3.2 5 8

4 , 1 3 1

1 2 5

2.7 4 6

7 0

8 , 2 5 8

4 , 1 3 1

小 計 1 0.3 3 0 1 0 , 3 3 0

厚1al,、部
利 別

1 2. 1 1

1 2 . 1 l

北 見

//

湧 別

網 走

9 9 5

1.7 4 0

9 9 5

1.7 4 0
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供 給 地
移ni'年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
備 考

支場名 事業場名 支 場 名 事業場名 移籍卵数 移殖実卵数

渡 島 ( 森 )

//

//

//

//

//

45. 12 .  21 2 .  71 2 .  21 2. 7

1 2 . 1 2

12 .  1 2

北 見

//

//

・
//

//

千粒

1 , 9 8 5

1.9 4 e

2,4 f i 5

3 , 3 9 0

2 , 0 1 0

2 , 3 8 7

千粒 千粒

1 , 9 8 5

1.9 4 6

2 , 4 6 5

3.3 9 0

2 , 0 1 0

2.3 8 7

斜 里

//

網 走

・
//

湧 別

小 計 1 4.1 8 3 1 4 , 1 8 3

計 2 7 2 4 8 2 7.2 4 8

合 計
( 5 0.1 0 9 )
1 1 2 , 8 7 6

( 6 .3 7 8 ) ( 4 3 , 7 3 ] )
1 i 2 , 8 7 6 要1 話,器後卵

第 1 3 表  本 州 移 殖

供 給 地
移殖年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

支場名 統 期 名 支 場 名 事業場名 移無。卵数 移殖実卵数
備 考

北 見 湧 別

'

46.  1 . 2 2

1. 2 2

千粒

1 , 5 6 5

1.5 6 5

千粒

2 1 5

2 1 5

千粒

1 , 3 5 0

1.3 5 0

青 森

山 形

奥入瀬川

日本海さ
け・ます
増殖セン
a -

発 眼 卵

//

計 3 , 1 3 0

収容時卵温
3.0℃

ふ化用水温
10 . 5℃

4 3 0 2 , 7 0 0
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4, さけふ化放流成績概要

本1;lF度は採卵数 5 4 6 . 6 2 0 千粒に寄贈海産卵 1 3 , 1 1  2千粒を受入れ、 仮収容卵数 5 5 9 ・ 7 3 2

を 3 8 事業場と、道言 1 カ 所、 民 営 2 3 カ 所、 計62のふイl:場に収容し、 給餌稚魚 3 2 1 ・o 3 3 千 尾
4 6 年 2 月 1 0 日 か ら 同 年 6 月 3 0 日 ま で に 8 3 水 系へ放流したo

これらの水系別、 支場月1'のふ化;;l l l流成績は第14表、第 1 5 表 の と ぉ' りであるo

さけ稚魚の標識放流について、 方11・流考1所の差異、 移殖による画帰効果の確認 'li' どの目的によつて斜

第 1  4 表  !1111和4 5年度海区・水系別さけふ化放流成績表

海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

1i1 流 尾 数
死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

無給 i日 給 西 計

千粒

8 8

1 0.1 2 5

2 0.9 6 2

7.0 4 9

3 4 , 9 7 8

千粒

4

6 1 6

千尾

8 4

9 . 5 0 9

1 8 , 6 0 4

4.7 3 0

28.8 8 2

%

95 .5

9 3 .9

8 8.8

6 7 . 1

8 2 . 6

8 5.3

千尾

8 0

7 . 5 0 0

5.5 5 4

5 . 6 8 0

1 6.4 7 5

4 , 0 0 0

千尾

1 , 9 0 2

1.5 0 0

1 1 , 3 0 0

千尾

8 0

9 , 4 0 2

1 , 5 0 0

1 6 , 8 5 4

5 , 6 8 0

2 3.1 9 0

4,0 0 0

3 , 9 2 0

2 , 2 1 8

2.1 1 9

2,0 0 0

1 9 , 6 5 3

6 , 0 4 7

1 , 5 2 0

5 , 8 3 0

6 , 8 9 0

2. 9 9 0

4.7 5 8

7 0

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

;藻 琴

細 走

能 取

常 呂

ライトコE

佐昌間別

芭 露

湧 別

i著 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

北見幌別l 頓 別
猿 払

( ルシヤ )

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

細 走

北 見

オ

2 , 3 5 i l

2.3 1 9

6 , 0 9 6

ホ

6 , 7 1 5

3 , 9 2 0

2,2 1 8

2 , 1 1 9

2,0 0 0

1 3 , 1 2 7

l

1 0.0 8 4 1 . 5 1 5 8 , 5 6 9

ツ

ク

湧 別

活 滑

が. 内

徳 志 別

歌 登

頓 別

2 6 , 5 3 i

9.9 8 i

4.7 9il

2.3 9 0

l ll 3 i

1.4 51

3 8 i

7 6 l

2 1.7 4 0

7 5 9 3

6 , 4 7 6

7.1 7 7

2 , 9 9 8

4 .9 2 7

81.9

7 6.1

8 2. C

8 3.2

88.7

86.5

6 , 5 2 6

6 , 0 4 7

1,5 2 0

4 , 2 3 0

海

区
7.8 1 :

8.6 2 1

3.3 8 l

5.6 9 :

1 , 6 0  0

6.8 9 0

2.9 0 0

4 , 7 5 8

7 0
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千粒の中から、 発限i多、試験卵1 3 千粒、 道外移殖 3 , 1 3 o千粒を除き、 最 終 5 5  6 , 5 lF; 9千粒の種卵

( 給施流 率 7 2 . 6 % ; ) 無?解稚魚1 2 1 , 0 6 8千尾、 合計4 4 2, 1 o 1千尾の稚魚を生産して、

里川。斜里沿岸、 -l-;勝川、 与,内川で実施した。 その概要は第1 6表のと:i' りであるo

( 注 ) (  )の事業場は民間簡易ふ化設備

放流那間
仮収容から収容までの卵の動き…一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流…一括 弧 書

5 . 1 0 ̃ 5 . 3 1

4. 1- 6 . 1 0
5. 2 ̃ 5 . 3

3. 1- 5. 3 1
3 . 2 0 ̃ 5 . 1 1

2 . 1 5 - 6 . 1 6
4 . 2 8̃ 5.8

4. 1 、 5 . 2 0

4 . 1 9 、 5 . 1 1

4 . 2 3- 5 . 1 6
3 . 1 5

l

S
3 . 2 7̃ 5 . 8

3 . 2 1 、 5 . 1 4

3. 1̃ 5 . 3 0

4 . 2 5̃ 6 . 1 0

4 . 2 0- 6 . 2 0
4 . 1 0̃ 4 . 3 0

4 . 2 2

( 斜里から 1 , 5  o 0千尾移殖放流)

十勝、天塩、千歳、渡島各支場の事業場へ 2 9 , 1 1 2 千 粒

網走から5. 3 8 4千粒、紹走へ 1 , 2 3 0 千 粒 ( 總 走か ら 9 8 0 千 尾移殖放流 )
薄琴から1. 2 3 0 千 粒、3lE等へ 5. 3 8 4 千 粒 、 ;1と見へ 5.2 l 6千粒、幌内へ 5 0  0千粒
根室、 十勝、天嬉、千歳、 渡島各支場の事業場へ 4 8 , 2 6 3 千粒、十勝から5.oo 0-f粒
( 紹走から4 , 0  0 0千尾移殖放流)

ラ イ ト コ ロ 分 2 4 6 千 粒、佐呂 ll8l 別 分 6 3 5 千 粒

( 北見から 2 . 2 1 8千尾移殖於流 )

( 北見から 2 , 1 1 e千尾移殖;放流)

( 湧別から 2, 0 0 0千尾移殖放流)

i識~、.4,0 7 5:f粒 1l職内、1 , 6 5 9二f粒
能 :威 解 の 事 業 場へ 4 5. 4 9 7 千 粒
興 部 分 2 5 1 千 粒、浅別から 4 , 0 7 5 千粒、幌内へ 1 , 6 8 5 千 粒

( 活滑から 1 , 5 2 0千尾移殖放流 )

1要走 か ら 5 0  0千粒、湧別から 1 , 6 5 9千粒、 活滑か ら 1 , 6 8 5 千 粒、開 へ
. 1 3 3 千 粒
歌登から 5 , 8 7 8 千粒、 湧別から 2 . 3 0  0千粒

湧別から 2 . 2 6 2 千粒、 徳志別lへ 1 , 8 0  0千粒、 ; 增毛へ9 0 6千粒

多,L里から2, 0 1 0 千 粒 、 縮 走 か ら 3 , 0 1 0 千 粒

(頓別から70千尾移殖放流'からふとます放流時に混入のもの)
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海l

区
水 系 事 業 場 !tl?容卵数

放 流 尾 数
死 卵 数 ふ出厚数

千粒

4 7 3

1 2 1.7 6 2

1 0 4.1 8 6

3.58 5

5.9 4 2

6.2 7 8

1 2 2 2 0

2.275

818 4 5

1,273

1 0.1 1 8

1,330

5 9

2.457

2 3 8 0

ふ化率
無 給 a耳
千尾

4 7 0

給 餌

千尾

計

千尾

4 7 0

オ

ホ

1
ツ

ク

海
区

千粒

6 0 5

千粒

1 3 2

%

7 8 . 2時 前 ( 時 前 )

本 年 度 1 4 5.9 2 4 2 4.1 6 2 83.4

8 1 . 6

5 81() 8 2

4 4 , 7 5 9

61 , 109

5 7.0 3 7

1 1 9 , 1 9 1

101 ,796
海 区 計

前 年 度 1 2 7 , 6 1 3 2 3 4 2 7

増 事理

天 塩

//

小 計

小 平 薬

署 寒 月il

石 狩

//

小 計

余 市

朱 太

利 別

厚 沢 部

( 增 幌 )

天 塩

中 川

4,399

7,127

6.9 8 9

14 , 116

2 .633

11 , 121

1.5 2 6

12 .647

2.3 5 5

6 6

2.987

3,445

8 1 4

1,185

7 1 1

1,896

3 5 8

22:7 6

2 5 3

2 5 2 9

5 2 5

7

5 3 0

5 6 5

81 .5

8 3 . 4

8 9.8

8 6 . 6

86 . 4

7 9 . 5

8 3 . 4

77 .7

89.4

8 2.3

8 3 . 6

3,570

7 4 7

6 2 0

1.3 6 7

2.σ4 8

1,980

1,266

3 2 4 6

5 8

3,570

7 4 7

8.9 5 7

9,704

5 0 0

2 0 4 8

4 ,210

112 6 6

5,476

2.7 5 0

1.0 5 8

2,378

2f ;00

8.3 3 7

8,337

5 0 0

2 2 3 0

2 2 3 0

2.750

1.0 0 0

2.378

2.600

日

( 増 毛 )

千 歳

音 江

( 余 市 )

尻 別

利 別

厚 沢 部

本

海

区

本 年 度

前 年 度

42.648

2 61l 3 4

7,224 35,424 8 3 . 1

8 5 . 3

10.289

5 8 8

1 9.7 9 5

,, 19 ,839

3 0.0 8 4

1 9」3 3 9
海 区 計

3.350 22,284

ル サ

羅 臼'

植 男ll

元崎無異

素 別

古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津

//

( ル サ )

羅 臼

2 3 6 3

1 1 2 2 3

2 8 9

1 , 619

2.574

9.6 0 4

89 .9

8 5 . 6

2.517 2 5 1 7

7,775

1,725

1,998

5,400

8 9 9

1.6 2 2

13 ,800

16 , 940

7,700

根

室

海

区

7,775

1,725

1,998

8 9 9

6.8 0 0

1 6 , 9 4 0

7,70 0

施- 別

( 忠 類 )

伊 菜 仁

根 室

中 標 津

6,414

1 ,995

3 2 5 1 4

9,079

9,530

9 1 7

3 1 8

5 0 8 2

2.035

1,520

5 4 9 7

1,677

27 ,432

7,044

8,010

8 5 . 7

8 4 .1

8 4 . 4

7 7. 6

8 4 . 1

5,400

1,622

7,000
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;1111流其n間

6. 4 ̃ 6 . 2 0

仮収容から収容までの 1ll,の動さ一一事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖_ 放 流一・・事番- 弧 書

中川 か ら 6 0 5 千 粒

2 . 1 5 、 6 . 2 0

2 . 2 2 、 6 . 1 7

5. 2 6~ 6 . 2 6

6. 1 ̃ 6 . 1 4

4 . 1 1 ̃ 6 . 3 0

4 . 1 1 - 6 . 3 0

5. 8

6. 1̃ 6 . 2 0

3 . 1 7̃ 4 . 2 1

3 . 2 8 、 5. 1 9

3 . 1 7̃ 5 . 1 9

4 . 2 0 - 4 . 2 1
4 1 3~ 4. 2 2

2. 1 7~ 4 . 3 0

3 . 1 5 、 4,3 0

中川から2 . 3  9 6千おi,、 中標津から2, 0 0 0千粒
根室から4 . 5 3 7 千 粒、 虹月l 'か ら 2 . 5 9 0 千 演
4 ,9 7 o千尾を中川へ移殖し飼育して同場から天塩川へ力t流
斜里から5. 1 1 9 千 粒、 無'1走 か ら 3 , 7 1 4 千 粒、 增幌へ 2 . 3 9 6 千 粒、
時前へ 6 0 5 千 粒

( 中川から 5  0 o千尾移殖1政流)

歌登から9 0 6千粒、虹月1 1から 1 , 7 2 7千粒
勇払から440 ::1f-考11'., . 維注から.6,72 8 :F粒. 重ヨl要:から2.112千粒,動職iから3.8 2 2 千粒
十勝から1 , 6 8 3 二:F粒、歌あ1h1, 6 8 3 前、余市へ2. 3 5 0 前、式劃llへ 6 0  0千粒
元1jl l河へ 1. 2 0  0:f1l1'、書江へ 1,2 0  0千粒、 ,j?構高? 1 3 千粒
千歳0 ・ら 1 , 2 o o千粒

千歳ll1・ら 2 , 3 5 0千粒(千歳から1.o o o 二f -1尾移1lli故流)

(識から1 , o o o千尾移殖赫流)

細走かt、1 , 7 4 0 千粒

湧場l1から995千粒

2.1 .7- 6 . 3 0
2. 1̃ 6,1 'i

4.i 0 、 5 . 3 1

4. :2 5'̃ 5 . 3 1

5 . '  6̃ 5. 7

6・・1 「

6. 1- 6 . 1 5
6 . 1 7

5. 5̃ 5.1 2

5 . 2 5 、 6 . 2 3

6. 1 9- 6 . 2 3
5. 1̃ 5 . 2 5

維l1から1.980千粒、 定月ll(械別L 崎無異、 元崎無l美 . )から8 8 3千粒羅日へ8  3 ・二l一粒・
伊茶仁へ1 7 千粒
爾ll(植場lt 崎 續一、 元崎無異)から2.311千粒、 ルサから83科11' 、翻 l lから1 , 2 6 0千粒
經定から5. 3 8 9千粒、 ル'llへ l . 9 8 0 千 粒. 伊にへ 1 . 9 7 8 千 粒
(1我ll日から1,725千尾移殖放流)

(伊茶仁から1. 9 9 8 ◆ 尾 解 )

爾 l 扮 3.0 6 4 千粒、伊茶仁から3. 3 5 . 0千粒 ・

(伊茶仁から8 9 9 f 尾移跡流 )

ルサ-から1 7千粒、點日から1 , 9 7 8千粒
忠艱分567千差f、 翻 l1 (古多標)から55千粒、根動 ・ ら 3 , 6 5 1 -千粒. 的 l lから 6 , 8 0 4千
粒. 浅i場1??ら 4.668千粒、無i走から2.049千粒、 1燃別へ3 .3 5 0 千粒

}器車表,' i ,i言美、常与表; 4 是,。n器業i 3・美 n二1空S'・t事'草表_.、 1 l _、 e ・  _、 n l
( 伊茶仁から 9. 9 9 o千尾移殖放流)
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海

区

l

水 系 事 業 場 l収容卵数 死 卵 数 ふ出尾峯 ふ化率 放 流 尾 数

無 給 li耳 給 餌 計

千粒

1 8.6 0 9

l 4 , 8 7 7

千粒

3.5 5 5

4 2 8 6

千粒

1 5.0 5 4

10.591

2 2 5 9

5 4 1 7 8

%

8 0. 9

7 1 . 2

8 3.8

90.1

千尾 千尾

24,640

8 2 1 1

1 ,995

48 , 100

3 9 9 4

千尾

24 ,64 (

821 ]

1,99 '

2 2 0 (

l 8.1 0 lC

3,994

1,98C

115 0 0

3,480

1,009

小 計

当 幌

春 月l1

床 丹

西 別

風 蓮

1ll l 当 賀

・
lJ、 計

慰 香

計 根 別

( 床 丹 )

虹 別

浜 中

厚 床

:月1当賀)

( 穩 香 )

根

2.695

6 0,1 4 5

2.399

2.3 8 7

4.7 8 6

5 4 6

4 3 6

5,96lll

3 9 9

6 1 7

1.2 1 6

1 2 0

22:0 0

室

海 2.0 0 0

1 ,570

3.5 7 0

4 2 6

8 3.4

6 5.8

7 4.6

7 8 . 0

1 , 9 8 0

1.5 0 0

3.4 8 0区

1 ,009

本 年 度

前 年 度

1 5 6.6 6 7 2 3.805

2 3 , 9 1 9

1 3 21E; 6 2 8 4 .8 2 2,2 1 9 1 0 7 , 1 4 6 1 2 9 3 6 5
海 区 計

1 4 3.7 5 6 1 1 9 3 3 7 8 3 . 4 8.6 7 2 9 8.8 5 2 107 , 5 24

幌 戸

新 川

; 薄散布

.2l第'辺牛

釧 路

・
小 計

阿 寒

庶 路

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

・
・
//

( 幌 戸 ) 1,233 3 8 5 8 4 8 6 8 . 8 7 9 7

2 0 0

2 0 0

4,742

7 9

2 0 l

2 0 (

4,741

2 9 3 2 :

8.0 1 l

37,33 l

5 0 (

5 0 (

500

2,6 7 :3

2 ,47 i

9,922

21,70 C

19,054

1 2 0

.1l l

り

も

以

東

海

区

太 田

動l 路

鶴 居

6,228

3 6.1 6 7

1 0.9 3 6

47 ,103

8 9 4

4 ,0 4 5

1.1 3 6

5,181

5,334

32.122

9.8 0 0

4 119 2 2

85 . 6

8 8 . 8

89 .6

8 9 . 0

29 ,323

8.0 1 6

37 , 339

5 0 0

5 0 0

5 0 0

(音月ll )

( 厚 内 )

十 勝

幕 別

札 内

( 利 別 )

297 6

2 8 1 0

1 310 28

31 ,392

24,611

1 2 9

2 2 8

2 6 5

2 5 0 9

5.5 5 8

4,692

8

2.748

2.5 4 5

1 0.5 1 9

25,834

19 ,919

1 2 1

9 2.3

90 . 6

80 .8

8 2.3

80 . 9

9 3.8

2.673

2 4 7 5

9,922

21,700

1 9.0 5 4

1 2 0
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注. 流其ノl 1間
仮収容から収容までの卵の動き一一 1lli業場単位

備 考
稚 魚 移 痢 放 流一一据 弧 書

5. 1 ̃ 6. 2 3

4 . 2 0 ̃ 5. 3 1

5 . 1 0 ̃ 5 . 1 1

5. 2 0~ 5. 3 1

4 . 1 ̃ 5 . 1 0

4. 2 6- 4 . 3 0
5 . 2 6 、 6 . 1  0

5 . 2 5 、 6 . 1 5

5. 2 5̃ 6 . 1 5

5. 5- 5 . 3 1

虹別から 2 . 8  9 4千想L、 源 l別から 4 , 8 5 4千粒、 細走から3. 2 2 3 千 粒

( 計 根 別 か ら 1 , 9 9 5 千 屋;移男直放析・1)

春 別 分 5 1 8 千 粒

浜中 か ら 1 , 8 1 9 千 粒、 湧月llから5.297千粒、計根1号l lへ 2 . 8 9 4 千 粒、伊茶仁へ
6 , 8 0 4千粒、天塩へ 4 . 3 1 7 千 粒
( lt「 .13 1 'か ら 3. 9 9 4 千尾移殖が一流)

根室から1, 7 6 7 千 粒、 湧男1lから62 o千粒

根室か ら 3 2 0 千 粒( 虹別か ら 5 9 9 千 尾移illlll111t1流 )

4. 1- 6.2 3
4. 1 ̃ 6 . 3 0

太田から1. 2 3 3 千 粒

( 太 田 か ら 2 0  0千尾移殖放流)

( 太 田 か ら 2 0  0千屋移殖放流)

標戸へ 1 , 2 3 3 千 粒、 標居へ 3 1 5 千 粒
斜里か ら 1 0 . 2 0 3 千 粒 、 細走か ら 7 , 1 7 3 千 粒 、 湧1ll l l か ら 1 , 9 4 4 千 粒、 千歳へ
3 , 8 2 2 千 粒、数生へ 2. 4 2 0 千 粒、 鶴居へ 9. 3 7 0 千 粒
庶路分 1 0 9 千 粒 、 茶路分 8 2 2 千 粒 、 音別か ら 1 9 9 千 粒、 太 田 か ら 3 1 5 千 粒
動 l l 路から 9 . 3 7 0 千粒、阿寒 か ら 1 2 1 千 粒  .

4 . 1 5 ̃ 5 . 2 5

5. 75. 8

4. 5̃ 5. 2 0

4 . 2 7- 6. 3 0
4 . 1 0- 5 . 3 1
4 . 1 0~6. 3 0

4. 2 7・

4 . 2 7

4.2 7

4. 1 、 4. 3 0

4 . 1̃ 4 . 3 0

4 . 2 0̃ 6 . 1 0

4. 1 、 5. 2 5

4.  2- 5 . 2 0

4 . 1 0- 5 . 1 3

( 總居から 5  o o千尾移殖放流)

(替居から5 o o千尾移殖放流)

( 鶴 居 か ら 5 0  0千尾移殖;11ll'流 )

十 勝 か ら 2 . 9 7 6 千 粒

十勝か ら 2 . 8 1 0 千 粒

1細走から4, 7 7 3 千 粒、 澳別か ら 5 , 3 2 4 千 粒、 書月lへ 2976部立、原内へ281 0 前
広尾へ8.9 9 6 :F粒、大樹へ4 , 3 3 8 千粒、猿留へ 1. 1 0 6 千 粒、 a静内へ6. 7 2 7 千 粒
元浦川へ6,607千粒、歌月lr、1 , 6 8 3 :F粒、結走へ5 , 0  0 0千粒、湧月1い5 , 0  0 0千粒
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海

区
水 系 事 業 場

放 流 尾 数
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

無 給 i耳 給 fll 計

千粒

6 9.1 6 0

5.6 0 1

10.7 9 1

1:218

千粒

12 .767

8 5 7

1,584

7 3

千粒

5 6 3 9 3

4,744

9,207

1,145

%

81 .5

8 4 . 7

8 5 . 3

9 4 . 0

千尾

1 2 0

5 0 0

6 0 6

1,1 2 2

千尾

501576

4,5 07

7,965

1 0 0

千尾

50,796

4,507

5 0 0

8,571

1,222

.:ll

り

も

以

東

海

区

小 計

歴 舟

豊 似

広 尾

猿 留

大 樹

( 広 尾 )

( 境 留 )

海 区 計
本 年 度 147,120 2 2 2 3 4 1 2 4 8 8 6 8 4 . 9 1 314 3 5

21,179

102 , 087 115 ,522

前 年 度 1 2 4 , 4 4 3 1 3 S 2 8 110 , 9 15 89.1 79 ,451 1 0 0 6 3 0

歌 別

仁 雁 別

幌 別

元 浦

三 石

静 内

新 冠

沙 流

ia
勇 払

敷 生

白 老

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

常 路

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

(歌月l,l ) 1,683 3 4 3 1.3 4 0 79.6 5 0 0

7 0 0

5 0 0

13oo

1,100

2.270

9 1 8

5,040

1,423

1,333

1,200

1,080

2,683

1,500

1,0 0 4

1,000

8,789

5 0 0

1,800

1.4 4 4

1,000

7,320

6 0 0

1,100

2 2 7 0

9 1 8

5,0 0 0

1,423

1,333

1.0 8 0

5 2 9

1,454

1,0 0 0

1.0 0 0

. 6,789

500

1,500

5 0 0

1,000

( ?i浦川)

静 内

7,515

8,691

9 5 6

1,185

6,559

7.5 0 6

87 .3

8 6 . 4

i

4 0

り

も

以

西

( 識 川 )

敷 生

(責気別)

八 雲

( 森 )

7 2 5

8f ) 4 5

6

1 3 3 5 7

1 210 8 0

1 1 4

320 5

1

2 3 9 4

2.174

6 1 1

4,340

5

10,963

9.9 0 6

8 4 . 3

60.2

83 .3

82 . 1

8 2.0

12:0 0

2.1 5 4

46

4

2.0 0  0海

区

3 0 0

9 4 4

7 3 2 0

( 有 川 )

(茂辺地)

1.1 9 8

eS 4 9

2 4 9

8 97

9 4 9

7,652

7 . 92

8 5 . 9
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放流 が間
仮収容から収容までの5l1の動き…・・事表場単位

備 考
稚 魚 移 殖 左lr 流・…・括 弧 書

4. 1̃ 6 . 1 0

4 . 1 6̃ 5 . 1 0

5 . 1 4

4 . 2 6̃ 5 . 2 5

3 . 2 0 ̃ 4 . 2 8

十勝から4 , 3  3 8 千 粒

( 広 尾か ら 5 0  0千尾移殖放流)

豊似分5 2千粒、 十勝か ら 8 , 9 9 6 千 粒

十勝か ら 1 , 1 0 6 千 粒  ( 十勝から 1 o . 0千尾移殖放流)

3 . 2 0̃ 6 . 3 0

3 . 2 0̃ 6. 3

3 . 2 5

3 . 1 2~ 3 . 2 9

3 . 2 2̃ 4 . 2 1

3 . 1 2- 3 . 1 9
3 . 2 2- 4 . 2 0
3 . 1 5 ̃ 5 . 2 0

3 . 2 6 ̃ 4 . 1 0

3 . 2 0- 6. 3
4 . 2 0- 5 . 2 1
5 . 2 2

3 . 1 8̃ 5 . 1 8

5. 1̃ 5 . 1 0

3 . 2 7̃ 4 . 1 9

f
4. 5- 4. 6
2 . 1 0 ̃ 5 . 3 1

4 . 1 4

4. 2

2. 2 5- 4 . 3 0
4.  9

2 . 2 0- 4 . 3 0

千歳から 1 , 6 8  3 千粒 (歌別から 7 o 0千尾、 元浦川から6 0 0千尾移殖放流)

(歌別から7 o 0千尾、元浦河から6 0  0 =f尾移殖放流)

( 千 期 ら 7 o 0千屋、元浦河から4 0  o千尾移殖放流)

l 開 l l分 4 6 1千粒、?場ll分710千1el111、千 前 ら 1. 2 0  0 :l:粒、 一T勝1l1・ら 4 , 6 0 7千粒
( 静内から 1 1 8 千尾 、元浦河から 8 0  0千尾移殖放流)

富川分315千粒、新if分 1 7 9 =1F粒、三石分1 6 2 =F粒、l聯'ら6. 7 2 7 千粒

( 静内から 1 , 4 2 3 千尾移殖放流 )

( 静 内 か ら 4 3 3 千 尾、 千.歳から 9 0  0千尾移殖放流)

千歳か ら 1 , 0 8 0 =自l立、 ( 千 歳 か ら 6 0  0千尾移殖1li「 流 )

( 千歳から 1,0 8 0 千尾移殖?流 )

白老分52千粒、斜里から2. 8 6 6 千 粒、 湧別から2. 1 3 2 千 粒、 al l踏から2 , 4 20
千粒

( 敷 生か ら 1 , 5 0  0千尾移殖放流)

(森力,ら 1 ,  o o o 千尾移殖放流)

( 藤から 1 , o o o千尾移殖放流)
汐泊分から21千粒、長万部分20千粒、森力?ら 2.1 0 3 千 粒 , 能_から2・ 8 7 1千粒
網定から3,328千粒、 湧月l1から4 . 1 3 1 千 粒、有1l1lへ1 , 158千粒、知内へ1 , 3 1 6千粒
經 か ら 3. 9 3 1 二f粒. 1経定から7 , 8 6 5 =F粒、湧月l1から2 . 3 8 7千粒店へ2・1 0 3 千粒

( 森 か ら 5 0  o千尾移殖放流)

( 森 か ら 1 , 5 0  0千尾、茂辺地から30  0千尾移殖放流)

戸切地分40千粒、 八雲から1. 1 5 8 千 粒
( 森 か ら 5 o 0千尾移殖放流)
八 雲 ( 汐 泊 ) か ら 4 0 7 千 粒

(森から 1 , o o o 千尾移殖放流)
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海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

放 流 尾 数
死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

無 給 f耳 給 lili 計

,
り

も

以
西

海

区

千粒

4 1 4

1,967

千粒

74

4 5 4

1 204 6

千粒

3 4 0

1,513

%

8 2.1

7 6 . 9

千尾

3 3 5

1,500

千尾

5 0 0

1,000

1,400

千尾

5 0 0

1 3 3 5

2,900

太 当 別

亀

知 内

( 亀 川 )

知 内

本 年 度 6 4 2 3 0 52,184 81 . 2 17 ,043 3 0 S 9 6 47,939

海 区 計
前 年 度 39 ,682 7,40 0 3 2 2 8 2 81.4 91854 21 ,928 31,782

合 計
本 年 度 556,589 8 9‘4 7 1 467,118 8 3 . 9 1 2 1.0 6 8 321,033 4 4 2 」 0 1

前 年 度 461 ,628 7 2.1 2 4 3 8 9 5 0 4 8 4.4 8 510 5 2 276 , 519 361,571

さ け種卵の採卵から収容までの動き

採 卵 数 5 4 6 , 6 2 0 千 粒

海 産 卵 数  1 3. 1 1 2  '

仮収容卵数 5 5 9. 7 3 2  ″

供 試 卵 数  △ 1 3  '

本州移殖卵数 △ 3 , 1 3 0  ″

収 容 卵 数  5 5 6. 5 8 9  ・

-5 4-

放 流 期 間

仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流一一括 弧 書

4 . 1 4

3. 1 - 4. 3 0

3 . 2 5̃ 4 . 3 0

( 森 か ら 5  0 o 千尾移男直放流)

( 森 か ら 1 ,  o o o 千尾移殖放流)
八雲か ら 1 , 3 1 6 千 粒
( 森 か ら 1. 4 0  0 千 尾 簡 粉 流 )

2 . 1 0̃ 6. 3

2 . 2 0- 5 . 2 0
2.1 0̃ 6 . 3 0

2. 1~ 6 . 3 0
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第 1  5 表  昭和 4  5年度支・事業場別さけふ化放流成績表

支 場 事 業 場 収 容 卵 数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率
放 流 尾

無 給 的 給 西

北 見

千粒

8 8

1 0.2 1 3

2 0.9 6 2

7 , 0 4 9

3 4 , 9 7 8

1 0.0 8 4

2 6.5 3 8

9 , 9 8 3

7 , 8 1 1

千粒

4

6 1 6

2 . 3 5 8

2 . 3 1 9

6.0 9 6

1.5 1 5

4 , 7 9 8

2 , 3 9 0

1 , 3 3 5

千尾

8 4

9 , 5 0 9

1 8 , 6 0 4

4 , 7 3 0

2 8 , 8 8 2

8 , 5 6 9

2 1 , 7 4 0

7 , 5 9 3

6, 4 7 6

%

95 . 5

9 3 . 1

8 8 . 8

6 7 . 1

8 2 . 6

8 5 . 3

8 1 . 9

7 6 . 1

8 2. 9

千尾

8 0

7.5 0 0
5 , 5 5 4

4.7 0 0

2 1.4 5 5

6 , 5 2 6

7 , 5 6 7

4.2 3 0

f 尾

1 , 9 0 2

1 2 , 8 0  0

6 , 7 1 5

8 , 2 5 7

1 5.1 2 7

1 , 6 0 0

(ルシ ヤ )

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

縮 走

北 見

湧 別

i着 滑

幌 内

本 年 度

前 年 度

1 2 7 , 6 1 8

1 1 1 , 8 0 0

2 1 , 4 3 1

2 0 , 4 4 5

1 0 6 , 1 8 7

9 1 , 3 5 5

8 3.2

81 .7

5 7 , 6 1 2

4 4.7 5 9

4 6 , 4 0 1

4 4 , 5 5 6

根 室 ( ル サ )

羅 日

意 別

( 忠  類 )

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

( 床  丹 )

虹 別

厚 床

( 別当資 )

( 穩  香 )

2 , 8 6 3

1 1 , 2 2 3

6 , 4 1 4

1 , 9 9 5

32 .5 1 4

9.0 7 9

9.5 3 0

1 4 , 8 7 7

2 , 6 9 5

6 0 , 1 4 5

2 . 3 9 9

2 , 3 8 7

5 4 6

2 8 9

1 , 6 1 9

9 l 7

3 1 8

5 , 0 8 2

2 , 0 3 5

1 , 5 2 0

4 , 2 8 6

4 3 6

5 , 9 6 7

3 9 9

8 1 7

1 2 0

2 , 5 7 4

9.6 0 4

5 , 4 9 7

1.6 7 7

2 7.4 3 2
7 , 0 4 4

8.0 1 0

1 0.5 9 1

2 , 2 5 9

5 4.1 7 8

2.00 0

1.5 7 0
4 2 6

8 9 . 9

8 5.6

85 .7

8 4.1

8 4 . 4

77 . 6

8 4 . 1

71 .2

83.8

90 .1

83.4

6 5 . 8

7 8 . 0

2 , 5 1 7

5 , 4 0  0

1 , 6 2 2

7,00 0

9 , 5 0 0

1 9 , 6 8 7

6 , 9 5 0

7,70  0

1 0.2 0 6

5 2 . 6 9 3

2 , 2 0 0

1 , 9 8 0

1 , 5 0 0

4 1 0

本 年 度

前 年 度

1 5 6.6 6 7

1 4 3 , 7 5 6

2 3 , 8 0 5

2 3 9 1 9

1 3 2 , 8 6 2

1 1 9 , 8 3 7

8 4 . 8

83 . 4

2 2 , 2 1 9

8 , 6 7 2

1 0 7 , 1 4 6

9 8 , 8 5 2

十 勝 ( 幌  戸 ) 1 , 2 3 3 3 8 5 8 4 8 6 8 . 8 7 9 7
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( 注 )  ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

数 % 放流期間 備 考 .

計

千尾

8 0

9.4 0 2

1 8 , 3 5 4

4 ,70  0

2 8 , 1 7 0

8 , 2 5 7

2 1 , 6 5 3

7 , 5 6 7

5 , 8 3 0

%

90 .9

92 . 1

87 . 6

6 6 . 7

80 . 4

8 1.9

81 . 6

7 5 . 8

74 . 6

月日~月 日

5 . 1 0- 5 . 3 1
4. 1~6.10

3. 1-5 . 3 1
3 . 2 0̃ 4 . 3 0

2 . 1 5-6 . 1 6
4. 1- 5.2 0
4. 1- 5 . 3 1
3.21-5 . 1 4
3. 1̃ 5 . 3 0

1 0 4 , 0 1 3

8 9.3 1 5

8 1 . 5

7 9 . 9

2 . 1 5-6 .16
2.2 4̃ 6. 6

2.5 1 7

9 , 50  0

5 ,40  0

1 , 6 2 2

2 , 6 , 687

6 , 9 5 0

7 , 7 0 0

1 0 , 2 0 6

2,20 0

5 2 , 6 9 3

1 , 9 8 0

1 , 5 0 0

4 1 0

8 7 . 9

8 4 . 6

8 4 . 2

81 . 3

82.1

76.6

80 . 8

68 .6

81 .6

8 7 . 6

8 2 . 5

6 2 . 8

75 . 1

4.10- 5.31
4 . 25̃ 5.3 1

6. 1̃6 .15

5. 5- 5 . 1 2
5.25-6 . 2 3
6 . 19̃6 . 2 3

5. 1~5 . 2 5

4.20~5.31

5.20̃ 5 . 3 1

4. 1̃5 . 1 0

5 . 2 5-6 . 1 0
5 . 2 5̃6 . 1 5

5. 5- 5 . 3 1
1 2 9 , 3 6 5

1 0 7 , 5 2 4

8 2 . 6

74.8

4. 1 ̃ 6 . 2 3

4. 1- 6 . 3 0
7 9 ' 64.6 4 . 1 5 ̃ 5 . 2 5
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支 場 事 業 場
放 流 尾

収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率
無 給 西 給 t耳

千粒

6 , 2 2 8

3 6 , 1 6 7

10.9 3 6

2 . 9 7 6

2 , 8 1 0

3 1 , 3 9 2

1 2 9

2 4 , 6 l 1

1 3.0 2 8

5 , 6 0 1

1 0.7 9 1

1 , 2 1 8

千粒

8 9 4

4 , 0 4 5

. 1 , 1 3 6

2 2 8

2 6 5

5 , 5 5 8

8

4 , 6 9 2

2 , 5 0 9

8 5 7

1 , 5 8 4

7 3

千粒

5 , 3 3 4

3 2.1 2 2

9 , 8 0 0

2.7 4 8

2 , 5 4 5

2 5 , 8 3 4

1 2 1

1 9.9 1 9

1 0 , 5 1 9

4.7 4 4

9.2 0 7

1 , 1 4 5

%

8 5 . 6

8 8 . 8

8 9 . 6

9 2. 3

9 0 . 6

8 2 . 3

9 3 . 8

8 0 . 9

80 . 8

84.7

8 5 . 3

9 4 . 0

千尾

5 , 1 4 2

千尾

2 9 , 3 2 3

9.5 1 6

十 勝 太 田

釧 路

鶴 居

( 音  別 )

( 厚  内 )

幕 別

( 利  別 )

札 内

十 勝

大 樹

( 広  尾 )

( 猿  留 )

2 , 6 7 3

2 , 4 7 5

1 2 0

2 1 , 7 0 0

1 9.0 5 4

1 0,0 2 2

4.5 0 7

7 , 9 6 51.1 0 6

1 , 1 2 2

1 3 , 4 3 5

2 1.1 7 9

本 年 度

前 年 度

1 4 7 , 1 2 0

1 2 4 , 4 4 3

2 2.2 3 4

1 3 , 5 2 8

1 2 4 , 8 8 6

1 1 0.9 1 5

8 4 . 9

8 9 . 1

1 0 2 . 0 8 7

7 9 , 4 5 1

天 塩 徳 志 別

歌 登

頓 別

( 時  前 )

( 増  幌 )

天 塩

中 川

( 增  毛 )

8 , 6 2 8

3 , 3 8 0

5 , 6 9 3

6 0 5

4 , 3 9 9

7 , 1 2 7

6 , 9 8 9

2 , 6 3 3

1 , 4 5 1

3 8 2

7 6 6

l 3 2

8 1 4

1.1 8 5

7 1 1

3 5 8

7 , 1 7 7

2 , 9 9 8

4 , 9 2 7

4 7 3

3.5 8 5

5 , 9 4 2

6 , 2 7 8

2 , 2 7 5

8 3 . 2

88.7

8 6 . 5

7 8.2

8 1.5

83.4

89 .8

8 6 . 4

6 , 8 9 0

2 , 9 9 0

4 , 8 2 8

4 7 0

3 , 5 7 0

7 4 7

6 2 0

2 , 0 4 8

7 , 4 5 5

8 , 8 3 7

本 年 度

前 年 度

3 9 , 4 5 4

2 7 , 9 3 3

5 , 7 9 9

4 , 5 9 8

3 3.6 5 5

2 3 , 3 3 5

8 5 . 3

83 . 5

2 3 , 5 4 5

2 2 . 8 2 3

千 歳 千 -'iti
音 江

( 余  市 )

( 歌  別 )

1 . 1 , 1 2 1

1 , 5 2 6

2 , 3 5 5

1 , 6 8 3

2 , 2 7 6

2 5 3

5 2 5

3 4 3

8 , 8 4 5

1 , 2 7 3

1 , 8 3 0

1 , 3 4 0

79 . 5

83.4

77.7

79.6

2 , 5 8 0

1 , 2 6 6

1 , 20  0

5 , 9 1 0

1 , 7 5 0

-5 8-

数

名放流期間 備 考

計

千尾

5 , 1 4 2

2 9 , 3 2 3

9 , 5 1 6

2 , 6 7 3

2 , 4 7 5

2 1 , 7 0 0

1 2 0

1 9 . 0 5 4

1 0.0 2 2

4 , 5 0 7

9.0 7 1

1 , 1 2 2

%

8 2 . 6

8 1 . 1

87 .0

89 . 8

8 8 . 1

69.1

9 3 . 0

77 . 4

7 6 . 9

8 0 . 5

8 4 . 1

9 2 . 1

4. 5- 5 . 2 0
4 . 2 7̃6.30

4 . 1 0̃ 5 . 31

4. 1̃4.3 0

4. 1- 4 . 3 0
4. 1̃ 5 . 2 5

4 . 1 0、 5 . 1 3

4. 2̃5 . 2 0

4.2 0- 6 . 1 0
4 . 1 6-5 . 1 0
4.26- 5 . 2 5
3 . 20-4.28

1 1 5 , 5 2 2

1 0 0.6 3 0

7 8 . 5

8 0 . 9

3 . 2 0̃6.30

3.20-6. 3
6 , 8 9 0

2 , 9 9 0

4 , 8 2 8

4.7 0

3.5 7 0

7 4 7

9 , 4 5 7

2 , 0 4 8

98 .6

88 .5

8 4 . 8

77 .7

81.2

10 .5

l 3 5 . 3

77.8

4 . 2 5 ̃ 6.10

4 .20-6.20
4 . 1 0̃4.30

6. 4̃ 6.20

5.26̃6.26

6. 1̃ 6.14

4 . 1 l-6.30
6. 1 、 6 . 2 0

5,1 o 3千尾を中川に輪送、 飼育して同場から放流

3 1.0 0 0

2 2 , 8 2 3

7 8 . 6

81 . 7

4 . 1 0~6 . 3 0

4. 1-6 . 1 7
8 , 4 9 (

1 , 26 t

l , 7 5 (

1 , 2 0 (

7 6 . 3

8 2 . 9

l 71::
3 .17̃6 . 3

3 . 2 8- 5 . 1 9
4.21

3 .25

-5 9-



支 場 事 業 場 収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率
放 流 尾

無 給 国 給 西

千粒

7.5 l 5
8.6 9 1

7 2 5

8 , 0 4 5

千粒

9 5 6

1 , 1 8 5

1 1 4

3 , 2 0 5

千粒

6 , 5 5 9

7 , 5 0 6

6 1 1

4 , 8 4 0

%

8 7 . 3

8 6 . 4

8 4 . 3

6 0 . 2

千尾

4 0

6 0 0

2 , 2 0  0

千尾

4 , 0 7 0

6 , 9 7 4

1 , 9 8 3

千 歳 ( 元浦川 )

静 内

( i E  川 )

敷 生

本 年 度

前 年 度

4 1.6 6 1

2 6 , 8 6 4

8.8 5 7

4 , 7 9 9

3 2.8 0 4

2 2 , 0 6 5

78 .7

8 2.1

7 , 8 8 6

5 , 5 4 6

2 0.6 8 7

1 4 , 9 6 4

渡 島 尻 別

利 別

厚 沢 部

( 責 気別 )

八 雲

( 森 )

( 有  川 )

( 茂辺地 )

( 亀  川 )

知 内

6 6

2 . 9 8 7

3 , 4 4 5

6

1 3 , 3 5 7

1 2 . 0 8 0

1 , 1 9 8

8 , 5 4 9

4 1 4

1 , 9 6 7

7

5 3 0

5 6 5

1

.2 , 3 9 4

2 . 1 7 4

2 4 9

8 9 7

7 4

4 5 4

5 9

2 , 4 5 7

2.8 8 0

5

1 0 , 9 6 3

9 , 9 0 6

9 4 9

7 , 6 5 2

3 4 0

1 , 5 1 3

8 9 . 4

. 8 2 . 3

8 3 . 6

83 . 3

8 2.1

8 2 . 0

79 . 2

8 5 . 9

8 2 . 1

・ 7 6 . 9

5 S

2 , 3 7 8

2.60  0

6 , 7 8 9

9 , 4 0 0

4

2.0 0  0

9 4 4

7 , 6 2 0

3 3 5

1 , 5 0 0

本 年 度

前 年 度

4 4 , 0 6 9

2 6 , 8 3 2

5 5 6.5 8 9

4 6 1 ,6 2 8

7 , 3 4 5

4.8 3 5

3 6 , 7 2 4

2 1 , 9 9 7

8 3◆3

8 2 . 0

83 .9

84.4

12.4 6 1

4.8 9 6

l 2 1 , 0 6 8

8 5.0 5 2

2 1 , 1 6 7

1 5.8 7 3

合 計
本 年 度

前 年 度

8 9.4 7 1

7 2 . 1 2 4

4 6 7 , 1 1 8

3 8 9.5 0 4

3 2 1 , 0 3 3

2 7 6 , 5 1 9

-6 0-

数 % 放流期間 備 考
計

千尾

4 , 0 7 0

7 , 0 1 4

6 0 0

4 , 1 8 3

%

5 4 . 2

80 . 7

8 2 . 8

5 2 . 0

3 . 1 2̃4 . 1 5

3 . 1 5- 5 . 2 0
4.2 0̃ 4 . 3 0

3 . 1 8- 5 . 1 8
2 8 , 5 7 3

2 0.5 1 0

68 . 6

7 6 . 3

3 . 1 2~6. 3

3. 1̃5 . 20

4 . 1 3

2.1 7̃ 4 . 3 0

3 . 1 5̃4 . 3 0

3 . 2 7-3 . 3 0
2 . 1 0 、 5.3 1

4. 1̃ 4 . 2 3

2 . 2 5̃ 4 . 3 0

2.2 0̃ 4 . 3 0

3. 1 ̃ 4 . 30

3 . 2 5̃ 4 . 3 0

2 . 1 0- 5.3 1
2. 1-5 . 1 2

5 8

2 , 3 7 8

2 , 6 0  0

4

8 , 7 8 9

9.4 0 0

9 4 4

7 , 6 2 0

3 3 5

1 , 5 0 0

3 3 , 6 2 8

2 0.7 6 9

8 7 . 9

7 9 . 6

7 5 . 5

6 6 . 7

65.8

7 7 . 8

7 8 . 8

89.1

80 . 9

76 . 3

7 6 . 3

77.4

4 4 2.:t 0 1

3 6 1 , 5 7 1

79 . 4

6 8 . 6

2.1 0-- 6 . 30
2. 1̃ 6.30

-6 1-



第 1 6 表  さ け 稚 魚標識放流

魚 種 河 川 名 放流期間
標 識

尾 数 部 位 目 的

さ け 斜 里

斜 里 沿 岸

十 勝
(十19i事業場)

十 勝
(算別事業場)

知 内

(:f尾 )

1 0 2

1 0 2

1 0 5

1 2 5

1 0 5

(切除)

脂 ピ レ、右度ビレ

脂 ビ レ、 1li:1llf ビ レ

脂 ビ レ、左腹ピレ

9日ビレ、右腹ビレ

脂 ピ レ

46. 5. 146. 5. 146.

5. 6-5.15

4 6.

4 1 2-4 .1 9

46 .

4.16-4 2 1

給西、体重1 . 3 3 l }
放流報W差
異による回帰
効果

給ali、 体重 1 . 3 3 1;t

結国、 極 0 . 9 3 f }
支流河川への
放流にょる回
帰効果

給国、 体重0 . 7 8 l

無給国、体重 o. 3 8 f 回帰効果

-6 2-

S 8 ま す 増 殖 事 業

' 捕獲採卵成積概要
o さ < ら ます

本年度は2 0水系2 2捕獲採卵場 (混獲個所を含む )で、 5 月 4 日 か ら 1 0 月 3 l 日 ま で 実
施し、 6 , 5 1 7 尾 ( う ち 雌 4 . 3 8 7 尾 ) の親魚を描獲し、 書養中のへい死魚などを除き3 , 4 6 5
尾の雌から6 , 3 o 1千粒の種卵を採卵した。 ( 雌親魚使用率7 9 . o % ) 供試卵を除いた 6 , 1 9 1
千粒の収容卵のうち1. 587千尾に給l国1し、 合計 4 , 5 2 1 千尾を生産して 4 6 年 1 月 1 日か ら
6 月 1 3日までに 1 7水系に放流した o このほか、 さ<らます拡大再生産のため44年度産の
うち不用雄19千尾を敷生川に放流し、 45年度産の程卵のうち9千尾を数生事;業場で飼育中
であるo

o からふとます

本年度は3 4水系 3 5抽獲採卵場 (混粧個所を含む )で、 5 月 2 1 日 か ら 1 0 月 3 1 日 ま で
実施し、 4 3 , 4 7 7 尾 ( う ち 難 1 8 , 6 7 3 尾 ) の 1観角.を 1l1南義重 し、書装中のへい死魚などを除さ
1 3 , l 9 9 尾 の 雌から 1 8 , 1 9 7 千粒の種卵を採卵した。 ( 1進親魚使用率 7 0 . 7 % ) 供試卵を
除いた 1 8 . 1 8 6 千 粒 の 収 容 卵 の う ち 8 , 1 8 5 =f-尾に給面し、合計 1 5 , 8 7 3 千尾を生産して
4 6 年 2 月 1 0 日か ら同年 6月 2 5 日 までに 2 5 水系に放流した o

事業計画と実續ならびに前年度との比較

第 1 表  さ く ら ま す

区 分
昭 和 4 5 年 度 昭和 4  4年度

実 織

前年度との対

比增減 △計 画 数 実 績 違 成 率 %

捕 獲 数  尾

採 卵 数 千 粒

放 流 数 千 尾

1 7 , 4 0  0

1 9 , 4 5 1

1 6 , 3 3 0

6 , 5 1 7

6 , 3 0 1

4 , 5 2 1

3 7 . 5

3 2.4

2 7 . 7

1 3 , 1 4 0

1 5 , 1 9 8

1 2.5 0 3

Δ 6.6 2 3
△ 8 , 8 9 7

△ 7 , 9 8 2

第 2 表  からふとます

区 分
昭 和 4 5 年 度 昭和 4  4 年度

実 紙

前年度との対

比增減 △計 画 数 実 積 達 成 率 %

捕 獲 数  尾

採 卵 数 千 粒

放 流 数 千 尾

5 .6 , 8 0 0

3 0 , 8 3 7

2 6 , 5 9 4

4 3.4 7 7
1 8.1 9 7
1 5.8 7 3

7 6 . 5

59 . 0

5 9 . 7

1 0 2 , 8 8 9

7 6 , 1 6 7

6 4 , 5 5 6

△ 5 9 , 4 1 2

△ 5 7 , 9 7 0

△4 8 , 6 8 3
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さ く  ら ま す

以 西 海 区 4 . 0 % 2 4 7 千 粒

-6 4-

以西l海区4 . 3 % 1 9 4 千 尾

か ら ふ と ま す

-6 5-



第 3 表  9lll和4 5年度海区別さ < らます事業成ia集1ll計表、海 区 項 目 捕 獲 採 卵

捕 獲 数 ,e
性 比

%

71 . 0

75 . 1

6 2.6

9 6 . 6

e 親 魚
使 用 数

e 親 魚

使 用 率9

尾

1.5 5 8
6 1 0

2.1 6 3

5 6

s 計

尾

6 3 6

2 0 2

1 , 2 9 0

2

2 , 1 3 0

4 , 6 4 4

尾

2.1 9 4

8 1 2

3.4 5 3

5 8

尾

9 6 9

4 6 4

1.9 8 5

4 7

%

6 2.2

76 .1

91.8

83 . 9

オ ホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

機 裳 以 東 海 ・区

線 裳 以 西 海 区

合 計

1ill 年 度

4.3 8 7

8 . 4 9 6

6 , 5 1 7

1 3 , 1 4 0

67.3

64.7

3 , 4 6 5

7.1 3 2

79 .0

8 3 . 9

第 4 表  昭和 4  5年度支場別さく らます事業成絞集計表、海 区 項 日 捕 獲 採 卵

捕 獲 数 2

性 比

9 親 魚

,俊'一 用 数

9 親 魚

使 用 率9 な 計

尾

6 2 3

2.1 6 3

1 , 0 7 1

3 5

4 9 5

尾

3 7 9

1 , 2 9 0

3 5 4

3 2

7 5

2, 1 3 0

4.6 4 4

尾

1.0 0 2

3.4 5 3

1 , 4 2 5

6 7

5 7 0

%

62 . 2

6 2 . 6

7 5 . 2

5 2 . 2

8 6 . 8

尾

5 1 8

1.9 8 5

5 1 1

2 7

4 2 4

%

83 . 1

91 .8

4 7.7

77 . 1

8 5 . 7

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

4 , 3 8 7

8.4 9 6

6 , 5 l 7

1 3 , 1 4 0

6 7 . 3

6 4 . 7

3 , 4 6 5  '

7.1 3 2
79 .0

83 . 9

-6 6-

成 積 ・ ふ 化 放 流 成 積

平 :ll11l

採5P数
採 卵 数 実施押間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流知間

粒

1 , 6 3 l

2 . l 6 0

1 , 820

2.4 3 0

千粒

l.5 8 0

1 , 0 0 3

3 , 6 0 4

1 1 4

6 , 3 0 1

1 5 , 1 9 8

千粒

1.5 8 0

2、495

1 , 8 6 9

2 4 7

6.1 9 1

1 4 , 9 9 0

千尾

l , 4 5 0

2 . 1 6 4

1.6 0 5

2 1 8

%

9 1 . 8

8 6 . 7

8 5 . 9

88.3

8 7 . 8

91.5

千尾

1.4 0 8

1 , 5 5 4

1.3 6 5

1 9 4

4 , 5 2 1

1 2 . 5 0 3

5. 4 、 l 0 .;t 0

6. 3~l 0 . l 0

5.2 1 ̃1 0,3 1

9. 1̃10.31

5. 4̃10.31

5 . 2 2 ̃ 1 1. 2

l 1.̃ 4 3 0

4.11̃6 . 2 0

1.25̃ 3 . 3 1

4 .:1l 7-5 . 1 9
1 , 8 2 0

2 . 130

5 , 4 3 7

1 3 , 7 1 7

1. 1-6.13
1. 1̃6 .13

成 積 ふ 化 放 流 成 検

平 :lllll

採 卵 数
採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流知ll日l

粒

1.6 7 0
1 , 8 2 0

1 6 7 0

2,5 2 0

2.1 4 0

千粒

8 6 4

3 , 604_

8 5 6 ,

6 8 .

9 0 9

千粒

8 64

1 , 8 6 9

8 5 6

6 8

2 , 5 3 4

千尾

7 9 3

1 , 6 0 5

7 9 4

6 1

2.1 9 4

9b

90 .6

8 5 . 9

9 2 . 8

S9.7

86 .6

8 7 . 8

9 1.5

千尾

7 7 0

1 , 3 6 5

7 9 2

7

1.5 8 7

5. 4̃1 0 . 8

5.11l 1-10.31
5 . 2 3-10.10
8.2'1~10.1? 0

7.15-10.31

1. 1̃ 4. 3

1.25-3.31
1. 1̃6 . 2 0

5 . 10

4.2 7- 5.:1' 6
1. 1-6 . 1 3
1. 1̃6 .13

1 ,820

2. l 3 0

6.3 0 l

1 5 , 1 9 8

5. 4-10.31
5.22̃11. 2

6 , ! 9 1

1 4.9 9 0
5.4 3 7

1 3.7 1 7
4 , 5 2 1

1 2 ,5 0 3
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第 5 表  照 和 4  5年度海区別からふとます事業成線集計表- 項
区X二

捕 獲 採 卵

描 獲 数 e

性 比

e 親 魚

使 用 数 =1il 3 計

尾

1 0 , 6 6 1

1 3 9

6 , 4 9 2'

3 7

1.3 4 4

尾

12 . 4 1 1

1 0 9

1 0.4 9 8

2 11'

1 , 7 6 4

尾

2 3 , 0 7:?

:? 4 8

1 6 , 9 9 0

5 9

3 , 1 0 8

%

4 6 . 2

56 . 0

38.2

6 2 . 7

43.2

尾

9.3 9 5

9 4

3.2 5 5

1 1

4 4 4

1 4.1 9 9

5 2.1 0 4

%

8 8 . 1

67 . 6

5 0 . 1

:1l 9.7

3 3 . 0

7 0 . 7

9 2.8

オ ホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

標 集 以 東 海 区

襟 裳 以 西 海 区

合 計

前 年 度 :::: 2 4.8 0 44 6 , 7 5 8

4 3.4 7 7

1 0 2 . 8 8 9

4 2 . 9

5 4 . 6

第 6 表  解ロ 4 5年度支場別からふとます事業成鐵集計表

、支 ; 日

捕 獲 採 卵

捕 獲 数

性 率 比 :言 i lil 親 魚使 用 率9 1S 計

尾

8, 5 1 6

6 , 4 9 2

3 7

2.:P 8 4

4

1.3 4 0

尾

10.5 1? 0

1 0 , 4 9 8

2 2

2.0 0  0

3

1 , 7 6 1

尾

1 9.0 3 6

1 6.9 9 0

5 9

4.:? 8 4
7

3.1 0 1

%

4 4 . 7

38.2

6 2 . 7

5 3 . 3

57.1

43 . 2

尾

7.7 8 3
3.2 5 5

1 1

1 , 7 0 6

2

4 4 11l

1 3 , 1 9 . 9

5 2 . 1 0 4

%

9 1 . 4

50 .1

:? 9.7

7 4 . 7

50.0

3 2 . 9

北 :見 支 場
根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 意 支 場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

1 8.6 7 3

5 6.1 3 1

2 4.8 0 4

4 6 , 7 5 8 ,:=: 4 2 . 9

5 4 . 5

7 0 . 7

92 . 8
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成 ii貴 ふ 化 放 流 成 織

平 均

採 卵 数
採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出民数 ふ 出 率 t11l流尾数 放流期間

粒

1 5 0 0

1 , 0 4 0

1 , 0 8 0

7 3 0

9 5 0

千粒

1 4 , 1 3 9

9 8

3,52 8

8

4 P 4

千粒

1 2 . 5 4 9

6 3 0

3 , 5 2 8

8

1.4 7 1

千尾

! 1 ,:? 4 0

5 9 2

3.0 3 1

7

1 , 3 3 11'

%

89 . 6

9 4 . 0

8 5 . 9

8 7 . 5

9 0 . 6

千尾

1 1.0 1 6

6 3 4

2 . 896

6

1 , 3 2 1

7. 1-10.31
6. 3̃ 9.30

5.1? 1-10.3 1
8.2'1- 9 3 0
7. 1-10.31

2 . l 0-6 . 11
4.11-6 . 2 5
3.2' 5̃4 . 3 0

4.1? 0-4 . 30
3 . 16̃5 .:P l

1 , 3 8 0

1.4 6 0

18.1 9 7

7 6 , 1 6 7

5.:? 1-10.31
6. 1̃1 1.20

1 8 , 1 8 6

7 6.1 5 7

1 6.:? 0 1'

6 7 , 1 3 9

8 9 . 1

88.2

1 5.8 7 3

6 4.5 5 6 l:'::二

成 續 ふ 化 放 流 成 績

平 均

採 卵 数
採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

千粒

1 1 , 9 9 1

3.5 1? 8

8

2.:? 4 6

3

4 2 1

千粒

1 0 , 4 1 0

3,5 :1' 8

8

2.7 7 8

3

1 , 4 6 8

千尾

9.3 5 0

3.0 3 1
7

2 . 4 8 2

11l

1.3 3 0

%

89.9

8 5 . 9

8 7 . 5

8 9 . 3

6 6 . 7

9 0.6

千尾

9.1? 3 1

2 . 8 9 6

6

2. 4 1 9

1

1.3 :? 0

1 , 5 4 0

1 , 0 8 0

7 3 0

1 , 3 1 0

1.5 0 0

9 5 0

7. 1-10.31
5.2'1-1 031
8 . 2 1-10.20
6. 3-1 0 2 0
9. 1̃1 0.3 1

7. 1- 10.15

2,1 0- 5 . 3 0
3.2 5-4 . 3 0
4.:? 0-6.30
4. 1̃6 .25

5 . 2 0

3 . 1 6-5.:? 1
1 , 3 8 0

1 , 4 6 0

1 8, 1 9 7

7 6 , 1 6 7

5 .21、10.31

6. 1~11.2 0

1 8 . 1 8 6

7 6 , 1 5 7

1 6.:1l 0 :?

6 7 , 1 3 9

8 9 . 1

88 .2

1 5 , 8 7 3

6 4.5 5 6

2,1 0- 6.:? 5
2. l̃6 .17

-6 9-



第7表  解口4 5年度海区・水系別さくらま -;t親魚補9i・鄰 目 解
海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

'99 3 計

オ

ホ

I

ツ

ク

海

区

岩 尾 別

斜 里

t番 滑

徳 志 別

北:良l原別

尾

7 7

3 6 9

1 7 7

1 0 8

8 :1' 7

尾

5 7

'2 3 0

9 2

2' 6

2 3 1

尾

1 3 4

5 9 9

26 9

1 3 4

1.0 5 8

2 . 1 9 4

7 , 4 7 5

尾

7 5

1? 8 2

1 6 1

5 3

3 9 8

岩 尾 別

斜 里

till 滑

徳 志 別

:“ 見幌別

岩 尾 別

斜 里

清 滑

德 志 別

歌 登

海 区 計
本 年 度

前 年 度

l , 5 5 8

4.6 5 8

4 3

2 7

6 6

5

2 7

3 1?

4 4 1ll

6 1 0

9 3 9

6 3 6

2.8 1 7

3 8

1 1

4 8

2

3 0

3:?

7 3

'2 0 2

3 0 3

. 9 6 9

3.5 4 0

増 幌

違 月ll

信 砂

石 狩

●

小 計

尻 別

増 幌

違 別

信 砂

西 越

音 江

名 駒

中 川

・
天 塩

千 オ

音 江

尻 別

8 1

3 8

1 1 4

7

5 7

6 4

5 1 5

1 1

1

4 8

1

l1l 3

1? 4

3 8 0

日

本

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

8 1 2

1,2 4 2

4 6 4

8 5 3

標 津

・
小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 蓮

別 当 資

標 津

3 1 線

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 速

別 当 資

根 室

中 標 津

計 根 別

・
・
虹 男lI

浜 中

//

厚 床

4 2 0

5 9 0

1.0 1 0
6 8

6 7

4 6

1 9 7

2 1 3

'2' 8 5

2 7 7

1 1 7

1 3 6

2 5 3

5 7

3 3

:? 5

1 1 0

4 3 6

l 9 3

1 8 3

5 3 7

7 2 6

1.:? 6 3
1 2 5

1 0 0

7 1

3 0 7

6 4 9

4 7 8

4 6 0

3 4 1

5 8 5

9 2 6

6 0

6 2

3 8

1 6 3

1 7 4

2 8 5

2 7 7

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

2 , 1 6 3

2 , 7 5 7

1.2 9 0
1 , 5 0 3

3.4 5 3
4 2 6 0

1 , 9 8 5

2.6 0 3

-7 0-

用 類 魚 数
採 卵 数

増減卵数

△

仮 収 容

卵 数

9 親魚

使用率

平 均

採 卵 数
実施期間

3 計

尾

5 3

9 3

4 1

8

4 3

尾

1 2 8

3 7 5

1? 0 '2'

6 1

4 4 1

千粒

1 :? 6

4 8 0

11l 5 8

9 5

6 2 1

千粒 千粒

12 6

4 8 0

'2' 5 8

9 5

6:? 1

%

9 7 . 4

76.4

90 . 9

4 9 . 1

4 8 . 1

粒

1.6 8 0
1.7 0 0
1 , 6 0 0

1 , 7 9 0

1.5 6 0

月 日一 月 日
6. 1- 92' 0
5. 4- 921
5.'2' 4 、 1 0 . 8

6. 5- 9 2 3
5.2 3-10.10

2 3 8

9 8 7

1, :1' 0 7

4.5 2 7

1 , 5 8 0

6 , 3 6 9

1 , 5 8 0

6 , 3 6 9

6 2.2

76 .0

1 , 6 3 0

1 , 8 0 0

5. 4 ̃ 1 0 」 0

5. 11' 2-10.30
7

2

3 8

( 1 )

6

7

6 1

1 1ll

3

8 6

( 1 )
1

2 9

3 1

4 4 1

1 3

3

1:? 4

3

5 6

5 9

8 0 4

1 3

3

1 2 4

3

5 6

5 9

8 0 4

1? 5.6

3.7

7 2.7

:1l 0.0

85.2

75.0

8 6 . 0

1 , 1 8 0

2.6 0  0

2 . 5 8 0

2.500

2.4 3 0

2 , 4 6 0

2.1 2' 0

7.10- 9.30
6. 6- 9 . 9
6. 3- 9.21
8.26- 9 2 5
8.10̃10 .2'0

8.1? 1-1 0 .20
7 . 15-10.10

( 1 )
1 1 4

2' 0 5

( 1 )
5 7 8

1 , 0 5 8

1 , 0 0 3

2.0 0 3

1.0 0 3

1.9 9 5
5 8 1

1 , 0 3 4

1 , 6 1 5

1 5 0

1 6 3

8 4

4 5 6

:1l 8 1

5 0 7

3 4 8

7 6 . 1

90 .8

2.1 6 0

2 3 5 0

6. 3-10 .10
7.17-10 .11l0△供試 8

1 0 6

1 6:?

:? 6 8

4 4

;1l 9

:? 3

8 5

1 3 1

7 1

1 8 3

4 4 7

7 4 7

1 , 1 9 4

1 0 4

9 1

6 1

:l ' 48

3 0 5

3 5 6

4 6 0

5 8 1

1 , 0 3 4

1 , 6 1 5

1 5 0

1 6 3

8 4

4 5 6

:? 8 1

5 0 7

3 4 8

8 1 .1?

99 .1?

91 . 7

8 8 . 2

9 2 . 5

8 2 . 6

8 2.7

81.7

1 0 0 . 0

100 . 0

1 , 7 0 0

1 , 7 7 0

1 , 7 40

2.5 0 0

2 . 6 30

2 , 2 1 0

2.8 0 0
1 , 6 1 0

1 , 7 8 0

1.1? 6 0

7. 1̃10.10

6 . 1 1 、  9.30

6.11- 1 0 」 0
5 . 2 1-10.31
5.P1- 1 0 3 1
5 .21-1 0 3 1
6 . 11-1 0 . 3
6 .11-1 0 . 9
6 . l 1- 930
5.25̃ 9.30

8 3 4

1 , 1 8 3

2.8 1 9
3 , 7 8 6

3 , 6 0 4

6.4 9 9
3 , 6 0 4

6.4 9 9
91.8

94.4

1.8 2 0
2 , 5 0  0

5 . 21̃10.31

6. 1̃1 0 3 1

-7 1-



海

区
1llK 系

描 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 班 数 使

1;l 3 計 e

携

裳

以

西

海

区

尾

3

5 3

尾

0

2

2

:? 1

尾

3

5 5

尾

3

4 4

仁 確 別

汐 泊

仁 解i1別

汐 泊

静 内

八 雲

本 年 度

前 年 度

5 6

1 4 :?

5 8

1 6 3

4 7

1 3 6
海 区 計

合 計 = 4 , 3 8 7

8.4 9 6

2 . 1 3 0

4.6 4 4
6 , 5 1 7

1 3 , 1 4 0

3.4 6 5

7.132'

設 使用親魚3の(  ) はやまぺ

7 2l-

用 親
1

3
1

尾

( 2 )

2

l11 数 增減1llli数

4

仮 収 容 l;l 静 魚 平 均

採 1l;l1 数
採 卵 数 放 流 期 間

計 卵 数 使用率

月日一月日
9. 1̃1 0 . 5

9 . l l-10.31
尾

(:1l )
3

4 6

千粒

9

l 0 5

手粒 千粒

9

l 0 5

%

1 0 0 . 0

8 3 . 2

粒

3.0 0 0

2 . 3 8 0

' ( P )
:1l

5 0

( 2 )
4 9

1 3 6

1 1 4

3 :? 7

1 1 4

32 7

83 . 9

9 5 . 8

2 . 4 3 0

2 . 4 0  0

9. 1~1 0 3 1

7. 1-10. 2- ( 3 )
1 , 1 8 8

2.42 5

( 3 )
4 , 6 5 3

9.5 5 7

6 . 3 0 1

1 5 , 1 9 1ll

6 , 3 0 1

1 5 , 1 9 0

79.0

83 .9

1,81l 0

2. l 3 0

5. 4 ̃1 0.3 1

5 . 2 2 ̃11. 2△供試  8

-7 3-



第 8 表  昭和 4  5年度支・事業場別さ<ら 'ます親魚捕獲・採卵成績表

支 場 事 業 場
捕 斑 数 使 用 親 魚 数

9 さ 計 1;l 合 計

北

見

支

場

尾

7 7

3 6 9

1 7 7

尾

5 7

2 3 0

9 2

屋

1 3 4

5 9 9

2' 6 9

尾

7 5

2・8 2

1 6 1

尾

5 3

9 3

4 1

尾

1 :? 8

3 7 5

2 0 1?

岩 尾 1ill

斜 里

務 滑

計
本 年 度

前 年 度

6:? 3

4,2 6 4

3 7 9

2.6 0  0

1 , 0 0 2

6.8 6 4

5 1 3

3.1 6 5
1 8 7

8 9 4

7 0 5

4 , 0 5 9

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

42 0

5 9 0

1 8 1

1 9 7

4 9 8

2 7 7

1 1 7

1 3 6

1 1 5

1 1 0

6 2 9

1 8 3

5 3 7

7 1? 6

1? 9 6

3 0 7

1.1 2 7
4 6 0

3 4 1

5 85

1 f; 0

l 6 3

4 5 ,9

l1l 7 7

1 0 6

1 6 2

9 6

8 5

2 0 2'

1 8 3

4 4 7

7 4 7

1? 5 6

2 4 8

6 6 1

4 6 0

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

2 . 1 6 3

2 . 7 5 7

1.:? 9 0
1 , 5 0 3

3 , 4 5 3

4.2 6 0

1.9 8 5

2 . 6 0 3

8 3 4

1 , 1 8 3

2 . 8 ! 9

3.7 8 6

天

塩

支

場

徳 志 別

歌 登

中 川

天 l11i

1 0 8

8 2 7

7 0

6 6

2 6

2' 3 1

4 9

4 8

1 3 4

1.0 5 8
1 1 9

1 1 4

5 3

3 9 8

1 '2

4 8

8

4 3

9

3 8

6 1

4 4 1

2 1

8 6

計
本 年 度

前 年 度

1.0 7 1
5 7 2

3 5 4

2 8 1l

1,4 :l'5

8 5 4

5 1 1

5 4 7

9 8

1 3 1

6 0 9

6 7 8

千

オ
支
場

千 歳

音 江

静 内

5

2 7

3

1?

3 0

0

7

5 7

3

1

'2 3

3

( 1 )

6

(2 )

( 1 1i
1

:? 9
(:? )
3

計
本 年 度

前 年 度

3 5

8 5

3 ;?

8 9

6 7

1 7 4

'2 7

6 7

( 3 )
6

2 7

( 3 )
3 3

9 4

渡島支場
八 基'

尻 別

5 3

4 4 2

2

7 3

5 5

5 1 5

4 4

3 8 0

:?

6 1

4 6

4 4 1

計
本 年 度

前 年 度

4 9 5

8 1 8

7 5

1 7 0 .

5 7 0

9 8 8

4 2 4

7 5 0

6 3

1 9 0

4 8 7

9 4 0

合 計= :::: :::: 6 , 5 1 7

1 3.1 4 0
3 , 4 6 5

7,1.3 2

ー て3 J
1 , 1 8 8

2 . 4 2 5

_
4.0 5 3
9.5 5 7

-7 4-

採 卵 数
培 減 ff, 数
△・

仮収容卵数
1il 親 魚

使 用 率
平均採 1lll,数 実 施 期 間

一 千粒

1 2' 6

4 8 0

2 5 8

千粒 千粒

1 2 6

4 8 0

2 5 8

%

97.4

76 .4

90.9

粒

1 , 6 8 0

1.7 0 0
1 , 6 0 0

6. 1 - 9 . 3 0
5. 4 - 9 . 2 1
5 . 2 4 - 1 0 .  8

8 6 4

5 , 8 4 7

8 6 4

5 , 8 4 7

83.1

74.2

1 , 6 7 0

1 , 8 5 0

5. 4 - 1 0. 8
5 . 2 2 - 1 0 . 1 4

5 8 1

1.0 3 4
3 9 7

4 5 6

7 8 8

3 4 8

5 8 1

1 , 0 3 4

3 9 7

4 5 6

7 8 8

3 4 8

81 . 2

99 .2

B8.4

8 2 . 7

9 2.:ll

1 0 0 . 0

1 , 7 0 0

l.7 7 0
2.4 8 0

2,80 0

1.7 2 0
1 , 2 6 0

7. 1 - 1 0 . 1 0
6 . 1  1 - 9 . 3 0
5 . 2 l - 1 0 . 3 1
6.1 1 - 1 0 .  3
6.1 1 ̃ 1 0・ 9

5 . 2 5 ̃ 9 . 3 0

3 , 6 0 4

6 , 4 9 9

3.6 0 4

6 , 4 9 9

91 .8

9 4 . 4

1,e 2 0
2.5 0  0

5 . 2 1 - 1 0 . 3 1
6. 1 - 1 0 . 3 1

9 5

6 2' 1

1 6

1 2' 4

9 5

6 2 l

1 6

1 2 4

4 9 . l

48 . 1

17 .1

7 2 . 7

1 , 7 9 0

1 , 5 6 0

1.3 3 0
2.5 8 0

6. 5̃ 9 . 2 3

5 . 2 3 - 1 0 . ! 0
6. 6 - 9. 9
6. 6 - 9 . 3 0

S 5 6

6 7 5

8 5 6

8 7 5

4 7 . 7

95.6

1 , 6 7 0

1 , 6 0 0

5. :P 3 ̃ 1 0 . 1 0

5.:? 6- 1 0 .  4
3

5 6

9

3

5 6

9

20 .0

85.2

1 0 0 . 0

2.5 0  0

2.4 3 0

3.0 0 0

8 . 2 6̃ 9 . 2 5

8 . 2 1 - 1 0 . 2 0
g. 1 ̃ 1 0 .:l 0

6 8

1 5 7

6 8

1 4 9

77 .1

78 . 8

2.5:? 0
2. 3 4 0

8 . 1 0 - 1 0 . 2 0
7. 1 ~ 1 0 . 2 0

△供試 8

1 0 5

8 0 4

1 0 5

8 0 4

83 .2

86.0

2.3 8 0

2.1 2 0

9 . 1 1 - 1 0 . 3 1
7 . 1 5 - 1 0 . 1 0

9 0 9

1.8 2 0
9 0 9

1,8 :P0

8 5 . 7

9 1.7

2. 1 4 0

2.4 3 0

7 . 1 5 ̃ 1 0 . 3 1

7 . 1 7 ̃ 1 1. 2

,:.::: △供 試 8 6.3 0 1
1 5 , 1 9 0 = 1,e:? o

2 , 1 3 0

5. 4 ̃ 1 0 . 3 1

5 . 2 2 - 1 1. 2
-7 5-



第 9 表  昭和4  5年度海区・水系:1anからふとます親魚捕獲・採卵成織表

海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

e 3 計 1i

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

常 呂

湧 別

清 滑

英 部

幌 内

雄 武

徳 志 11ill

北見幌別

頓 別

猿 払

知 来 別

尾

3 1 8

3 , 6 4 9

2 . 1 5 6

2 3

9

1 7 6

9 7 9

4 9:?

7 6

4 3 7

2 0 1

1 , 01 2

1 8 6

7 0 7

1 4 8

92

尾

1 9 1

5.6 9 8

1 , 3 9 7

2 1

4

2 3 9

1 , 7 1 0

6 7 5

7 0

3 4 1

1 7 4

8 3 5

1? g 7

6 2 1

9 5

4 3

尾

5 0 9

9.3 4 7

3 , 5 5 3

4 4

1 3

4 1 5

2 . 6 8 9

1 , 1 6 7

1 4 6

7 7 8

3 7 5

1 , 8 4 7

4 8 3

1 , 3 2 8

2 4 3

1 3 5

尾

3 1 7

3 , 6 4 8

2 , 0 1 5

1 3

9

1 1 4

7 4 1

3 3 5

3 3

3 9 7

1 6 1

8 0 8

1 5 7

4 7 8

1 0 3

6 6

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

網 走

常 呂

揚 別

清 滑

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

頓 別

猿 払

知 来 別

岩 尾 別

・
斜 里

漢 琴

細 走

北 見

湧 別

清 滑

'

幌 内

・
徳 志 別

歌 登

頓 別

・
●

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

海 区 計

本 年 度

前 年 度

1 0 , 6 6 1

4 9 , 9 5 3

1 2 . 4 1 1

3 8.:? 7 5

3 3

5 7

1 9

2 3.0 7 2

8 8 , 2 1? 8

9.3 9 5

4 6 , 3 4 9

日

本

海

区

增 幌

違 別

信 砂

増 幌

違 別

信 砂

中 川

・
天 塩

7 8

5 5

6

1 1 l

1 1 2

2 5

6 6

2'2

6

海 区 計

本 年 度

前 年 度 1:t: 1 0 9

5 0

2 4 8

1 ;1l 3

. 9 4

4 2

-7 6-

有 親 魚 数
採 卵 数 增減卵数

仮 収 容

卵 数

1e親魚

使用率

平 均

採 卵 数
放 流 期 間

3 計

尾

7 0

7 6 4

5 l 5

5

3

l 6

1 5 4

6 5

8

1 4 5

6 2'

2 4 8

2 6

1 7 4

3 6

2 0

尾

3 8 7

4.4 1 2

2.5 3 0

1 8

1 2

1 3 0

8 9 5

4 0 0

4 l

5 4 2

2 2'3

1 , 0 5 6

1 8 3

6 5 2

1 3 9

8 6

千粒

3 8 9

5 , 6 2 1

3 , 3 0  0

9

1 1

l 3 2

1 , 0 7 7

5 3 3

4 0

6 1 5

2 6 4

1 , 1 7 9

2 3 3

5 5 3

1 1 3

7 0

千粒 千粒

3 8 9

5,6 :1l 1

3 , 3 0  0

9

1 1

1 3 '2

1 , 0 7 7

5 3 3

4 0

6 1 5

2 6 4

1 , 1 7 9

2 3 3

5 5 3

1 1 3

7 0

%

99 . 7

99 . 9

93 .5

5 6 . 5

100 .0

6 4 . 8

7 5 . 7

68 . 1

43 .4

9 0 . 8

8 0 . 1

79.8

84.4

67 . 6

69.6

7 1 . 7

粒

1 , 2 3 0

1 , 5 4 0

1 , 6 4 0

6 9 0

1,22'0

l , 1 6 0

1.4 5 0

1 , 5 9 0

1 , 2 l 0

1 , 5 5 0

1 , 6 4 0

1 , 4 6 0

1 , 4 8 0

1 , 1 6 0

1 , 1 0 0

1,01 6 0

月日一 月 日
7. 1-10.10
7. 1̃10 .31

7. 1-10.16
g. 1-10.10
8 . 1 1-1 0 . 8
8. 1-10 .20
7 . 2 9-10.31
8. 1-10. 8
7 .10-1 0 .  5
8. 1-10 .  8
7 . 1 0̃ 9.30

7. 1-10.20
7 . 1 1-10.10
7 . 21-1 0 .  3
7 . 1 0- 922
7 . 1 0- 92'2

2. 3 1 1

9 , 6 9 5

1 1 , 7 0 6

5 6 , 0 4 4

1 4.1 3 9

6 8 , 6 0 7

1 4 , 1 3 9

6 8 , 6 0 7

8 8 . 1

9 2.8

1 ,50  0

1.4 8 0

7. 1-10.31
6 .18̃11.20

2 5

1 0

1 9

9 1

3 2

2 5

5 6

3 4

8

5 6

3 4

8

8 4 . 6

4 2.0

100 . 0

8 5 0

1 , 5 5 0

1 , 3 3 0

7.10̃ 9.30

7.1? 4̃ 924

7. 3- 930
5 4

1 7 ':: :: 9 8

8 2 :: 1 , 0 4 01 , 9 5 0 7. 3̃ 9.307 . 2 0̃10 .10

-7 7-



海

区
水 系 業 卵: 所事 業 管場 捕 独 数 使

s s 計 s

サル シ イ

春)(l l古丹

忠 類

標 津

l l

小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 蓮

11il I 当 資

尾

5 1

5 0

7 2

6 1 2

9

6 2 1

5 0

7 6

4 1 3

4.9 0 5

4 8

1 0 6

1 0 0

尾

6 3

3 1?

1 7 4

1 , 9 7 9

3

1 , 9 82

8 7

4 1?

:ll 4 9

7 , 4 6 9

. 5 3

2 3 9

1 0 8

尾

1 1 4

8 2

2 4 6

2.5 9 1

1 11l

2.6 0 3

1 3 7

1 1 8

6 6 2

1 2 . 3 7 4

1 0 1

3 4 5

2 0 8

尾

1 2

11

3 li

4 4 8

e

4 5 4

4 6

6 6

4 0 8

1 , 9 9 8

4 5

8 4

1 0 0

サル シ イ

春Xリ古丹

忠 類

標 津

3 1 線

羅 日

//

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

根

室

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 目 別

風 連

月 l l当資

計 根 別

//

・
虹 別

浜 中

●

厚 床

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

6.4 9 2

5.2 1? 2

1 0 , 4 9 8

7.8 1 9

1 6 , 9 9 0

1 3.0 4 1

3 , 2 5 5

4 , 9 62

襟

裳
以
東
海
区

all 路

. 十 勝

all 路

事 別

all 路
幕 別

3 7

0

1 7

5

5 4

5

1 1

2

本 年 度

前 年 度

3 7

7 1 8

2 2

4 5 5

5 9

1 , 1 7 3

1 1

6 7 1

海 区 計

襟

裳
以
西

海
区

仁 雁 別

遊 楽 部

仁 雁 別

遊 楽 部

静 内

八 雲

4

1 , 3 4 0

3

1.7 6 1

7

3 , 1 0 1

2

4 4 2

本 年 度

前 年 度

1.3 4 4

1 6 5

1.7 6 4

1 5 9

3 , 1 0 8

3 2 4

4 4 4

8 0

海 区 計

合 計
本 年 度

前 年 度

1 8.6 7 3

5 6 , 1 3 1

2 4.8 0 4

4 6.7 5 8
4 3.4 7 7

1 0 2 , 8 8 9

1 3 , 1 9 9

5 2.1 0 4-7 8-

用 親 魚 数
採 卵 数 :増減卵数

△

仮 収 容

卵 数

9親魚

使用率

平 均

採 卵 数
放流期間

8 計

尾

1 5

1 0

1 2

1 5 2

3

1 5 5

5 5

3 8

2 4 2

6 3 5

1 5

4 5

1 0 8

' 尾

2 7

1 7

4 7

6 0 0

9

6 0 9

1 0 1

l 0 4

6 5 0

2.6 3 3

6 0

1 2 9

1? 0 8

. 千粒

1 3

6

3 3

5 0 7

6

5 1 3

4 4

8 3

5 3 2

1 , 9 7 5

5 0

1 4 4

1 3 5

千粒 千粒

1 3

6

3 3

5 0 7

6

5 1 3

4 4

8 3

5 3 2

1 , 9 7 5

5 0

1 4 4

1 3 5

%

23.5

1 4 . 0

48.6

7 3 .2

6 6 . 7

73.1

92 . 0

8 6 . 8

98 .8

40 .7

93.8

79.2

1 0 0 . 0

粒

1 , 0 8 0

8 6 0

9 4 0

1 , 1 3 0

l.0 0 0
1 , 1 3 0

9 6 0

1.2 6 0

1 , 3 0 0

9 9 0

1 , l 0 0

1 , 7 1 0

1 , 3 5 0

7.16- 923
7 . 2 l 、  9 2 3

7. 1̃ 9.30

7. 1-10.10
6 .11~ 9.30

6.11̃10.10

5 . 2 1-10.31
5 . 2 1- l 0 . 31
5.2 1̃1 031

6.11-10.15
6.11̃10.  9

6.11̃10.10

5 . 2 5- 9.30
1 , 3 3 0

2.1 8 4

4 , 5 8 5

7 , 1 4 6

3 , 5 2 8

6.6 4 8

8

0

3 , 5 2 8

6.6 4 8

50.1

95.0

29.7

0

1 , 0 8 0

1 , 3 4 0

5.21~10.31

6. l~10.31

5

0

1 6

0

' 8

0

7 3 0

0l

7 3 0

1,12 0

8.21~ 9.30

9.10-10.20
5

2 4 1

1 6

9 1 2

8

7 5 0

8

7 5 0

29.7

93.5

8 . 2 1 ̃  930

8. 1-10.15
9. 1̃10.31

7. 1̃10 . 1 5

2

1 5 0

4

5 9 2

3

421

3

4 2 1

50.0

3 2 . 9

1 , 5 0 0

9 5 0

1 5 2

3 5

5 9 6

l 1 5

4 2 4

8 0

4 2 4

8 0

33.0

48.5

9 5 0

1 ,00  0

7. 1、10.31

7. 6-10」0 .
3.8 5 2
1 2.1 7 2

1 7.0 5 1
6 4 , 2 7 6

1 8 , l 9 7

7 6 , 1 6 7

1 8 , 1 9 7

7 6.1 6 7

70 .7

92 . 8

1 , 3 8 0

l , 4 6 0

5.21-10.31
6. 1̃ l 1 2 0-7 9-



第 l  0 表  昭和4  5年度支・事業場別からふとtす親魚捕違・採卵成演表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

9 0 計 ,e 合 計

尾

3.9 6 7
2.156

2 3

7

1 7 6

9 7 9

5 6 8

6 3 8

尾

5.8 8 9
1.3 9 7
21

4

2 3 9

l , 7 1 0

7 4 5

5 1 5

尾

9.8 5 6

3.5 5 3

4 4

1 3

4 1 5

2.6 8 9

1 , 3 1 3

1. l 5 3

尾

3.9 6 5

2.0 1 5
l 3

9

1 1 , l

7 4 l

3 6 8

5 5 8

尾

8 3 4

5 1 5

5

3

l 6

l 5 4

7 3

2 0 7

尾

4.7 9 9
2.5 3 0

1 8

l 2

1 3 0

8 9 5

4 4 l

7 6 5

北

見

支

場

岩 尾 別

科 里

1重 琴

細 走

北 見

a 別
満 清

幌 内

計
本 年 度

前 年 度

8.5 1 6

4 l , 5 3 0

1 0.52 0

3 0.2 0 2

1 9.0 3 6

7 l.7 3 :2

1「 , 7 83

3 9.4 8 4

1.8 0 7

7.6 9 4
9.5 9 0

4 7 , 1 7 8

解 日

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

!tl: 別

浜 中

厚 床

1 0 l

7 2

6 l :ll

9

5 3 9

4.9 0 5

1 5 4

l 0 0

9 5

l 7 4

1.9 7 9

3

3 7 8

7 , 4 6 9

2 9 2

1 0 8

1 9 6

1? 4 6

2.5 9 l

l ;P

g l 7

l 2 .3 7 4

4 4 6

2 0 8

1 9

3 5

4 4 8

6

5 2 0

1.9 9 8

1 2 9

1 0 0

2 5

1 2

l 5 2

3

3 3 5

6 3 5

6 0

1 0 8

4 4

4 7

6 0 0

9

8 5 5

2 , 6 3 3

1 8 9

2 0 8

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

6 , 4 9 2

5 , 2 2 2

1 0.4 9 8
7 , 819

l 6.9 9 0

1 3 , 0 4 1

3.2 5 5

4.9 6 :t

l.3 3 0

2.1 8 4

4 , 5 8 5

7.1 4 6

十勝支場
1illl 略

事 別

. 3 7

0

l 7

5

5 4

5

1 1 5 1 6

計
本 年 度

前 年 度

3 7

7 l il

2 2

, l 5 5

5 9

1.1 7 3
1 1

6 7 1

5

2 4 1

1 6

9 1 2

室
徳 志 別

歌 登

額 別 1; 1f
1 , 8 4 7

4 8 3

1.7 0 C

8 0 8

l 5 7

6 4 7

1l l 4 8

2 6

1P 3 0

1 , 0 5 6

1 8 3

8 7 7

-3 0-

採 卵 数 增減卵数
△

仮 収 容

卵 数

9親魚

使用率
平 解 卵 数 実 施 期 間

千粒

6 , 0 1 0

3.3 0  0

9

1 l

1 3 2

1.0 7 7

5 7 3

8 7 9

千粒 千粒

6 , 0 1 0

3.3 0 0
9

1 1

1 3 ;ll

1.0 7 7

5 7 3

8 7 9

%

9 9.9

9 3 . 5

56.5

l 0 0 . 0

. 64.8

7 5 . 7

64 .7

87 . 5

粒

l.52 0
l.6 4 0

6 9 0

1 , 2 2 0

1. l 6 0

1 , 4 5 0

1.5 6 0

1.4 2 0

月 日 一 月 日
7. 1 - 1 0 . 3 1
7. l - 1 0 . 1 6
g. 1- 1 0 . 1 0
8 . 1 1 ̃ 1 0 .  8

8. 1~ l 0 . 2 0

7. 2' 9 - 1 0 . 3 1
7 . l 0 ̃ l 0 .  8

7 . 1 0~ 1 0 .  8
l 1.9 9 1

5 9.8 4 6

1 1.9 9 1

5 9.8 4 6
9 l . 4

9 5 . l

1.5 4 0

l.5 2 0
7. 1~ 10.3 1

7 . l 1 - l l . 2 0
1 9

3 3

5 0 1

6

6 5 9

1.9 7 5

1 9 4

1 3 5

1 9

3 3

5 0 7

6

6 5 9

1.9 7 5

1 9 4

1 3 5

1 8 . 8

4 8 . 6

73 .2

6 6 . 7

96.5

40.7

83.8

100 . 0

1.0 0 0
9 4 0

1.1 3 0

1.0 0  0

l.2 7 0

9 9 0

1.5 0  0

1 , 3 5 0

7 . 1 6~ 9.23
7. l ̃ 0.3 0

7. l - l 0 . 1 0
6 . 1 1 一 、9.30
5 . 2 l - 10 . 3 ;i
6 . 1 1 ̃ 10. l 5

6 . 1 1 ̃ 10 .  9

5 . 2 5 - 9 .30
3.5 2 8
6.6 4 8

3.5:? 8
6.6 4 8

5 0_1
95 .0

1.0 8 0
1.3 4 0

5 . 2 1 - 1 0 . 3 1
6. l - 1 0 . 3 1

8 8 29・7 7 3 0 8 . 2 1 - ' 9.30
9. l 0- 1 0 . 2 0

8

7 5 0

8

7 5 0

29 .7

9 3,5

7 3 0

1.l 2 0

8 . 2 l ̃ 1 0 . :1l 0

8. 1 - 1 0 . 1 5
1.1 7 9

2 3 3

7 3 6

1 , l 7 9

2 3 3

7 3 6

79.8

84.4

68.3

1 , 4 5 0

1 , 4 8 0

1.1 4 0

7. 1̃ 1 0 . 2 0

7 . 1 l ̃ 1 0 . 1 0

7.1 0 ̃ l 0 .  3

-8 1-



支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

s ;S 計 e 6 計

天
塩
支
場

尾

1 3 3

6

尾

9 0

1 9

尾

2 2 3

2 5

尾

8 8

6

1 , 7 0 6

6.9 0 7

尾

3 5

1 9

尾

1 2 3

2 5

中 川

天 塩

計
本 年 度

前 年 度

2.284

8 . 4 9 6

2,0 0 0

8 . l 2 3

4.2 8 4
1 6.6 1 9

5 5 8

2 , 0 1 8

2 , 2 6 4

8 .925

千才支場 静 内 4 3 7 2 2 4

4

2 2
計
本 年 度

前 年 度

4

2 5

3

1 6

7

4 l

2

1 6

2

6

渡島支場 遊 楽 部 1.3 4 0 l , 7 6 1 3 , 1 0 1 4 4 2 l 5 0

1 5 0

2 9

5 9 2

計 .

本 年 度

前 年 度

l.3 4 0

1 4 0

1.7 6 1

l 4 3

3.1 0 1

2 8 3

4 42

6 4

5 9 2

9 3

合 計
本 年 度

前 年 度

18.6 7 3

5 6.1 3 1
24,S 0 4

4 6 , 7 5 8

4 3.4 7 7

1 0 2 , 8 8 9

l 3.l 9 9

5 2 . 1 0 4

3.8 5 2
1 2.l 7 2

1 7 , 0 5 l

6 4.2 7 6

-8 2-

採 卵 数 増 減 卵 数
△

千粒

仮収容卵数
率親魚

使用率

%

66 .2

1 0 0 . 0

平均採卵数 実 施 期 間

:F粒

9 0

8

2 , 2 4 6

8 .843

千粒

9 0

8

2.2 4 6
8 . 8 4 3

3

3

4

4 2 1

4 :P 1

7 6

粒

1.0 2 0

1.3 3 0

月 日̃月 日

7 . 1 0 - 9 . 3 0
7. 1- 9.30

7 4 . 7

81.3

1.3 l1l 0

1 , 2 8 0

6. 3̃ 1 0 .:2 0

6 . 1 8̃ 11. 6

3 5 0 . 0 1.5 0  0

l , 5 0 0

2 5 0

9 5 0

9. 1 ̃ 1 0 . 3 1

3

4

50.0

64 . 0

3 2 . 9

3 2 . 9

45 .7

9. 1̃ 1 0 . 3 l

8 . 2 1 ̃ 1 0 . 1 0

4 2 1 7. 1̃ 1 0 . 1 5

4 2 1

7 6

9 5 0

1.1 9 0

7. 1̃ 1 0 . 1 5

7.  6- 1 0 . 1 0
l 8 . 1 9 '7

7 6.1 6 7

1 B . l 9 7

7 6.1 6 7
70 . 7

92 .8

1 , 3 8 0

1.4 6 0
5 . 2 1̃ 1 0 . 3 1

6. 1̃ 1 1 . 2 0

-3 a-



2 ま す 種 卵 の 移 第

本年度のさく らます、 からふとますの採卵は全道的に不振であり、 それぞれ計画に対して、 3 2 %
移殖にとどめたo

ます種卵の移殖は次の主方針にもとづいて実施したo

さ < らtす…・……-・・日本海ます資源対策として継a日育o
からふとます・--……・〇 ?火高さけ・ます拡大再生産計画に t とづく継識移iao

② 室素ガス等の各種試験の継続実施のたit)の移殖o

第 l 1 表 t す 卵 の 移 it

支 場 魚 種

增 減 卵 数 仮 収 容

卵 数

受精直後

採 卵 数

海 産 卵 供 試 卵 供給卵数

さ く ら t す

か ら.t・ とiす

計

6 , 8 6 4

1 1.9 9 1
1 8.8 5 5

8 6 4

1 1.9 9 l
1 2. 8 5 5

北 見

さ く ら t す

か ら ふ と ま す

計

3 , 6 0 4

3.5 2 8
7 , l 3 4

3 , 6 0 4

3 , 5 2 8

7 , 1 3 2

根 室

さ く ら ま す

か ら ふ と tす

計

8 8

8

十 房

8

さ く  ら t す

か ら ふ と tす

計

8 5 6

2 . 2 4 6

3. l 0 2

8 5 6

2.2 4 6

3. l 0 2
天 塩

千 歳 :f
6 8

3

7 1

6 8

3

7 l

-8 4-

5 g ltの達成率であり、 種卵の移動はさくらます1. 7 0  0千粒、 からふとます1. 5 9 0千粒と若千の

単 位:千粒

卵の移 范 発 限 卵 の

供 試 卵 数

発 限 卵 の 移 ,確
最 終

収容卵数

道 内

受 ie卵数 供 試 卵 数 受 給 卵 数
本 州

1.5 9 0

1 , 5 9 0

8 6 4

1 0. ll 0 !

1 1.2 6 5

1.7 3 5

1.7 3 5

1.8 6 9

3. 5 2 8
5 , 3 9 7

8

8

8 5 6

2.7 7 8

3.6 3 4
5 3 2

5 3 2

6 8

3

7 1

-8 5-



支 場 魚 種 採 卵 数
増 減 卵 数

仮 収 容

卵 数

受精直奮

海 産 卵 供 試 卵 供 試 卵 数

さ < tl, ま す

か ら ふ と tす

計

9 0 9

4 2 1

1 , 3 3 0

9 0 9

4 2 1

1 , 3 3 0

渡 島

き < ら ま す

か ら ,i,- と ま す
計 1i

6 , 3 0 1

1 8.1 9 7

2 4 , 4 9 8

合 計

第 1 :? 表 さ く ら -ます種卵の移殖

供 給 地 移 殖

年 月  日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支 場 事業場 支 場 事業場 移籍卵数 移1;面if死卵数 移殖実卵教

根 室 伊茶仁

●

計

l 虹 別

4 5 .  10 . :?0

11 .  4

渡 島

●

渡 島

千粒

1 , 1 3 5

3 5 7

1. 4 9 11'

:? 4 3

千粒

1 6 5

3 0

1 9 5

5

千粒

9 7 0

3 2 7

1. '2 9 7

2 3 8

尻 別

//

尻 別

11. 4

合 計 1. 7 3 5 :? 0 0 1.5 3 5 発 眼 卵

8 6-

卵 の 移 殖
発 眼 卵 の

供試卵数

l l 0

1 1

1 1? 1

発 限 卵 の 移 殖
最 終

収容卵数

道 内

受 給 卵 数
供 試 卵 数 受 給 卵 数

本 州

1.7 3 5

1.0 S 8

2.7 9 1

2 , 5 3 3

1. 4 6 8

4. 0 0 l

1 1 0

1 1

1 2 1

1 , 7 3 5

1.5 9 0

3 , 3 2 5

1 , 7 3 5

1. 5 9 0

3.2' :2' 5

6.1 l ll 1

1 8 .1 8 6

2 4. 3 7 7

第 1 3 表  か ら ふ と ま す

供 給 地 移 殖

年 月  日

要, 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支 基H 事業 ;llt1l 支 境 尋,業場 移船卵数 1l111;画前死9ii数 移殖実91'数

北 見 斜 里

//

45. 1 1 . 1 8

1 8::
l

千粒

5 3 2

1 , 0 5 8

千粒

3 2'

5 8

千粒

5 0 0

1、0 0 0

中 川

八 雲

合 計 l 1. 5 9 0 9 0 1. 5 0 0 発 眼 卵

-8 7-



S ますふ化放流成積紐要

o さ < ら ます

本年度は採卵数6 , 3 0 1千粒から供試卵を除いた 6 , 1 9 1千粒の種卵を 1 4事業場 ( うち民営

尾は1il1lilt稚魚である。 ( 給a耳放流率 3 5 . 1 % ) o
また、 さく らます拡大再生産のため飼育中で1t、つた 4 4 年 産の う ち か ら 1 9 千民の不要雄を1lli1

さ らに、本年度収容し. た種卵のうち9千粒分はさ く t、ます拡大再生産に使用するため、 4 4 年
o からふとます

本年度は採卵数18. 1 9 7 千 粒 か らil1 試卵1 1千粒を差引いた 1 8 . 1 8 6 千 粒を 2 0 事業場

8. 1 8 5 千 尾 は 給fEI稚魚である。 ( 給 1西 ;lil1 流 率 5 1 . 6 % ) o

第 1  4 表  降和 4 5年底海区 ・水系別さ<らますふ化放流成續表

海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

放 流 尾 数
死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

無 給 的 給 館 計

千尾

1 2 0

4 3 8

2 1 1?

6 3 8

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

千粒

1 2 6

4 8 0

2 5 8

7 1 6

千粒

5

3 5

4 1

4 9

千尾

1 2 1

4 4 5

2 1 7

6 6 7

%

96 .0

9 2 . 7

8 4 . 1

9 3 . 2

千尾

1 2 0

4 3 8

2 1 2'

6 3 8

千尾

岩 尾 別

斜 里

清 滑

北見幌別

岩 尾 別

科 里

清 滑

歌 登

1.5 8 0

5 , 8 0 6
海 区 計

本 年 度

前 年 度

1 3 0

5 6 0

1.4 5 0

5,1? 4 6

91 .8

90 . 4

1.4 0 8

5 . 1 5 8

1 , 4 0 8

5.1 5 8

増 幌

天 塩

・・l 寒 別
石 狩

・
小 計

古 宇

尻 別

( 增 幌 )

中 川

( 增 毛 )

千 歳

音 江

1 3

3

1 2 4

3

5 6

5 9

2.1? 9 6

0

0

1 3

1

5

6

3 1 2

1 3

3

1 1 1

2

5 1

5 3

1.9 8 4

l 0  0.0

1 0 0 . 0

89 . 5

6 6 . 7

9 1 . 1

89 .8

8 6 . 4

1 3

3 0

1 1 1

1 3

3 0

1 1 1
日

本

海

区
1 0 0

1 , 3 0 0

1 0 0

1.3 0 0尻 別

海 区 計に:三 2 . 4 9 5

4.0 8 1

3 3 l

2 9 5

2.1 6 4

3.7 8 6

8 6.7

9 2 . 8

1 5 4

4 4 1

1.4 0  0

2 , 5 2 0

. 1.5 5 4

2 , 9 6 1

-8 8-

,2 )に収容して管理を行ない 4. 5 2 1千尾の稚魚を生産し1 7水系に基'流したo この うち 1. 5 8 7 千

生川に放流し、 この分を合せると4  5年度の放流数は4. 5 4 0千尾となる。
産約 1 0  0千尾を敷生事業場で飼青中である。

( つ ち民當4 )に収容して管理を行ない、 1 5 , 8 7 3 千尾を生産し :? 5水系に放流したo この うち

( 注 )  ( )の事業場は民間簡易ふ化施設

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き…一事業事単位

備 考 ,

稚 魚 移 殖 放 流…・・指 孤 書

3. 1.̃4. 3

1. 1.̃ 1 .31

1 . 1 8̃2.1 0

1. 1.̃4 . 3 0 徳志.房llから9 5千粒

l .  l .- 4.30
1. 1.-4 . 10
5 .25 .-5 . 2 6
4.11.-4 . 2 0
6. 1.-6.:1l 0 識l1分 3千粒 (中川から 2 8千尾移殖放流)

} さ <らます拡大再生新としては全数を造事業場に収n解えし、 同事業場で飼
育中

( 用 ll lから1 o o千 尾 移 通 流 )

伊茶仁から1. 4 9 2 ,千粒、 !f1[:E、1から 1?1l :;千粒、 八a.1へ 2 4 3 千 粒
5 . 2 0

5. 1.-5 . 2 6
:::::::

-8 9-



海

区
水 系 事 業 場 収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

お・ 流 尾 数

無 給 西 給 6算 計

根

室

海

l2

伊 茶 仁

西 月ll

風 連

月l ' 当 資

千粒

5 2 0

2・ 1 3

7 8 8

3 4 8

千粒

1 3 7

1 3

7 S

3 6

千尾

3 8 3

1? 0 0

7 1 0

3 1 2

%

7 3.7

9 3.9

90 .1

8 9 . 7

千尾

3 7 8

1 9 0

4 9 5

3 0 2

千屋 千尾

8 7 a

1 9 0

4 9 5

3 0 2

伊 茶 仁

虹 別

浜 中

厚 床

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1.8 6 9

4.7 7 6

2 6 4

3 8 4

1 , 6 0 5

4.3 9 2

8 5.9

9 2 . 0

8 8 . 9

8 8 . 2

1.3 6 5

4.1 4 3

1.3 6 5

4.1 4 3

え

り
も
以
西

海
区

仁 雁 5i1:

遊 楽 部

汐 泊

9

:2 3 8

1

2 8

8

2 1 0

7 7

9 8

8 9

1 9 4

2' 4 1

八 雲 9 8

8 9

本 年 度

前 年 度

:? 4 7

3 2l 7

2 9

3 4

1? 1il・

2 9 3

8 8 . 3

8 9 . 6

7

:? 4 1

1 8 7

海l ii 計

合 計= 6 , 1 9 11 4 , 9 9 0

7 5 4

1 , 2 7 3

5 , 4 3 7

1 3.7 1 7

8 7 . 8

91 .5

2 .934

9. 9 8 3

1 . 5 8 7

2 . 5 2 0

4 , 5 2 1

1 2 . 5 0 3

さ < らます海.卵の舞1卵から収容lt での動き

採 卵 数 6. 3 0 1 千 粒
仮け翻l9数 6 , 3 0 1  '
伊1試卵数 △ 1 1 o '
収 容 卵 数  6 , 1 9 1  '

第 1  5 表 Bll'和 4  5年度さ<らますふ化方y流成律表 ( さくらます拡大再生産事業)

海 区 水 系 事 業 場 収容卵数 ふ化率
放 流 尾

死 卵 数 ふ出屋数
無 給 a耳 給 国

f り も

以 西

千粒

5 7 2

千粒

4 0

千尾

5 3 :?

%

9 3 . 0

千屋 千尾

1 9敷 生 敷 生

// ・ 5 9 6 5 3 89 .8

-9 0-

1tr 流 期 間

3. 1 ̃ 3 . 3 1

1.2 5- 2 . 2 6
3 . 2 0- 3 . 2 5
3 . 2 5- 3 . 3 1

反収容から収容までの卵の動き一一事業'lil、単 位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流一一括 弧 書

根 室 か ら 5 8 1 常,,、中様津から1.o 3 4千粒、 計根別(当観春月l1、床丹 ) か ら
3 9 7 千 粒、 利尻へ 1. 4 7 2 千 粒
尻男1lへ 2 4 3 千 粒

矢臼月 l l分 2 8 1千粒、 ‘風速分5 0 7千粒

1 . 2 5 ̃ 3 . 3 1

2. 1 ̃ 3 . 3 1

l1l . 1 0

5 . 1 9

4 . 2 7

仁確別llに発眼卵で埋没

尻別から 2 4 3 千粒、 南茅部町へ 1 1 0 千 粒

(八まから89千尾移殖;放流)

4.l1l 7 、 5 . 1 9

5.'2 2- 6. 3
1. 1- 6 . 1 3
l .  l̃ 6.1 3

数

計
形流期間 備 考

千尾

1 9
4 擬程学養解警ま 能川へ言.? 2 i尾を等流与、 :要 りM言尾を本与,新 と し t・、生事多場に収報ぇし、 5 9 麼 こ -
不要雄 1 9 =F尾を基姓川へ 新i、 現業 l 、i1 o o 千尾を :iilll育中

7. 5

4 5年石制 l l産

本事業用として千蔵事業場から収容替えし、現在約50千尾を飼育中

-9 1-



第 1  6 表  照和 4  5年度支・事業場別さくらますふ化放流成績表

支 場 事 業 場 収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふイヒ 率
放 流 尾 数

無 給 田 給 0耳 計

北 見

千粒

1 2 6

4 8 0

2 5 8

千粒

5

3 5

4 1

=l::尾
1 :1l 1

4 4 5

2 1 7

7 8 3

4.8 0 5

3 8 3

2 0 0

7 1 0

3 1 2

%

9 6 . 0

9 2.7

8 4 . 1

千尾

1 2 0

4 3 8

2 1 :?

千尾 千尾

1 2 0

4 3 8

2 1 2

岩 尾 別

斜 里

活 滑

本 年 度

前 年 度

8 6 4

5.3 2 9

8 1

5 ;? 4

9 0 . 6

90.2'

7 7 0

4 , 7 1 8

7 7 0

4.7 1 8

根 室 伊 茶 仁

虹 別

浜 中

厚 床

5 2 0

2 1 3

7 8 8

3 4 8

1 3 7

1 3

7 8

3 6

73 .7

9 3 . 9

9 0 . 1

8 9 . 7

3 7 8

1 9 0

4 9 5

3 0 :?

3 7 8

1 9 0

4 9 5

3 0 :?

本 年 度

前 年 度

1 , 8 6 9

4 .7 7 6

2 6 4

3 8 4

1.6 0 5

4 , 3 9:?

8 5 . 9

92 . 0

1.3 6 5

4 .1 4 3

1.3 6 5

4 , 1 4 3

天 塩 歌 登

( 増 幌 )

中 川

( 増 毛 )

7 1 6

1 3

3

1 ;11 4

4 9 6 6 7

1 3

3

1 1 1

9 3 . 2

1 0  0.0

1 0  0.0

8 9 . 5

6 6 6

1 3

2

1 1 1

6 6 6

1 3

2

1 1 1J 3

6 2

7 0

本 年 度

前 年 度

8 5 6

8 7 5

7 9 4

8 0 5

9 2.8

9 2 . 0

7 9 2

7 9 8

7 9 2

7 9 8

千 歳 千 歳

音 江

静 内

3

5 6

9

1

5

1

2

5 1

8

6 6 . 7

91 . 1

88 . 9 7

7

8 6

7

本 年 度

前 i i二 度

6 8

6 6 7

7

4 9

6 1

6 1 8

8 9 . 7

9 2 . 7

0

2 0 0

7

2 8 6

渡 島 尻 別

八 雲

2 , 2 9 6

:? 3 8

3 1 2

2 8

1 , 9 8 4

2 1 0

8 6 . 4

88 . 2

1 , 4 0 0

1 8 7

1.4 0 0

1 8 7

本 年 度

前 年 度

2.5 3 4

3 , 3 4 3

3 4 0

2 4 6

2 . 1 9 4

3.0 9 7

8 6 . 6

9 2.6

0

2 3 8

1.5 8 7

2.3 2 0

1 , 5 8 7

2.5 5 8

合 計
本 年 度

前 年 度

6 , 1 9 1

1 4 .9 9 0

7 5 4

1.2 7 3
5 , 4 3 7

1 3.7 1 7

8 7 . 8

9 1 . 5

2 . 9 3 4

9 , 9 8 3

1.5 8 7

2 , 5 2 0

4,5 1? 1

1 2 . 5 0 3

-9 2-

病落 效流期間 備 考

%

9 5 . 2

9 1 . 3

8 2.2

月日̃月 日

3. 1 ̃ 4. 3

1. 1-1 . 3 1
1 . 1 8̃ 2. 1 0

8 9 . 1

8 8 . 5

1.  1 - 4. 3
1.  1~ 4 . 1 0

7 2.7

8 9 .'2

6 2 . 8

8 6 . 8

3. 1̃ 3 . 3 1

1 . 2 5̃ 2 . 2 6

3 . 2 0̃ 3 . 2 5

3. ;1) 5- 3 . 3 1 山形県日本さけ・ます増殖センターへ 2 0 0千尾
7 3 . 0

8 6 . 7

1 . 2 5- 3 . 3 1
2. 1̃ 3. 3 1

99 .9

1 0  0.0

6 6 . 7

1 0 0 . 0

l .  1̃ 4. 3 0

5 . 2 5̃ 5 . 2 6

4 . 1 1

6. 1 ̃ 6 . 2 0

99.7

9 1 . 2

1. 1 ̃ 6.2 0

2. 1 ̃ 6 . 1 3

87 . 5 5 . 1 0

} さ<らます拡大再生産用として全数を敷生事業場に
収容替え

8 7 . 5

4 2 . 9

5 . 1 0

3 . 2 8 ̃ 5 .  1

7 0 . 6

89.0

5. 1~ 5 . 2 6

4 . 2 7-5 . 1 9
7 2.3

7 6 . S

4 . 2 7~ 5 . 2 6
5. 1- 6. 3

7 3 . 0

83 . 4

1. 1- 6 . l 3
1. 1- 6 . 1 3

-9 3-



第 1  7 表  昭和4  5年度海区・水系別からふとますふ化放流成線表

海

区
水 系 事 業 場

放 流 尾 数
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ 化 率

無 給 西 給 a耳 計

千粒

3 8 8

4.1 1 3

2 . 7 2 9

9

5 0 1

1 3 2

1 , 0 7 7

5 7 3

8 7 9

1.4 1 3

7 3 5

千粒

1 :?

:? 7 3

1? 2 0

1

1 0 2

2 1

1 3 4

9 5

1 9 3

1 3 5

1 2 3

千尾

3 7 6

3.8 4 0

2.5 0 9

8

3 9 9

1 1 1

9 4 3

4 7 8

6 8 6

1,2' 7 8

6 1 2

%

9 6.9

93 . 4

9 1 . 9

8 8.9

79.6

8 4 . 1

87 .6

83 . 4

7 8 . 0

9 0.4

83.3

千尾

3 7 0

3 , 8 0  0

4 8 9

7

3 9 6

1 0 6

4 3 0

3 5

6 7 0

1 0 1

千尾 千尾

3 7 0

3 , 8 0 0

2.4 7 7

7

3 9 6

1 0 6

9 4 0

4 3 0

3 5

6 7 0

1 , 0 9 5

5 5 0

7 5

6 5

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

網 走

常 呂

湧 別

l港 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

頓 別

猿 払

知 来 別

( ル シ ヤ )

岩 尾 別

斜 里

:漢 琴

細 走

北 見

湧 別

清 滑

幌 内

徳 志 別

頓 別

1.9 8 8

オ

ホ

i

ツ

ク

海

区

9 4 0

1 , 0 9 5

4 4 9

7 5

6 5

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 2 . 5 4 9

5 1.5 3 9

1 , 3 0 9

6.7 1 7

1 1 ,2 4 0

4 4 , 8 11l 2

8 9 . 6

8 7 . 0

6 , 4 0 4

2 9 , 6 5 4

4 , 6 1 2

1 3.5 7 9

1 1.0 1 6

4 3 , 2 3 3

1
増 幌

天 塩

違 別

暑 寒 別

大 沢 川

( 増 幌 )

中 川

( 増 毛 )

( 船 泊 )

5 6

4 0 5

8

1 6 1

2

:? 4

0

1 2

5 4

3 8 1

9 6 . 4

94 .1

5 3 5 3

3 7 7

5 0

8

1 4 6

3 7 7

5 0

8

1 4 9

1 0 0 . 0

7 2.5

8

1 4 6

海 区 計
本 年 度

前 年 度 ,。.::: 3 8

9 0 1

5 9 2

9 , 9 4 5 二
2 0 7

1 0 0

4 2 7

6 , 9 0 0

6 3 4

7 , 0 0 0

-9 4-

( 注 )  ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

放流期間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流…・・括 弧 書

3.2 0̃ 4 . 3 0

3 . 2 0- 4 . 3 0
3. 1̃ 4 . 3 0

3 . 3 1

3 . 2 8

3 . 1 0~ 3 . 3 0

4. 1̃ 4 . 3 0

2 . 1 0̃ 3 . 2 0

3 . 2 1

5. 1 ̃ 5 . 3 0

4.:? 8- 6 . 1 1
4 . 1 0 、 4 . 3 0

4.2 2

4 . 2 2

2 . 1 0̃ 6 . 1 1

2 . 1 2 ̃ 5 . 3 0

斜里へ 1. 0 1 9千粒、 細走へ 4 9 0 千 粒

岩尾別から 1 , 0 1 9 千粒、中川へ 5 3 2千粒、八雲へ 1 , 0 5 8 千 粒

岩尾別から 4 9 0千粒

興部分4  0千粒

猿払分1 1 3千粒、 知来別分7 0千粒
(徳志別から101千尾移殖放流。移殖放流による回帰効果調査のため)

( 頓別から 7 5千尾移殖放流 )

( lllfljl1 l lから 6 5千尾移殖放流 )

6 . 1 5~ 6 . 2 5

4 . 1 1

6. 3

6. 1̃ 6 . 2 0

5. 1̃ 5 . 1 5

、速5il l 分 3 4 千 粒、 斜里か ら 5 3 2 千粒、 船泊へ l 6 1 千 粒

(徳志別から5 o 千尾移殖放流)

信砂分8千粒

中川 か ら 1 6 1 千 粒

4 . 1 1 - 6.:? 5
4 . 1 0- 6 . 1 7

-9 5-



海

区
水 系 事 業 場 収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数

千尾

9 9 8

2 0 :1l

1.8 3 1

ふ 化 率
放 流 尾 数

無給iE l

千尾

8 8 0

1 9 0

給 国 計

千尾

8 8 0

2 9 0

1 , 7 2 6

2.8 9 6

7 , 6 3 1

根

室

海

区

千粒

1 , 2 2 4

2 1 9

2.0 8 5

千粒

2 2 6

1 7

2 5 4

9b

81 .5

9 2.2

87 . 8

8 5 . 9

9 2 . 0

87 . 5

千尾

1 0 0

1 , 7 2 6

標 津

西 別

風 蓮

根 室

虹 別

浜 中

海 区 計
本 年 度

前 年 度

3 , 5 2 8

9.0 5 5

4 9 7

7 2'6

3 , 0 3 1

8.32 9

1.0 7 0

2 . 6 4 1

1.8 2 6

4 , 9 9 0

後

要
置

ail 路 韓 居 8 1 7 6 6

海 区 計
本 年 度

前 年 度

8

7 5 0

1

1 0 2

7

6 4 8

87 . 5

8 6 . 4

6

6 1 5

1

6

6 1 5

裕
裳
以
西

海
区

仁 雁 別

遊 楽 部

3

1 , 4 6 8

1

1 3 8

:1l

1.3 3 0

6 6 . 7

9 0 . 6

9 0 . 6

8 5 . 6

1

1.3 2 0八 雲 1 , 3 2' 0

1.3l1l 0

1.8 4 5

本 年 度

前 年 度

1.4 7 1

3.9 6 7

1 3 9

5 7 2

1 , 3 3 2

3.3 9 5

1 1.3 2 1

6 , 0 7 7
海 区 計

4 , 2 3 2

7 , 6 8 8

37 ,2 42
合 計

本 年 度

前 年 度

1 8 .1 8 6

7 6 , 1 5 7

1 , 9 8 4

9 , 0 1 8 := 89.1

8 8 . 2

8 . 1 8 5

2 7.3 1 4

1 5.8 7 3

6 4 , 5 5 6

からふとます種卵の採卵から収容までの動さ

採 卵 数

仮収容卵数

供 試 卵 数

収 容 卵 数

1 8. 1 9 7千粒

l 8. 1 9 7  ・
△ 1 1  ・
1 8 . 1 8 6  ・

-9 6-

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き…一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流・一・括 弧 書

中標津から6千粒、 騒日から 1 9 千粒、伊茶仁から8千粒、計根:是11か ら 6 5 9 千粒
浜中へ 1. 7 5 6 千 粒  ( 根 室 か ら 1 0  0千尾標識し移殖放流)
矢日別分50千粒、 風蓮分 1 4 4 千粒、別当資分 1 3 5 千粒、虹別 か ら 1 , 7 5 6 千
粒、 サシルイ飼育場へ:? 0千粒

4. 1- 4 . 3 0
3 . 2 5- 4.2 0
4. 1- 4. 5
3 . 2 5 ̃ 4 . 3 0

2. 1~4 . 3 0

4 . 2 0 ̃ 4 . 3 0 動l路から8千粒

4 . 2 0~ 4 . 3 0

4. 1~ 5.2 5

5 . 2 0

3 . 1 6 、 5 . 2 1

仁雁別に発限卵で理没

斜里から 1 , 0 4 7 千粒

3 . 1 6- 5.2 1
3 . 2 0- 5 . 2 0
2. 1 0- 6 . 2 5
2. 1- 6 . 1 7

-9 7-



第 1  8 表  昭和 4  5年度支 ・事業場11i1lからふとますふ化;iilr流成績表

支 場 事 業 場 収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率
放 流 尾

無 給 国

千尾

4 .1 7 0

4 8 9

7

3 9 6

1 0 6

4 6 5

6 7 0

給 西

北 見

千粒

4 .5 0 1

2.72 9

. g

5 0 1

1 3 l1l

1.0 7 7

5 7 3

8 7 9

千粒

2 8 5

2 2 0

1

1 0:ll

2 1

1 3 4

9 5

1 9 3

千尾

4 , 2 1 6

2.5 0 9

8

3 9 9

1 1 1

9 4 3

4 7 8

6 8 6

%

9 3 . 7

91 . 9

8 8 . 9

79 . 6

8 4.1

8 7 . 6

8 3 . 4

7 8 . 0

千尾

1.9 8 8

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

組 走

北 見

湧 別

t着 滑

根 内

9 4 0

本 年 度

前 年 度

1 0 , 4 0 1

4 2 . 7 7 8

1.0 5 1

5 , 4 9 1

9 , 3 5 0

3 7 ,2 8 7

9 9 8

2 0 1?

1. 8 3 1

8 9 . 9

8 7 . 2

6 , 3 0 3

2 9.6 5 4

9 8 0

9 0

2.9 2 8

6 , 1 5 5

根 室 根 室

虹 別

浜 中

1,1?1? 4

2 1 9

2 . 0 8 5

1?1? 6

1 7

2 5 4

8 1 . 5

9 2.2

8 7 . 8

1 0 0

1 , 7 2 6

本 年 度

前 年 度

3.5 1? 8

9. 0 5 5

4 9 7

7 2 6

3 , 0 3 1

8. 3 2 9

8 5.9

9 2.0

8 7 . 5

1.0 7 0

2.6 4 1

6

1.8 2 6

4 , 9 9 0

十 勝 鶴 居 8 1 7

前 年 度 7 5 0 1 0 1? 6 4 8

1. 2 7 8

6 1 :?

5 4

3 8 1

8

1 4 9

86.4

9 0 . 4

8 3 . 3

9 6 . 4

9 4 . 1

1 0 0 . 0

9 2.5

6 1 5

天 塩 徳 志 1llll

額 :Bll
( 增 幌 )

中 川

( 增 毛 )

( 船 泊 )

1.4 1 3

7 3 5

li 6

4 0 5

8

1 6 1

1 3 5

1 '2 3

2

2 4

1 2

1 0 1

5 3

8

1 4 6

1.1 4 .5

5 8 9

3 7 7

本 年 度

前 年 度

2 . 7 7 8

1 6.4 5 7

2 9 6

1.7 9 8

2 , 4 8:?

1 4.6 5 9
8 9 . 3

89.1

6 6 . 7

3 0 8

1σ0
1

2.1 1 1

1 4.3 2 4

千 歳 ( 仁 雁別 ) 3

' 1

2

本 年 度 4 , 7 1 4 4 6 5 4.2 4 9 9 0 . 1 4,1 1? 2

渡 島 八 雲 1 , 4 6 8 1 3 8 1 , 3 3 0 9 0 . 6 1 , 3 2 0

前 年 度 2.4 0 3 4 3 6 1 , 9 6 7 81 . 9 1 1 0 1 , 8 4 5

8 . 1 8 5

2 7 , 3 1 4
合 計

本 年 度

前 年 度

1 8 . 1 8 6

6 6.1 5 7

1 , 9 8 4

9 , 0 1 8

1 6 , 2 0 2

6 7 , 1 3 9

89 . 1

8 8 . 2

7 , 6 8 8

3 7 , 2 4 2

-9 8-

( 注 )  ( )の事業場は民間簡易.1l・.化設備

数

名 放 流 期 間 備 考
計

千尾

4 , 1 7 0

2 . 4 7 7

7

3 9 6

1 0 6

9 4 0

4 6 5

6 7 0

%

9 2.6

9 0 . 8

7 7 . 8

79.0

80 .3

8 7 . 3

81.2

76 .2

月日̃ 月日

3.2 0 ̃ 4 . 3 0

3. 1- 4 . 3 0
3 . 3 1

3 . 2 8

3 . 1 0- 3 . 3 0
4. 1-4 . 3 0
2. 1 0̃ 3 . 2 1

5. 1~ 5 . 3 0
9.2 3 1

3 5 , 8 0 9

88 .8

83.7

2. 1 0~ 5 . 3 0
2 . 1 2- 5 . 3 0

9 8 0

1 9 0

1,7 l1l 6

80 .1

8 6 8

8 2.8

4. 1- 4 . 3 0
3 . 2 5̃ 4 . 2 0
4. 1- 4. 5
3.2 5̃ 4 . 3 0

2. 1- 4 . 3 0
:lt海道さけ  ・ ます振興協会 (サシルイ飼青場 )へ
2 0 千1◆

2 , 8 9 6

7 , 6 3 1 ::
6

6 1 5

7 5 . 0 4 . 2 0̃ 4 . 3 0

8 2 . 0 4. 1 ̃ 5 . 2 5

4.2 8- 6 . 1 1
4. 1- 4 . 3 0
6 . 1 5̃ 6 . 2 5

4 . 1 1

6. 1 - 6 . 2 0
5. 1̃ 5 . 1 5

1.2 4 6
5 8 9

5 3

3 7 7

8

1 4 6

88.2

80.1

9 4 . 6

9 3 . l

1 0 0 . 0

90 .7

2.4 1 9
1 4 , 4 2 4

8 7 . 1

79 .5

4. 1̃ 6 . 2 5

4. 1̃ 6 . 1 7

1 3 3 . 3

8 7 . 4

89.9

5 . 2 0

4. 1- 4 . 2 3
3 . 1 6- 5 . 2 1

仁雁別川に発眼卵で埋没

4,12 2

1 , 3 2 0

1.9 5 5 8 1.4 3.2 0- 5 . 2 0
2 . 1 0̃ 6 . 2 5
2. 1~ 6 . 1 7

1 5 , 8 7 3

6 4 , 5 5 6

8 7 . 3

8 4 . 8

-9 9-



第 1 9 表  ま す稚魚標識放流

標 識
魚 種 河 川 名

尻 別

//

放流期間
尾数 部 位

脂 ビ レ

左 腹 ピ レ

目 的

さ く ら ま す 46 .  5. :? 5

4 6 . 5 . 2 5

1 5 0

6 0

給的、体重1. o l }
給a耳稚魚と天然稚魚
との河川内分散追跡
及び回帰効果

給0ll、 体重1. o 9

からふとます 西 別

l '

頓 別

遊 楽 部

・

・

4 6 . 4 . 2 0

4 6 . 4 . 2 0

4 6 . 4 . :? 8

4 6 . 3 . 1 6

4 6 . 4 . 1 9

4 6 . 5 . 5

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 5

6 0

1 0 5

脂ビレ、 右腹ビレ

脂ビt,、左腹ビレ

脂ビレ1、'lli1l1liビレ

脂 ビ レ

左 腹 ビ レ

右 腹 ビ レ

西別/産、無給国 }
( 発 数 制 )

給西の回帰効果

標津川産、給 西

給ail 稚魚の移殖による回帰効果
( 解 l 障 開 , ら 頓 別 1 ト 病,)

M1放流時期の差異によ給的、 体重0.47 l ll る回帰効果 (給 l i l 期
間の差異)

給国、 体重0 . 8 2 9

-1 0  0-

S 9 ひめます増殖事業

1 ひめます補獲採卵概況

本年度の支笏湖に当けるひめます描獲採卵事業は10月11日に開始し、 1 1 月 2 8 日に終了し

た o そ の 結 果 8 . 6 8 2 尾 ( う ち 雌 3 , 6 4 6 尾 ) を 捕 獲 し た o ( 計 画 の ;達成率 4 3 . 4 % ) こ れ は、 水
温の関係で接岸が遲れたこ と と、 湖時では船入湾が欠壊したために'l3.表f i1lが使用出来なかった ことが
原因して描獲数が少なかった o

これに伴つて採卵数1 , 2 6 6千粒で計画数の3 2. 8 % で あったo

第 1 表  昭和4  5年度ひめます親魚描獲採卵成績表

海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

章 3 計 lil 3 計

日

本

海

区

支 笏 湖 ポロビナイ

湖 畔

尾

3 , 1 8 7

4 5 9

尾

4 , 5 8 8

4 4 8

尾

7 , 7 7 5

9 0 7

尾

2 , 2 1 0

4 5 4

尾

1.0 7 6
11l 9

尾

3 , 7 8 6

5 8 3

3 , 8 6 9

7 , 4 8 5

支 笏 湖

・
合 計

本 年 度

前 年 度

3 , 6 4 6

7 , 3 3 7

5.0 3 6
7.2 5 1 ,:,= 2.6 6 45.9 9 1 1,'2 0 5

1.4 9 4

採 卵 数 増減卵数△ 仮収容卵数
9 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

千粒

1 , 0 5 6

2' 1 0

千粒 千粒

1.0 5 6
2' 1 0

%

6 9 . 3

9 8 . 9

粒

4 8 0

4 6 Q

1 0 . 1 1~ 1 1 . 2 8
1 0 . 1 2- 1 1 . 2 8

:= 1.2 6 6
2 . 8 5 6 :;.; ::: 1 0 . 1 1~1 1 . 2 81 0 .  8~1 1 . 2 8

-1 0 1



2 0めます種卵の移殖ならびに分与

本年度は、ぺにさけ生産事業用種卵として361千粒を根室支場lIt[別事業場へ移殖したoまた、
調査・試験用として57千粒を北海道立水産ふ化場へ分与したo

第 2 表  種卵の移5a ( 発 限卵 )
供 給 地

移殖年月 日
受 給 地 移 殖 の 内 訳

摘 要
支場 事業場 支場 事業場 移第卵数 移殖前形威 移殖実卵数

千歳 支笏湖 4 6 .  1. 7 根室 3:f 千粒

1 1

千粒

3 5 0虹 別 べにさけ生
産事業用

第 3 表  種 卵 の 分 与 ( 発 限 卵 )

供 給 地 分 与 卵 数

支場 事業場
分与年月日 受 給 地

移籍卵数 分与前形破 分与実卵数
摘 要

千歳

千粒

5 7

千粒

2

千粒

5 5支場湖 4 6 . 1 . :1l 5 北 海 道 立
水産ふ化場 調査試験用

-1 0 2-

3 ひめますふ化放流

支笏湖で1. 2 6 6千粒の種卵を採卵し、調査試験用として北海道立水産ふ化場へ 5 7 千 粒、べに
さけ生産事業のため虹別事業場へ 3 6 1 千粒を移殖し、 残りの848千粒を支場湖事業場に収容し、
これから742千尾の稚魚を生産して、 4 6年3月22日に全数無給的で支笏湖に放流したo

第 4 表  昭和 4  5年度ひめますふ化放流成積表

海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

放 流 尾 数
死 卵 数 ふ出尾数 ふ化率

無 給 aEl 給 西 計

日

本

海

区

千粒

8 4 8

千粒

3 1l1

千尾

8 1 8

%

9 6 . 5

千尾

7 4:?

千尾 千尾

7 4 2支 笏 湖 支 物 湖

本 年 度

前 年 度

8 4 8

1.2 3 1

3 lll

6 2

8 1 8

1 , 1 6 9

9 6 . 5

95 . 0

7 4 2 7 4 2

1.1 2 2
海 区 計

1.1 2 2

放流期間 備 考

3. 2 2 虹別へ 3 6 l 千 粒、北海道立水産解化場へ 5 7 千 粒
3. 22

4. 2 9

1 0 3-



S 1 0  さけ。ます親魚蓄養成績
〔 さ  け〕

全適で雌 2 8 5. 8 7 2 尾、 雄 3 4 0. 8 2 3 尾 の 合 計 6 2 r 6 9 5 尾 ( 雌 捕獲比率 4 5 . 6 % ) の親

魚を捕獲し、雌 2 8 5. 8 7 2尾の うち試験控除6尾. 即 日 ' 用 1 4. 6 5 8 尾 ( 即日使用率 5 . 2 % ) 、
書業不能魚8. 9 1 6 尾 を の ぞ い た 2 6 7. 2 9 2尾が條熱の. ・ めに蓄養されたoこの 11lち、へい死魚

4 5. 7 3 6 尾 ( へい死率 1 7 . l % ) 逃逸魚 7 8 9 尾 、 かよ ('老魚、 調査魚等をのぞいた220, 6 9 2
尾が採1liilに供され. 雌の総使用数は即日使用の 1 ,t. 6 5 8 i  ' を 加 え て 2 3 5. 3 5 0 尾、雌使用率の
全道平均は・ 8 2 . 3 %となつたo

各支場別では、十勝支場が55 . 5 % と い う -不成積であつ, ,が、北見支場は98. 3 % 根室支場が

9 6 . 6 %. 渡島支場では90 . 9 %といずれ ,も好成積をかさi , )た o な か、十勝支場が著しい不成演を
示したのは、 十勝川水系の打内書養池で、 4 0. 3 3 4 尾 の◆差蓄養数のうち28.148尾の大量のへい
死魚(へい死率6 0 . 8 % )があつて、 雄使用率38 . 0 %に (' . どまつたことと. 千代田(札内蓄養池)
でも大量へい死が生じ、 6 9 . 7 %の使用率になつたことに1 .t11因するものであるoまた、へい死の主

困と考えられることは、打内では蓄養期llllll中の高水温とff , :1改修工事によるilt漢土砂i整積場の集:是

欠:1最による汚水の大量流入によるものとみられ、千代田( 1 ?内蓄養池)では札内川の砂利採取の影

響による河床の低下と、 さらに蓄養期間中の異常渇水による水量不足などが加わつたものとみられ

いずれも環境の悪イとによる蓄養条件の低下が原因と考えられるので、 次年度には抜本的改善を器 f

る必要があるo

〔 さ く ら ます 〕

全道で難4. 3 8 7 尾 , 雄 2. 1 3 0 尾 の合計 8. 5 1 7 尾 ( 開 獲 比 率 6 7 . 3 %)の親魚を捕獲し、
1進4. 3 8 7 尾 のうち試験控除7尾、即日使用3 0 7尾 (即日使用率 'l. 0 % )、および書養不能魚

4 6尾をのぞいた4. 026尾が催熟のため書養されたo
このうち、̃、い死魚 5 1 3 尾 ( ~、い死率12 . 7 % ) 逃逸 3 5 6尾をのぞいた 3. l 5 7 尾 が採卵に

供され、 雌の総使用数は即日使用の308尾を加えて8. 4 6 5 尾、 難使用率の全適平均は70.0 %

となった。

各支場月l11では. 根室支場が9 l . 8 % と最高の使用率をあげたほか、 北見、渡島両支場管内でも、
8 o%以上の成積であったが. 天塩支場は管内の徳志別、幌別(歌登書養池)書養中(9月上旬)
に增水のため逃逸魚が生じ、 4 7 . 7 % と低い使用率にとどまった。

〔からふとます〕

全道で雌 1 8. 6 7 3 尾. 雄 2 , 4 8 0 尾の合計 4 a. 4 7. 7尾 (始捕獲比率4 2 . 9 %)の親魚を捕獲
し、 難_ l 8. 6 7 3 尾 の う ち 試 解 除 2 0 尾 , 即 日 使 用 1 3 2 尾 ( 即 日 使 用 率 0 . 7 % )、書養不能魚

- l 0 4 -

l , 0 4  2尾をのぞいた1 7. 4 7 9尾が催熱のた地・等養された。

このうち、へい死魚4. 0 4 9 尾 ( へい死率28. 2 % ) 、 逃 逸 3 0 6 尾、 老魚57尾をのぞいた

1 3. 0 6 7尾が採卵に供され、雌の総使用数は .良l [1使用の l 3 2.尾を加えて13. 1 9 9尾、雌使用

率の・全道平均は70.7 % と なったo

各支場別では、北見支場のうち特に岩尾別、斜 'nな ど が l o o%の使用率を示し、 管内で91. 4

%の好成積を示したが根室支場管内では西別書1装l池での̃、い死が 5 2 . 5 %と多く、また十勝、千

歳,渡島の各支場でも捕獲実数が少なかつたが3 ,'・ ̃ 5 o%という低い使用率のため、 4 4 ai度の

9 2 . 8 %の成績に比べて著しく低いものとなっている。

〔ひめます〕

前湖のポ ロ ピナ イ . 湖時の2個所で雌3. 6 4 u 尾、 雄5 ,  0 3 6 尾 の合計 8. 6 8 2尾の親魚を捕

獲し、蓄養不能魚889尾をのぞいた2. 7 5 7 序の雌を蓄養した o この う ち̃、い死数 5 8屋 ( ・へい

死率2 . 1 % ) 、老魚、 調査魚などをのぞいた2. 6 6 4 尾が採卵に供され、 雌使用率は73. ! % で、

4 4 使 度 の 8 l . 7 %を下担る成機にとどまった o

- 1 0 5



第 l 表  昭和 4  5年度さけ親魚書養成1a

j
捕 獲 数

9 親 魚 の 処 理

即 日 採 卵 書 養 蓄 養
試
験
控
除

字 s 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養差l

蓄 養

;i:i能魚

gl

合'f f 3lii. 'i 資 l 率 、

尾

45

3;73 8

251334

l 249

4 l109 !

1 l 5 0

l 104

155

439

331375

3363

108

2188

尾

30

21378

25905

1P94

39J12

482

759

6 7

533

271549

2l;57

66

l l l 1 4

尾

75

01l 1 6

51239

2i;43

80203

l 632

l S63

222

972

6 l1024

0P20

174

3fi02

尾 尾 % 尾

45

31738

251334

];l 77

37247

2 0

l 104

155

382

3a375

3i;63

108

2,188

尾 尾

4,

3:731

25126:

117'.

36i;9‘

l

l104

151

32'

3337.

a36.

10l

212(

%

1000

l 0 0 0

997

1000

990

0

10010

! 000

856

1000

1000

l 000

969

尾

45

a738

25262

l177

36,892

l104

155

327

33375

a363

108

2.l 2 0

尾

30

2P18

10:;71

753

! 91l 8 4

759

6 7

232

1099 l

2 l 8 3

43

lP35

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

網 走

西 網 走

常 昌

ラ イ ト コ ロ

佐 呂 間 別

湯 別

渚 滑

異 部

幌 内

北 見 計

7 2

355

20

7 2

3S44

1ll30 983

57 180 S5

68

1131339 102146 2l5485 5.103 45 08.236 570 L07li6t 995 07l;66 47866
ル サ

羅 自

種 別

崎 無 異

元崎無異

意 別

古 多 様

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

6 5

2,469

873

599

73

l:;61

27

251

5739

1 l 016

l ,l「55

229

743

29262

108

21727

lP72

785

111

906

2 9

250

2S2 l

13S96

l 9 73

174

389

29S76

173

5196

l 9 4 5

1 3 8 4

184

2467

l 56
501

81560

24912

3f28

403

l M 2

58B38

19

2 1l 6 3

231

50

6

161

2

5

1

236

292

87S

265

83

82

103

74

210

001

21

46

306

642

549

6 7

1aoo

2 5

246

5 ll8

1 0:780

l f 5 5

2 29

743

29262

4f

121

61E

52f

6 1

l140(

2'

2 4t

5 f 3 i

1078(

l.1「51

22 i

74:l

28:99 1E

l 1 0 0

0

3613

958l 958
1000

l 000

1000

1000

1000

1000

9917

99lll

l 0 00

991

46

122

615

526

67

1,400

25

246

. 5;738

10780

1 「 5 l

228

743

28:998

l
85

39

709

694

96

773

23

245

21i3.4

0S51

990

174

394

10278

184

新

2 3

4

!

264

- l 0 6 -

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

一数 蓄 養 字 親 魚

計
催熟

率

へい

死率

そ の 他 その他

の 率
催熟 へい死

逃逸 老魚 調査 未熟 計

一 尾

75

5:756

35S33

1930

561076

l S63

222

559

44,36 6

5,546

151

3155

尾

4 5

al「38

24,52 l

1027

36;717

l087

111

244

3a238

的3 9

102

2120

%

1000

l 000

971

873

995

98S

7 l f1

74l1

99l1

991:1

944

1001l

尾 % 尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

4 5

3.7 3 8

2 4 , 5 2 1

1.0 9 9

4 0 . 5 6 l

l , l 3 0

1.0 8 7

1 1 1

3 0 1

3 3.2 3 8

3.3 3 9

l 0 2

2.1 2 0

%

1 0  0.0

1 0  0.0

96 . 8

S 8 . 0

9 8 . 7

98 . 3

9 8 .5

7 l . 6

68 . 6

9 9 . 6

9 9 . 3

9 4 . 4

9 6 . 9

380

3

175

16

44

83

137

21

6

l 5

02

05

l d

21ll

25.4

0 l1

06

5f

329

147

6 26 3 6 l

147

1

1.4

125

0 ll

3 3 01

155532 l00289 98:7 865 08 476 1 0 26 5 l 2 05 1 1 l.3 9 2 9 8 . 3

l 3 1

1 6 l

l1324

l 2 2 0

163

2173

48

4 9 l

8372

17153 l

2741

402

l 092

39276

44

122

609

517

5'7

laOt
2 (

244

5 170:1

lOf71

l 7 3 l

22‘

731

2 7 1841
l

9 '
5

100l

98l

98i

85;

100l

801

991

99:

99l

99:

97,

99l

961

2

7

7

3

3

:1l

3 l

l ':l 1 5 1

4

11

1

41

121

01

01

00'

0:

2l

0:

4l

6 3

2. 2 8 5

8 3 9

5 6 7

6 3

1 , 5 6 1

2 2

2 4 9

5.7 0 8

l l.0 0 8

1.7 3 8

2 2 2

7 3 1ll

2 7 . 8 4 7

9 6 . 9

92 . 5

96 .1

94 .7

8 6 . 3

1 0 0 . 0

8 l . 5

9 9 . 2

9 9 . 5

9 9 . 9

99 . 0

96 .9

99 . 3

9 5 . 2

2 2

77 104

2 2 810

- 1 0 7 -



t 捕 獲 数 1il 親 魚 の 処 理 書

試

除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

字 3
即 日

使用率

要書

養数

書 要

不能数
蓄1i数

:蓄1準率'

s 1S計 尾数

尾

843

935

57

尾

l097

943

29

尾

l:940

1l;1l 0

86

尾 尾 % 尾

841

93'

5 1

尾 尾

843

9 :l 5

56

%

1000

1000

982

尾

843

935

56

尾

482

809

29

風 連

別 当 賀

穗 香

根 室 計

1

56.497 561ll88 113385 2S74 5 j 5a621 504 5a119 990 531l9 251260

厚 岸

all 路

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

打 内

東 3 3 号

利 別

慕 別

千 代 田

歴 舟

豊 似

広 尾

渡 留

十 勝 計

a395

l6,178

59

377

76

9 6

47.461

6305

54

9754

151ll81

485

2 2

436

l 1

3503

26S48

147

885

1 l 4

325

81;l 9 4

8938

79

12972

25P56

543

30

8 l 9

16

61B9 8

43f)26

206

] 11l62

190

421

128l55 5

15243

133

22:726
4 l037

1028

52

l 2 5 5

27

:1S91

16171

51

37:

7 l

9l

47.46 :

61;0l

4l

91701

l 51981

21

2:

43l

1

3,395

161l 7 8

5 9

377

76

96

46.334

51B55

34

9.440

15l57 3

l 4 2

19

390

3

1000

1000

!000

l 000

1000

1000

9'7fl

929

850

9 6:l

981

673

864

894

1000

3395

le1l 7 8

59

377

76

96

l 6 134

5e55
34

9440

l 5167 3

! 4 2

1 9

390

3

129a

6.46C

9

12C

1C

31

9.445

94 a

1C

2P21

3SS9

21

1 :3

182

1 l

l1l 2 7

450

6

268

308

69

3

46

14

46

274

8

564

S l 8

100l;90 l 6 l 4 6 9 262;t 59 342 03 l 0034t 2277 98l)7 l 97「 98071 24464

徳 志 別

北 見 幌 別

頓 別

增 幌

天 塩

中 川

下 中 川

遠 別

小 平 築

185

2 f 26

268

2

368

185

58

!

0

19l

2,l5l

29l

54 l

17:

9 (

375

4S84

567

5

9 l 4

358

1 4 8

2

1

8 43 17:

2:72l

261

:

36t

l81

5 l

l 9

5 3

1

1 7

2

7

l 5 8

2S67

268

1

351

l 8 3

4 3

1

893

981

10010

500

95li

989

860

l 0 00

158

2f167

268

1

3 5 l

183

43

1

7:

63(

261

1

8:

3:

41

l

6

8 131l:

1

天 塩 計 3793 3.4 6 l 7254 6 16 04 3:771 99 3 ll;7 2 97.4 3li7 2 114i

- 1 0 8 -

養 内 訳 総

使

用

数 ・

使

用

率

数 蓄 養 字 親 魚

計

イ程
d熱 f解 ,へい死

へい

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

l ,1;25

l744

85

尾

705

924

48

%

836

98S

85:7

尾

138

l l

8

%

164

1 2

143

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

7 0 5

9 2 4

4 8

%

83 .6

98.8

8 4 . 2

781379

4fl88

22l;:18

68

503

86

127

55779

6.798
44

11l l61

19156 2

163

32

572

l 4

5 lll3 9'7.4 1395 26 7 4 l l 002 5 4.5 8 7 96.6

2lll33

13309

48

343

42

7 7

18040

2016

3 2

'7125

1 l1l 4 0

82

19

384

3

83,ll

823

8 l 4

9 l 0

553

802

389

344

94J

754

71J

577

1000

98S

1000

562

2S60

11

34

34

l 9

21l l148

a839

2

2315

4533

6 0

6

16l6

177

1816

90

4 4:7

193

608

65li

59

246

289

423

15

2.8 3 3
1 a.3 0 9

4 8

3 4 3

4 2

7 7

l 8.0 4 0

2 . 016

4 6

7.1 7 1

1 1.1 4 0
3 5 6

1 9

3 8 4

1 1

8 3 . 4

82 . 3

8 l . 4

9 l . 4

5 5 . 3

8 0 . 2

38.0

3 2 . 0

8 5 . 2

73.5

69 . 7

73 .4

8 6 . 4

88.1

! 0 0.0

9 9 005

146146 03

122535

235

3S06

536

3

433

215

86

1

551ll93 566 4 2.a23 433 146 9 155 01 5 5 , 8 3 5 55 .5

1 5e

257C

221

1

18 i

18(

41

]

98:1

967

828

l 000

5315

984

1000

l000

2

3 8

46

1 6 3

3

l 3

33

l 7 2

464

l15

1 6 4

2 . 5 7 9

2 2 2

1

1 8 8

1 8 0

5 1

l

8 8 . 6

94.6

8 2 . 8

5 0 . 0

5 1 . l

9 7 . 3

87 .9

l 0 0 . 0

4S15 3137 ( 9 l S 302 8 2 3.3 8 6 8 9 . 3

- l 0 9 -



t 字 ・ 親 魚 の 処 理
捕 獲 数

試
験
控

除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄 養

9 3 計 尾数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

:不能角、
字 0国-一一 0 -'l

尾

l 102

80

l 6 4

2

38

199

83

82

673

97

294

148

209

21

235

尾

983

l 0 4

153

36

60

298

115

99

li;2 3

81

809

295

532

6 3

335

尾

21:l85

184

317

38

9 8

497

l 9 8

181

2,ll96

178

l,l 0 3

443

7 4 l

8 4

570

尾 尾

190

%

1'72

尾

912

80

164

2

38

199

3 5

u

尾

4

1 0

尾

90

8

15

3

l 9

3

3

51

9

27

13

2()C

%

99」6

1000

939

1000

1000

1000

1000

1000

1000

l 0 00

939

892

1000

667

59

尾

908

8 0

l 5 4

2

38

199

35

34

510

93

物 6

132

209

2

l

尾

353

0

70

5

60

59

24

58

1 7 l

74

78

31

85

1

4

西 越

西 越 第 二

音 江

余 市

仁 雁 別

日 高 幌 別

元 浦 河

三 石

静 内

新 冠

富 川

通 川

勇 払

自 老

敷 生

千 オ 計

48

48

163

4

578

58S

242

4 」

510

93

294

148

209

3

l 7

2:738

24

7

832

8

10

965

l 3 4

63

313

8

126

1 8

1 6

1

1 6

1 8

2 l 8

857

928

:l;.427 5:1'86 9121 3 689 201 6 5 2157 97fl 21573 lP73

朱 太

冷 水

厚 .沢 部

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

渡 島 計

27

412

893

8

l 1

l369

180

0

6 3

4S9 l

183

289

8126

56

414

778

19

49

880

281

2

l 1 6

7,l;85

293

300

1i073

83

826

l157 1

27

60

21249

461

2

179

l 2:576
476

589

3

405

61

1

404

4 6

1 l 1l

983

68

91

295

256

2

83

1000

429

999

875

700

98a

97.0

69S

875

698

24

3

831

7

7

950

130

4 4

7

88

2091

5 !

0

416

18

6

4 1 4

85

6 2

0

6 3

4

1

1

3

1 5

4

19

3 l 3

1

38

95

13

4

4P76

175

163

933

956

564 8

19199 51i34 693 2.492

271208

214,141

401 21091 839 1115

合 計

前 年 度

2851i72

2221ll97

340323

355P39

6 2B1595

577e36

6

9

14S58

8fl47

52

39

3,916

11318

267291

2 l 21;2 i

986

994

267292

212S23

1001921

76962

- l l 0-

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 9 親 魚

計 催熱 催 解へい死
へい

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

1126 l

80

224

7

98

258

59

92

681

167

354

163

2 9 4

3

5

尾

773

7 6

136

2

37

190

34

2 li

404

l1、6

122

44

161

2

%

851

950

883

l 0 0 0

974

955

971

620

792

7 l 0

44l2

333

7'7 l)

l 0 0 0

尾

7 7

4

18

1

9

1

6

4 9

27

99

7 8

43

%

85

50

11l7

216

45

2 9

38

96

290

359

591

230

尾

5 6

尾 尾

2

尾 尾

58

%

6li

尾

9 6 3

7 6

l 3 6

2

3 7

1 9 0

8 2

7 6

5 6 7

7 0

1 2 2

4 4

1 6 1

2 0

2 1 8

%

81 . 5

95 .0

82.9

1 0 0 . 0

9 7 . 4

9 5 . 5

9 8 . 8

9 2 . 7

84 . 2

7 2 . 2

4 1 . 5

2 9 . 7

7 7 . 0

9 5 . 2

9 2 . 8

機
10

37

53

l 0

.10

2

57

5 5

10

1 l 1

199

7 l6

l

3:74 6 2P75 776 4 l 7 156 1 1 2 2 1 8 ! 68 2.7 6 4 8 0 . 7

1 0  0.0

9 9 . 0

9 9 . 9

S7 .5

7 2 . 7

7 6 . 9

95.0

7 5

3

l 247

25

l 3

1:364

215

106

7

l 5 1

24

3

831

7

7

649

1 あ

2 1

7

78

1000

1000

1000

1000

l 0 00

683

962

167 2 7

4 0 8

8 9 2

7

8

l.0 5 8

1 7 !

5

296

5

312

3 8

5 05

47「 2 3 523 2 l

4 , 3 7 6

1 8 2

2 4 l

3 3 . 3

9 3 . 3

95 . 5

8'3.4

l 0 00

S815 1 0 1 la

1i206 1:752 83fi 334 160 5 5 0 2

03

18

7.3 8 6 90 . 9

に= 220692190 124 4

82l;

894

457部

l 81536

17.l

8 8

789

3S92

24

25

21

26

30 864

3943

2 3 5.3 5 0

1 9 8 .8 9 1

82 . 3

8 9 . 3

- 1 1 1 -



第 2 表  さ く  らます親魚蓄養成ia,捕 獲 数 試

験
控
除

字 親 魚 の 処 理

即 日 採 卵 蓄 養 書養数

9 合 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

蓄 養

商
9 6:番'1●1Bll 書 解

尾

77

369

177

尾

57

230

92

尾

134

599

269

尾 尾

24

%

312

尾

5 3

369

177

尾 尾

5 3

369

172

%

10010

l000

972

尾

53

369

172

尾

5 7

230

42

岩 尾 別

斜 里

活 滑

北 見 計

5

623 379 1002 24 39 599 5 594 992 594 329

標 津

3 l 線

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 賀

根 室 計

420

590

68

67

46

197

2 l 3

285

277

l 1 7

136

57

33

25

l 1 0

436

193

l 8 3

537

726

125

100

71

307

649

478

460

4 09S 416

590

68

67

45

197

213

285

277

416

590

68

67

46

l 9 7

213

285

277

1000

!000

1000

l 000

1000

l 0 0 0

! 000

1000

1000

4 l 6

590

6ii

6 7

4 6

197

2 l 3

285

277

1 l 7

136

4 5

3:3

25

11C

248

S1

1 8.

2,163 l 290 1ill,54 4 018 21l 5 9 21l 5 9 1000 2159 978

徳 志 別

北見幌 1ll l1

增 ll界

遠 別

信 砂

天 塩 計

108

827

4 3

27

6 6

26

2 3 l

38

1 !

48

134

l1058

81

38

114

108

821

4 2

27

6 6

5

1 9

7

1

l 0 3

802

4 2

20

6 5

95.4

977

1000

741

985

103

802

4 2

20

65

2t

171

3 l

1

41

6

1

l P 7 l 354 l 4 2 5 7 l,06 4 3 2 l 0 32 970 1P32 29:

西 越

音 江

仁 雁 別

千 歳 計

5

27

3

2

30

0

7

57

3

5

27

3

5

2 4

3

l 000

889

l 000

5

24

3

1

3 (

l

3

3 5 32 6 7 3 5 3 3 2 914 3 2

163

46

3

名 駒

汐 泊

渡 島 計

442

53

7 3

2

515

5 5

273

7

6 l 8

l 3 2

1 的

4 6

6 163

4 6

96.4

l 0 0 0

41

:1

495 7 5 570 280 56li 215 6 209 972 209

的 2 6

7975

4'

合 計

前 年 度::: = 61517

13J4 0

'1 308

491

70

58

41072

8P01:1

4 6

30

4P26

7975

989

996

l l574

898:1

- 1 1 2 -

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

書 養 字 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死
へ い

死 率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

l 1 0

599

2 l 4

尾

51

282

161

%

962

764

93lEl

尾

2

61

11

%

38

l 6 5

64

尾

機 4

2 2

尾 尾 尾 尾

26

%

71

尾

7 5

2 8 2

l 6 1

%

97 .4

7 6 . 4

90 .9

923 494 832 7 4 125 26 26 43 5 l 8 83 . 1

533

726

113

100

71

307

461

366

460

337

585

6 0

6 2

38

163

l 7 4

285

277

8 l 0

992

882

925

826

827

8 l17

1000

1000

79

5

8

5

8

3 4

39

l 9 0

08

1 l 8

'75

174

173

l 8 3

3 4 l

5 8 5

6 0

6 2

3 8

1 6 3

1 7 4

2 8 5

2 7 7

8 l . 2

9 9 . 2

8 8 . 2

92 .5

8 2 . 6

82.7

8 l . 7

1 0  0.0

1 0  0.0

9 l . 83.137 l981 9 l 8 ! 7 8 82 1.9 8 5

129

977

80

2 8

110

53

398

11

1

49

51'5

49fi

% 2

5C

7a8

15

l 2 2

31

6

l 7

146

152

79S

300

262

35

28:2

的3

35

282

l 3

339

352

5 3

3 9 8

1 l

!

4 8

4 9 . l

4 8 . l

25 .6

3.7

72.7

650

l 324 511 49.l l 9 ! 185 330 330 320 5 l ! 47 .7

6

5 4

3

1

23

1

20f

,:::
4

1

800

4 2

1

2 3

3

2 0 . 0

8 5 . 2

1 0  0.0

6 3 27 84,A 5 15lli 2 7 7 7 . 1

205

4 8

107

37

65tl

80.4

5 6

9

34A

l 91B

3 8 0

4 4

8 6 . 0

8 3 . 2

253 144 689 6 5 311 4 2 4 85 . 7

,;::; =: 5131289 :: 35l i l 31 35l

4l

88

05

3.4 6 5

1l. l 3 2

79 . 0

8 3 . 9
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第 3 表  からふとます親魚審養成積表

t 捕 獲 数 9 親 魚 の 処 理 蓄

試
試
控

除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

9
l 即 日
使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

:不能魚
9 合3 計 尾数 言l EE装X 管 解・

尾

31l

3f;4l

215l

21

l

l7t

97(

49'1

7t

43'

201

尾

1 9 l

5lll98

l;i97

2 l

4

239

1:710

675

70

341

174

尾

509

91ll7

3553

4 4

! 3

415

21ll89

1167

146

778

375

尾 尾

5

% 尾

318

31544

2,15ti

23

9

176

979

4 9 2

7 li

437

201

尾 尾

3 l 8

aS44

21l 5 6

23

9

! 7 6

979

492

76

397

161

%

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

908

80」

尾

318

a li44

2156

23

9

176

979

492

76

397

161

尾

l 7 7

826

552

18

3

2 4

154

6 5

8

187

62

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

深 琴

網 走

常 呂

湧 別

活 滑

興 部

l1場l 内

雄 武

北 見 計

4 0

4 0

8,51l6 101520 191036 5 005 815 l 1 80 81i31 991 8.431 21076
サ シ ル イ

春 刈 古 丹

忠 類

標 津

3 1  線

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 連

別 当 賀

根 室 計

5

5l

71

6 :l1

l

5l

7l

4 l.

4901

41

lOt

10(

63

3 :1l

174

1:1179

3

87

4 2

249

7.469

5 3

239

108

114

8 2

246

21591

1 2

137

1 l 8

662

1211;7 4

l 0 1

345

208

51

5 0

7 2

6 l 2

9

50

76

4 1 3

4905

4 8

106

100

l 50

5 0

7 2

612

9

50

7 6

4 1 3

4208

4 5

l 0 6

100

9810

1000

1000

1000

1000

1000

1000

1000

858

9'38

1000

l 000

50

50

7 2

612

9

5 0

76

413

4208

45

106

100

6 2

32

17

264

3

59

4 2

2'l 9

41l11

11i

194

108

697

3

649‘ 10.a98 10990 6,492 7 0 l 51791 892: 5791 5156

釧 路

幕 別

十 勝 計

3 l

(

1 7

5

54

5

37 37 l 0 00 3 7 1 7

31 2 2 59 37 37 1000 37 1 7
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養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 li 親 魚

計 催熟解へい死
へい

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

405

4,.d70

2フ0 1ll

41

1 2

200

] 1l 3 3

557 ・

84

584,

223

尾

317

8lli4 3

2111 l 5

1 3

9

1 l 4

741

335

3 3

397

161

%

997

999

91; 1l1

、1:,1,i

1000

648

75:7

681

434

l 000

1000

尾

1

i

l1 1

2

6 2

238

157

4 3

%

03

01

87

352

24e

319

566

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

3 1 7

3.6 4 8

2 , 0 l 5

1 3

9

1 1 4

7 4 1

3 3 5

3 3

3 9 7

l 1l;l

%

9 9 . 7

9 9 . 9

9 3 . 5

5 6 . 5

1 0 0 . 0

6 4 . 8

7 5 . 7

6 8 . l

4 3 . 4

9 0 . 8

8 0 . 1

盗難
29
盜難
8

51 80

8 348

10507 7778 923 565 37 51 88 7.7 8 3 9 1 . 4

l 1 2

82

89

876

1 2

109

11S

662

83 l 9

60

300

208

1 2

7

3 5

448

6

4 6

6 6

408

l 998

4 5

84

100

240

140

48 l6

732

6617

920

868

98S

475

1000

792

! 0 00

3 8

4 3

37

1 6 4

3

4

10

5

21210

2 2

7610

860

5 lll

268

333

S10

132

1 2

525

208

1 2

7

3 5

4 4 8

6

4 6

6 6

4 0 8

1.9 9 8
4 5

8 4

l 0 0

2'3.5

14,.0

48 . 6

7 3 . 2

6 6 . 7

9 2 . 0

8 6.8

9 8 . 8

40 . 7

93.8

7 9 . 2

l 0 0 . 0

10:947 3255 562 21536 4'38 3.2 5 5 5 0 . 1

54 11 29:7 26 703 1 l 2 9 . 7

5 4 11 29:1' 26 703 l l 2 9 . 7
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,捕 獲 数 1il 親 魚 の 処 理 蓄

試

験 -

控

除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

字 3 計 尾数
即 日

使用率

要書

養数

蓄 養

碼 驗
字 1Sl I .l・l'・a .・・:-?

尾

l 012

186

707

l 4 8

9 2

78

55

6

尾

835

297

621

95

4 3

33

57

l 9

尾

l S47

483

1328

243

135

111

112

25

尾 尾 % 尾

1l)l 2

l 8t;

707

148

92

7 8

li5

6

尾

3

14

尾

110! 2

183

6 9 3

148

92

78

43

6

%

l 000

98lll

980

1000

1000

1000

782

l 000

尾

1P12

183

693

148

9 2

78

4 3

6

尾

271

27

227

69

4 3

3 3

3 6

l 9

徳 志 別

北見幌  別

頓 別

渡 払

知 来 別

增 幌

違 別

信 砂

天 塩 計

1 2

2;1l84 2P00 4284 2;1l 84 29 21255 98 l7 21255 725

2仁 雁 別

千 歳 計

4 3 7 4 l

1

231

3 750

7510

806

3

4 3 7 4 3

962

3

962

2

遊 楽 部

渡 島 計

1l1;40 1;761 3;l 0 1 20 127 95 11l 9 3 487

l1340 1:761 a1lol 20 l 2 7 95 1193 231 962 806 962

17.479

55454

487

合 計

前 征 度

181ll73

561l 3 1

24S04

46758

4 3.a77

102889

20 1 3 2

176

07

03

181521

5 5:955

l104 2

5 0 !

17.479

55l l54

g4,4

991

8.463

13452

第 4 表  ひめます親魚蓄養成績表

t 捕 境 数 字 親 魚 の 処 理 蓄

藤
控

除

即日伊-卵 事 養 蓄 養

字 尾数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能魚
開能 字 03 計

尾

3.l 8 7

459

尾

4S98

' 4 8

5P36

'71251

尾

71「75

907

81S82

l4:588

尾 尾 % 尾

3187

459

尾

889

尾

2,‘'98

459

2757

6:237

%

7'1

1000

尾

2..'98
459

尾

lll)76

428

l1504

2li35

ポロビナイ

湖 畔

計

前 拒 度

3li4 6

7337

31546

7.334

889

1P97

75ti

850

2757

612373
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養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 字 親 魚

計 催熟 解 率 へ1l,、列
・へい

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 言随 未熟 計

尾

lZ83

210

920

217

! 3 5

l l l

79

25

尾

808

157

478

103

6 6

6t;

2 2

6

%

798

858

690

696

7 l 17

8 的

512

1000

尾

108

2 3

215

39

26

1 2

21

%

1017

12fl

310

2e4

283

15,a

48S

尾

96

3

尾 尾 尾 尾

96

3

6

%

9f;

16

4f)

尾

8 0 8

1 5 7

4 7 S

1 0 3

6 6

6 6

2 2

6

%

7 9 . 8

84,. 4

6 7 . 6

69 . 6

7 1 . 7

8 4. 6

4 0 . 0

l 0  0.0

6

2980 1:「06 75:「 444 ! 9:7 99 6 105 46 l.7 0 6

2

7 4 . 7

5 2 6617 1 3'33 5 0 . 0

5 2 661「 l 333 2 5 0 . 0

l ,449 315 3217 477 496 170 170 1'i7 4 4 2 3 2 . 9

1li49 3 l 5 3217 477 4 9f; 170 170 l 7 7 4 4 2 3 2 . 9

25194 2

681906

1a067

51928

748

93:7

4P4 9

2958

232

53

306

299

57

143

363

568

20

l 0

1 1i.1 9 9

li 2.1 0 4

7 0 . 7

92.8l 2 6

養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 字 親 魚

計 催 熟 催 解へい死
・へい

死率

そ の 作;. その他

の i客1_逃i免 老魚 調査 未熟 計

尾

337 4

887

尾

21210

454

%

9e2

989

96e

960

尾

5 3

5

%

23

11

2 」

19

尾 尾

30

尾

2

尾

3

尾

35

35

l 32

%

15

尾

2.2 ! 0

4 5 4

2.6 6 4

5,9 Cl l

%

6 9 . 3

9 8 . 9

7 3. 1

8 1 . 7

4:'61
81B72

2li64

5988

5 8

l 1 7

30

7 5

2

2 6

3

31

l 3

21
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S l 1  ぺにさけ生産事業
' ' 9 ' 「 o年級群の採卵およびふ化飼育
(1) 支笏湖産

ぺにさけ再生産用種卵として . 支笏湖産ひめます発眼卵 3 5 0 千粒 ( 昭和 4 5 毎 1 1 月 5 日.
支笏湖ポロピナイ採卵場で採卵された 5 9 4千粒の うち ) を , 昭和 4 6年 l 月 6日支笏湖から輪

送して翌7日根室支場虹別事業場に収容した。卵子輪送には新らしい輸送箱(トランク型 ,ジュ

ラル ミ ン製 ) を試用したが. この結果では, 温度. 湿度とも良好な状態で保たれ. さ ら に. 酷寒
期であったにもかかわらず外装の保温を行なわなかつたが、 凍害卵は見受けられなかつた。
輪送から収容までの卵の状態は、 途中で吹雪のために釧路事業場に仮泊収容するという不測の

事態もあったが、 輸送卵のうち死卵数は1千粒で、 収容卵数は 3 4 9千粒とな り、運搬による死

卵率は0.3 %である。

収容した卵は、 4 6 年 l 月 l 0日からふ出を開始し、同月2 3日に終了した。 (卵子収容中の

水温o t )。ふ出数 3 4 7 千 尾. .io・出率 9 9 . 4 %であった。浮上は2月末で終了、解付けは3月
1目から開始した。fl付開始時の魚体はフ オ ーク レ ン ズ 2 . l cm、 体重0 . 1 slであった o
(2) ァ ラ ス カ 産

昭和43色から継続中の日本雄時資源保護協会から寄贈されたァラスカ産のぺにさけ卵は、 昭

和 4 5使- 1 0 月 2 0 日、千歳空港で受領したo こ の卵は 8 月 2 4 日 か ら 9 月 2 4 日 の間に、 ァ ラ
スカ州べアク リ ークにおいて採卵されたもので、採卵後,空輪されるまでの間. 同州、 フアイ ャ
ーレイ ク ・i,化場に収容,管理されていた。寄贈卵の内訳は第1表のとぉりである。

第 l 表  ァラスカ産ぺにさけ卵の履歴

採 卵 月 日 輪送卵数 死 卵 数 収容卵数 備 考

粒

7 , l 0 0

2 7.4 0 0

5 3.3 0 0

2 9 , 5 0 0

粒

l 0 0

3 0 0

3 0 0

1 0 0

粒

7.0 0 0

2 7.1 0 0

5 3. 0 0 0

2 9.4 0  0

8. 2 7g - g9. l 69. 2 4

( 供給地 )

アラスカ州魚類・狩環局

フアイャーレイクふ化場

計 1 l 7.3 0 0 8 0 0 l 1 6.5 0  0 通搬害死卵率0.7 %

上記の卵は1 o 月 2  o日午前 8 時 2  5分千歳空港で受領した。 荷姿は. 米国製の輪送函(外装
: ダンボール函、  4 2 X 4 2 X 5 8 om、内装 :発泡スチール製の卵盆7枚、上盆に氷を入れ、下

盆に水分吸収用の水答を入れ、 残りの5枚に卵を収容 ) 2個が使用された。受領後ただちに開封

して検温したoこの時の卵温は上段12℃ 、下 段 l 3 t と 高 温 で あったが、輪送には特に支障

はないものと判断し、 氷を追加して 「ハ イ ャ ー」で岩見沢まで運搬し、 岩見沢から弟子屈まで鉄

- 1 1 8 -

道輪送、 弟子屈からlllI:別まで乗用車で輪送し、 午後 7 時 4  5分根室支場虹別事業場lこ収容した。
卵子受領から収容までの所要時間は11時間2 o分で. 収容前の卵温は上段が8.5 t、下段が
1 1 . o 'と出発時に比較して,良い条件で輸送されたものと考える。
この卵は1 1月2 9日ふ出開始、  1 2 月 2 7 日 終了 、 翌 4 6 生 1 月 1 8 日 か ら 第 1 ふ 化室で

ア ト キ ン ス式ふ化精 ( 2 間;l曹 ) 2 0 本 を使用してfil付を開始した。 ( 1 0 7 千 尾 )。

水 量 は l カ ラ ン か ら 2 7e/mn と し . 給解当初は支笏湖産と同じく . 「さけ前期用f l科」を
粉末としてミルク状に溶かし. 1 日 4 ̃ 5回に分lナて少量づつ給f lした。成長に伴つて、 3 月
にはふ化:糖を 2 4本に増加した。解付開始時の魚体はフオーク レ ン グ ス 2 . 5cml、体重 0 . 1 4 g,
で :11:,つたo

(3) 国産(西別産 )

前任-、戦後初のぺにさけの採卵を行ない、 わが国さけ ・ます増殖史上に記録的な一頁を?し
たが、 本伍度において前起度の採卵数には及ばなかつたが. 4 5 使 1 1 月 2 0 日、 ,t. 5千粒の
稱卵を得てtilf別事業所に収容した。この卵は 1 2月 1 5 日から同月 2 2日までの問に、 4. 1千
尾がふ化し、ふ出率は9 l . 1 %であった o さ ら に、浮上までに 7 0  0 尾 がへい死し 4 6 住 1月

2 3 日 か ら第 l ふ化業のふ化槽 ( 2 間準 ) l 本 を 使 用 し て 開 始 し た o ( 3. 4千尾 ) o国付開始

時の魚体はフオーク レ ン グス 8 . 4 cm、 体'1毒l 0 . 3 5 g,であった o

第 2 表  ぺにさけ再生産用種卵のふ化経過一項 日 採 9a場所 支 笏 組 産 ア ラ ス カ 産 国産 ( 西月 l l )

与 容 卵 数l粒 )
・i, 出 月  日

減 耗 数 ( 粒 )

ふ 出 尾 数 ( 尾 )

減 耗 数 ( 尾 )

浮 上 尾 数 ( 尾 )

飼 育 開 始 月 日

飼 l 尾 数 ( 尾 )
育

開 フオークレング1'1( cm )

等 体 重( g, )

3 5 0. 0 0 0

4 e. 1 . 1 0̃1 . 2 3

a.o o o

3 4 '7. 0 0 0

l. 0 0 0

3 4 6. 0 0 0

4 e. 3. 1

3 4 5 , 0 0 0

2 1

0. l

1 l 6. 5 0  0

45.11.29̃ 12.27

4. 0 0 0

1 1 2. 5 0 0

3. 5 0  0

1 0 9. 0 0 0

4e. l .  1 8

1 0 7. 0 0 0

2 . 5

0 . l  4

4 , 5 0  0

401 2 . l 5̃ l 222

4 0 0

4. 1 0  0

6 0 0

3. 5 0  0

4 e. 1. 2 3

a. 4 0  0

3 . 4

0 . 3 5

- 1 1 9 -



2 ' 9 6 9年級群の銅育および放流

昭 和 4 4 屋 に 前 湖 産 、  アラスカ産、  西別産の種卵を虹別事業場に収容、 飼育を行ない、 4 6 建

4 月 2 6 日̃ 5月2日の間に放流した。これらの飼育から放流までの経過については第3表のとお

りであり 、 アラスカ産および西別産のものについては標識を付して放流した.
第 3 表  飼育および放流成1a

種 卵 生 産 地 飼 育 期 間 飼育日数
水 温

t.
給国量

時

飼育開始時魚体

F . Lcm B .W g
ア ラ ス カ

支 場 湖

西 別 ( 国 産 )

支 ・ 西 混 養

4 4 1 l . 4̃ 46. 420
45 .3 .1 ̃ 45.630

45.221 ̃ 45.630
4 5 . ? . 1 ̃ 46 .425

5 3 2

1 2 2

1 3 0

2 9 9

8.7̃! 0 . 0
8.7̃ l 0 . 5
8.7̃ l 0.5
9.0̃1 0 . 0

l:f
l 1 4.1 9 0

2.6

2.5

2.3

6 . 1 2

0 . 1 5

0 .12

0 . 1 1

2. 8 8

アラスカ産稚魚は、 1 1月 4日より解付を開始したo  西付開始時は石 1 ク ランブルを水で溶かし

て l 日 3 回 給 国 し 、 その後成長度合いを見ながら 、 給解同数と粒度を順次増やした。 解付当初はふ

化構を利用したが、その後、 体長 3 . 4 j 8 . 3cm、 体重 e. 9~ 8 .8 9の段階で試験池 ( 3 4 6 ml')に
移し換えたが、 4 5 起 1 2 月 か ら中央 ;承水 池 ( l. 0 8 7 . 7 m')に再び移し換えしたoこの間、 4 5
住 6 月 9 日̃ l 3日にかけて、標識(脂びれ、左腹びれの切除)を付した。この際に全数を計測し

たところ、  1 8 . 9千尾の不明魚があった。これは書鳥 ・書魚の食書によるものと思はれる。

支術湖産の部1魚については. アラスカ産のものに通れること4カ月、  4 5 毎 3 月 l 目 よ り 1iEl付を
開始し. アラスカ産と同様の方法で行なつた。ふ出当初に奇形が多く . したがつてへい死魚も多か
つたが, 正常魚の摂解は活発であった。 しかし、給国開始後約1カ月位してから急激にへい死魚が
出始めた。 これは、 池底の残fl:・排泄物が稚魚の1ll費馬lに付着し、 このためe.定・病が併発したことが原因
と考えられ、投薬・薬浴を試みたところ、 5月に入つてへい死魚が減少したので、 6月に入つて、

西別産 (国産 )ぺにさけと混養することとし. 中央場水池え移し換えて飼育を継続した。
このほかに、 ぺにさけ生産事業を開始してから初めての採卵で得られた, いわゆる国産ぺにさけ

の稚魚 2 5 . 5 千尾を 4 5 年 1 2 月 2 1 日か ら餌付けを開始した。給国方法は上記2種と同様の方法

で行なった。飼育は最初アトキンス式ふ化情 ( 2間精 ) 3本を使用したが、 5月末には体長 4,.9cm

体重 1 . 3 49と なったため、 6月力'ら支笏湖産のものと混養したが、支1ii湖産のものと区別するた

め に、標識を付けた。 (脂びれ. 右腹びれ切除)
以上3種類の幼魚は、 4 6 任一4月26日から5月2日の間、西別川河ロ附近まで輪送して放流し

たが、河川環境はP H e. 8 . 水 温 7 . 5 t、比重1.0  0 5̃ 1 . 0 1 5 で あったo
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飼 育 尾 数

尾

̃、い 死 数
尾

放 流 尾 数

尾

放 流 時 魚 体 1尾当

增重量;l

増 重 比

%F .L Cm B . W l
1 5 2.5 0  0

8 1 2.2 0 0
2 5.5 0 0

l 6 5 a.5 7 0

9 4,.5 0  0
1 8 2.4 0 0

l , 7 3 0

1 4 3 .5 7 0

5 8.0 0 0

6 2 9.8 0  0
23.0 0 0

5 l 0 .0 0  0

1 7 . 1 1

t;. l 2

e. 1 2

1 t;. 0 0

4 7 . 5 0

2 . 8 8

2 . 8 8

1 2 . 0 0

4 7 . 3 5

2 . 7 6

2.7 7

3 9 . 1 :2

3 1 t;. 6

24,.0

2 6 . 2

! 4 . 6

3. 4 5年度のべにさけの回帰について

今年度回帰するぺにさけは 、 4 0 t 度 採 卵群 ( 5 年 魚 ) 、  4 1 年 度 採 卵 群 ( 4 年 魚 ) 、  4 2 年 採

卵魚 ( 3 在 . 魚 ) で、本起度の消岸来遊量はl. 3 5 8尾で前年度を大巾に上 llaる成續であった。
これらの治岸漁施範囲は、羅自から落石までの間にわたつて1. 2 9 4尾が漁獲されており、特 : :

落石沿岸では治岸総教の約80 %を漁獲しているoこのほか・N 4 2 つ、 1Ef 1 4 5°の海域において小

型さけ・ます流し網によつて8尾の漁獲があった。一方. 河川そ上は西別川だけであり、河川内補
獲数は5 6尾であった o

これら回帰魚の住.令構成は, 3 年 魚 6 5 3 尾 ( 4 8 . 1 % )、 4,短 魚 7 0 5 尾 ( 5 l . 9 % ) で、

4年魚のうち短期飼育辞は、 ! 1 8 尾 ( 8 . 7 % ) 、 長 期 飼 育 群 は 5 8 7 尾 ( 4 8 . 2 % ) で あった o

4 5毎度のぺにさけ回帰成續は第4表のとぉりである。

第 4 表  昭和 4  5年度ぺにさけ回帰成演

場 所 近 海 治 岸 河 川
合 計 備 考

短 令 3住 4 年 計 3t 4t 計 3 住 4 生 ' 計

尾 数 2 , 6 8 615 679 1;294 3 6 20 56 l1358

註 3任-魚一一昭 和 4  2年採卵群(長期飼育)
4 生 魚一…昭 和 4 l3・短 ″ ( ″ )̃標識(脂びれ、左腹びれ)

( 短期飼育 ) ̃ "  (脂びれ、 右腹びれ)
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S 1 2  ますのすけ增殖事業

昭 和 4  5年度のますのすけ種卵は、 前生と同様に日本陸第資源保護協会が米国ワシン ト ン大学か

ら購入して当場に寄贈されたものであるo このほかに北海道(北海道立水産ふイ1l1場)でも分譲を受

けている。

1 .  種卵の受領

ますのすけ種卵は発限卵で、 1 1 月 1 9 日 か ら 同月 2 1 日 ま で の 3 日間で合計 7 2 9 . 7 0  0 粒

を 受 領 し た o こ の う ち 第 3 回 の も の を 除 き 、 第 l 回 目 ( 2 l 5 , 7 0  0 粒 ) 、 第 2 回 目 ( 2 1 5.7 0 o

粒)のものを合わせて、 一時.千歳支場ふ化室に収容した。

2. 種卵の輸送・収容

相卵の収容は割印事業場(十勝支場)、 1象1l里事業場(北見支場)の2カ所とし、収容先への輸

送は、 1 1 月 2 1目第 3回目の種卵受領後 ,第 1回目、 第2回目のものと合せて営業車 (マイク

ロ パ ス ) で 輪送 し た。輪送に使用した卵德は第1回目、第2回目のものを当場の木製5万箱14

個に収容し. 第3回目のものは受領したままの米国製輸送函(外装ダンボール製、 内装発泡スチ
ロール製卵盆7枚重)をそのまま使用したo輸送中は種卵の衝撃を防ぐため. ひもで卵箱を座席
に固定し、 また、 lli内温度の上昇を防く' ため‘こ暖房を止め、 1111'中は点検しながら輪送した。

輸送卵は同夜全1ll路事業場に327. 1 0  0粒、斜里事業場に4 0 2 . 6 0  0粒をそれぞれ収容した。

輸送中の死卵率はi,f,i 場 ともに 0. 4 % (米国出発から最終の収容までの総計)で、卵子の大きさに
不揃いが相当あったが、 異常はなく、 成演は極めて良好であった。

収容 し た種卵は 、訓路事業場で l 2 月 3 0 日 ま で 3 2 4 , 0  0 0 尾 が ふ出 し ( ふ 出率 9 9 . l % )

科理富業場ではこれより早く、 l 2 月 5 日 ま で に 3 9 4 , 8 0  0尾がふ出 (ふ出率 9 8 . 1 % ) を 完

了した。これらのふ出した稚魚は浮上期を待つて、 最終放流稚魚の体重を5.0 ̃ 8. o9の目標と
して約4カ月間、 給 flを行つて放流した。

今在度、 寄贈を受けた卵の収容までの内訳は第1表に示したとぉりである。

3. 飼育放流

(1) 斜里事業場

ふ出した稚魚は浮上を待つて2月13日より組立式飼育プー ル ( 1 0 X 6 X l m ) 2 面 を 使

用して給9lを行なった。給flの初期には、池の数個所に置国をし、 その後は l 目に 2 0 回以上

の散布給西を行なった。この結果、 4カ月の解育で放流期の魚体は、体長8.5cm、体重 t;. 3 l

であった。当場からの放流内訳は、 飼育して放流した もの 3 3 3 . 4 0  0 尾 ( こ の う ち 1 0 1.0 0 0

尾に脂びれ・腹びれ切除の標識をっけた ) 、無給国で放流したもの(飼育以前の逃逸魚)50 1ooo

尾 の 計 3 8 3 . 4 0  0尾を、 6月1 5日に斜里川支流エンンビ川に自然放流したo (ただし、無給

解稚魚は2月上旬に放流)。

(21 釧路事業場

当場では浮上稚魚 2 4 5 . 0  0 0尾を対象に3月1日より60m llの飼育池を使用して飼育を開始した。
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第 1 表  昭 和 4  5年度ますのすけ卵の受領から収容までの経過

事 1lli、、、、、9回 数 1 2 3

受領 千オ到着日時

ぉよび空輸便

1 1 月 1 9 日 1 2 : 2 0

日 航 5 0 1 便

(獲器のため到着遅延)

1 1 月 2 0 日 8 : 2 5

日航 5 o 1 便

( 定 刻 )

1 1 月 2 1 日 8 : 2 5

日 航 5 0 1 便

( 定 刻 )

箱 数

卵 数

5 ケ

2 l 5.7 0 0 粒
5 ケ

:2 3 9.2 0 0 粒
6 ケ

2 7 4.8 0 0 粒
( 箱番号 )

f2卵 温 3

( t ) 4
5

6

( 最上段 )  ( 最 下段 )

8 . 2  1 3 . 6

7 . 9  1 3 . 2

7 . 2  1 2 . 8

7 . 8  1 2 . 2

7 . 6  1 2 . 7

( 最 上段 ) ( 最 下段 )

6 . 8  l 3 . 0

e. 8  1 4 . 3

6 . 8  l 3 . 1

e. 4 1 3 . 7

7 . 4  1 4 . 8

( 最上段 )  ( 最 下段 )

8 . 4  1 5 . 0

7 . 8  1 4 . 0

7 . 9  l 4 . 4

7 . 8  1 4, . 2

7 . 9  1 4 . 2

7 . 4  1 3 . 6

受領後の処置 千歳支場ふ化室~、仮収容
第 3 回 と と も に輸送

千歳支場ふ化室へ仮収容
第 3回 と と もに輸送

直接収容地へ輪送

備 考 いずれも異状はなく 、 外装、 内装、 とも良好。ただし、 氷の残が多いにもか
かわらず、 下段の卵温が若干高かつた。 これによる影響はみられない。

輪送 1 1 月 2 1 日第 3 回分受領後. 中型パスに一括積載して千歳支場を出発。
日lll5'llllll、割路市経由で全ll路、斜里事業場に到着。
車中暖房を止めて走行、室温 (日中 ) l 2 . 8 'e
千 歳 発 ( 1 o : 1 o )-'・ 釧路事業場着 ( 1 9. : 4 o )

″ ″ 発 ( 2 o : o  o ) → 細.事業場指
全走行距離 4 6 0 K m 全所要時間 1 l 時 間  ( 2 1 : 1 0 )

輪送の概況

相 包 当場輪送箱(木製 )

7 個

当場輪送箱(木製 )

3 個  1 4 個

米国製輪送容器

6 ケ

収容 収容場名 釧 路 事 業 場 斜 素' 事 業 場
解日時所要時11l1 45」 l21. 19: 4 0' (9賺部30) 451l2 1.、 21:1 0 ( 1 l 作11間)

輪 送 卵 移
第 l回分2 1 51700粒(全量)

第2回分 l 1 1 4 0 0″伴量 )

計 3 2'7 l 0 0粒

第2回分 12'7S 0 0粒 (半量 )

第 3 llコ]分 2 74f; 0 0 〟 ( 全量 )

一 402150 0 粒

死 卵 裁 第 1回分10o0粒,第2回分400粒 第2回分70 0粒  第3回分l1 0 0粒

収 容 卵 お 3 2 5.7 0 0 粒 4 0 0 . 8 0 0 粒

収 容 時 卵 t良 ( 第 1 回. 第2 liil分 ) 6 0̃ t;6 t 第2回分 (第3回分)上段 l一段

70̃ 7 6 t  I 9 2  100 't
II 9l; 104
ll 9li 102

収 容 水 源 7 . 5 t 7 . 8 t

受領卵数 収容時死卵数 実収容卵数

7 2 9 .7 0 0 粒  3.2 0 0 粒  7 2 6.5 0 0 粒
( 註 ) このほか北海道として l P 5 21300(内死卵4700 )を受領森へ収容卵 の 総 計
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開始時の魚体は体長3.8 cm、体重0. 4 8 9で、 摂iElは非常に活発であったが、推魚放流河川の割

路川の水質が悪いため、自然放流が可能な割居事能で飼育することとし、 5 月 1 2 日 に 稚 魚 を

輪送して収容換を行1ltlつ た ( 1 7 l. 0 0 0 尾 )。この際 l こ 、 稚魚 7 2 . 3 0 O Fl1が取り残しとなっ
たが、 これらは、 さけ稚魚とともに輸送放流を行なった。 このときのますのすけの稚魚は、 体重
5. o9であった o

第 2 表  斜里川の追跡商

場 所 事 業 場 構 内 A - 1 A - 2 A - 3

M: P H透視 天候気温水温 P H P H透視 天候気温水温 P H

'i1

透視大 限 系 隔 / Nfiit :a1rr,1 八 l 実 メum / 1、m

l清 如0 90
ll ? 3 3 0 > 晴 l 9 0 145 72 22 l清 150 129

l

73 l 3(l:>
l
晴 180 110 2 0

6 . 2 0
( 第 l 回 )

9 8%構内より降下

e1 6 7 0%1
1 7 8 0% l・降下
1 9 9 5%」

1 回の引細で数百尾

乗網

6.1 8  1 細  l 0 尾

1 9  l 細 2 0  01il:

・ 乗網なし 引網2回で5尾採捕

肉限で発見出来ず

6 . 3 0

( 第 2 回 )

晴 180 8 」6 7 3 3a> 時 220 l 2 1 72 2 6 時 2 l10 13.0 '1l 5 3Cl> 晴 180 1 l 3 7 l 22物

肉眼で l 5 0 ̃ l 6 0

用観察

肉H良で教尾観察 引組 4  回乗網なし 引網3回乗細 7尾

7 . l 0

( 第 3 同 )

耐 230 8S '73 3a> 晴 223 15l5 112 28 睛 2611 l 5 5 75 3a> 晴 230 14,5 71 19

業船尾遊泳を認めた 2 ̃ 3尾の流泳を認

む事養池の下で引網

̃乗網1 o尾

引網3同乗網なし 引細 3回乗網 1尾

7 . 2 0

( 第 4 同 )

雨 l5C 8」6 73 3 ( i > a 1'7f) 10l; 71 ! 0 最 170 l 0 2 71 ! 4 量 160 100 7.0 l 1

数捨尾遊泳認む 蓄養池下流で引網

1 回 1 o尾程度乗網

引相3回乗綱なし 引網3回乗細なし

7 . 3 0l ( 5 回 ) 晴 210 89 73 3a> 晴 2 6

15,

'71 26 晴 第S 145 73 3(l) 的 240 l 31l 'll1 19

稚魚見えず l 蓄養池下流でl o尾
前後を観察1

引網. 乗網せず 引網、 .乗網せず

傷居事業場に輪送した稚魚は 5 0 m2の飼育池に放養したが、 当初は環境の変化から摂解状態が悪

く、 ピンヘッドの稚魚が多く見受けられ、 ~、い死魚が出始めたので、 5 月 2 7 日 に 5 0 . 2m2の飼
育池にも稚魚を分散した。 その後. 摂fll状況も好転し、 へい死魚の発生も減少したo
当場における稚魚放流の内訳比給解したもの1 6 0. 9 o o尾、無給解のもの1 4 0 ・ o o o尾、

- l 2 4 -

合 計 3 0  0. 9 o o尾(このうち標識したもの l 0 0. 0 o o尾、 脂びれ・左腹びれ切除 )で 6月 2 1

日雷裡川へ自然放流した。 (ただし、 無給解和t魚は3月上旬に放流)
4. 追跡調査

両河川に放流したますのすけ講t魚の. 降海までの動向を追跡 1ll報査した。 この結果は第2表、 第 3

表のとおりであるo

A - 4 B - 1 B = 2 C - l
一経 気温 和B最 P H 透視 -;K:候 気温能 P H 透視 天候 気温能 1 P H l透視 天f要 気温 フll1温 P H 透視
一睛 180 l l 0 725 3a> 晴 190 92 73 3 ( l > 蹄 18.0

l

ll0 l 72 3a> 蹄 1eo

肉限で1 o尾位 肉限で数犀一発見 肉眼で観察出来ず どう細で .数万.目.観察

e. ! 7 観 察せず

1 8  /r

1 l 1 o o尾位観察

2 0数千尾位  ″

睛 200 11l1l 73 15 耐 180 97 ?a

'

3a> 耐 190 11:l 74 19 ll青

引網3回乗細4尾 引細3回乗網7尾 引網5回採捕なし 6 . 2 1 ( 朝 ) 2̃3フi用療

〟 ( 夕 ) 1 商 ″

2 4  願 ″

2 8  解 ″

ll睛 あ 0 140 73 2 4 晴 必3 1 l 3 '73 3Cl> 前 228 145 7 4 3(l> 晴 225 1'llf

引網3回乗網5尾 肉日1iで 1尾認む 引網4回採捕なし 7 月 2̃ 3 日 2 0̃ 3 (

尾、 マ スP-置に乗網
4日以降乗網なし

雨 ! 9 0 100 71 120 雨 l 5 0 95 '71 28 雨 1 18f 917 'll2 16 無 15」0 131C
引網3回乗組なし 引網3回乗網なし 引 網 4 回 開 な し 7 . l l̃20マス定置iこ乗

解。 7. 1 9 需 1
1Sn地点l目定置の番l1持を引
上lf'たところ、 地 執 こ
付着した漂lこ20̃ 3 0
尾が群がつていた。

l清 275 140 73 3Ct: 時 225 1010 72 3a> 晴 250 l 410 74 3(t> 9書 11llll0

引網乗網せず 引細乗ll1l1地:ず 引細,期a'9せず 'i. 2 5 (昼 )フスどう網

に 2 0̃3 0 尾 解
'i. 2 :l以降,上記以外
に稚魚を認めず
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第 3 表  all路川の追跡調査

A - l A - 2 A - 3
M 天 候 水温 P H 天 候 水 温 P H 天 候 水 温 l l, H

18 .0

6 . 2 5
( 第 l 回 )

引網操作不能

的によl )標本採取

肉限による観察不能

7 . 5

( 第 2 回 )

l 0 . 0 18.0 7.0

内限での1l確魚観察不能

引細により稚魚採捕

引細操作不能

肉限での稚魚相察不能

的により標本採集

引細換作不能

的薄なし

7 . l 5
( 第 3 回 )

雨 1 1l;.0 雨 l 5 . 0

引細により稚魚採捕 稚魚の採補出来ず

7 . 2 6
( 第 4 回 )

雨 14.9 7.0

引細によ り稚魚採取 增水・觸流.により採捕不合l

8 . 5
( 第 5 回 )

. 雨

l 8 . 0 雨 1 1l.2

稚魚認めず 無l魚認めず

社 l .  河川内で採捕した瑞i魚は、河ロ部のものと比較して小型であり 、順調に発育した稚魚は

早期に降海したものと考えられるo

2. 8 月 1 8 日、 各定点の調査を行なうも. 稚魚採捕出来ずo

以上が両河川における稚魚の降海までの追跡調査の結1素:.であるが、両河川とも約1か月後には、

河川内では認められず、 放流地点付近では多少認められたo

放流開始後、 河口部で最初に認められたのは, 3̃ 4日後であるが. これらは放流稚魚の一部で
主群は斜iil川の例から見て、 l週間後ぐらいと判断されるo

- l 2 6-

A - 4 B - 1 :B - 2 B - 3
・ 天 候 水温 P H 天 候 水 温 P H 天 候 水 温 P H 天 使 水 温 1' H

l 0 . 0

引細により稚魚採捕

調査地点の上・下流
lこ多数群遊

引細により稚魚採捕調

査地点の上・下流に多
数の稚魚を認む

1 2 . 0

引細こより稚魚採取 引細による観察では稚

魚の遊泳が見られるが

前回より少ない

雨 13.0 雨 10 . 5

引細により稚魚採拍 引細により標本採取

雨 1 0 . 8 e.8 雨 10 .8

引細により稚魚採取 引細により稚魚採取

雨 11.3 雨 1 l . 0

引細により稚魚採取 引細により標本採取

1 2 7



斜 里 川 調 査 点

(St-A-3

(.」 - f

1 2 8

釧 略 川 調 査 点
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S 1 3  河口通過稚魚観測事業

'. 実 施 方 法
本年度は十勝川. 天塩川遊楽部川の3河川を代表河川として実施した。
十勝川・ 天塩両河川は道内の大型河川として稚魚の務福量もさることながら. 今回の実施結果の中
から今後の大型河川として理l簡現改善等を合せて新規に実施したものである。 ま た 通 部

川は小型河川として本年度は稚魚のより正確な算定放流、 ト ラ ップの効率試験を行ない、解 i的に

資料の蓄積を図るため継続的に実施してきた。

2. 観 測 方 法

〔十 勝 川)

① 河川の右岸容りにトラップ1基を操業させて実施した。

② 通常は l S . n ?̃望日 3 : 0  0 までを 3時間単位に4区分し、隔日観測 と し て l 0 日 に 1 度
の 2 4時間観測とした。

③ 対象となる稚魚は十勝、 札内、 事別、 利別の各事業場から放流したもので. これらの事業場
からの算定放流は実実上困難なため旬別程度の把握に場めた。

〔天 塩 川〕

① 流下物が非常に多く、 また落差が少な <逆流などのため曳細により実施した。

② 観測個所も沈木, 泥土などの堆積により河川の全断面を操業することが出来ないため両岸寄

リの部分的な範囲について観測せざるを得なかつた。

③ 通常は日中に操業し、 期間中の部分的に夜間観測を実施したが、 定期的な観測は出来なかつ

た o

④ 対象となる稚魚は中川、 天塩両事業場から放流したものである。

〔遊 楽 部 川〕 .

① 河川の両岸寄り . 中央部の3個所とし、 河川水の增減に応じて2̃ 3基のトラップを使用し
增水期には增水型のトラップを操業させて実施した。

② 3 月中は 4日に l 度の 2 4 時間観測と し. 4 月̃ 6 月 は 3 日に l 度の 2 4 時間に短縮して.
各々3時間単位に8区分して定期的に実施した。

③ 対象となる 8. 769千尾の稚魚の大部は算定して放流し. こ の う ち 2 1 o千尾に標識をして
ト ラ ップの効率試験を行ない、 この結果からトラップの効率( f=0 . 0 8 ) を求めた o

- l 3 0 -

3 .  実 施 結 果

(1) 組_測対象稚魚の放流状況

支 場 名 河 川 名 放流場所 放流期間 放流尾数 1 摘 要

十 勝

( 月 日 )

4 6 . 4 . 2 0̃e. 1 0

4l. 1̃5 . 25

4. 2̃5 . 2 0

4 . 1 0̃5 .13

6. l~ l1l. l 4

4 . 11̃6 . 3 0

2. l 0̃5 . 3 l

( 尾 )中
9.9 2 2 ,ooo l金数飼青放流
2 l , 7 0 0 . 0 0 0 l ″

l
l 9 . 0 5 4 , 0 0 0  ″

1 2 0 .oo o 金数無給国放流

5 0.7 9 6.0 0 0

7 4 7.0 0 0 l全数無給簡放流
18.9 5 7.0 0 0 8,337千尾飼育放流

9.7 0 4.0 0 0 l
8.7 8 9 .0 0 0 l 6:789千尾給飼放流

十 勝 川 十勝事業場

幕 別  ″

札内  ″

利別  ″

計

天塩 ″

中 川  〟

計

八 雲  ″

天 塩 天 塩 川

渡 島 l 遊 楽 部 川

2) 河口通過稚魚観測状況

支 場 名 河 川 名 観測期問 トラツブ・1ll1l細操業場所 トラップ・解 簡 び 設 置:方法

基 数 ト ラ ッ プ  l 基

規 格 口 径 IO X 0 5 m

長 さ 6 m

網 目 7 > < 7%

4 X 4 "

統 数 曳 網 1 ケ 統

規 格 長 さ 7 0 m

高 さ 3 ̃ 4 m

網 目 4 ̃ 6%

十 勝

4ll;.

4e0 ̃ 630
豊頃町長臼

(河口まで約120

Km)

十 勝 川

天 塩

46.

510̃ '「lS
密魚監視所前

(河口まで t5Km)天 塩  川

渡 島

46.

3 l ̃ 020

基 数 ト ラ ッ プ  3 基 ( 19通型 )

1 基 ( 増 l l119l l )

規 模 ロ 径 1 oX0.5n

0.5X0 . 5 m

長 さ 8 m

網 目 8 m

6X 6  %

4X4 ″

遊楽部捕獲場

( 河ロまで約20転遊楽部川

- 1 3 l -



(3) 観測河川の気象状況 (旬別)

( 十 勝 川 )

1 9 3 月 4 月 5 月 6 月

上 申 下 上 申 下 上 申 下 上 中 下

気 温 ec)
水温 C℃)

水 深 (1r,ll1
川 幅 (r,i)
流 速0t,、)
断面積務
流 4)
稚体長的

魚体重(f)

l l ao

'1. 8

2 8 2

l 1 5 . 2

2 6 'l. 8

t . 4 0

0 . 6 0

4 4

6.8

1 0 5

1 l 5 . 2

2 2 4,.6

4 4, 8

0. ll 0

1 1 . 8

1 2 . S

2 8 6

1 1 5 . 2

2 'i 1.0

4.S 0

0 . 8 8

1 4,.9

0.3

2 6 7

l 1 5 . 2

8 0 7 . 0

4 . 6 8

0 . 9 3

l 12 . 9
l 2 . 8

2 6 6

1 l 5 2・

8 0 6 . ,t

4 9 4

1 . 1 2

l 8. 0

1 4 . 2

2 8 l l

1 1 5 . 2

207 . ' l

5 . 2 0

l . S 4

l 4 6

l 6 . 2

2 1 0

1 1 5 . 2

2 4 1 . 9

6 . 4 0

l . 9 0

( 天 塩 川 )

s ・t 月 5 月 6 月 1 月

上 中 下 上 申 下 上 申 下 上 中 下

気 温Cc)
水 温 C℃)
水 深 的

川 幅 (n0

流 適 m石?
断面積統

流 解名
稚体長の
魚体重(9)

l 2 .'l

8. 1l

8 . 0 ]

2 '7 8 . l

0.1

1.08'1. ]

5 .19

1.3 :a

l 6 . 9

l 1 .,a
l 4 . 4

l 3 . 9

l '7.'7

1 6 . 7

l 6. ]

1 8 . ]

20.4

2 0 . ]

0 . 0・t S

1.004. l

4, . 01

0 . S 2

0 . 0 2 7

1. 068.0

3 . 9 1

0 . 3 9

0 . 0 2

l.078.9

3 . S 8

0. 8 0

0 . 0 g ll

l , 0 6 7. S

8 . 8 2

0 . S 2

0 .2C

]. 0 8 l . 4

( 遊 楽 部 川 )

x 3 月 4 月 s 月 6 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 申 下

気 温 (℃1)

水 温Cl:1)
水 深( m »

川 幅 (rni)

流 邀mる、)
断面積 (nlil
流 致女分:
稚体長の
魚体重 (f)

- l1l
02

5 la

40f

0 2 ? l

20C

3 4 111

的 2

047

1a
l 1l

510

400

0285

204

8508

3 S a

045

3.6

315

'14 S

6515

0.465

5011

l 4 57i;

3.e 0
0S0

5.5

4f

802

910

0025

8 2 3

318a10
3 M

052

91

6.4

8a0

8 2 0

063 l

e8S

2580S

890

0S0

8.a

69

73B

640

0S60

4 8 1

16860

4o o
002

7.a

6.4

'7110

55」0

0S'「2

301t

1367lP

423

(l.83

l 2.9

1015

66.5

515

0S4 l

3 41l,

1125S

3.85

0S6

l3.1

1 1.l

6'01

57a

0S5'i

411B

1 5 7 3 i

412

0.7◆

l 310

1 2 」

682

6 l 0

0539

4a
20'71.a

41l3

0.75

1 5 l;

150

672

590

0 5 l 3

451

l 8 3 l .1i

4J69

l108

- l 3 2l-

(4) 通過稚魚数の推定方法

通過量の算定は河川の全断面を進断すれば降河する稚魚の全 1iiを確実に知ることが出来るが,

この方法は事実上困難である。

したがつて、各河川の環境に適合した採集用具(トラップ又は曳細等)を河川の1部分に代

表して操業させ、 この操業時間内における稚魚の乗網実数を基に. 採取用具対河川の断面比か
ら拡大して求めるものと、 採取用具のろか流iL対河川流量比から求める方法で稚魚の降河尾数

を算定している。いわゆる前者は面積比、 後者は流量比による算定である。

今回、 トラップを使用した十勝川、遊楽部川は前者により、また曳網を使用した天塩川は後者

に属するものである。

いま. ある時間内(操業時ll日i )に乗細した稚魚の実数をs と し. その時の採集具の断面積を
T . 河川断面積をAとすると、 その時間内に河川断面(A )を通過する稚魚量(M)は比例計
算によつて 、 i,J : M=T : A  即ち、 M=1N 会となる。 _ _
会=E とぉき  Eを拡大倍率と呼ぶとある時間内の ト
ラップ乗細稚魚実数sに拡大倍率Eを乗ずることによ

つて、 M= s ・ E---(:l)式によつて求められるo
しかし、これはある時間内(操業時間)の制重,量で
あり. これを 1日 ( 2 4 時間 ) に換算しなければなら
ない。 24時間のうちでも降河量は時間帯によリ異な

可 )lllaliT面積(f i)

り一定ではない。 このため、十勝川. 天塩川は平常E中のみ操業したが. 1 0 日 に 1 度の割合
で24時間の観測を行なったので、 この時の時間帯における商比率から欠測時間;常;の乗細数

を補正し、 l日の推定値を求めた。遊楽部川では期間中2̃ 3日に 1度の定期的な2 4時間観

測を実施したので補正の必要はなく、 1日の商は実数として得られた。

なぉ、 欠測日については3河川とも前後日の値の平均値を充当させたo

〔 ト  ラップの効率について〕

以上の推定方法を満足させるためには稚魚が河川の断面を均等に分散して降河することが条

件となる。 しかし、 稚魚は河川断面の特定な位置に偏して降河する生態を有し、 ま た ト ラ ッ プ

を回透する能力をもっている。 したがつてこれから生ずる誤差を使用採集具の効率( f ) と し

て補正する必要がある。

仮 にいま、稚魚の放流数(M c ) を 1. 0 0 o尾とし、 拡大倍率( 1i ) を 1 o としたとき、 この

稚魚が河川断面を均一に分散したとすれ t i ト ラ ップの商期待数 (M  e ) は 1 o o尾となる o
( f = l . 0 ) 、 と ころが前述の理由から実際にトラップに乗網した数 ( N l t ) が 5 0尾であっ
たとすると、 この場合の効率( f ) は 0 . 5 と な る。これを式に示すと、

(1)式から .N,?-- ( f= l . 0 ) f ='11??j--(2)( f=0・ 5 )
従つて、 (l)式の右辺を(2)式の f で割つて補正すれば稚魚の生態面を加味したM値が得られるこ

とになる。

- l 3 8-



(5) 河口通過稚魚観測事業結果表

言 魚(差 三f ) 平均拡大f書率 (E)
( 面 積 A )

トラップ

効 率

(f )

通過量推

定値 (1,,0
d 1・E

M=-
f

推 定

;隔i属率

支場名 河川名 放流教

(尾 )

21056

640

l1ll83

( 尾 )

'7.407

848

4 9 l 7

( 倍 )

- 4815

== 2655

( 尾 )

3600 l75 0

2,252183

4P83154 4

(尾 )

501961000

9:704400

8 f891000

C%1

709

2320

4650

十 勝

天 塩

渡 島

十 勝

天 塩

遊楽部

1f)0

100

0f)4 ̃ 008

‘. 結 果 考 察
今回の観測結果から一応, 推定通過量 (率 )は別表 ( 5 )のとぉり求められた。
遊楽部川は37年度から継続して実施し、 技術的にも向上し、小型河川でもあり定期的な24時

間観測を行なうことが出来、 また重数1要素となるトラップの効率試験により稚魚の生態面を加

味した補正をしたのでかなり精度の高い結果を得たものと考えられる。

しかし、 十勝、 天塩の両河川では今回新規に実施したものであり、 また大型河川のもっ種々の

困難性も加わり . 観測方法にも制約をうけ、 特に曳細を使用した天塩川では定能な観測に欠け.
また両河川とも採集用具の効率試験を実施出来なかつたため、 この効率( f ) を l . 0 と仮定して

推定したものである。 このため1馬 1f3量(率)はここに示した数値以上という意味の資料となって

いるo

今回遊楽部川で行なったトラップ効率試験、 また過去の試験結果からみて f= l . 0 とすること

には大いに問題があり、 仮に十勝川のトラップの効率を0, 1とすれば'll. 0 9 % という、言相l率は

7 0 . 9 %と補正されなければなaない。
しかし、 今回の観測結果から得られた数々の資料から、 今後への大型河川での観測の可能性と

観測方法の検討、 改善を図り、 今回の補正を含めた効果的な観測を次年度へ継続して実施したい。

- 1 3 4 -

S 1 4  降河稚魚保護事業

1 実 施 結 果

本年度の降河稚魚保護事業は、 次の事項について重点的に行ない、 放流稚魚の安全降河とそ

の生き残りの量の培大にi ;めた。

(1) 稚魚の輸送放流

放流稚魚のかんがい構迷入防止、 障害回選のため、 これらの問題のある河川については稚

魚を適正な地点まで輸送放流して降河稚魚の減耗を防く-。 また適正放流量を目的とする分散
放流についても積極.的に実施し、降海確.魚の安全と增大に努めた。 ( 第 l 表̃第3表 )

(21 害.e,、害魚の防,l区除
害鳥に-:;いて1,;強流稚魚の密集する放流水路等に網を張るとか、 威かく物を設置して、 その
飛求、侵入を防ぐ。 また地元能会等の協力により駆除を行なう。

害魚については放流稚魚の食害はァメマス、イワナ、ニジマス、ウグイ等の生息する河川

に集中しているので、 これら河川について重点的に実施した。 ( 第 4表̃第 5 表 )

(3) 河川清掃、水路整備

特に水草などの繁茂の激しい放水路を有する個所について行ない、 また放流水路の不整備

なもののうち、 土俵などの簡単な工作によって解決出来るものについて行ない、 稚魚の降河

を容易にする。河川清掃は河川パトロール時に兼ねて実施した。

(,0 河 川 パ ト ロ ー ル

稚魚の放流期における河川の環境と稚魚の動向を監視して、 降河途上における稚魚の突発

的被害等に対処し、 安全降河を計るためおのおのの水系において実施した ( 第 6表 )

(5) 弘 報

主要河川に降河保護を目的とし1たPR用立看板を立て、 沿岸住民など・への;P Rを行ない、 ま

たチラシを作成して放流の概況などを関係機関、 団体など̃、配付したo
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第1表  さけ稚魚e送放流結果

支 場 事 業 場
輪 送 放 流 場 所

放 流 ・期 間
常 送 放 流 尾 数 始

水 系 放 流 点 輪送尾数 ̃、し現数 放流尾数 車 別

北 見 科 里 沿 岸

奧 集 別

藤, 琴

細 走 湖

能 取 湖

佐昌間湖

//

//

清 精

興 部

千尾

l 0 2

1.5 0 0

9 8 0

1 0.6 0 0

4,0 0 0

2.2 2 5

2.l 2 1

2.0 0 0

6. l 4 7

l.5 2 0

3'll.l 0 5

千尾 二F:尾

1 0 2

1.5 0 0

9 8 0

1 6.0 0 0

4,0 0 0

2 , 2 l 8

2 , l l 0

l.0 0  0

6. l 4 7

l , 5 2 0

8B.5 8 5

科 里  町
日 の 出

協 和 橋

稲 f

湖時クラプ
自 羽 川

5.1

5. 2̃ 5. 3

5 . 1 1

2 . l 5̃ 5 . l 9

5. 7̃ 5. 8

4 . l 9̃ 5 . 1 ]

4 . 2 3̃ 5 . l  6

S . 1 5

3 月̃ 5月

//

営 4 t

// //

官

//

営 4 t

官 2 t
営 6 t

官 2 t

営 2 . 5 t

// 4.0 t

// //

細 走

6 0 0

l1

2

1

北 見

携 別

清 精

ライトコロ川

サロ一川
芭 第 川

ウ ッ ツ 川

計 6 1 0

根 室 伊 茶 仁 元崎無異

忠 類

標 津

標 津

春 別

風 連

禮 者

元取異橋

西 8 号 橋

標 津 5 線

俵 橋

春 別 橋

風 連 橋

程 香 橋

6 . l '7

5 . l 2

6 . 2 3

6 . l 9̃ 0 . 2 8

5 . 1 0̃ 5 . 1 1

4 . 2 6̃ 4 . 3 0

5. 5

2.0 0 0

l.2 2 2

l 0 , 0 0  0

6.9 5 0

2,0 0 0

4.0 0  0

eoo

2 6, 7 '1l 2

2

l

l 0

1

1.9 0 8

l , 2 2 l

0.0 9 0

6.0 4 0

2 , 000

3.0 9 4

6 0 0

2 6.'7 5 2

営 2・ 0 t2 . 5 t

// 2 . 5 t

官 l . 0  t
営 4,. 0  t

営 2 . 5 t

// 2 . 5 t

// 4 . 0  t

// 4,.0 t

根 室

計 根 別

虹 別 6

計 2 0

十 勝 釧 路 釧 路 下 9 別 4 . 2 7̃ 5 . 2 8 2 3,8 8 6 6 2 3.8 8 0 官 2 .0  t
営 2 . 5 t== j 2 8g̃e , 4 '7 0

5 0 0

1 5 7

'7 2'll

7 0 営 2 . 0  t天 塩

l

F 計1 演 払

小 平 集

天 ,塩

5 0  0

l 5 '7

7 2 7

// 3.0 t

官

-l 8 e-

送 方 法 1 回 当 り の 始 送 状 況 放流時の

河川状況

始送目的
タ ン ク 輪送距離 酸素消費 . 水量・水温 .輪送尾数

cm

3 0 0 X 1 5 0 X l 2 0

//

l 5 0 X 9 0 X 8 0

//

3 0 0 X 1 5 0 X 1 4 5

2 0 0 X 1 4 0 X l l 0
3 0 OX l 5 0 X 1 4 5

2 0 0 X 1 4 0 X 1 l 0

2 0 0 X 1 5 0 X 1 0 0

l 8 0 X 9 0 X 8 0

//

l h

37.0

27 . 0

2 ,t.0

9.0
8.0

l 8 . 0

52.0

68.0

25.0

8.0

32.0

t ℃

2.5 5.e

6.10
2・5 ;5

6.

0.8 7.3

0 8  6-8
7.l3

2.'7 7.3

千尾

1 0 2

3 0 0

2 7 0

2 7 0

2 0 0

2 0 0
3 0 0

2 0 0

3 5 0

3 0 0

8 0 0

℃

4.'l

6.5̃ 7.5

6.5

4.5̃ 6.0

5.4

5.5̃ l 0 . 0

5.2̃ l 8 . 5

酸 素 氷

//

標験放流

分散 ″

還元 ″

分散 ″

// //

資源育成

//

//

還元放流

//

1 l'0.7 l
5.0

. 2 0  8・0
9i0

l 8 . 6

8.5

l 5 . 5

l 0 . 0

54.4

54,.0

90 .0

l 0 . 5

9.5

l 2 . 5

15.5

9.4

4,.0

8.0

8 0 0

4 0 0

4 0 0

3 7 0

5 0 0

4 2 0

8 0 0

2 7 0 X l 2 0 X 8 0 l l . 5 酸 素 3 0 0

1 4, 0 X 9 0 X 8 0

1 l O X 1 7 0 X 1 1 0

l 5 0 X l 0 0 X 4 7

38.0

151 . 0

3.8

酸 素

●

0.6 . 6.0

2.2
1.3 ;

8.8

4,.5

6.0

4.8

180'l90

審こ試
還元放流

-l 3 7-



支 場 事 業 場
輪 送 放 流 場 所 輸 送 放 流 尾 数 輸

放 流 期 間

水 系 放 流 点 輸送尾数 ・へい死数 放流尾数 車 別

千尾 千尾

千 オ 千 オ 余 市

千 才

幌 .3ll
,施

沙 W

it9, 川

勇 払

静 内

新 冠

三 石

石 狩

数 生

自 老

ウ ョ ロ

幌 別

仁 雁 ・別

三 石

仁 :腫 別

余 市

4 . 2  0

3 . l '7̃ 4 . 2 1

4 . 2  1

6. 3

5 . 2  l

3 . l 5̃ 5 . 2 0

3 . 2 6̃ 3 . 2 7

4 . l 6

3 . 2 8̃ 5 . 9 l

8 . 1 8

f尾

1.0 0 0

4.2 l 0

7 0 0

9 0 0

6 0 0

l.0 8 0

5,0 3 5

l.4 2 2

1 l 9

l 2 6 6

l 0 0 0

8 0 0

7 0 0

4 0 0

6 0 0

8 0 0

5 0 0

1.'7 5 0

2 2,8 8 2

静 内 豊 畑 川

支 流

//

事業場から
3 b 下 流

河口から1
Km上流

捕 獲 場

河口から2 .
3 K,n上流
支 流

河ロか ら 6
Km上流

支 流

河口から6
Kn,上流
河口から1
4Km上流

音 江

数 生

元 浦 河 3 . 2 2

3 . l 2̃ 3 . l 9

3 . 2 2

3 . 2 5

4 . 2 l

歌 別

余 市

計

渡 島 利 別

尻 別

茂 辺 地

計

計

利 別

朱 太

潮 泊

冷水川河口

黒 松 内 川
東 橋 下

温 川
記 念 橋 下

4 . 3 0

4 . l 8

4,. 2

1, l l l l 3

5 8

3 0 0

1.5 5 l

1.l 9 3

5 8

8 0 0

l.5 5 l

l 0 6,8 2 5

営

官

営

合

-l 3 8-

送 方 法 l 回 当 り の 輪 送 状 況 放流時の

河川状況タ ン .;・ ク 輸送距離 酸素消費 水量 ・水温 輸送尾数

輸送目的

cm

キ ヤ ン パ ス

ア ル ミ 製 タ ン ク

//

キ ヤ ン パ ス

キ ヤ ン パ ス

ア ル ミ 製 タ ン ク

//

キ ヤ ン パ ス

ア ル ミ 製 タ ン ク

//

//

llm

9 8 . 5

6.0

1 7 0 . 0

6 7.0

60 . 0

2 6 . 0

l 0 . 0

27 .0

4 0 . 0

t ・ ℃

千尾 t

5.6̃ 8.9

4.8̃ l 2 . 1

4,.7̃12 .0

5.0̃ 12.5

4 3

4,. l̃ 5.0

4.2

4,.8

12.5

1 2 0 X l 2 0 X 1 2 0

//

//

1.5

2 5 . 0

4 0 . 0

酸 素

//

//

8. 0

4 . 9

ll l . 0

2 0  0

5 8

] 5 0

g.0

6.8

7.8

-1 3 9-



第 2表  さくらます稚魚放流結果

支 場 事 業 場
始 送 放 流 場 所

放 流 期 間
● 送 放 流 尾 数 軸

水 系 放 流 点 精送尾数 ̃、い死数 放流尾数 車 別

千尾

2 l 2

千尾 千尾

2 l 2北 見 清 精 清 清

古 , 宇

日 名

●

下 資 老

員 設 沢

那 界 沢

潮一 泊

ウ ッ ツ 8 . 1 '7̃ 8 . 2 8 営

渡 島 尻 別
大川砂防
エンテイ上

上 目 名 願

田 下
合 流 点

5 . 2 0

5 . 2 0

- 5 . 2 0

5 . 2 5

5 . 2 5

5 . 2 6

4 . 2 7

l 0 0

3 0 0

6 0

3 0 0

8 0 0

8 3

8 0

l 0 0

8 0 0

6 0

3 0 0

3 0 0

8 8

8 0

営

官

●

//

//

//

八 雲

計

カラカ ラ二「
ンノ沢川

合 l 計 l.3 9 4 1.3 9 4

第 3 表  からふとます稚魚放流結果

支 場 事 業 場
始 送 放 流 場 所

一放 流 期 間
●0 送 放 流 尾 数 ●

車 別水 系 放 流 . 点 輪送尾数 ̃、い死数 放流尾数

北 見 清 精

計

清 精

真 部

千尾

4, 2 8

5 0

4 '7 8

千尾 千尾

4 2 8

5 0

4 7 8

ウ ッ ツ

宇 津 i t
下 流 l b

8 . l 7̃ 3 . 2 8

8 . 2 l̃ 8 . 2 6

営

//

根 室 根 室 西 別 l 0  0 1 0 0

天 塩 德 志 別

額 別

計

ia 別

違 別

渡 払

知 来 別

4 . 2 8

6. 8

4 . 2 2

●

l Q 0

5 0

'7 5

6 5

2 9 0

1 0 0

5 0

7 5

6 5

2 9 0

官

//

//

//

河口から上
流 l 8 Kl.
検 茅 野 橋
上 流

大 谷 沢

渡 島 八 9 潮 泊 温川額板沢川合流占
4. 2 8 l 0 0

. 1 0 0

官

合 計 008 9 6 8

-l 4 0-

送 方 法 l 回 当 り の 輪 送 状 況 放 解 の

河J Il状況

◆0送目的
タ > '  ク ll送距1離 我素消費 水量 ・水温 輪送尾数

h

8.0

t ・  '0
千尾 t

60.0

l l . 0

5.8

0.'7

0.5

6.8

l 0  0.0

0.2

l 0 . 2

8.8

8.3

8.3

l 0 . 2

8.2

1 0 0 8.4,

0.8

10 .3

6.0

4,.8

l3.4,

l oa8 9

送 方 法 1 回 当 り の 輪 送 状 況 放流時の

河川状況

輪送目的

タ ン ク ●送距離 設素消費 水量・水温 1●i:送1尾数

b

8.0

80.0

t ・ ℃

千尾 ℃

l 8 0 X 0 0 X 8 0

//

l 5 0  X l 0  0 X 4 7

//

1 4 0 X1ll 0 X 8 0

1 5 0 X l 0 0 X4,7

68.0

l 5 5 . 0

38.0

56.0

0・5 606.6

0.5 j18
.0

0.6 6.0

0.5 l.5

5.5

14.8

8.8

l 0  0.0 8.2 11.5

-1 4 l -



第 4 表  害魚li除ならびにさけ ・ ます確魚食害結果表

支 場 事業場 実 施  期 間
採 取 場 所

採 取 漁 具

地びき細、剌網

水 系 区 間

事業場̃本流合流点北 見 斜 里
4 6
8 . l 0̃ 3 . 2 6 エ ト ン ビ

根 室 素 別
4 6
5 . l 6 素 別 事業場̃本流合流点 剌 網

伊茶仁
4 6
5 . l 1̃ 6 . 1 6 伊 茶 仁 河口̃上流 2 . 5 h 刺總. たも組、ウライ

虹 別
4 6
2 . 2 4 ,̃ 4 . 2 0 西 別 事業場̃下 流 2 0  0 n' ウ ラ イ

十 勝 太 田
4 6
5 . 1 0̃ 6 . 1 5 尾 幌 剌 細

素 別
4, B
4 . l l̃ 4 . 2 6 l日途別 剌 細

十 勝
4 6
8 . 2 0̃ 4 , . 21 .19 ツ プ ク 事業場̃愛国橋 剌 細、細ドウ

天 塩 中 川
4 6
5 . 2 6̃ 6 . 2 2 放流水路 たも細

渡 島 知 内
4 6
4 . l 4̃ 6 . l 8 旧イデス たも細

-l 4 2-

採 取 魚 捕食されていたさけ ・ ます稚魚
備 考

魚 種 尾 数

2 0 4

l 0

2

体 長 範  囲 魚 種 尾 数 体長範囲

い わ な

にじます

あめます

6.5̃ 8 4 . 0

1 ,t. 5̃ 5 l . 0

2 6 . 5̃ 2 9 . 0

さ け

から.i,とます
さ け

:o、ら .i,とます
さ け

l. l 0 5

l 8  0

2 2 4

2 5

2 ,t

3.0̃ 4 .3

3.2.~ 4,. 3

3.0̃ 4,.4

8.0̃ 4 . 1

3.0̃ 4 . 3

にじます率2放魔

い わ な

か じ か

3 2 4

l 7 0

さ け 0 7 0

い わ な

あめます

おしよろ
こま

3

l 7 5

7 5

0.0̃ l 7 . 0

7 . 4̃ 4 9 . 0

8.8̃ 2 3 . '1l

さ lナ

//

//

4'

6 2 0

2 0 3

にじます

あめます

か じ か

5

3 'l

8

1 1 . 0̃ 2 2 . 5 さ け

//

//

4 2

2 4, 0

2 4l 2 . 5̃ 1 6 . 0

う ぐ い

あめます

い と う

l. 6 4 0

2 1 0

5

l 4 . 6̃ 3 7 . 0

l 7 . 0̃ 4, 4 . 0

3 6 . 4̃ 5 8 . 5

さ け 1 9 8.0̃ 8 .5

体重
5 2 0 1̃.B 8 0 f

う ぐ い 8 0 2 l 2 . 5̃ 2 5 . 0

0.0̃ 2 6 . 0

l 5 . 0̃ 6 0 . 0

8.0̃ 2 4,.0

さ け 6 9 6 8 .8̃ 3 .6

う ぐ い

にじます

か じ か

1, l 2 6

2

8 7

う ぐ い ,t, 8 6 0 2 0 . 0̃ 8 0 . 0 さ け 5 7 0

う ぐ い ' l l0 8.0̃ l 8 . l

-l 4 8-



第 5 表  書属の防 ・ lL除ならびにさけ ・ます稚魚食書結果表

支 場 事業場 実 施 期 間 実 施 区 域 実 施 内 容

北 見 1illt 里 2. l̃ 5 . 3 0 角 青 池 飛来防止

北 見 4 . 3 0̃ 5. 3 常呂川 ・ サ ロマ湖 .a験捕獲許可をうけて、 財元操友会の
協力により積種的a除

十 勝 慕 別 4. 8̃ 4 . 8 0 メ ン 川 狩装i者に委託し積極的なE除と威購

十 勝 4,. 4̃ 4 . 3 0 j9 ツ プ ク 川 狩深者に委託し、積種的な駆除と威魔

天 塩 徳志別 8 . l '7̃ 4 . 2 7 放流'lll l路、本流 放流水路では飛来防止、本流

では狩場t者による積種的a除

歌 登 3 . 2 l̃ 4 . 2 5 放流水路、 パンケナイ 、

幌別川

統者による積極的a除放流水路の防

除細

lE買 別 8 . l 0̃ 4 . 2 l ウ ソ タ ン 川 狩環者による積種的解浮遊池では飛

来E15止

-l 4 4l

狩 熟 具
1E 除 害 鳥 捕 食 稚 魚

備 考
種 類 羽 種 類 尾

ベ ル、 古刺細 タ イ ム ス イ ッ チ に よ り 3 0 分
?か く で発 言

散 算 鏡 ま が も

か る が も

よ し が も

おなががも

こ が も

あ ぃ さ

そ の 他

3 l

7

1 ]

5

8

l 7

3 1

t さ け
2 'll

散 彈 統 ま が も

か る が も

はじろがも

よ し が も

8

4

8

l

さ け 4

散 弾 統 ま が も

か る が も

はじろがも

2 9

8

1 0

さ け 6

古 剌 細

散 弾 統

ま が も

あ い さ

6

7

增水のため書鳥の回収不能

古 剌 細

散 弾 統

ま が も

あ い さ

そ の 他

3

8

3

增水のため害.島の回収不能

散 彈 統

古 刺 細

ま が も

あ ぃ さ

1 l

't

-l 4 5-



第 6 表  河川パ ト ロール結果表

支 場 事 業 場

パ ト ロ ー ル 期 間

( 回 数 )

パ ト ロ - ル 区 域
水 系 区 域

事業場̃河口根 室 伊 茶 仁 5. 8̃ '7. 2
( 8 )

伊 茶 仁

根 室 5 . 2 8̃ 6 . 2 9
( 3 )

標 津 中標津事業場̃像橋

十 勝 太 田 4,. 2̃ 5 . 2 9
( 1 2 )

尾 幌 事業場̃尾幌川合流点

釧 路 6. 3̃ 6. 2 5 釧 路

美 留 和

事業場̃下館別
鶴 居̃釧 路

幕 別 3 . 2 l ̃ 4 . 2 9
( 1 6 )

旧 途 別 事業場̃渡別川

天 塩 徳 志 別 3. 8̃ 4. 3 0 徳 志 別 事業場̃河口

歌 登 3 . 1 6̃ 6 . ] 9 北 見 幌 別 事業場̃幌別川

頓 別 5. 1̃ 5 . 3 1 頓 別 ウ ソ タ ン川̃頓別沿岸

-1 4 6-

パ ト ロ - ル 状 況 ぉ よ び 結 果

5月に 4回、  6月 8回、  7 月 1 回の計 8回のパ ト ロールを行なった o

5月中旬までは稚魚の降河はみられなかつたが、 下旬から降河がみられるようになり、水温も8℃

̃ 1 0℃と上昇し、最終パトロールの7月上旬の河川水温は l 5 . 0℃程度に上昇した。 パ ト日一ル期
間中、 子供の稚魚携い、 流木などがあった程度で特に異状はみられなかつたo

5 月下句には平常より若千増水を .呈し、 河川は濁り水であったが、  2 (1 0尾程度の降河状態がみら

れた。 6月下旬には平常より減水であり、河川水温は _i流 で l 2. f、℃、俵橋下では 1 4 . 5 ℃であ り 、
各所に権魚がみられた。 ,;、1:2)
パ ト ロール期間中 ( 6月下旬 )に雪印工場の排水で、わた状の1lllli基llがみられたほかは特に異状はみ
られなかつた。

4 月 に 4 回 、  5月に8回の計  ] 2 回 の パ ト ロ ー ルを行なった o

4月上旬には尾幌川の合流点附近に小群泳の稚魚をみとめ、 下旬には各所にわたり大辞泳を確認し

またこの時期には河口附近にもみられるようになった。
5月上旬の增水により池内の稚魚の大部分が降河し、河川全域にわたり稚魚の遊泳を確認したo

尾幌橋附近の小川に若千の稚魚の迷入があったが、  その他は特に降河途中の異状はみとめられなか

つたo

6月上旬に事業場̃下館別、 中旬に下館別̃標茶~釧路、 下旬に鶴居̃釧路の各間をパトロールし
た。河口部の観察では降海が4月下旬に始まり、 5月下句を盛期とし、 6月下旬にほぼ終了した。
河川内では特に問題点はみられなく、 海洋では6月中旬以降に厚岸・大黒島沖で大量のさlナ稚魚の

群泳を観察している 。

3 月 に 1 0 回 、  4 月 に 6 回 の計 ]  6 回 の パ ト ロ ー ル を行 なった o
パ ト ロ ール中には雑草 、  倒木、 沈木等が各所にみられこの取り除きを行なった o
3月下旬̃ 4月下旬には放流稚魚の群泳が各所に観察され特に異状はなかつた。

3月上旬から 4月下旬の降河時期中毎日の河川パ ト ロー ル を し 、  稚魚の降河状況と、 河川水温の調

査を行なった。 3月上句には水温0 . l̃ 0 . 2℃と低く、河口部では結氷をし、下旬になり1 . 0℃に上
昇降河終期の4月下句には4. 0̃ 5.0℃程度に上昇し、稚魚は3月中旬から各所に観察され始め、 4
月下旬までみられていた。

3 月中から害.eの防駆除を兼ね随時パ ト ロ ー ル を行 なった o
河川改修などにより数個所に古川が出来]部稚魚の迷入力-あったが特に異状はみられなかつたo
しかし、 各所にかもの飛来がみられたo

稚魚の降河期間の 5 月中にパ  ト ロールを行なし、、 5月下旬には ウソタン川に散見されていたが水温
の上昇に伴ない、 次第に稀薄となった o
5月上旬の河川水温は5.0℃、中間に 8 . 0 ℃ 、下旬には 1 2. 0℃であった o
放流稚魚の ]部は砂 l1l標取跡のくば地に迷入していたtまか特に降河途中での異状はみられなかつた。

-l 4 7-



支 場 事 業 場

パ ト ロ ー ル期間

( 回 数 )

パ ト ロ - ル 区 域
水 系 区 域

渡 島 八 雲 5. l~ 7 . ]  0 支 流

セ イ ョ ウ ぺ ツ

事業場̃セ イ ョ ウ べ ソ
″ ̃ 立 岩 橋

利 別 3 . l 0̃ 5 . ] 8
( 7 )

冷 水 事業場̃利別川合流点

厚 沢 部 3. 2 l̃ 5. 3 0 目 名

厚 沢 部
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パ ト ロ - ル 状 況 ぉ よ び 結 果
本年は例年に比し、 融雪が除々であったため、 大增水も少なく、 順調であったが、 後期に採1llfのも
のが多かつたので、 6月中旬でも稚魚がみられ、 降海の終期は7月上旬であった。

3 月 に li回、 4月2回、  5 月 7 回 の 計 1 4 回 の パ ト ロ ー ルを行なった。
4月上句に放流稚魚の大部分が降河したものとみられ、 本流の合流点日1近に多数の群泳がみられた

冷水川の水温は3月5.0̃ 8 . 0 ℃ 、 4 月 8 . 0̃ 9. 0 、  5月には9 . 0̃ 1 2 . 0 ℃であった。

確魚の降河状況および河川水温等調査のため3月に 5 回、 5 月  6回の計1  ] 回のパ ト ロ ール を行な
つたo

8月下旬には融雪のため增水があり、厚沢部川の水温は9.0℃で各所に確魚がみられた。 5月中旬

には最終に放流した稚魚が河口部にみられ、 これ以前に放流した稚魚は大部分沿岸または沖合に降海

したものとみられたo

また5月下旬には沿岸ます定置網に相当数の稚魚の乗網がみられた。

1 4 9



業事育飼
往
流51S

昭和4  5年度の主要8魚種の稚魚角青計画および実積は、 第l表に示したとおりで、  さけについ

ては観青計画を大ltl に 上 翻 る ( l 2 1. 4i) 成aをあげたo
さけは全道3 4ケ所 ( うち道 lケ所 ・民間4ケ所 )で実施し、 l同育計画2'7 4. 0 0 0 二l一尾に対し

3 2 2. 6 7 6 千尾の観育を行ない 8 2 l. 0 3 3:千尾の?青放流を行なった o
さくらますは、千才、渡島支場管内3ケ所で願を行ない、 l同育計画数2, 0 1 6 : :l一尾に対し2 , 2

4 4千尾の面育を行ないl . 6 0 6 二f::尾の願放流を行なった o 又、からふとますについては十:購、

千オを除く4支場管内8ケ所で実施し、計画尾数0. 0 0 0 二F尾に対し8. 325千尾の面育を行ない

8. 1 8 5 : :f:尾の稚魚を放流した。 これら3魚種合計3 3 0. 824千尾のl同青放流となり総放流量

4, 6 2. 5 1 4 千尾に対して面能流率は 7 l . 5 多に値した o この飼育成積は、この外に実施したo

ますのすけ (毒t里、 1il1路事業場)を合せて第2表に示したが、各魚種別の面育、放流の概要は次の

おりであるo

〔 さ け〕

2 6 ,t, 0  0 0千尾の願事業実施計画にもとづし、て3 3ケ所 (森支場を除〇で実施し、 計画を

l -1El る 3 1 2 , a 7 6千尾 ( l 0 6 , 5 9 6 Ki') の稚魚に4 5年 l月 2 5日から同年 6月 3 0日までの

間に解を行ない、飼有中の減耗 を 除 い た 3 l l , 6 3 8 千 尾 ( 8 3 4,. 9 2 5?)の稚魚を!i密し、

各河川,、それぞれ放流した。この総体の增重比は8 . l 4倍で歩留は96 . 6 iであった o
この他に道立森支場一で生産された稚魚9. 4 0  0千尾を加えると、 さけ稚魚の角育放流尾数の総数

は 3 2 l. 0 3 8 二F尾 と な り 無能放流稚魚 l 2 l. 0 6 8 二F尾と合せると、本年度の総放流数は

4 4 2 , l 0 l f尾となり、総放流数に対する;合国放流率は72.6%にあたる o

〔 さ < ら ま す〕

さくらますの飼育は千才、尻1l;lll、八雲の3事業場で行ない、角育計画2. l 5 0千尾に対し 2 , 2 9 5

f尾を国育 し l.6 2 0千尾を生産し、このうち l. 6 0  e千尾を放流したoこれらの稚魚の うち八雲

事業場で飼育したさ <らます稚魚は、I . B . :P(国際生物学事業計画)露査等のため接部川

( 5 月 l 9 日 ) 、 12タ泊川 ( 4 月 2 7日 ) ̃、放流し.又. 千オ事業場では「さくらまi「-拡大再生産計画」

-1 5 0-

に基一、て 4 5 年 3 月 ( 4 4,年産) ょり継続飼育しているもの150千尾と、 4 6 年 3 月  ( 4 5 年

産 )からの分5 o千尾の合計20 0千尾のうち雌雄判別調査で選別した;f要 雄 l  9千尾を数生川

に放流し、減耗などを除いた残り約] 4,0千尾は峰雄判別調査、 生青調査を行ないながら現在も飼

育中である。なぉ、これらを総合すると、さくらますについては飼育期間が千オ事業場分が加わる

ため各魚種より長く、 增重比・歩留りについての結果は対照とならないが、 因みに記すと歩留りは

7 6 . 5 %となっている。增重比については大雲事業場にて行なった分が組放的t: i会細: (給国:量20 0

K1ll) したため. 浮上魚体組成・放流魚体組成の報告がなく値を得るに至らなかつた。

〔からふとます 〕

から.il,,とますの飼育はート:勝、千オを除く4支場管内8 ケ所で実施した。観育計画数の9. 0 0 0千

尾に対して、期育尾数は8. 8 2 5 千 尾 ( l. 8 6 0 時 ) と 計 画 を 下iaつたが、飼育放流尾数は8. l
8 5千尾 ( 6 , 6 7 5時 )で 9 8 . 6 % と高い歩留りを示し、增重比についても3.59倍と好結果で終

了した。 特に渡島支場八雲事業場においては全数飼育放流を行なった。

〔 ますのすけ )

この種9Fは日本illllM資源保護協会が米国ワシント ン州から購入して当場に寄贈されたもので、45

年11月下旬に発限9fで'7 30:千粒を受領し、本年は釧路・斜里の両事業場へ 収容のうえ管理し

たo

収容したj贓はi lll路32 7千粒、斜里40 3千粒で、これらは浮上までの減耗を差引いた24 5

手尾および39 3千尾について 4 5年 2月 ] 8 日 よ り同年 6月 2 ] 日 までの解青を行なった o こ

の間、両事業場合せて19 o 二F尾を自然放流し、最終的にはS l l路事業場よりl6 l千尾、斜里事業

場より3 8 3千尾の稚魚を 1ill路・斜里の両河川へ放流した。

なぉ、放流後の:ilil角.の降海状況等の調査のため、両河川および沿岸域において追跡調査を実施し

た。

-1 5 l-



美
さ け さ < ら ま す

実l0
事業a数

a 青
放 流 率

実0t
事業

場数

計 画 数 放 流 数
角 育

放 流 率
計 ii 数 放 流 数

f是

l l , 0 0 0

=F属
l 6 ,,t0 l

l 0 4 0 l 8

'i

l i 0

千尾 千尾

'1 '7 0

't

北 見 0

根 室 'll

Cl )

0 0.0 0 0 1 0'l. l 4a

l 2 0.8 6 5

82.8

1.8 0 5

十 島 ,r

0 )

8 ,t,0 0 0 l 0 3 , 0 8 '1l

l l 5.5 2 2

8 8 . l

天 ・a . 1l l 0.0 0 0 2 8.5 , l li

a l.oo o

'li 8

'l0 2

千 オ 0

(20

l 2 , 0  0 0 2 0.0 8 '1

28,5l「 8

72., l 1 1 5 0 l 0

2 0

l 7 . 8

選 .i 8 0.0 0 0 l l.''tO ll

2 4.2t8

l 8 .l0 l a,o o o l , S 8 'l

l.58 'l「

1 0  0.0

索 ( l ) 1 0 , 0 0 0 0.4 0  0

0,ll・0 0
1 0  0.0

合 計 8 l

(5)

l ' l ,i 0  0 0 8 2 1.0 8 8

‘‘a.1o l
,ll ao 2 2,150 1.0 0 0

4 5 l 0

85.4

(tt) 実lia所数の (  ) は :iまたは民間l1li
放流数の上段は………・・'ll青放流数
◆ 下91は……・・一・・総放流数
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か ら ,i1, と ま す 合 計

実施
事業
:場数

角 育

放 流 率

実;lli
事業
場数

角 青

放 流  率

計 画 数 放 流 数 計 画 数 放 流 数

千尾

l , 0 0 0

千尾

2.9 2 8

0.2 8 l

ll

81.'l

二F尾

, t5 ,000

千尾

49 .820

1 l 410 l 4

0

48.82 8

2 2.0 0 0 l.8 2 6

21, 8 0  e

0 3 . l 0

( l )

1 0 l.0 0 0 l 0 8 . 0 'l l 2

l 88.0 2 0
81.5

'i

( l )

84,0  0 0 1 0 2.0 8 7

l l 5 , 5 2 8

. 88.4

0

8 2.0 0 0 2 , 1 1 2

2.4 1 0

8'l.8 'l 2 1.0 0 0 2 5.0 5 'l
8 ,t.l l l

'l 8.5

'7

Ci)

l 2 , 1 5 0 2 0 , 7 0 8

2 8.0 0 0

'7 2.4

l

l l , 0  0 0 l.8 2 0
l.8 2 0

l 0  0.0 5 l 2.0 0 0 l ,t,0'll,t

2'l.l 8 5
5,l.1

ll1) l 0.0 0 0 0.l 0  0

0., l 0 0

l 0  0.0

8 0.0 0 0 8.l 8 0
15,8'l l 8

5 l.0 l llli

0)

2 8 S , 1 5 0

に=: lll l.0

l
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第 2 表  さけ稚魚飼育成積

支場 事 業 場
解 料 給 解 飼 育 量 浮」:魚体 斃 死

尾 数給 9 l量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 1 体長 体重
]li;'

7 0 0

6.2 3 5

2.l 0 0

6 0 0

5.9 0 0

6 4 0

l 6.1 7 5

月日̃月日

4. 1̃6 . l 0

2 . l 1̃ 5 . 2 5

4. 2r-5・2 8
3 . l 0̃ 5 . 2 0

3 . l 6̃ 5 .20

4. J l~5 . 3 ]

2 . l 】̃ 6. 1 0

千尾

2,0 0  0

l 3 . 0 0 0

6.7 9 l

8 . 2 8 0

l 5. l 8 4

2 .000

4 7 , 2 5 l li

時

5 7 9

4,.5 5 0

2.1 3 8

2 , 3 5 8

5.2 2 4

6 3 4

l 5 , 4 8 3

cm

3.10

3 . 2 2

8 . 25

3.50

3 . 7 5

3. l 0

f

0 . 2 9

0 . 3 5

0 . 3 l

0 2 8

0 . 3 4

0 . 3 2

千尾

9 8

2 0 0

7 6

2 3

5 7

4 0 0

8 5 4

岩 尾 別

斜 里

網 走

北 見

湧 別

幌 内

計

乾

//

//

//

//

//

//

'7 ]

1 0 4

5 6

'7 ]

ll l 6

l、l

北

見

羅 自

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 別

C穗香)

計

4,.8 0  0

5.6 5 0

2 4 5 0

2 , 8 0 0

3.8 0 0

2 7. 5 5 0

2 5 0

4'7.3 0 0

乾

//

//

//

//

//

//

//

3.2 0̃ 5 . 3 l

5 . l 4̃ 6 2 2

5 . 1 0̃ 6 2 0

3 . 1 1̃ 5 . l 9

3 . 2 0̃ 5 . 20

2 . 2 0̃ 5 . l 0

2 . 2 0̃ 5 . 3 0

2 . 2 0̃ 6 . 2 2

7 3

4 0

4 2

'i 0

6 2

8 0

l 0 0

9 . 5 8 9

20 ,0 0 0

7.0 8 4 ,

7.8 4 0

1 0.2 6 7

5 3.1 3 6

4 2 0

l 0 8 . 2 8 6

2,8 7 7

6.4 0 0

2 3 4 l

2.5 7 6

3 . 4 3 2

l 7.5 3 4

1 2 4

3 5 , 2 8 4

3 .50

3 .80

3 . 4 0

8 . 5 0

3.40

3.34

8 . 30

0 .30

0 . 3 2

0.34

0 . 3 8

0 .33

0 . 8 3

0 . 3 0

8 9

3 l 3

8 4

l 4 0

6 1

4 4 3

1 0

l. l 4 0

根

室

釧 路

轉 居

幕 別

札 内

十 勝

大 樹

(広尾)

計

8 , 0 0 0

4.0 0 0

8.000

l 8 M 0

4,0 0 0

l.6 0 0

2 , 3 0 0

3 5.9 0 0

乾

//

//

//

//

//

//

//

4. 1̃ 5.30

3 . 2 1̃ 5 . l 0

3. 1̃ 5. '7

2 . l 5̃ 5 . 2 0

3 . l 6̃5 . 3 l

l 2 . l l̃ 5 . l 0

2. ]̃5 . ] 0

2. l̃5 . 3 1

6 0

li l

6 8

9 6

7 7

8 9

1l1 9

2 9 . 5 2 2

9 .800

2 5.8 3 4,

l 9 . l 6 4

l 0 . 5 l 9

4.7 4 4

8.0 0 0

l 0 7. 5 8 3

8 , 5 6 l

3 . 5 2 8

8 . 2 6 7

7. 0 8 7

4.1 2 3

1, 8 0 3

2 8 8 0

36.2 4 9

3.30

3 . 4 3

2 . 92

3 . 8 0

3.8 6

3.3 0

8.60

0 . 29

0 . 3 6

0 . 3 2

0.35

0 .39

0.38

0 .36

l 9 9

2 8 4

4. l 3 4,

1 l 0

4 9 7

2 3 7

3 5

5 , 4 9 6

十

勝
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放 流 量 放流魚体 増
重
比

水 温 ℃ 飼 育

面 積
歩留 P H I ) 0 水 量 薄 考

尾 数 重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均

千:尾

l . 9 0 2

l 2 , 8 0 0

6 .715

8 . 2 5 7

l 5 , l 2 7

1 . 600

4 6. 4 0 l

時

l . 7 4 9

l 9 . 0 7 2

3 . 9 9 3

3 5.3 8

l 6. ] 2 7

l .2 0 4,

4 5 , 6 8 3

cm

4, .70

6.2 6

4. 3 5

3 . 8 0

5 . 2 2

4 . 5 8

9l

0 . 9 2

l . 4 9

0.63

0.4 3

1 . ] l

0.76

%

95 .1

9 8.5

98 . 8

99 . 7

9 9.9

80.0

98 . 2

倍

3 .17

4,'25

2 . 0 3

l .5 3

3 .26

2 . 3 7

2 . 9 5

P P e/ 分
1 .60 (

1 7 0 0 (

4 2 (

5 6 l

3 . 6 6 '

4 0 l

m'

1 8 0

8 4 0

8 ] 0

4 8 7

9 5 0

3 2 0

5.0̃  8.0

7.4l、, 8.3

4,.0̃ l7 . '2

6.0̃  8.0

4.'「'- l 0.8
5.2̃  6.2

4.0̃ l 7 . 2

e.5

7.8

10 .6

6.7

7.8

5.'7

7.3

7.2

6.4

6. l5

6.6

6. 1P l

7 . 5 0

9 .50  0

l 9 . 6 8 7

6.9 5 0 .

7 . 7 0 0

l 0 .2 0 6

5 2 , 6 9 3

4 l 0

l 0 7. l 4, 6

l 0 . 1l l 9 0

l 4 . 0  0 0

5.l l l 00

5. l 6 ]

l 2 4 5 7

5 0.0 1 6

2 2 7

l 0 5 , 3 5 l

4,.lll 0

4,.60

4.50

4.50

5.20

4 . 9 9

4 . 4 0

l . 2 0

0 . 7 0

0.S 0

0 .64

l . 2 2

1.08

0.58

9 913

99 .7

98.8

98.2

99 .4

9 9 . 2

97.6

98 . 9

4.0 0

2. ] 9

2.35

1.lP 4

3.70

3 . 27

l .'7 7

2 . 9 9

8.5̃ l 4 . 0

6.,ll̃ 14 . 0

'7. 8̃ l 6.8

3.0̃ l 3 . 5

6. 8̃  7.7

9.0̃  9.8

6.0̃ l l . 0

8. 0̃ l 6 . 8

l 1 . 0

l 0 .'7

l 0 . 6

6.3

7.2

9.6

8.0

7.2 9 .80 1.900

1.6 0 0

3 .000

l.5 0 0

2.2 0 0

8.0 00

5 0

7 5 9

l.0 7 5

1, l 4 2

1 9 8

8 0 0

4 '7 5

4 0

6.9

7.2

2 9 . 3 2 a

9 . 5 1 6

2 l. 7 0 0

1 9 . 0 5 4

1 0 0 2 2

4. 5 0 7

7 9 6 5

1 0 2 0 8 7

2 9 . 3 2 3

. . 9 . 9 9 2

3 5. l 5 4

24 . 6 8 6

1 3 . 5 7 0

5 , 4 0 8

2 0 7 0 9

1 3 8 . 8 4 2

4.90

5 . ] l l

5.35

5.3C

l
5.8C

5.6C

7.0C

l .0C

1.0 t

l . 6‘

1 . 2 (

1. 3 l

l . 2 (

2 . 6 (

9 9.3

9 7 . l

84 . 0

99 . 4

9 5 . 3

95.0

99.6

94.9

3 . 45

2.92

5.06

3 . 4 3

3.4,6

8 . 1 6

7.22

3.83

5.0̃ l 1 . 0

5 5̃  8.5
5.0̃ 1 0 . 7

6.8̃ 1 2 . 2

3.5̃ l 0 . 0

7.0

6.0̃  8.0

3.5̃ l 2 . 2

8.0

7.4

8.2

9.2

6.6

7.0

7.0

7.3

7.0

6.8

7.0

7.0

4 0  0

2.0 0 0

6, 0 0 0

6.000

3 . 600

1.6 0 0

5 , 3 8 0

2.3 9 5

7 8 8

8 . 4 6 1

4,,50 0

2,3 0 0

l 3 5

2 '7 6

8 0 0

l lao

l l 5 0
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支場 事 業 場
解 料 始 ・国 飼 育 量 浮上魚体 発 死

尾 数給 iil 量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

時

2.5 9 0

l. ] 8 ( 1

1 , 2 0 0

l 3 0 0

6 2 7 0

月日̃月日

2 . l 0̃ 6 . 30

2.2 0̃ 6 . 1 5

2. l̃4 .30

2 . l 5~6.30
2. 1̃ 6.30

千尾

'7. l '7 7

2 , 9 9 8

4, , 9 2 7

8 . 8 9 4

2 3 . 9 9 6

時

2 4 7 6

1.0 0 l

1.4 7 8

2 3 9 7

7 3 5 2

cm

3.55

3 . 6 7

8.0 2

3 . 2 3

,
0 .3 4

0 . 3 3

0.30

02'7

コl一尾

2 8 7

8

9 9

5 7

4 5 l

徳 志 別

歌 登

頓 別

中 川

計

乾

//

//

//

//

l 4 l

1 1 6

8 9

1 1 2

天

塩

千 オ

静 内

数 生

(余市)

(元浦川)

計

6 5 4

l.8 6 4

l.5 5 0
2 5 0

4 3 0

4,,7 4, 8

乾

//

//

//

//

//

2: l 2「-4 . l '1
3.2 7-5 . l '7
2 . 1 0̃ 4 . 8 0

3. 21̃ 4 . l 5

l . 2 5̃ 3 . 20

l . 2 い 5 . l '7

6 1

5 0

7 9

4 5

5 5

6 . 054

7 , 2 3 4

2.0 0 0

1.8 0  0

5.0 0 0

2 2 , 0 8 8

l . 9 0 0

2.4 5 5

6 3 3

5 7 6

1 . 500

7.0 6 4,

3.39

2 . 7 0

3.20

3 . 5 0

2 .80

0 . 3 l

0 . 2 7

0.32

0 . 3 2

0.30

l 4 4

2 f; 0

l 7

5 0

9 ao

l.4 0 l

千

オ

八 9

利 別

厚 沢 部

l 計

l 4 l 9

5 0 0

1,5 0 0

3 . 4 19

乾

//

//

//

2. 9̃ 5 .31

2 . l 0̃ 4, . 3 0

2. l̃4 . 2 5

2. 1̃ 5 . 3 l

] 1 2

6 0

8 4

8.4, 1 5

2.3 8 8

2,6 7 0

l 3 .4 6 8

3 . 3 9 l

8 4, 6

9 2 7

5 l 64,

0.4,l

0355

0 .85

l.6 2 6

5

7 0

l,7 0 1

渡

島

3.55

3.4 0

合 計 l 1 3 . 8 l '
l . 2 5̃6.a 0 3 2 2.6 '7 6 1 0 6.5 9 6 l 1.0 ,i,3

第 3 表  さ く  らます稚魚飼育成積

支場 事 業 場
解 料 給 餌 飼 育 量 浮上魚体 発 死

尾 数給 解 量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

渡

島

時

2 0 0

1 5 0 0

月日̃月日

2. l̃ 5 . l 9

2. l̃ 5.26

千尾

2 0 9

l.8 8 5

時

2 8 7

cm

3 .35

f

0 .15

千尾

2 2

4 8 5

八 雲

尻 別

乾

//

] 0 8

] l 5

千

オ

千 才

敷 生

室E 生

5 2 5 1

26'll

//

//

4 5 . ̃4 6 .
5. l '7. 3 l

5 . l 9̃ 7 . 3 l

4, 5 7

7 4

1 5 0

5 l

8'll

6 2

3.90

5.90

0 . 58

1 .20

4 1

(残
(敷生

合 計 7 2 l 8l ;.5,̃ ;.3, 2 , 2 9 5 5 4 8

-l 5 6-

放 流 量 放流 魚体
歩留
増
重
比

水 温 ℃ 飼 育

面 積
P H D 0 水 量 備 考

尾 数 重 量 低 ̃ 高 平均体長 体重

千尾

6.890

2 , 9 9 0

4. l l l 2 8

8 . 8 3 7

2 3 . 5 4 5

・時

6.5 '7 0

3 . 5 4 4

5.7 0 0

4 . 2 3 4

2 0.0 4 8

cm

5.05

4.88

4 .40

4,. 5 4

1ll

0 . 9 6

0.8 7

1.30

.0 . 78

%

96 . 0

9 9.4

98.0

99 . 4

9 8 . l

倍

2 . 8 2

2 . 6 4

4.3 3

2 . 8 9

2.73

・ロpn ,e/分
l.5 0 0

6 0 0

8 0 0

1.2 0 0

m'

2 5 9

2 4 6

2 8 2

4 42

5.5,̃ 1.30

3.5̃  7.4

6.0̃  8.7

3.0̃ l 3 . 4

3.0̃ l 3 . 4

7.2

5.8

6.ll;

6.5

6.2

7.3

5.9 l 0

6.9'7 4

1.9 8 3

1.7 5 0

4.0 7 0

2 0 6 8 7

2 , 5 6 5

3 . 3 4 7

3 . l 9 6

1.2 2 5

2 8 4 9

l 3 . 2 1 2

3 . 9 2

4 . 20

5 . 5 0

4 .50

4.00

0.4, 3

0.4 8

1.6 2

0 . 70

0.7 0

9 '7.6

96 . 4

9 9.2

97 . 2

81 .4

93.'1l

1 . 39

l . 7 8

5 . 06

2 . l 9

2.33

l . 8 7

4.9̃  7.9

5.0̃  9.0

8.5̃ l 0 . 0

8 .3̃  9.0

3.5̃  '7.0

3.5̃ l 0 . 0

6.3

7.0

9.2

8. 1ll

5.5

e oo

5 0 0

l.2 0 0

'7 0 0

3 . 0 0 0

2 l l;4

5 1 5

l 6 2

8 0

3 2 7

6.7 8 9

2.3 7 8

2 , 6 0 0

l 1.7 6 7

3 . 9 4 8

2,0 6 8

5. 7 7 8

1 1.7 3 9

0 .59

1 .07

2 . ] 1

8 0 . 7

9 9.8

9 7 . 4

87.4

1 . 4 4

3 . 0 l

6 .03

2 . 2 8

3.1 4

6.6̃  8.5

1.5r- l 0 . 0
9.2̃ l 2 . 5

l . 5̃ 1 2 . 5

7.5

6.0

10 . 4

8 . l

7.4

l 2 l

1 5 0

2 0 0

4, .90

6.30

6 0 0

8 0 0

3 1 1.6 3 3 3 3 4, , 025 96.6 l . 5̃17 .2

放 流 量 放流魚体 増
重
比

水 温

低 ̃ 高

℃ 飼 育

面 積尾 数 重 量

Kil

1.4 0 0

体長 体重

-;-

l . 0

歩留
平均

・ P H D 0 水 量 備 考

千尾

1 8 7

1.4 0 0

cm

4.6

l 5 . l

ll1場で ・ll

% 倍

6.67

_ :e/ 分
3 0 0 0

9 6 0

1.5 0 0

nt

4 9 0

2 4 0

1 6 2

7 4 . 2 4.3.̃ l 0 . 5

8.0̃ 9.3

l l 0̃ l50

110̃ l 5 0

8.3

8.3

l 2.0

l 2 . 0

7.4 1 l . 3

l 9

9o.ooOi
事業場に'

5 9 8

'は敷生事i
:飼育中)

31.5

a育中)

6. '1l 4 4 年

度生産
魚

4 5 年
度生産
、魚

5 0 0 3 6

l ,6 0 6

-1 5 '?-



第 4 表  からふとます稚魚飼育成積

解 料 給 ・国 飼 青 量 浮上魚体 発 死

尾 数
支場 事 業 場

給 解 量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

時

l.6 5 0

5 0 0

2. l li 0

月日̃月日

2 . l ]̃ 4 . l 5

8. l̃ 3 . 3 l

2 . ] 1̃ 4, . ] 5

千尾

2.0 0 0

9 4 3

2 .048

Kf

4 2 4

2 2 3

6 4 7

cm

3 . 0 l

3 . 5 4

9

0 . 2 l

0 . 2 4

千尾

l 2

3

1 5

北

見

斜 里

湧 別

計

乾

/

ll; 4

3 1

根

室

浜 中

虹 別

計

4 0 0

5 0

4 5 0

//

//

8. 1̃ 4 . ] 7

2 . 2 0̃ 4,.l 'l1

2.'2 0̃ 4 . 1 9

4 8

5 9

l.7 8 1

1 0 3

1. 1l l 8 4

8 8 ll l

2 6

3 ll l 5

3.0 0

2. '7 0

0 . ] 9

0 . 2 5

3 5

3

3 8

天 徳 志 別

頓 別

中 川

計

4 5 0

4 0 0

3 0 0

1 l 5 0

//

//

//

4 . 2 5̃ '7. l 0

2. ]̃ 4 .30

2 . ] 1「一 4 , . ] l
2. ]̃ '7. ] 0

7 7

8 9

5lll

1, ] 7 7

6 l 2

3 8 1

2. ] 7 0

8 0 6

l 4 1

1l l 0

5 2 7

0 . 2 6

0 . 2 3

0 . 2 1

8 2

2 3

4

5 9

2 . 9 0

2 .76

塩

渡島 八 雲 9 '1l 5 // 2. い 5 . 2 0 l 0 5 1. 3 2 8 3 2 l 2.el9 0 . 2 4 8

合 計 4.7 2 5 2. 1̃ 'll.10 8.3 2 5 l.3 6 0 l 2 0

第 5 表  ますのすlナ稚魚飼育成積

国 料 給 解 飼 育 量 浮上魚体 発 死

尾 数
支場

事 業 所 -

給 解 量 種類 期 間 日数 尾 数 重 量 体長

C1'l

3.4,7

体重

北

見

時

2.2 '7 5

月日̃月日

2.1 3̃ 6 . 15

千尾

3 9 8

Kll

l 8 8 . 6

,
0 . 4 8

千尾

l 0斜 里 乾 l 2 3

十

勝

釧 路

鶴 居 2 , 0 5 4

4 , 3 2 9

// 3. l~t. 2 l

2 . l 2̃ 6 . 2 l

l l 8 2 4 5 1 l 7 . 6

306 .2

3 .S4 0 .48 1 2

2 2合 計 6 3 8

-1 5 8-

放 流 量 放流魚体
J;l:・留
增
重
比

水 温 ℃ 飼 育

面 積
P H D 0 水 量 備 考

尾 数 重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均

一 千尾

l . 9 8 1ll

0 4 0

2 , 0 2 3

時

2.7 2 8

7 l 4

3.4 3 '7

cm

5.8'i

4,.79

f

1.87

0.7 lll

%

99 . 4

0 0.8

99 .5

倍

6.52

8 . l 7

5 . 3 l

P P!l

'll.3

.le/分
]1l1000

6 0 0

m'

l1l67

6 0

'「. ,ll-,- 8.1
4 ' 「一 6.ll
4.'「一 8.l

7.7

6 . ]

6.3

6.5

1 . 7 2 6

l 0 0

1.8 2 l l l

5 6 9

l 8 5

7 0 4

3 . 40

5 . 4 4

0.85

l . 3 5

96.9

l l l7.l

96.9

l .1l l 4

5.4・ 0

1.P3

1.0̃  6.0

8.0~ 9.8

1.0̃  9.8

3.a

9.0

6.8

0.lll

l.6 0  0

2 0 0

2 0 0

l1 0

2 0 用
は9'シlル
イ~、

10.8

l . l 4 5

5 8 9

3 7 7

2 l ] ]

8 4 2

5 8 P

1 3 2

1.5 ll l 4

4 . 7 6

5.0 0

3.72

0.74

1.00

0 . 35

lel 7.3

96 .4

98 .9

9 7 . 3

2.85

4, .35

1.67

2 .07

5.7̃ l 0.0

6.0̃  8.'i

3.0̃  5.2

3.0̃ l0.C

7.6

7.0

4 . l

6 0 0

8 0 0

0 0 0

l 3 0

4 e

4 07.3 9.5

1 1 2l.3 2 0 9 7 0 0.74 0 9 .4, 3.08 6.6̃  8.5 lll.9

8 . 1 8 5 6.6'1l 5 0 8 . ,e a. 5 0 l . 0̃ l 0 l

放 説_ 量 放流魚体 增
重
比

水 温 ℃ 角 育

面 積尾 数 重 量 体長 体重
歩留

l 低 ̃ 高 平均
P H D 0 水 量 備 考

二F:尾

8 3 3

時

2 1 l 5 . 4

cm

7.96

f

6.35

%

84 . 7

倍

l 3 . 3

:ppn 'e/ 分
2 , 0 0 0

㎡

l 2 0'll.6̃l 2 . 5 8.7 7.3

l 6 1 9 l 2 . 0 'i. 1l1 0 5.69 6 5 . 7 1185 8.0̃ l 0 . 0 8.9 l1l.0 2 , 0 0 0 1 0 2

5月中
能 居
に収容
、書え

4 9 4 3 0 2 7 . 4 7 7 . 4 l 2177

-l 5 9-



第 a 表 昭 和 ,t 5 年 度 使 用 fl:料成分

. 品 質 ・ 形 状 t 集 配 合 a 科

境操配合;ll科

ク 1l ン プ .-',
成 分

前 期 船 tll: 用 0.5- ̃ l . 0a
後 期 始 IPi 用 1.0a ~ l . 5a

a 量 白 4, 8 . 0  ̃ 5 ,t. 0 'i1illL上

a 脂 防 4 .0 ~ 'l. 0i

組 a 維 0 . 2  ̃ 1. s'i

組 灰 分 1 0 . 0  ̃ 1 8 . 0 0

水 分 7 .0  ̃ 1 0 . 0l,

配 合 原 科 本 ワ イ ト フ イ ッ シ ュ ミー .1',、 肝粉 、血粉 、醇 母 、 脱 脂

場a、 小表粉、 ア ?レ フ ア一最 粉 、 混 合 ミ ネ ラ ル 、 混

合 ピ タ ミ ン

その他 .徴量添加物

ビ タ ミ ン 含 量

( :l Mi'中の含有量 )

V ・ A ,t,4 0  0 I  U

B l  8 0 り

B2 0 0 り

E l 8 0 り

B0 8 0 り

B l 2  0 . 0 5a0

I 8 :B 0 り

D l. 0 0 0 :「 l J

0 l. o 0 oり

ナ イ ア ジ ン  4 5 0 り

パ ン ト テ ン 設  2 0  0 り

パ ラ ア 1l1 ン安息香最 2 0  0 り

9 リ ン ‘, oooり
イ ノ シ ト ール  0 0 0 り

ビオチン  2 5 り

業 量 - l 0 り

-l 0  0-
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4 環境条件ならびにその保全に関する調査

河川の性状に関する調査

さ け  ・ ます人工ふ化用水に関する調査

有機廃水と環境に関する調査 (天塩川)

有機廃水と水産生物に関する調査

枯草剤デゾレートのさく  らます幼魚に対する毒性調査 (予備実験)

5 魚病ならびに水生菌に関する調査

6 閉鎖水域におけるさけ属 (ひめます) の資源変動に関する調査

1I 沿岸水域調査

l 親魚の標識放流試験

(1) 能取岬よりの標識放流

(2) 羅臼沿岸よりの標識放流

(:3) ノ サ ップ岬よりの標識放流
(4) 屯別沿岸よりの標識放流

2

l

2

I

沿岸:水域におけるさけ ・ ます稚魚の生1態調査

他研究機関との共同研究

ユ・ーラップ川の群集生産に関する調査 ( J I B P-
さけ ・ますぉよび河川水中の統極微量元素の研究

- l 6 3-

:P F )

調 査 研  究 項 目

(2) 新規青成河川におけるさlナ稚魚の生態に関する調査

① 余市川におけるさlナ確魚の生態調査

(121 知内川におlナるさけ稚魚の生態調査

(3) 河川内の解料条件に関する基礎調査

(4) さくらます幼稚魚の生態に関する調査

( l )  さlナ・ます稚魚の海水適応について

I 増殖基確調査

l さけ・ます稚魚の生理生態調査

(5) 解料組成の改善に関する調査

C3) 特異の形態、 形質を有するさけ親魚に関する調査

2 さけ  ・ます親魚の生理、 生態に関する調査

(1) さlナ・ます親魚の産jf.生態に関する調査

(2) さけ親魚のェネ ル ギ一代謝に関する調査

3 さ け  ・ます資源動態ならびに生物統計調査

(1) さけ・ます稚魚の標識放流試験

(2) 標識親魚の回帰実態調査

(3) 漁獲物組成調査

l 6 4

l 6 4

l 6 4

l 6 4

1 6 4

l 6 5

l 6 5

l 7 2

l 7 4

l 7 8

l 7 8

l 7 8

1 8 l

l 8 3

l 8 8

l 8 5

l 8 5

1 8 8

l 8 8

l 8 8

l 8 8

l 9 6

l 9 6

1 9 8

2 2 0

2 2 3

2 2 3

2 2 8

2 2 4

2 2 5

2 2 7

2 3 8

2 3 9

2 3 9

2 3 9



增 殖 基 礎 調 査

' さけ・ます稚魚の生理.生態調査
(') さけ・ます稚魚の海水適応について
さ け - ます稚魚が. 淡水生活から海水生活に移行する際は、 当然生理的な変fヒが生 f'るものと
考えられ. 特に. 滲透圧調節機能の働考が海水適応の可否を左右するものと考えられるので.稚
魚の海水移行時の水分量の変化について、 同腹の稚魚を用いて実験を行なった。

飼育2ケ月の体長 4, 4̃ 5 8一、体重 0 . 5 5̃1 . 2 7 9 の稚魚を海水 (約 l '7 % ) に 移行 し た
場合.淡水 ltlでの血液水分量は83̃ 8 8 % 、平均 8 5 , 0 % (重量比 )であったものが、移行後
は漸増して l 0 時間̃ l 2 時間でピークに達しC平均 9 l . 4,̃ 9 l . 3 % ) .その後、水分量は減
少 し て 2 4 時 間後は 8 7 . 8 % と なった o

また. 長期間飼育の場合( 6ケ月間 )にも.稚魚が海水移行時の水分量の変動は、iまii同様な
経過をたどることが実験によって確認された。

その場合、 水分の增加量がピークに達する時間は、稚魚の健康条件lこよつて相違が見られるが

おおよそ10時間前後と考えられ、その後漸減t,て l 9 時 問 か ら 2 l 時 間 で最低(8 0. 7~ 81 . l
% ) と な り. そして、再び漸增して3 0̃ ,;, 9,時間後には正常に復することが知られた。
これら水分量の変動と安定までの時間は.1參透圧調節機能の働考の良否によるもので. 稚魚の
e康度の測定の目安となると考えられる。
また. ヘマト ク リ ッ ト C血球量値)については. 海水移行による変動が明らかに認められるが
水分量のような 定の傾向は認め難い。 これらの一時的な変動は. 海水't:lの酸素量の条件と関係
があるものと考えられるが、  さらに今後の検討にまたねばならない。

血清蛋白については. 海水移行によるnはほとんど認められない。

(2) 新規育成河川における、 さけ稚魚の生態に関する調査

① 余市川におけるさけ稚魚の生態調査

石狩湾内におけるさけ資源の造成を目的として、 前年度に引読考、 千歳支場からさけ稚魚、

2 0 O Ji尾を移殖放流した。

放流は 5 月 1 4 日. 15日に行い、放流は前年度と同様lこ大江橋下を選定した。放流後の稚
魚の移動も前年度と同じく. その主群は極めて急速であることが知られた。
降海した稚魚は.当初. 東浜および浜由町方面の沿岸の岸奇りに生活域を形成し、その後5
月't'旬以降6月l:lコ旬頃までの間.全長 5̃7cBl:まで成長し、沿岸のコナゴ漁具に乗網して混獲
されることが明らかに:されたo

このように降海初期における沿岸生活と.能魚の高い減耗は密接な関係、があるものと考えら
れ. その解明については今後の大考な課題であることが示唆された。

- l 6 4,-

② 知内川におけるさけ稚魚の生態調査

知内川のさけ資源回復のための手段として、昭和37年度よりいろいろ試みられているが、

まだ充分ではな <、その対策についての再検討にせまられている。これらの対策の検討を進め

るために. 放流稚魚繁新動についての調査を行つたo
知内川の稚魚の放素h. 河口より上流6Kmの支流イデス川にある簡易ふ化施設から. 8月20
日̃ 5月2 0日の間に自然放流を行なった ( 2 , 0  0 0 千 尾 ) が. 稚魚の降海状況を把握するた
め _ 放流稚魚の 1 部 ( l 0 5 千 尾 ) に 標識 C1l旨ビレ切除)を施して放流したo
上流から自然放流された稚角:議は. 4月の融雪期に主群が降海したものと考えられるが・ 放
流河川が湧水であり. 河川内の1基h条件が良好なため、滞留する稚魚が比較的多く . また、 5
月 l 7 日 よ‘り 、 由流域における格概取水口への迷入現象が見られ、この観測調査によれば、放

, 1?、l1:、::
流数に対する減耗度合いは. 約 4, l ̃ 4 5 % と推定される。な ぉ、 本年 ( 4 5 ) の 準概用水の

取水は例年よ ll) 1週間ほど遲れ. さらに融普水量が比較的に多かつたことなどから、通常では
さらに高い減耗水準を示すものと推察され、今後の対策が望まれる。

沿岸域における稚魚の分布. 移動については、知;lll川河ロ域を l1:t]心として.木古内. 湧元へ
の分布が認められたが、 これらの地域において細目網漁業が少ないことと. 混獲調査が充分で
なかつたため、 詳細な移動方向は明らかにすることが出来なかつた。

(3) 河川内の飼料条件に関する基礎調査

さlナ・ます親魚のそ上期(9̃ 1 2月 ) ならびに稚魚の降海期 ( 3 ̃ 6月)の飼料環境につい

て、支場1軍にl ̃2力川を選定し、定期的に調査を継続実施1l1である o

1 6 5-



第 l 表  河川内の解科調査

(流下・落下生物量)

支

場
河 川 名 調査地点

環 境

年月日

4 4 .  9.2 4

時 刻 天候

B

気温 t 水温 ℃ P H D 0 胆 過水量

北 常 呂 川 忠 志 橋 9.40 1 5.8 1 2 . 4

西 別 川

/ /

//

//

/y

//

fy

当 幌 川

//

/ /

虹 別 橋

//

//

/ /

西 男l1 橋

//

/ /

当 幌 橋

/ /

//

44 8 .19

4 4 .  4 . 1 7

4 6 .  2. l 7

4 6 .  3 . l 6

4 5. 4, l 0

4, 5 ,  5.1 9

4, 6. 3 . 1 6

4 4 .  9 . 1 0

4 4 . l 0 .  9

4 5. 4 l 0

1 l .4, 0

l 0 . 0 0

l 0 . 2 0

10 . 0 0

1 l . l 0

1 l . 1 0

B 0

B 0

C

B 0

B 0

B C

-2.0

8.0-1.4,

8.4.

3.0

5.8

l1'. 0

7.2

4.8

6.2

l.5

3.2

8.4

7.5

7 2

7.2

6.8

7.2

l 1 . 0

1 2 . 0

l 2 . 7

1 2 .a

l 1 . 5

1 2 . 4

2.8 5㎡

2.7 4'

1.0 0 ″

l . 0  0 ″

根

室

支

場
l . 0 0・ni'

1 0 . 2 0 BC 1.0 4,.5 7.0 1 l . 8

釧 路 川

/ /

十 勝 川

//

/ /

/ /

/y

11'

/ /

//'

下 当 別

弟 子 屈

本l l 内 1l11;一下

札 内 橋

l

/ /

千 代 田

/ /

/ /

//

44,. l 0 .  7

/ /

4 4 .  3 l 4

4 4 . ,ll, l 6

4 4 .  5.l 5
44,. 6.20

44 .  3.1 4

4 4 .  4.16

4 4 .  5,l 5

4, 4. 6.'2,0

十

勝

支

場

l .2

5.8

l l . 7

20 . 2

2.2

5.8
l 2 . 2

2 0 . l

1 2 . 1 5

l l . 0 0

l 5 , 5 0

1 3 . l 5

l l . 5 5

1 4 . 5 5

c

B

6.8

8.0

7.2

6.8

?.2

'1.2

2 6 . 8

0

B

28 . 0
一成 5 分一
l 0 . 6 8

l 8 . 7 4,〟

l 1 . 0 6 ″

7.08 /ン

1 l . 6 8 ″

31811l 8 4

2 , 5 6 5'
5 . l 0 0 〟

4.6 2 0 "

徳志男iリ川

//

/1'

/ /

/

l
/ /

//

/ /

/

捕 獲 場 44 .10 .  7

4 5, 2 . 28

4, 5. 3 .25
4,5 ,  4.1 4,

4 5 ,  5 3 l

4,5,l 2 . 2 5

4 6 .  l . 2 0

1b 6. 2. 0

4 6 .  3 . l 7

1 l . 0 0

l 1 . 0  0

l l . 0 0

l 0 . 0 0

1 0 . 3 0

B

BC

B

B

:B

B

B

B

B

1 5 6

-3.0-1.0

6.6

l 6 . 6-6.0- ]L 1.0
2.2

l . 0

5,2

0.5

0.1b

l . 2

9.2

0.5

0.6

0.6

0.5

?.0

6.8

6.9

1 旧捕獲場下
流 1 oom

//

//

/ /

6.8

6.6

6.6

6.8

1 2 . 5 5

l 1 . 0  0

1 3 . 9 8

-1 6 6-

流下・落下生物量 (1個体数と重量a9L)

niptera l i j、tunE :l1optera PLecoptera Tl'iclhclptera 陸 l一昌.虫 その他 計

2 4

5 a 8 6 5 l
1 2 2

l

0

2 3

3 2 e

5 3 8  6 5 1

4 1

0

6 2.5

6 1

0

3 3

0

1 2 1 1

8 l

4 0.5

l 2

1

2 2

5 1

2 l

9 4

1 3  8

'l' l 2

3 1. 5

7 'i

6 l

2 7  6 8

3 3

l

l 3 l 0  7

l 4  1 1

8 1 2 . 5

3 l . 5

8 8

1 2  3.5

2 'i 6 8

4, 4

l 1

0 3.5

1 8

l 0.5

l l

6 2.5

l l

l 1

8 8 l 0.5

2 2

6 l 0

1 2  7

8 1 0

7 4

l 0  '1l

l 0.5

2 0.5

6 l 0

1 1 3 3

2 0  l 1 0

2 1  6 7

2 3  l 5 3

1 5  4 3

2 8  67 .5

2 1

4 2

6 1 0

l 0  l 1

6 9

6 7

3 3 5

1 3  2 9

l 0.5

2 1.5

4 8 9

3 5 1

9 l 8 6

2 0.5

1 2

2 28 . 5 1 2.5

-1 6 7-



支
場 河 川 名 調査地点

環 境

年月日 時 刻 天候 気温' 水温' P H D 0 :ロl:m 過水量

千

歳

支

場

千 歳 川

/ /

//

/

静 内 川

/ /

/ /

/ /

蘭 越 橋

旧 i;l,水場
千 歳 橋

西 越 橋

河口より55
K!!1

″ 6.2Kn

〟 4 0 0 m

" 5 .5Kn

4 3 . 3 . l 8

//

/

//

44 . 3 . 2 7

/ /

4,4 .4, .80

/ /

1 0 . 4 0

l l . 1 0

l 3 . 4 5

l 4 . 0 0

1 4 . 5 0

l 5.3 0

l 5 , 5.0

l 5.3 0

B 1.0

l . 5

2.5

1.5

7.0

6.7

9.0

l 0.5

2.5

2.7

3 . l

3.4

4.9

3.9

9.1

8.3

7.2

7 . l

7.2

7.4

7.1

7.3

7 . l

7.4

0

0

0

0

l 1 5

4 4

3 0

5 l

遊 楽 部 川

/ /

/ /

//

//

//

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/

/

/ /

a・

//

//

/ /

/ /

/ /

/ /

上 八 雲

/ /

/ /

/ /

/

/ /

/ /

立 岩

/ /

/ /

/ /

/r

/ /

/ /

捕 獲 場

/

//

/ /

//

/ /

/ /

4 5 , 2 . 2 3

4 5.3.10

4, 5.3 . 27

45 ,4 .  6

4, 5.4,.2 1

45,5 ,  8

4, 5 , 6 . l 9

4 5 2 2 3

4 5.3 . 1 0

4 5.8.27

4, 5.4,. 6

4 5.4, . 2 l

4 5. 5, 8
4,5,6 . l 0

4 5.2 . 2 3

4, 5.3 . l 0

4 5.8 .27

4, 5.4. 6

4, 5,4.21

4 5 , 5. 8

4 5.6 .19

l ・
渡

島

支

場

-1 6 8-

流下・落下生物 (:個体数と重量m9)
D i  p t e  r a Ej11:leferoptera

2 1

3 4

1 1

pleooptera Trichopte:l'a 陸上昆虫

1 1

その他 計

9 2 8

1 9  1 7 . 5

1 5  2 2

1 1  l 0

8 l 1

8 3

l 0.5

5 7

3 4

l 2  9.5

l 1  6

1 0  9

8 l l

3 3

l 0.5

5 7

2 2 l

l l 3

l 1

3 3

2 2

l l

1 l

5 6 4 8

2 4 l 9

4 9 8 8

5 8 5 9

l 0 l 0

l 0 l 3 . 5

l 5 4 2 8 8

8 9 1 l 2 . 5

6 7 8 l 0 9 5 5

l
2 ? 9 2 9 4

1 3 3 6.5

l 2 3 1

8 1

3 5 2 4,'1l 2 . 5

2 7 8 3 3 3 . 5

1 6 0 2 9 4 . 5

1 7 4 2 1 3

l 5 1 6

6 3

a 3

2 0  2

6 7

3 l  28.5

1 2  7

1 3  l 0

l 9  1 1

5 g

1 3  3 l . 5

2 2

2 2  l 2 1

4 l  78.5

8 1 l 4

4 3

1 l

2 8  4 0

9 1.5

3 1 .5

2 0  7 2

2 2

'「 27 .5

l 1.5

l 2  l 0

7 3.5

4, 4.5

1 2

4,0 l 1 2.5

4 0  6 5 , 5

:2 7 4 4 . 5

l 4  6 6

5 l 8

7 5

2 26 . 5

2 0  3 6

l 3  2 3

1 8

l 2

l 3

l l

1 0.5

8 8

4, 2

5 8

2 2

8 2 8

2 3.5

8 7

2 6.5

l 2  l l 2

4 2 8.5

l 3

7 4 4, 5

5 1 1 . 5

4 l 2

l 5  l l 6 . 5

a 5 8 . 5

1 0.5

84, 7 8

a 4 8 0 . 5

8 4  l l 8 . 5

8 2  8 4

3 2  3 4,.5

4 2  5 8

8 l4,.5

2 l 5  4 3 9

1 a1 1 8 0

7 2 9  l 2 6 7 . 5

3 4 6  5 5 0 . 5

3 0  l l l l 2

24, 4 2

6 2 8 . 5

a 0 5  3 8 5

l 6 8  3 l 6

2 l 5  6 3 2

2 2  7 4,. 5

1 0  4 3

3 3

l l

4 15 , 5

5 2 2 8 . 5

2 38.5

-l 6 9-



(底生生物量)

支

場

河川名 調査地点
環 境

年月日 時 刻 天候 気温 'e 水温, P H D0-
北

見

支

場

一ail 琴 川
士 別 川

興 部 川

岩 尾 別 川

湧 月1」 川

常 昌 川

/ 1

網 走 川

幌 内 川

福 富

士 1il lJ橋 下

興部橋 下

、河 口 付 近

湧別橋 下

岩 松 橋

捕 獲 場

/

/ /

4 4 . l 0 . 1 7

44,1 0 . l 6

4 4 . l 0 . l 5

4 4. l 0 . l 9

4 4 . 1 0 . l 5

4;4 . 1 0 . l 6

/ /

//

4 4, . l 0 . l 4

遊 楽 部 川

//

//

/

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

//

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/r

l

上 八 雲

//

//

/ /

1

/

1

立 岩

'

/

/ /

//

//

fy

補 獲 場

/ /

//

/

//

/ /

'

4 5 ,  2.23

4 5 ,  3 . l 0

4 5. 3.27

4 5. 4. 6

4, 5. 4, . 2 l

4 5. 5, 8

4 5 ,  6 . l 9

4 5 ,  2 . 2 8

4 5 ,  3 . l 0

4 5 ,  8.27

4 5 ,  4. 6

lt 5, 4 . 2 l

4 5, 5. 8

4 5 ,  6.19

4 5 ,  2 . 2 3

4 5. 3 . l 0

4 5 ,  3.27

4, 5. 4. 6

4 5. 4 . 2 l

4 5. 5, 8

4 5 ,  6 . l 9

渡

島

支

場

-1 7 0-

底生生物量

D i p t e r a Ephaneroptera pleooptera Trichoptera 陸上昆虫 その他 計

2 1

2 2  3 0

2 3  l 9

2

9 3  2 1 a

1

l 8  6

1 l

l

4 l 3

l 6  2 8

2 5  2 a

l 8 2 l (

l 1

5

a

24, 3 ,

l 4  2 l

6 20

33 343

28 a5

9 ※

25a 2:1l09

l l  ※

25 認

14 26

l l 2  806

9 3 l 2

l a
2

1 4 4  2.4 6 8
6

6 9  7 7 7

2

5 7 2  5 2 5

5 6 4  2 2 3

5 2 9  5 l 9

2 5 l  4 7 9

5 2  2 8 7

1 7  l 2

6 0  6 l

5 9 2  2 4 l

8 3 2  9 7 9

1 , l 6 5 2 li 9 6

3 3 4  5 2 7

9 8

l 4 9  6 2

5 7  7 3

1.3 0 3 l:i 5 5

7 9 0 l l 7 6

11l 3 5 1 3 0 4

5 0 5 4 9 7 0

2 7 0  7 '7

9 7  l 6 5

2 6 0  3 0 4

5 9 4  7 4 8

2 7 7  3 0 1

2 8 l  5 0 2

1 4 8  2 4 9

l 8  1 3

2 3 8  2 7 2

2 l 2  l 5 8

1 8 5  2 4 9

2 0 0  l 0 1

3 7 5  2 2 0

4 0  l 8 7

2 0  3 8

4 5  3 2 2

2 5 5  l.0 7 5
0 0  8 8 7

l 0 9  9 8

2 6 7  4.5 6 3

1 1  4 7

1 7  6 0

l l  4 5

2 5  a 6 9

1 ]

1'i 1:l

l 5  54

8 84

1 0 9  2 54

4'll l 8 (

8 9  5 0 i

4 8  2 3 i

2 8  8 1

4 4

5 l t

2 5 l  1 5 t

2 2  8 l

1l, l

2 8  61

曾 水 の た  1

7 8 l

1 9 4  8 l 5

2 2 9  g 4 0

2 0 7  1.0 6 7

l 9 9  3.l 9 0

l 0 0  6 3 6

2 2

7 1  8 7 l

3 4  6 5 g

1 7  l.0 g 7

3 7  2 2 l

l 6  3 g

4 8

l 7  6 0 2

4 0 0  g, 8 l g

2 0  2 2 2

l 0 3  3.3 9 0

l 6 1  3.0 9 5

不 可

7 2 l

l 4  l , 3 2 5

1 3 5

2 ll

1037 l724

1la4 2295
l l)14 2l1l88

'l'48 4180

3 l 9 1239

3'7 2'7

370 91l;58

94'7 l1;07

l081 211l05

15a1 35 l 3

773 1025

77 280

l'7'll l 1 2

l 2 4  10 l 3

2e0l1l l2 l505
081 237 l

l 1 5 l  4798

956 9l17

4 l a

8 . 3 7 (

3

1

295 2 的

l 28  l 5 5 0

C個体教と重量n9)

- l 7 l-



(4) さ く らます稚幼魚の生態に関する調査

この調査は.昭和 4, 5年春に尻別川支流の目名川水系に放流した232万尾の人工ふ化さくら
ます稚魚の放流後の分散・能の過程を観察したものである。

稚魚は,目名川;1t:流の最上流部から放流した標識角、 (ひれ切除 ) 3 0力尾と、ふ化場から流下

し た 5 0J]尾を除いたもの全部を支流の上流部に放した。 これらの調査は、本流の9力所と、支

流のいく っかの地点にもうけた定点で, 5月から9月までの間に、 1回の予備調査と、5回の追

跡調査を行なった。

各回の調査で標識魚および無構識魚の分布と、魚の大まさを調ぺた。 7月下旬と9月下旬には
いく っかの調査点でマーキング法と、  操り返し漁種法で生息数が推定された。

得られた決果は次のとおりである。

〇 本流に放した稚魚は2 4,時間内に放流点からその下流一帯、少なくても10Km下まで分散し
た。支流に放した稚魚はダムの止水部に放したものを除考、 l̃ 2日のうちに支流の河 ロ部ま
で分布を拡げた。

② 本流に分布した負は放流後まもなくから上流に移動する傾向がみられた。その傾向は7月ま

で続考, 魚は目名川および尻別川の支流に分散を拡lfた。 最も違距離までそ上したものは目名

川河口から小南部川への8.8Kmのものであった。

③ 魚の生息密度の推定では、 7月下旬、目名川本流において㎡当り0 . 5 7̃ 2 . 0尾. 支流では
0 . 4 9̃ 2 . 5尾という極めて高い値であった。 9月下旬には、単位努力当り漁獲量から最上流

部分を除いた本流における大巾な密度の減少が示された。支川では1カ所のみが1.2倍になつ

た が. そのほかは 1 / 2̃ l / 3 、 も っと も 甚だ し い 1 カ 所では l / 5. 6 i 1:減少したo
④ 目名川本流の s t ・  5̃ 9の間では常に.本流上流で放した標識魚の ?1li長が、支川で放した

魚にく らぺて大考い傾向がみられた。 9月末には本流の魚の依長は最上流の部分を除考. 7月
末の値と大差がないが. 反対に小さくなっていて、魚の移動がなされたことが示唆されたo 小

さなプールを接み場所とした角.は9月末までも辞れを形成してぉり、 その体長は極めて小さか

つたo

⑤ 昭 和 4 5 年 5̃ l 0月に、尻別川水系目名川の支流三之助沢川において、人工i化して放流

したさくらます稚魚の分散. 生自、数. 成長について観察を行つた。分散は標識魚により、生息
数はマーキング法と. 操り返し漁獲法によって推定した。
⑥ 三之助沢川の4地点に放流した稚魚の大部分は放流後間もなく. 放流点から下流一帯に分散
し、 上流に向つたものは極く少教であった。 7月上旬には下流から上流への移動のにかに、本

流からそ上した解が合流点からl.7Kmの上流まで分布を拡げ、 ?月下旬までにその数は相当

量に達した。 ?月下旬から10月下旬までの間は. 魚は定住していた。
⑦ 生息数は. 7月下旬で川長1m当 り 3 . l̃ 0 . 9尾で. 下流から上流に向つてその値は減少し
ていた。 l 0 月下旬には. 7月下旬の iまぼ l / 3の 0. 9̃ 0 . 3尾に減少したo

(a) 放流時に平均フ オ ーク ・ レ ン グ ス 4 0cmであった魚は l 0月下旬までに平均9 . 5一二なった
観察期間を通じ,魚の平均体長と体長範囲の下限は. 下流から上流に向つて大考くなる煩向が
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みられた。

第 l 図  尻 1ll1」川.支流目名川の放流点と観測点

- l 7 3-



(5) 餌料組成の改善に関する調査

人工乾燥解料によって飼育される魚の健康については. 現在のところビタミン類およびその他
義の要素を人エ的に添加補強して管理している。 この問超については、 さ け  魚の飼育においても

重要であり. 初期に与える解のビタミン含量については,その適量が不明のためにHa l v e  「 の
試験食に準 t;た量が添加されていた。 しかし、現在さけの飼育にあたつては、期間が短いために

飼青期間内でのへい死が極めて少ないことから、ビタミン類の添加を少なくして、コストの低減

がはかられている考らいが感じられる。

しかしながら、 さけ推魚にあっては降海という特殊な生態条件を有するため. 飼青するさlナ確
魚の健康については. 降海時まで健全な生命が維持されるものでなければならないo したがつて
本調査では.昨今問是自にされたビタミン0. ピ夕ミンKが成長や海水移行に対してどのような影
響を与えるかを調ぺた。また、 1 9 6 l 年 に 行 な った飼青実験では、ねり解にして水分を多く与

えた区と、l面形のまま与えた区では、 ̃、い死率に著しい差を生じたことからこの問題を併せて検
討した。

(i、 実験方法および期間
第 l 表  試 験 区 分

区 分 v ・0無添カb v ・ K無添加 対象(事業用)

固形  ( ク ラ ンプル) 1 3 5

練 解 2 4 6

第l表に示した区分の餌を用いて、 昭和 4, 5 年 4 月 l 6 日 か ら 9 月 l 6 日 ま で 飼青 し 、  その間

の増肉係教の変化.へい死率. 血清蛋白量、 一・ マ ト ク リ ッ ト値、血清蛋白組1' :'i像および海水移
行時の̃、い死などを調ぺた。
② 解科係数

解料係数は、 filの l:t1の水分量の多少によって明らかな相違が見られた。 すなゎち. 始めの50
̃ 6 0日間ではねり f lの効率が固形のものより良かった o しかし 、  6 0日以後に業いては、こ

のl要l係は逆転した。

この結果、給解技術の基本として次のことが再確認された。すなわち、給解は短期間(約 l

過間) 毎に交代した飼育員によって行なわれたが、解料構はこの交代とかなり関係して変動

することが知られた。また、この変動は飼育の初期ほど著しかつた。さらに , この初期飼育時

にみられた異常については. 1 9 6 l 年 に 行 な った実験 (さけ ・ますふ化 ;場研究報告第2 0号
a 7̃ 4 5頁 )での解料係数と魚の大考さとの関係からみると. 特に圖形餌科区の餌料効率が
悪いことが推察される。 したがつてこれらのことから、飼育生物に対する個人の理解と努力が

いかに重要な要素であるかを示したものと思われる。

③ へい死および異常魚の出現

へい死は、各解料区とも飼青開始40日以後から増加しはじめた。また、各区ともクランプ

ルのままで与えた固形解料区がねり解区よりも多くへい死し.過去の結果と一致した。 なぉ -
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今回の実験では. 対象 (lli'i業用) 区の~、い死率が最も高かつた。
v ・ 0無添加区および v ・K無添加での̃、い死については正確な検討はなされていないが.
v ・ 0無添加のグランプルのまま与えた区のへい死がい<らか多いようであった。

なぉ、ビタミン無添加解料による飼青魚の異常については, v ・C無添加でねり解を与えた

区 に お い て 1 1 5 日 目 ( 8 月 8 日 ) に. 二lii部に黒斑を有するもの (ひふ異常 )がみられるよう
に な り. l 2 5日目には同じくV・ 0無添加解料の2つの試験区において、湾曲症の魚が多数
出現し. 特に、 ねり餌区で多くみられた。 試験終了時において、 湾曲状の魚およびひふに異常
のみられる魚を選 1lll 」してその数を第2表に示した。

第 2 表  試験終了時の羅病率

x v ・ o無添カ11区

ね り 状 固 形

羅病魚数

飼青尾数

羅病率%

1 3 十 l 3 3

3 a 6

43 . 5

7 十 l 2 5

5 8 1

22 . 7

以上の結果、 ビタミン0無添加餌料では、  くる病にな

ることが確認され、  その影響は体形に;t1l:lわれる前にひ

i,上に仕色異常として現われてくることが知られた。

なぉ、 黒斑部位では皮下あるいは筋内内上に出血を

伴なうものが見られ、これは 1 9 6 l 年の飼育実験で

の病魚に似ていたが、 今回の実験での出血程度は極め

て軽度なものであった。

また、ね り 」国区で病魚が多く発生したことか ら、 1 9 6 l 年にみられた飼育魚の異常̃、い死
は. v ・ 0 に よる ものではないと推察される。
④ 血清蛋白量およびへマトク 11lツト値に対する餌の状態の影響

第o;表および第 Pl表に解の性状と血清蛋白質量およびへマトクリツト値との関係を示した。
飼育を開始してから8 6日および l 8 5日目に血液性状を調ぺた。血清蛋白質量およびヘマト

ク リ ッ ト と もにこれらの値は ,ビタ ミンの有無に関係なく各区とも ・国えの水添加の有無と密接

な関係にあることが知られ、  それらの関係を第 a 表および第4表に示した。

すなゎち.血清蛋白質量については. 8 6日目では各区ともねり状の餌を与えた区が少なか
つたが,  1 3 5日目にはすぺてねり解が多くなり、その違いはかなり有意のあるものとなった。

また、ヘマ ト ク リ ッ ト 値 は 8 6 日 目お よび l a 5日目のもの. いずれにおいても、ねり解を
与えた魚のそれが固形のまま与えたものより高い値を示した。そしてこのヘマ ト ク リ ッ ト と f l

の性状との関係は、血清蛋白質量の場合よりもより il1lilい有意差が認められた。

以上の結果. 固形解料の~、い死率の高かつたことから、'、.い死率ともかなり密接に関係し、
へマトクリツト値の多い区ほどへい死が少ないようにも感じられる。し か し , へ マ ト ク リ ツ ト

値 の 簡 値 とへい死率との間に直接の関係は認められなかつた。 また、 血清蛋白質量について

も同様であった。

⑤ 血清蛋白質 ct:lのF成分について

一般に硬骨魚の血清を電気泳動法によって組成を調ぺた場合、 海産の魚にはアルプミンより
易動度の大考いF成分があり、淡水の魚にはそれがないとされている。 なぉ、稚魚期のさけに

あっては降海現象により、淡水・海水両一方の環境に生活しなければならないため、 F成分の有- l 7 5-



無、 または出現とは降海時期に明係することも考えられる。

そこで.へい死魚もかなり発生していた7月 l l日および8月2 9日の2回に分画像を調・ぺ
たoその結果は第5表に示したo

第 8 表  血清蛋白質量と解の性状との関係

J u l y ,j l l C8 6  d a y s ) A u g, 2 9 Cl a 5 d a y s )

練 状 固 形 t 練 状 固 形 t

%

5.5士l . 8<
f i

5.'l士0.4

%

5.7土0.8
%

>4.6士l . 8

t l 0 =1771
t =2048

t05 =2160
V C無添加 t = 0251

t 5lf= O ll00

v K無添1n
t410l=: 0888
t = 0926

t 2 lF l883

6.5±0. 1ll t05 =2306
t =2522

tt)25=21752

5,7±l . 0 < 6.2士l.l > 5.5士0.6

対 照

t 的= 0889
t = 100'1l
t 20= 1397

t20 =la72
t =l 的 9
t210 =l812

5.2±0 . 0 < 5,6±0.7 7.0士0.9 > 6 .1士1.1

第 4,表 へマ ト ク リ ツ ト 値とf lの性状との関係

J u l y ,  1 l C8 6 lia y s ) Aug, 2 9 ( l 8 5  d a y s )

練 状 固 形 t 練 状 固 形 t

%

49. l士10.?

i %

4 9 . 5士7.0

%

> 4 4 . 3士14 . 2

t40=0870
t =0908
t20=l345

v C無添加
V K

V K無添加 52 . 6±8 . l
t l 0=l 8 l 2
t =20 l 9

t05=2228

t025=2f;34
t =2.ll78
t1l0=8160

> 4 5.0士2.8 6 0 . 2±5,4 >52 . 8士4 . 2

対 照 49.1士4.5

t l 0=1S l 2
t =2186

t05=2228

t j 0=l 8 l 2
t = l 8a0

t05=2228
「43.5士l.8 6 l . 5±8.8 >53 . 6士6.8

第 5 表  血清蛋白分画由. F成分の有無および度合いと出現数
7 月 l 1 日 ( 8 5 日 目 ) 8 月 2 9 日 ( l 8 5 . 日 日 )

練 状 固 形 練 状 固 形

vc無添加_8 ( 20 ・ 3 e的6 2 ( 2-t1. 3tti lt-l ( 2 一 ト l1l . 3l:-トi lt-i
6

6 ( r )-6 ,ll(rl . 2 ( 2 r )一6

vK無添加 4H-l. l ( 2 r ) .tl ) 4 的 . 2 lC2 r ) 1lH-l. 1(r ) . 4 C2 r ) 6 ll1-1 )
一66 6 6

l対 照 le・0.2fii.2(rL1l(-i l l e-0.lt-l ĩ 8(r:l.1e0.2 l111-:) l 的. l ( rL2 e0.21l i
6 6 6 6
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( )内の記号は. アセテー ト紙上被染色度合を肉眼で判断して5階級に分けたもの。
( 2 十 )  :非常に第く認められる (十 )  :かなり明瞭に認められる

( r )  :認められる (-) :なし
( 2  r )  :種めて困難である空;認められる

この結果、 7月1 1日には明購なj成分を有するものもかなり多く. またV0無添加区が最
も多いようにも感じられた。 しかし. 8 月 2 0 日には F成分が明購::、二認められるものがほとん
ど認められなくなつた。なぉ、 7月1 l日の測定ではビタミン無添加区でのF成分を有するも

のの数、あるいはF成分の含有量が、対照区のそれより多いようにもみうけられたがまだ確か

なことは不明である。 いずれにしてもF成分の有無およびへい死との関係については. いまの
ところ明らかにすることが出来なかつたo

⑥ 海水移行の可否

v 0 お よび v Kの有無が海水移行時にどのように影響するかを知るため、 7 月 l 1 日. 8 月
2 8 日 お よ び 0 日 l l 日 の 8 回 に直つて海 フk移行実験を行ない. その結果を第6表に示した。
第 6 表  海フll ( 移行にともなうへい死

区 分
'1l 月 l 1 日  8 月 2 8 日 9 月 l 1 日

ねり状 固 形 ね り状 固 形 ね り 状 固 形

v ・ 0 無 l一十:?十?
1 0

7十?十?
l 0

0十 l十 l
で

2十0十0
ア

2十1十0
で

8十2十0

-f「 一

v ・ K 無 8十?十? 4,十?十? 3十2十2

-i-ii-

7十0十0 1十 l十0 o十0十0
でl 0 1 0 1 0 l 0

対 ・ 照
5十?十?
l 0

3十?十?
l 0

6十3十0
ア

2十0十2
ア

4十0十0 2十0十0
l 0 1 0

測定時間 2 6 時 間 2 9 時 間 2 6 時 間

分了の最初の数字は死魚数. 由央の教字は横になっている魚の教. 最後の数字は狂泳する魚
の数を示す。 分母の数字は供試数を表わす。

海水移行による̃、い死は対照用の解料をねり状にして与えた場合に最も多く 発生した。 この
̃、い死については、 前項に述ぺたF成分の有無とはあまり関係がないようである。
なぉ. 海水移行による体水分の消失度合いについて調ぺたところ. V o無添1lli文では水分の
消失が他の区より少なく ,また. 9月 1 l日の実験時における水分の消失は8月 2 9日よりも
著しかつた。

l'7'll



2 さけ・ます親魚の生理、生態に関する調査

( l )  さけ  ・ ます親魚の産卵生態に関する調査

さけの産卵機構の一つである産卵床の選択条件を明らかにするため. 養魚池を利用して実験を
行なった。

実験施設は養魚池の 部を利用して3 . 6 x lOmの実験池を作り、河川水を注入し、池の底に
直 径 5 0cn. 深 さ 8 0 cnの砂標床6力所を造り、その由心からポリェチレンパイプで試験水(1.2
̃ l . 6 ,e/分)を注入する方法を採用した。
実験は産卵予定か所のうち. 2か所にiilll川水. l か所に湧水. 1 か所に炭酸ガス ( C 〇2 ) 溶
解の湧水を注入し、残りの2か所は砂標のみとした。

試験水の水質条件は第l表のとおりである。

第 l 表  試 験 水 の 水 質一験z 項 目 水 温 'e P H D 0  ppm C 0 2  p pm

河 川 水

湧 水

湧水十 o 0 2

9.4 l̃ 0 . 6

9.3 ̃ 7.8
9.a ̃ 7.8

7.l

8.0 ̃ 7.0
6.8 ̃ 6.5

l l . 6

l 0 . 8

l 0 . 8

4.4,

5.0

l 9 . 8  ̃ l 7 . 2

2日間に8組の親魚を用いて産卵行i動を観察した結果. いづれも喚覚で産卵:適地の還択行動を
行なった後. 湧水の嘖出している場所で造巣行動の徴候を示し. その後 o 0 2  の溶解の場で明ら
かな造巣作業を行なった。

一方.河川水・砂標の場では造巣行動を全く行なわないで. 天然産卵地帯における観察結果と
全<同一の傾向が示された。
今回の実験結果のみでは速断出来ないが、少 な く と も 0  0 2  の含有量と産卵床の選択との間に

密接な関係があることが暗示された。

しかしながら、産卵床の選択を決定した後は. 水質の条件を変えても ( 今回は湧水に変換)造
巣作業は[tl止することなく機続された。

これらのことから. 産卵において、 その選択は嗅覚などの生理的機構によって行なわれ、 その
場の物理的条件などは充分知覚され、産卵行動をうながすことも推察された。

また. 造巣場の確保. 保護の意慾は造巣活動が購lll続されている場合は雌のみでなく、雄も非常
に強いことが確認された。 '

(2) さけ親魚のェネルギ一代謝に関する調査
本年は優良形質を持つ親魚を育成する目的で特異形態形質を有する親魚の調査を、 北見幌男1u lI
にそ上した魚を対象として行なった。 このため内面的な形質の一つと考えられる卵巣への体成分
の転換能の特異性を検討するため、 エネルギ 保持源である体器官各部の大考さ、 ならびに保持

エネルギーについて測定し、 同時に測定した根室半島ノサツプ沖標識放流用親魚の結果、 ならび
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に前年度の結果と比較した。

@ 雌魚の一般的な体形の違いについて
電 と 住 長 と の 関 係 についてみる と , 幌1ll lll魚ではL  o g Wllい二. 0 . 0 1 5 F  L ( o m )-0 . 0 7 8 5
ノサツプ魚はL o g WKl ll:= 0 . 0 2 0 5 F L (1cn) - 0 . 7 9 0 1 で 示 さ れ る よ う に、幌別魚は
一般に体長の割に目方のある魚といえそうである。 特に、 成熱度指数からみて熟度が進んでい
る魚と仮定すると、 よ り強'い有意差が推察される。 (参考 :十勝川種牛で捕獲された雌魚l964

年 、 L o  g WKg= 0 . 0 1 8 1 6 F L- 0 . 6 8 '1l 8 )
第 l 表  各地域で捕獲された親魚の内臓諸器'-sの大考さ

場 所 時 期 a w % L W  % I W  % E W  %

北見幌別

ノ -1;-ツプ
幌 泉

静 内

青森大畑

天 塩

9/ :2 8  9/8 0

9 / l 4 1 0 / 1 8

l 0 / 2 1

9 / l 8

l l / 2 2

9 / 2 5

16 .81b士1.66

l 1 . 2 4・l:0.86
l 5 , 7 8士2 . 87

. l 8 .,t5r:l二1.6l

16.43士2 . 9 2

1 3 . l 9土 l . 2 l

2 .59±0.83

2.16士0.45

2.96士0.89

2 .18±0.29

2 . 5 0±0 . 2 5

0.28士0.22

l . 7 4,±0.44

2.4l 2士0.58

2.77±1 . 0 5

1.67士0.l 7

1 . 8 5士0.42

1 . 5 4士0.86

4.56士0.'i 5

4.8'll士0.95

6.02±0.82

4 . 0 5±0.2 1ll

4.54±0 . 0 1

3.87土0.8'l

第 2 表  各地で採集された魚の体重に対-j' る各器官の大考さの差の比較( t値 )
場 所 卵 巣 肝 臓 腸 全内H蔵 t l 0 t 0 .5 t 0 . 2

北見幌別

ノサツプ

幌 泉

静 内

//

青森大畑

天 塩el◎ 8 . 8 0 20 . 8 0 l◎ 4 . 2 0 8l◎ a 8 5 ]
◎ 2 . 9 6 2

0.389

◎4 . 4 2 l l l

△ 2 . l 6 0

0.804,

◎ 3.'i l 2

〇 2 . 520

0. l 2 5

0 . 6 l 2

◎ 3 . l 0 5

〇 2 . 6 l 4

◎2 . 5 l 0

0 . 8 0 9

0 . 4 l 8

◎3.'ll85

0 . 5 0 9

0 . 7 5 9

0 . 7 l 7

◎3.6 4, 0

〇2.54l 5

△1 . 8 6 2

〇 2 . 4 7 3

0.04,6

△ l . 7 6 4

l . 8 6 0

/ /

/ /

l . 8 3 3

/ /

l . 8 6 0

l . 9 4 8

2 . 8 0 6

/ /

/ /

2 . 2 62

//

2 . 306

2 . 4 4 7

2 . 8 9 6

f 「

//

2 . 8 2 l

/ /

2 . 8 0 6

a. l 4 8

記号 : ◎強'い確率で差が認められる 〇 0 5%の確率で差が認められる

△い'l1 らかの差が認められる

② 内城器一sの大考さについて
第 l 表 に は 卵 架 ( 0 W ) 、 肝 臓 ( L W ) 、 胃 腸 ( I w)ならびに卵巣を除いたすぺての内臓

物 ( EW )の体重に対する割合を示した。なぉ比較資科と して l 9 6 9 年に行なった結果をも
流示、した。

また. これら諸器e日の大考さの地域的な特異性を開するため、 差の検定を行い第2表に示
した。 その結果、 それら内臓諸器e日の大考さの比較で有意度の高い順に整理し. 第8表に示し
た o
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第 8 表  各器官のJ:l:較での順位を示したもの ( t の値 )

順 位 卵 巣 肝 臓 腸 全 内 臓

幌別とノサップ
(18 . 8 2 )

◎

ノ サツプと幌泉

C3 . 712 )

◎

ノサツプと静内

C3 . 7 8 5)
◎

幌 別 と 幌 泉

C3.6 4, 0 )

◎

1

幌 別 と 天 塩

(-2 0 )
◎

幌 泉 と 天 塩

( 3 . l 0 5 )

◎

幌 別 と 幌 泉

C2 . 5 1 0 )
◎

ノサップと幌泉

( 2 . 5 4 5 )

〇

2

ノサツプと幌泉

( ,t.20 a)
〇

幌 別 と 静 内

( 2 . 5 2 0 )

〇

幌別とノサップ

(2 .61 't)

〇

ノサップと静内

( 2 .1b '1 3 )

〇

8

幌 泉 と 静 内

( 3 . 8 51 )

◎

幌別とノサ ップ

(2.l 6 0 )

△

ノ サツプと幌泉

(0.80 0 )

X

幌 1lll 」 と 静 内
( l . 8 6 2 )

△

4

ノサップと静内

ll12. 11l 6 2 )
◎

幌 別 と 大 畑

( 0 . 61 :1,)

X

幌 別 と 天 塩

l110 . 7 5 0 )
X

幌 Bl 1 と 天 塩

( l .'l l64)

△

5

幌 別 と 0是泉

( 0 . 8 0 l )

X

場 :号 l 」 と幌泉
C0 . 8 0 4 )
X

幌 別 と 大 畑

C0. 5 0  0 )
X

幌別とノサツプ

( 0 .' l l l ' l )

X

6

幌 泉 と 大 畑

( 0 . 3 3 9 )

X ノV
幌 別 と 静 内

( 0 . 4 l 8 )

X

幌 別 と 大 畑

C0 . 0 4 6 )
X

7

これらの結果については、卵巣の大;きさやその他の形質が、成熱について著しく重量変化を

するものであること、ならびに標:本数が少な<且つ比較するた,yの別の河川魚についての調査

からは明らかにすることが出来なかったo

なぉ. 各器官の体重比については. 各器官のf量が仕重と密接な関係を有することがあるた
め、 その平均値をもって辞の形質に利用することは出来ないよぅである。

③ 体成分について

まだ分析を完:「していないので. その差異の検討を行なうことが出来なかつた。 しかし. 第
4表および第5表に示した水分量についての結 -果llb、ら想像すると、幌別魚は保持エネルギ一量
の多い魚のようにも思われる。 しかし、大畑沖で漁獲された魚のように特にエネルギーを多,t
保持した卵巣をもっ魚ではないようである。

第 ,l,表 各地域で採集された魚体各部の水分含量 C%)
(1iai) 表 li1※印は標?差

-1 8 0-

場 所 性 1l;l1 魚 肉 全内 1ll費物 生 殖 腺

幌 別

/

ノサップ

幌 泉

静 内

大 畑

天 塩

6

率

字

率

率

率

字

1l2.8士0.5

7.4,.0±0.5

7 4,.6士0.4

'i 5,2士0.4 ※

'1l6.2士1.0 ※

74.8士1.0 ※

7'1l.7士2.5 ※

'1 7.9士l.4

76 .5±l . 2

74.3±l . 7  ※

77.6士0.2 ※

77. l士0.6 ※

'1' 8.4士1.9 ※

7 8 . 0±0.6 ※

'1l 8 . 5±l . l

5 5.8士0. 'll

54.0土2.2 ※

5 5. '1l士0.4 ※

5 5.7土0.9 ※

5 2 .8士0.7 ※

54.6土0.8 ※

第 5 表  各地で採集された魚体各部の水分含量の差の比較 ( t 値 )

場 所 性別 魚 肉 全内臓物 生 殖 腺 t 0 . 5値

幌 別

1ll

ノサップ

合

率

率
f

4. 8 0 6

2, ' l l 8 0

2. 1 7 l

、0 2 8
2, a 0 6

0. 0 3 6

(3) 特異の形態、 形質を有するさけ親魚に関する調査

北海道の河川で産卵するさけの沿岸来遊. 河川そ上の状況については. ここ数年間にわたって
実施した沿岸親魚の標識放流試験lこよって順次明らかにされて考ている。すなゎち、 秋さけの沿

岸に来遊する時期(前期.盛期、後期)により来遊分布、範囲が変り.また主な産卵そ上河川1 i
に来遊魚群が異なり、 沿岸来遊時期によって回遊 l:tlは或程度混成辞を形成しているような傾向が

見受けられることなどである。

産卵のためilil川にそ上する魚の形質上より, 現在まで、道南の知内川では他1iil川のそ上魚より

魚体が大考く、i椎骨数が多いこと. また石狩川本流と支流千歳川辞のl i椎骨.側線験数に差異
があるなど興味ある事実が研究者によって報告されているo ( 久保 1 9 5 0 、 久保、小林1 9 5 8 )

これは勿論年により変動があろ .う が、沿岸に来遊した魚が或範囲内の河川だけでなく、同一河川
内の支流までも識別出来るのではないかと云うことを物語つているo

オホーツク海区の北見幌:Bl01lは、この地域ではさけの河1l備獲数の比較的多い河川であり.長
い間.産卵そ上魚の申に外見上隣接河川魚と形の異つた. いわゆるづんぐりした大形魚があるこ
とが知られていたoそれ故にこの形態を呈する魚の形質が、 この河川に独特な魚群であるか、 あ

るいは河川環境によつて成長が良いため、 このような形態を示すのかを明らかにするため、 捕獲

親魚の申から現地の経験者により、大形魚l0尾 (雌雄各5尾)を選択採取して魚体測定調査お

よび諸器'已の成分分析を行なった。 同時に産卵成魚と沿岸採取魚との間に相違が大考く.問題を
残しているが. 同時に根室半島ノサツプにおいて同時期に採取された魚とも参考のために比較し
てみたo

@ 河川の捕獲時期と捕種盛期
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昭和 4  1 年 か ら 4  5年まで、 北見幌別川の初漁は 9月上旬で、 隣接河川よ り も  1̃ 2旬早く

はじまっている。隣接河川の徳志別、屯別における捕獲ピークは0月下旬̃ l 0 月 上 ''tl旬問
で変動する単峰型の初期辞から形成されていると云える。 沿岸来遊がより早く、隣接河川より

能に河川にそ上することは生態的な大考な特徴の一つで,ないかと考えられるo
次に. 前期辞に属する幌内川の捕獲魚をさらに l 0月 l日以前の前期分( l 8尾 ) 、以後の
後期分 ( 5 1 尾 ) 計 6 4尾の魚体測定によ り年令別のフオークレングス ( F L ) 、 仕重 CB而

範囲について第1表に示した。
第 l 表  魚 体 測 定 表

区 分 年 令 % F L CCn) B W (Ki')

前

期

4

3

・ 0 2 . 3 l

'1l. 6 9

6 5 , 0  ̃ 'll'7. 5
8 2 . 2

8. l;, ̃ 5. 0
3 . 0

後

期

4

8

5 f i
̃ 8 l 5

6 l . 2 .

5 5 , 5 ̃ 6 6 . 6
7 4 . 5

3 . 0  ̃ 8 . l
2 . l  ̃ 4 . l
5. 4

これlこよってわかるように、  前・後期と  もに 4,年魚が主位を占めていたo また、 代表標本の

年令はすぺて4年魚で.雌雄を含めた体重は5.a 3̃ 8.35]l10' (平均6 . 2 7 K1ll) - フオークレ
ソグス10 . 2̃ 8 0 . 0cn ( 平 均 7 3 . 8 2 ) で、第l表の4年魚の最小フオ ーク レ ン グ ス ' 体 重 と

もに大考かった。ノサップ産の体重は2 . 8 6̃ 5. 0Kll Cil'均 4 . 0 2 ) . フオークレングスは -
6 l . 8̃ 7 3 . 0 ( 平 均 e 7 . 4 4 )で、幌別川産の魚がノサツプの魚よりも大 1まいことがわかる o

② 二・三の形質について

幌別川のさけは上述したように.づんぐりしていると云われているので - :liiびれ前部におけ
る最大体高部の1llllまゎりの長さを加えて.二・三の形質の測定結果を第2表に示したo
第 2 表  形質の測定結果

項 目
幌 別 川 ノ サ ッ プ

範 田 平 均 範 囲 . 平 均

1l 同 ま わ り

n 把 数 ( 左 )
″ ( 右 )

l-

消 椎 骨

卵数 (左右計)

卵 ・ 径

4,3. 'ĩ ll; l.2Cn
2 0  2̃ 8  本

2 l ~:a 8 本

l 8 0  ̃l '7 5

6 6 -̃ 6 8
4.l l 5  -.584拉

'l' --8.5 1 H

46.9on

22.9本

2 2 . l本

l l 5 5.8

67.2

̃ 4 08 4 . 6 l . an

2 l ̃ 24:2l i
2 1 ̃ 2 a本
l 3 l ̃ l 6 4 '
6 9 ̃ 'i 1

2.4,8 5 ̃ 4.8 0 8粒
6 ̃ 8-

37 . 90/t

22.8本

22.6:lt:

l 0 4 . 8

69 .4

上表から、 月同まゎりについてみると . 幌別川産のさけはノサツプのものよ り も卵成熱が進ん
でいるので考然大考い値が出るが. さけは第2次性徴として、からふとます、ぺにさけのよう
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に者部が隆起しない魚種なので、 沿岸来遊魚と河川内魚とはそれほど差がないのではないかと

思われるが, この点については, さ らにi館iする必要がある。

歸把数については両地域角.でほとんど差がない。 幽門垂は幌別川産で多く、 習椎骨救は反対
に少ない。 卵数もll1%別l川の方が多い。

平均頭長に対する鱗体長の割合は、幌別川のさけの雄では3.6倍 - 雌では4 . 0 2倍で. 雄の
l頭,長は雌よりかなり大考いことを示している。また、雄の体高は3 . 7 1倍に対し、雌は 8 . 8 2
倍で雄の方が多少体高が高いが、 雌も相当高く、 この解魚は雌雄とも 、  づんく' り形の体形を

なしていると云えるo

次に、幌別川とノサツプの各個体から8̃1 0 枚 の離による鱗径と各年の冬期帯までに形成

される輸線数 (c i r o u 1 ;i) 範囲と平均値を第3表に示した。

第 8 表  輸線数の範囲と平均値

項 目
幌 別 ノ サ ツ プ

範 囲 平 均 範 囲 平 均

購 の 長 径

" 短 径
6.5 ̃ 9.0 'm
6.0 ̃ 8.5

'7 . l1 5 M

- 6 . 0 3

5.0 ~ 8.5 n

5.0 ~ 6.5

6 . 05 'n

6.05

l年目の輪線数

2 年目  'r

8 年 目  〟

4 ,fl一目 ″

2 6 ̃ a 3 本

1 5 ̃ 2 2
0 ̃ 1 g

6 ̃ l 6  ※

2 8 . 1 l  本

l '1'.32

l 8 .'i 7

l 0 4,9

24, ~ 3 3  本

1 6  ̃ 2 0

1 0  ̃ 1 8

7 ̃ 1 2

2 9 . 0 0  本

17.0 l

l 8 . 4 l

9.80

※ 個体によ り鱗辺部が吸収現象を起しているので、 完全な鱗線だlナを計測した。

鱗の長径および短径ともにノ:1'-ツプよりも觸り川のものが平均して大寒かつた。職面に形成
される輪線数は1年、 2年目では幌方1P llの方が数が少なかつたが、 a. 4生目では平均して幾
分多かつた。幌別川産標本魚の職の輪線間間隔は、◆の成長期の間隔が均等で、 と く に 4 年 目
は低く、 産卵年の成長が良好なことを示している。

最後に. わず'か l 0尾の標本だけで判断することは出来ないが、一般的に、側線輪数、幽門
垂.者椎骨などの形質が魚類の系統、種族識別に使用されていることから、幌別川の魚の幽門
垂が平均して多く、二lil椎骨数が少ないことは何かの意味があるものと思われる。今後、幌別川

にそ上するかかる体形魚が一つの特1殊レースであるかどうかの疑問をとくために.隣接河川産
の魚と形態的に比較することが必要であろう。 また早期にそ上する魚群であると云うことも合

n考え、かかる魚群の回遊、 分布について明らかにするために、稚魚の標識放流を行なう必
要がある。

3 さけ・ます資源動態ならびに生物統計調査

(') さけ・ます稚魚の標識放流試験
さけ・ます稚魚の標識放流は計画にもとづいて第1表のとおり実施した。 -部既報のものもあ
るが. 関連あるものは昭和 4, 5年3月以前、 4 0年4月以降のものも併記した。
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(2) 標識親魚の回帰実態調査

歴舟川より推魚期に標識放流したものの回帰状況は次のとおりである。

(目 的 )

北海道におけるさけ資源は道東域に偏重しており、 その傾向は年年著し<なりっつあるのが

現状である。 しかし、 資源の増大と均てん化のためには、 不振地帯の河川そ上を高め、 資源の

増大を計ることが望ましいが. 早急に増大することは非常に困難である。そのため、他河川か
らの移殖によって資源の育成と増大をはかる必要がある。 しかしながら、 その移殖の効果につ

いては未だっまびらかでなぃため、 マーキング法によってその効率を知り、 今後の移殖事業に

寄与するためのものである。

観査結果)

〇 放 流

歴舟川産の稚魚と.網走川産の移殖稚魚(1卵で移殖) とそれぞ'れ異つた相要識を付して下記の
とおり放流した。

生 産 地 放 流 年 月 日 標 識 部 位 標 識 尾 数

歴 舟 川

1

小 計

網 走 川

1 9 6 7  4. l 3  ̃  2 2
″ 5. l l  ̃  l 7

l 9 6 7  4. 2 4  ̃ 5. l 0

脂びれ. 右胸びれ
/ / / /

脂びれ. 右腹びれ

3 3 2 . 2 0 0 尾

l 8 4 , 0  0 0

5 1 6 . 2 0 0

5 l 0 . 7 0 0

合 計 1 . 0 2 6 . 9 0  0

② 再 捕

こ れ ら の 願 魚 は l 9 6 9 , l 9 7 0 年 に そM'れ2年魚,  3年魚, 4年魚として回帰した

が. その結果は次のとお l ) で あ る。なぉ、下表の再捕尾数は完:全標識のものを表,,,、した。
回 帰 年 脂びれ. 右胸びれ 脂びれ. 右腹びれ 合 計

1 9 6 8

l 9 6 9

l 9 7 0

2 8 尾

4 0 9

3 6 9

8 0 6

8尾

3 4, l

3 l 6

3 6 尾

7 5 0

6 8 5

計 6 6 5 l. 4, 7 1

以上の結果から8 0 6 / 6 6  5= l . 2 と な り 、  卵移殖による発生稚魚の放流より、 固有河1
の放流の方がl . 2倍高いことが認められた。

(3) 漁 獲 物 組 成 調 査

@ あ考さけ年令組成

北海道・本州域における主要河川別の年令組成について調査した結.;R. 第 l 表 、 第 2 表 の
とお りであ る o
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第 l 表  昭 和 4  5年度あ考さけ年令組成 (北海道 ・河川)

海
区

年 令 組 成 核a
河 川 名 標2ll:数 備 考

8 4 5 6

オ

ホ

l

ツ

ク

岩 尾 別 川

斜 里 川

網 走 川

北 見 幌 1l;l 」川

常 呂 川

湧 別 川

2 5.2

56 .0

2 8 . 6

3 0 . 4

1 7 .4,

36 . 5

8 9 . l

23 .8

l 5 2

6 4,.0

5.9

75.0

4 l . 8

7 1 . l

6 8 . 8

81.8

6 2 . 0

4, 6 4

l 0 0

'l 9 4

'1 4 3

6 '7 6

'l 6 2

2 4 8

a 4, l

6 6

l4, 7

l 0 2

l . 8

0.2

0.4,

0.5

0.g

0.5

0.4

0.1

天 塩 川

石 狩 川

余 市 川

利 別 川

厚 沢 部 川

3.6

5.9

81.8

0.7

2.0

5 5 7

69 . 7

3.0

8 5.3

9 2 . l

l . 6

0.6日

本

ル ・ 川
羅 自 川

意 別 川

伊 茶 仁 川

標 津 川

西 別 川

当 幌 川

風 連 川

別 当 賀 川

77 . 8

4,6.4,

34,5

3 5.l

l 8 . 8

29 . 0

5 2 . 3

1 0 . 5

1 0 . 7

2 2 . 2

4 7 . 8

6 2 . 2

64 . 4

7 5.7

69 . 7

47.'ll

'7 'll.8

87 .3

1 l lll

2 8 9

aa 6

6 4 l

5 8 4

8 2 l

6 5

l 7 1

l 4 9

4.8 l . 0

3.3

0.5

5.5

0.9

l l . '7

2.0

根

室
0.4

襟

裳

以

東

別 寒 辺 牛 川

釧 路 川

十 勝 川

大 樹 川

2 8 . 9

5 8 . 0

32.5

'7. l

7 3 . 9

8 6 . 8

63.6

41 .7

2.2

l . 9

3. 1ll

5 l . 2

5 5 6

3 1 7

7 9 0

l 2 7

3.8

襟

裳

以
西

静 内 川

遊 楽 部 川

茂 辺 地 川

亀 川

2 4 . l

2 0 . 4

l 5.3

l 7 . 2

5 8 . 9

6 9 . 1

68 . 3

3 9 . 5

1 8 . 5

1 0 . 5

1 6.3

4 2 . 4

3.5

0.l

0.9

2 3 2

8 0 5

7 3 2

4 5 3
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第 2 表  昭 和 4 5 年 度 あ1ltさ・ lナ年令組成 (本州 ・河川)

海

区
at,ll1 川 名

年 令 組 成 “a
備 考

2 3 4 5 6
標本数

奥 入 額 川

馬 ala 川
津 軽 石 川

織 笠 川

大 槌 川

大 川

新 井 田 川

泉 田 川

鬼 怒 川

l 3 . 8

23 . 8

4.4

9.0

5.6

2.l

4 . l

22 . 2

44 . 8

66 .7

6 0 . 4

7 3 .4,

4, 5.7

88.3

8 5 , 0

9 3 . 9

5 5.6

4 l .4

9.5

31.8

l 7 . l

4 7 . 2

9.6

l 5.0

2 .0

2 2 . 2

2 9 .

2 l

3 l 8

l 9 9l

1 a 7

9 4

4,0

4 a

2 7

太 3.4,

0.5

1.5平

洋

:
奈 會 川

雄 物 川

桝 川

三 面 川

6.3

5.8

30 .8

4 2 . 5
l 整
3 0 . 8

5 5.6

6 5.5

4 6 . l

26 . 7

6 a

l 3 9

1 3

l 2 0

l.4,

② 北海道沿岸あ考さけ漁獲量

昭 和 4 5 年 度 の;lヒ海道沿岸. 河川えのあ考さけの来遊量 ( 漁獲量 )は第 8表に示したとおり
戦後最高の豊漁であった。

第 3 表  1昭和4 5年度  北海道沿岸あ考さけ漁獲量

単位 ・千尾

漁 獲 量 li1ll川 上率
% 備 考海 区

沿 岸 域 河 川 域 合 計

オホーツク海区 l.3 6 2 . 5 2 2 l . 3 1 5 8 3.8 l 4.0 好 漁

日 本 海  区 9.4, 6.6 l 6.0 4 l . 8

5.6

不 漁

根 室 海  区 l .923 . 8 l l 3 . 4 2.0 3 7 . 2 大豐漁

襟基以東海区 l.1 4 2 . 9 2 6 2 . 2 l.4 0 5.l 18 .7 豊 漁

襟裳以西海区 2 l 2 . 6 2 3 . 2 2 8 5,8 9.8 不 漁

全 道 計 4.651 . 2 6 2 6 . 7 5 .277 .9 l 1 . 8 戦後最高の豊漁

- ] 8 7-



4環境条件ならびにその保全に関する調査

(1) 河川の性状に関する調査

全道のさけ ・ます再生産河川について下記事項を調査し、 その結果については別途に印刷する

予定であるo

① 河 川 概 況

② 流 域 の 産 業 概 要

③ 水質汚湖の現状

④ 河川工作物の現状

⑥ さ け  ・ ます増殖事業におよぼす河川の障害環境

⑥ 降 水 量

⑦ 河 川 水 温  ・ 水 量

③ 河 川 水 質 分 析

〇 現 有 ふ 化 用 水 現 況

⑩ ふ化用水適否調査

(2) さ け  ・ます人工ふ化用水に関する調査

現有さlナ・ ますふ化用水に関する調能果ならびに、 現在までの調査結果lこついて取まとめ-
男陸に印馬l1した。

(3) 有機廃水と環境に関する調査 (天塩川)

本年度は5月、  9月、  l 0月および8月の4回にわたり調査を行なった。調査項目は水質の一
般分析および底質. o 0 Dを申心として調査を行なった。本川は都市下水、製紙工場f lt水および
1般粉工場排水等の影響を受けていることは周知の事実である。 調査の水質分析結果か ら み る と、

調査時期、 調査地点別にそれぞれ異つた結果が得られたo

主な特記事項は次のとおりであるo

@ 河川断面の採水部位による差異

② 増水時における平水時に比しての特異現象

③ 秋期の強度な汚染

④ 結氷下の溶存酸素の特異現象

以上のうち、 特筆すべ考ものとして、 3月上旬の結氷下における溶存酸素の減少は第l図のと

おりであった。

-1 8 8-

0 0

5 0

第 1 [1 天塩川本流の溶存酸素量 ( 飽 和 度 ̃ % ) 、(昭 和 4 6 年
3 月 9 日̃ 1 0 目 )

天
塩

大

橋

中
川
捕
獲
場

音
威
子
府
橋

美

深

大

橋

天

智

橋

名

寄

大

橋

曙

橋

士

別

橋

河

・
( 中 )  ( 中 )  ( 中 )  ( 中 )  (右 )  (右 )  (左 )  (右 )  (左)

距離km ト一 8 来 1 4 -4 - 3 4 ,' 2 4 -,-7 2  、l,  2 6 -,l

- l 8 9-



第 l 表 の  l

採 水 場 所 士別橋
左

曙 橋
右

名寄大橋
右

天智橋
右 l: l1ttl 左

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 深 度 (1cnt)

天 候

風 向 ・ 風 力

気 温 ( t )

水 温 (')
水素イオン濃度(p直)

保 有 pH (RpH)

溶 存 酸 素 1''a/1l1
溶存酸素飽和度 %

0. 0. D りy1
B. 0. D ″

総アルカリ度fo a o0 3 )"
総 硬 度 ( oaC10l; ) 〟

0 a2 十  ″

Mg2 十 "

塩素イォ ン (o,e- ) 〟
硫 酸 塩  Cco 4 ) ″

基_ 酸 (1S i 0 2 ) "
pci- ″

N H 4 -N ″

N 0 2 -N ″

N 0 3 -N ″

全 鉄 ( F' e )  "
溶解性鉄 CF e )  ″

全蒸発残留物 ″

浮 遊 物 質 〟

溶 解 性 物 質  ″

透 視 度 Cm

4 5 , 5.2 6

l 4, . 80

5

R

22.l l1

1 2 . l

6.6

l 0.4 5

l 0 0

2 . ? l

1.72

l 3 . 2 5

C

23 .8

l 2 . 2

6.5

9 . 95

0 5.0
4,.94,

l . 7 6

l 8 . 3 5

C

24 .2

1 l . 7

6.6

l 0 . 3 l

0 8 . 2

a. 8 4

o.1l,,e,

l 3 .4, 5

0

2 4,.4

l 2 . 2

6.5

l 0 . 3 6

9 9 . 8

2 . 8 8

1 .28

1 1. 2 5

0

2 5.6

l 1 . 5

6.6

7 . 3 7

69.0

3.7 0

1 . 8 8

l 0 .3 0

0

l 9 . 2

1 1 . 2

6.6

9 . 8 7

8 8 . 2

7 . 50

2 . 8 l

l 0 . 1 2

0

2 2 . 2

1 l . 6

6.6

9 . 60

01 . 2

l 0 . 2

4.1'1l

3.9

1 0

0.1 4

6.7

8.8

l 0

t r a o e

6.0

l 0

0.0 4

4.8

3.7

l 0

0 . 05

6.3 7.8

5,6

l l

8.0

l l

0 . 0 6

l 3

0 . 0 0 0.0 0 0 .0  0 0.0 0 t r a c e t r aoe 0 . 8 0

0.l 4 0.2 5 0.3 0 0 .16 0.4, 0 0 . 1 7

2 7 2 2 2 4, 28 . 5 2 1 . 5 2 8

底質C 0 D

30.lll pin

-・1 g 0-

美深大橋

右

l:tl川捕獲
場 左

天塩大橋

右

河 ロ
左左 由 左 1;tl 左

9.50

0

1 7 .4

11.8

6.6

9.60

02 . 5

5.7 2
2 .04

0. ll'

l 8

o.o a

0.0 0

0 . 20

l 6 . l 5

C

1 9 . 8

1 l . 0

0.6

6 . l 4

58 .8

7.14l

8 . 0 2

5.'t

3.7

l 2

0.4

traoe

5.2 7

9 . 5 0

5

0

l 9 .1b

11 .2

6.7

9 . 8 4

8 '7.0

4,8 0

2.'i 6

4 l

l 8

0 .08

0 . 5 5

0.1 6

l 6 . 3 0

R

l 0 . 6

l 2 .,t

6.6

8.87

8 5.8
8.4, 2

3 . 3 6

5,4,

l 8

0.0 0

0.02

0 .30

l 6 . 3 8

R

l 8 . 6

l 2 . l

6.7

9.84

89 . 8

7.28

2.0 0

i.0

l l . 0  0

R

19.2

l 2 . 0

6.7

g. l ll

8 '7.1ll

4.85

l . l lll

4. l

13 . 0

0.4,4,

0.20

0 . 2 8

l l . l 0

R

l 9 .4,

l L 2

6.7

9.25

8 '7. l

4 . 08

1.82

5.6

8.0

l 8 . 8

o.o e

0 .45

0 . 8 0

l 1 . 2 0

;R

l 2 . 5 0

0

l l . 5

6.7

9 . 2 0

8'7.2

5,4, 0

1.7'l

6. l

l 2 . 0

13 .8

o.o e

0.08

0 . 25

1 2 . 0

6.7

8 . 64

8 2 . 8

4し8 0

l . 5 0

l 2

9.2

、8.2
0.12

t r a o c

0.3l

l l

0.1

0 .85

0.29

8 0 2 0 28.5 28.2 ao l 4 l 0 . l l 2 0 . 5 l 0 . l

「
河口よ り

lKm

- l 9 l-



第 l 表 の 2

採 水 場 所 士別橋
左
曙 橋

右

名寄大

橋 右

天智橋
申

美深大

橋右

Eb川捕

獲場左
天塩大
橋 l:t]右

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 深  度 Coa)

天 候

風 向 ・ 風  力

気 温 ( t )

水 温 ( 'e )

水素イオンi農度 CpH)

保 有 p H  ( R p国

溶 存 酸 素 -f
溶存酸素範和度 %

0. 0. D -「
B. 0. D ″

総アルカリ度 CaC0.3 "
総 硬 度 c aco3 ″

0 a 2 十  〟

M g 2 十  ″

塩素イオン o ,e ″
硫 酸 塩 so4 ″

差 酸 S i 0 2  ″

P 0 111- /

N H 4 -N /y

N 0 2 -N ″

N 0 3 -N i y

全 鉄 F e  ″

溶解性鉄 F e  〟

全蒸能留物  ″

浮 遊 物 質 "

溶 解 性 物 質  ″

透 視 度 Cn

4 5 0 . 2

l 8 . 2 5

5

B

9.3

8 . 25

C

l 5.0
l 6 . 0

6.4

6 . 9 9

7 3 . l

2 7 . 3

1 2 . 2 0

C

2 0 . 5

1 8 . 0

6.8

8 . 4 8

0 2 .4,

5,03

l 6 . 0 0

R

1 8 . 0

l 4 . 8

6.8

8 . l 6

83 .2

1 4 . 6

1 6 5 0

R

l 0 . 0 5

0

l 6 . 2

1 5.2

6.6

8.28

8 5 , 2

3 2 . 0

l 2 . 3 7

0

1 5 , 6

l 4 . 8

l1l. lll

8.0 0

8 2 . 0

30 . 8

R

l 7 . 0

l 7.2

1 4.5

l 4 . 0

7 . l

8 . 9 l

89 .8

4 .88

l 4,.6

6.8

8. '1l 2

88.5

l 7 . 4

8.a 2

8 9 . 2

l 0 . 1

0.0 8 0 . 0 8 0.0 0 t :r a o e 0 . 01 t raoe 0 . 0 0 t r aoe

9.7 1 6 . 5 18 . 0 l 1 . 2 1 2 . 2 5 '7.0 4.0 l .2

- l 9 2-

河 ロ
左
士別橋
1[tl
培 橋
申

名寄大

橋 申

天智橋
申

美深大

橋 lltl
l:l,川捕
獲場申

天塩大

橋 由

河 口
ll:tl右 由

45l022

1 2 . 5 5

0

l 5.8
1 l . 4

7.0

l 1 . 0 4

1 0 5

6 . 9 4

2 . 4 0

6 .52

0.5

l 4 . 8

0 . 0 l

0.0.5

十

0.04

0.'7 6

l 4 4

8 1

6 a

2

1 0.2 3

9 . 4 0

0

l 2 . 5 0

0

l 5.2

l 4 . 8

6.'l

7 .68

'll8.3

3 5.8

l 8 . 3 5

0

l 8 . 5

l 6 . l

1 2 . 0 5

BC

l 7 . 2

l 1 . ?

'7. l

1 l . l 2

l 0 6

6 . l 8

1 . 8 l

5.8 2

l 1 . 5

5.7

l 8 . 2

t raoe

0.74,

十十

t raoe

0. '1l4,

7 9

2 2

5 7

80以上

l 4 . 5 5

0

l 4 . l

11.7

7.2

1 0 . 9 8

1 0 4

4 . 7 7

8.40

6 . l 8

8.0

l 0 . l

13.2

0 . 0 l

0 . 4 5

十

0 . 0 6

0 . 7 6

l 0 0

4'll

5 a

30以上

1 5 ,';,0

0

1 6 . 3 0

0

1 l . l 0

0

l 3 . 4 5

1 0 0

B

6 0 0

l 1 . 7

6.0

8.64,

8 2 . 3

15 ,6

l 0 . 9

6.52

8.0

9.1

l 6 . 8

0 . 0 l

0.7 9

: l l
0 . 0 4

0 . 7 6

8 0

2 7

5 3

1 l . 0

6.8

7 . 84

7 3 .5

l 4 . 3

l 0 . 5

5.lll1

6.5

7.9

l 4 . 0

0 . 0 l

0 . 62

l l l

0 . 0 4

0.4, 6

_ - 8 0

2 9

6 0

3 0

l 0 . 5

6.8

7.84

7 2 . 6

l l . 6

4 . 0 8

6.1 3

l l . 5

9.9

l 6 . 0

0 . 0 l

0 .42

1 : 1
0.42

l . l

9 6

a 5

6 l

30以上

0.7

6.8

8 . 80

80 . 0

l 3 . 0

'1l. 3 2

l 1 . 8

6.0

9 . 3 6

8 8 . l

l 1 . 6

4,. 7 0

l 4,.2

8.0

9.52

9 5.1ll

1.30

0 . 6 4

6 .04

72 . 8

28.0

6.a 9

58.a

6.8

16.0

0.2

0 .62

十

0.07

3.8

8 0 l

6 1

2 4 0

ao

2 5.0

'l ' 0 6

1 l 1

.l, 4.0

0 . 0 l

0 . 4 5

l l l

0 . 0 4

2.8

1,70 , l ,

1 0 2

1 , 6 9 2

5.5

l 81l l 0  0

0.0 0 0.0 0

l l l

l . 2 l.2 8 0

河 ロよ
り1Km
←橋上よりiiill川の中央部を北原式採水器で採水

全川若千威水気味でl ロのf率鐵基 o ̃ 7 o者者a寿l
河 ロよ り  0.5Km
の地点

l采取

-l 9 3-



第 l 表 の 8

採 水 場 所 剣淵川名越橋

左
名寄川日進橋

[tl
士 別 橋
l:ll

曙 橋
ttl

採 水 年 月 日

採 水 時 刻

採 水 深 度 ( cln)

天 候

風 向 ・風  力

気 温 (')
水 温 ( t )

水素イオン操度 (pH)

保 有 P H  CRpH)

溶 存 酸 素 -f
溶存酸素飽和度 %

0. 0. D 略/2

B. 0. D ″

総アルカリ度 0 a 0 0 2  ″

総 展 度 oao( ) 3 ″

0 a 2 十  f r

M g 2 十  "
酸素イオン o,e- ″
硫 酸 塩 S Q i "
珪 酸 S i 0 2  〟

p 0 111 - / /

N H 4 -N "

N 0 2 -N ″

N 0 3 -N /y

全 鉄 F e  ″

溶解性鉄 F e  〟

全蒸発残留物 ″

浮 遊 物 質  "
溶 解 性 物 質  ″

透 視 度 ca

4 6 .  3. 9

l 0 . 3 0

5

0

S, 2

-0.7

0.3

6.'i

6.9

l 2 . 3 5

87.9

6 .74

1 .75

8 5.3

3 0 . 6

5. 1l l 8

8 . 8 0

5,6

23.0

21.8

0 . l

0.8

0.0 0 8

0.4

0 . 7 6

0 . 4 1

3 3

l 0

2 a

a 0以上

l 5 , 0 0

3 0

0

S. 2

- 0 . 2

0 . 5

6. 7

6 . 9

1 2 . 8 0

9 1 . 6

8 . 0 2

1 . 3 3

1 4・. 3

3 0 . 8

8 . l 2

2 . 5 6

8 . 0

2 l . 2

l
0 . 0 1

0 . l

0 . 0 0 6

0. 4

0 . 7 6

0. 2 4

6 0

2 5

3 5

3 0 以 上

l 1 . 0 5

8 0

0

S . 2

- 1 .0

l . 2

6 . 8

6 . 9

l 2 . '7 0

9 2 . 7

6 . 8 8

1 . l 8

l 9. 4

2 5. '「
6 . 8 8

2 . 0 6

5 , 9

l 1 . 0

l 2 . 8

0 . 1

0 . 1

0 . 0 0 6

0 . 4

3 . 0

2. 4,

1 0 8

5 0

5 8

8 0 以 上

l 4 . 0  0

3 0

0

S. 2
0 . 6

2 . 6

6 . 8

6 . 9

l 4 . 7 0

l l l . 1b

4,. 1b 7

1 . 2 3

l 5 , 8

1 6 . ,t

4 . 7 0

l . l 't

9 . 4

4.1ll 5

l 2 . 8

0 . 0 1

0 . 0 9

0 . 0  0 l

0 . 4

l . 6

0 . 4 5

6 4,

4 4

2 0

3 0 以 上

全川殆んど結氷し、 部解氷しているケ 1lllTを橋上より北原式採
←水器で採水

一一l94-

名寄大橋

中

天 智 橋
申

美深大橋

右

音威子府橋
右

[tl川捕獲場
左

天塩大橋

右

1liill ロ
左

l 5. 0 0
5

C

S l

l . 4'

2 . 0

0 . 6

7 . 0

1 6 . 5 8

1 2 3 . 7

4,. 4 7

l . 2 6

1 9 . 6

2 2 . 6

4.'7 0

2 . 6 4

6.0

7.0'l l

1 6 . 0

0 . 0 1

0 . 8

0 . 0  0 6

0 . l

4 . 6

2 . 8

1 l 8

8 4

8 1t

3 0

l 5. 2 5

5 0

S

W 1

0 . 8

0 . 4

6 . 8

7.0

1 l . 8 6

8 l . 1

a 3. 0

2 0 . 4,

2 8 . 0

2 5. '1l
5, l 2

3 . l 3

7 . l

l 4 . 1

l 2 . 8

t r a o e

0.3

0.0 0 0

t r a o e

l .0

0.8

l 6 7

7 8

8 9

l 2 4

3 . l 0

l 0 . 3 0

5

S

N l- 1.4,
0 . 8

6 . 6

6 . 8

6 . 8 2

4 8 . 5

3 0 . 7

l 3: 8
2 3 . 5

2 2 . 2

4 . 0 5

2. :l 9

7 .0

l 5. 7
1 0 . 2

0. 0 0

0 . 3

0 .0  0 4

t r a o  e

1 .7

0 . 9 5

l 2 0

3 9

8 l

2 6

1 6 . 0 5

5 0

0

E l

0.6

0.4

6.7

6.8

8 . 4 8

6 0.5

34 . 8

2 9 . 2

22.8

20.5

5.1 2

l . 8 8

6.8

10.6

1 6 . 0

0 . 0 0

0.5

0.0 0 6

t r a c e

3.8

0.41

l 6 l

4 9

1 l 2

29.5

l l . 0 5

5

S

N E 8

- 0 . 4

0 . 3

6 . 6

6 . 8

4 . 6 5 ・

3 8 .1

2 2 . 8

7 . 0 9

2 2 . 3

2 4 . 6

5 , 3 0

2 . 7 7

6 . 9

1 2 . 5

2 2 . 5

0 . 0  0

0 . 2

0 . 0  0 1

t r a o e

4 .7

l . 9

1 3 1
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(4) 有機廃水と水産生物に関する調査

底生生物のK Pパルプ廃水濃度に対する影響を把握するため、長期'l1ll通水して自然に廣:':l:生物
を定着せしめた実験槽で観察実験を行なった。

実験は廃水を滴下して、 さらに実験水の汚染機度を高めるために循環するといつた方法を採用

した。

廃水の滴下量を1.8 e / 分 と し , 循 環 アj 領 は 2 3 . 5 f / 分 と し た o
実験の結果、 o 0 D が o. 8~ 4, 6 P  P Mの1llt度となっても底生生物の顕著な流下現象(回避行

動 ) が.見られなく、流水ctlで生活する角、類の反応と非常に相連することが知られた。そして、 K

Pパルプ廃水が清水l:l:lで生活するさけ確魚に対しては4̃ 5 P  P Mで回避行動をもたらすが. 砂
標の間を生活の場とする底生生物は極めて悪い条件に耐える能力の可能性が示さ・れた。

しかし、 K Pパルプ座水の直接的な影響は量演著でなくても廃フkの流入によるフlく結園の発生,汚

泥のt1lt積. 水質の変化. 濁りの培化 (透明度の低下)などによる住み場の破壊、餌生産の変化な

どの間接的な影響の重要性を充分考慮されるぺ考だと考えられる。

( 51 枯草剤デソレー トのさ  < らます稚魚に対する毒性調査 (予備実験)

この実験は昭和45年7月に天塩支場管内パンケ川地区の養魚場で発生したやまぺ養魚の大量

̃、い死の原因調査の一つとして、  道林務部の依頼により行なったものである。
@ 実 験

イ.実験期間
この実験は、昭和 4, 5 年 1 2 月 l 6 日 か ら l 8 日 ま で ( 実 験 I ) 、 お よ び l l 召 和 4, 6 年 l 月

l 2 日 から l 4, 日 まで (1実験 ll ) の 2 回 に わ たって行なった。

ロ 、方  法

生物試験は流水式実験と止水式実験の2法を併用した。 なぉ、 流水式実験では. 操度傾斜
装置を作製して行ない、試験水槽には板付考の]. .e容のビーカーを用い,試水の流下量は毎
分 2 0 O mf と し た。止水式実験では2 .e'の円形金魚鋒を使用し、試水は3時間毎に交換し
たo

ハ、 供試魚にはさ くら ますの1年魚を、流水式 第 l 表  供試魚体重 (3)

では各区 l  0尾づつ、止水式では各区6尾づつ

を用いた。 その大考・ll:は第 l 表 に 示 し た と お り

である o

ニ、試験区の設定

各実験とも6つの試験区を設け、その濃度を

第 2表に示した。

-1 9 6-

区 分 実験 I 実験 n
流 水 式 7.86 7.84

止 水 式 4 .03

第 2 表  試験区の機度

区 分 l 2 3 4 5 6

実験l  流水式

実験 n 〟
止水式 業i

l l.1 0  0

6 , 9 0  0

5 . 0 0 0 1M
4, , 5 7 0

5 . 4 4 0

3 0 0 0

l.l 5 0

4 , 7 0 0

2.0 0 0

6 l 0

4,1 0  0

1.0 0 0

実験 Iでは稀釈用原液として2  0 1l lの水に4K11'のデソ'レー トを溶かしたものを用いたが、

実験開始後賦形剤のベントナイ トが吸水膨潤して沈降し、実験開始6時間後には薬剤注入ノ

ズルをふさいで実験不能になった。 したがつて、 その後の注入用原液としては上澄を使用し

た o

なぉ. 今回の実験では装置設置上の失敗により稀釈用水の流量が不安定となり、各試験区
の濃度に変動が生じた。したがつて、第2表に示した実験ll 、流フk式の濃度は7回測定した

ものの平均値である。

ホ、 機度の測定

溶存デ1f レ ー トの濃度としてはべンチ:ヂン法により定量された塩素酸 ソータ:0)溶存量を2倍

したものを用いた。またメチレンプルーにより機度傾斜槽内の機度傾斜を測定し、各試験区

のベンチ::ヂン濃度を補正した。

② 結果および考察

各試験区でのへい死率を第8表に示し、 その結果から半数致死機度をDo u d  o r o f f の方法

で求めた値を第4表に示した。

第 3 表  2 ,ll,時間および 4, 8時間後のへい死率 ( % )

区 分 l 2 3 4, 5 6

実験1 流水式
( 2 4 )

実験 11 ″

Ct 8 )
止水式

1 0 0

9 0

l 0 0

l 0 0

l 8: 1
2 0

5 0

8 3 . 4

0

2 0

6 0

0

l 0

16.6

実験申の水温は. 流水式では 7 . 4 t か ら 9 . 0  t 、止水式では7.0  'cか ら 8 . l ℃であった o 溶
存酸素量は、流水式では飽和度87 . 5 %以上. 止 プはでは同じ く 9 l % 以上であった o

:pH については.流水式では8.9以上でほとんど9 . 0以上であった o ま た.止水式の:P Hは
流水式よりも低く、  8 . 4以上8 . 0以下であったo
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第 4 表  デゾレー トの T. L. M (p pm)

区 分 流 水 式 止 水 式

実 験 l ( 2 4 時 間 )

実 験 [l ( 4 8 時 間 )

5.4, 0 0

5 . 4 0  0 l. ' l l0  0

以上の結果. 今回の試験では水温および溶存酸素に起因するへい死はなかつたものと考えられ
る。 また;p H については. この薬剤の数になっているアルカリ性無機質に起因して高い値を示
したが、そのためi二 ̃、い死が助長されることはなぃものと考えられるo

しかしながら、致死濃度は第 ‘l,表に示したように実験のたびに著しく異なり、 こ と に止フl lil,、.実
験での致死決度は流フは の l / 8 で あった。 この場合、止水式では賦形剤のベントナイ トが入つ

たまま実験が行なゎれたため. 賦形,剤のベントナイトは塩素酸ソーダの毒性を著しく助長される
ことが推察される。

したがつて、第4表に示したように実験 lでのへい死が実験 1lより短時問の接触で起つたこと

については、 前者では最初賦形剤が入つたまま行なわれたため、 その影響を體く受けたためと推

察される。

な ぉ、塩素酸ソ ーダそのものの毒性については極めて低<、 さ く らます (1平均 3 . 0  f )の :場合

4 8 時 間 T L  M 値 で l 0, 0  0 0 p p m と報告されている oこの値はデゾレー トに換算すると、

2 0. 0 0 0 p p mである。したがつてこのことからも、デゾレー ト溶解液の上澄液には塩素酸ソ

ータの毒性を倍加するなにかを含むことが推察される。

また塩素酸ソータ剤の毒作用について今回の実験から次のことが推察された。 すなわち魚が本

剤溶液':l:'にある時間おかれた場合、体が著しく屈折して異常な泳ぎ方をす る よ う に な る。またへ
い死時期に近ずくと器底に横臥するようになるが、棒でつつくと電撃を受けたように飛び跳ねて

死亡する。 したがつて本剤の毒作用については. 一種のil'l経性のもののように思われる。

5 魚病ならびに水生菌に関する調査

eL内事業場審養池におけるさけ親魚の異常へい死について)
十勝川の汚濁による 1同川環境の変化につれて. 河川水を使用している十勝川フl(系の審表効率が
次第に低下したため、 この効率の向上を目的として、札内事業;ill1l構内のメム川における蓄基1が始

められたが.昭和 4, 3年に施設を整備し. 千代田、幕別ならびに東33号の各捕獲場の親魚を対
象として大規模な蓄餐が行なゎれて 1き た。

本年度も. 9月 5日から蓄養を始め、順調にmしていたが、 9 日末頃からへい死力',増カtしは
じめ、その後は引:lきつづ寒1日に数百尾のへい死魚が出たため、 l 0 月 1 3 日 か ら l 5 日 ま で の

3目間. この原因ならびに十1勝川流域における今後の書養,対策を?、tするために調査を実施した。
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(i) 札内蓄 ;養池の概況とへい死の状況

札内書養池は札内事業場構内のメム川を利用して設置され、 親魚は陸上輪送して収容してい

る o

蓄養池の構造は、第 l 図 に示す よ う に、札1l'、i事業場構内のメム川を仕切つて造られており、

1̃ 5号池および選別池に区分し、総面積は約3. 2 0  0 ㎡、 深 さは平均 0 . 6 m ( 0 . 4̃ 0 . 7 )

である。 池内の流れは全般に緩使であり、調査時における計算上の平均流速は l号池で 4,cn/SeC

2号池以後で1.3om/Secと なっているo

池の底質は、 1号池が砂質で、 2号池以下は平坦な砂利敷である。

用水は. ふ化水を取水するために設置された水門(「)を通り、 ボーリング噴出水 (約1.5 me/min)
を合流し、 書養 1也⑦に流入するo

この間の水路は、昭和4, 1 年̃ 4 2年に蓄養池として使用していたが、現在は水草あるいは

陸上植物が密生している。

この審養池における従来の成績は第l表に示したとおりである。

第 l 表  速年の蓄養成績

実施年度 蓄 養 数 (尾 ) -、い 死 数  e) へ い死率 ( % )

昭和 4 3 年度

昭和 4 4年度

4 5.9.80現在

9. 5 l 3

2 2 , 7 6 2

'1l. 3 4 2

9 7 7

l , 8 5 9

5 0 7

l 0 . 3

8 . 2

6 . 9

第 l表に示したよ  う に、 へい死率は 8̃ l 0 %程度であり、 それ以前に十勝 川本流で行なっ
ていた蓄養の効率にくらぺて. かなり良い結果が得られており、本年度の蓄養でも9月 l;t,は例
年と同様に好結果を得ていた。 しかし、 l 0 月に入つて '、い死数が増加し, l 0 月以降では 1
日 に 8 0  0̃1. 0 0 0尾に達する異常を示した。
̃、い死の状況は,特に昼夜の別はなく、 2号池以下でのへい死が比較的多く見られ、 また.
死魚は知こ水生菌が発生したもの、 皮ふ内に炎症の見られるもの、 外見上なんの異状も認めら

れないものなど多様である。 このため、応急策として2号池以後を対象に、 コンプレツサー に

よる散気、統混入器7台による瀑気. 水申ポンプ 2台による循環操気 (;循環量3 . 5 rrP/m i n )
が講じられていた。

者養の状況ならびに̃、い死の傾向は、 第2表ならびに第2図に示したとおりである。
@ 水理条件についての調査結果

この調査は、溶存酸素の測定を主として、水量、 p H、 0 0 D 値. N 2 量の測定を実施した
が、その結果は第8表̃第 6表のとお りである。溶存酸素の測定にはべツクマンおよびアンド
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リウスのD  0計を、  pHには比色法を用いたo

イ、 溶存酸素量および水量について

調査期l Eli l:lコ随時測定したほか、 l 3 日 l 5 : 4 5 ' か ら 1 4 日 l 7 : 3 0 ' まで、測定位

i置⑩を定点としたl昼夜の連続観測を実施した。その結果は第3図に示したとおりであるが

溶有酸素量. 飽和度とも大考な変動がみられた。特に大 ft]に 低 下 し た l 7 : 3 0 ' は l 号 池

上流部で水申作業をしており、 また.一時流路の切替によって水量が減少したことによると
みられるが、また 、 6 : 3 0 ' の測定時にはへい死魚の取揚作業が. 9 : 3 0 ' の測定時に
は選 1l1l」作業がそれぞれ行なゎれていたので、 これらの影響とみられる。 こ の よ う に、大巾に

低下した場合の値は、実際的な許容量とみられる5. 5̃ 5. 7 p  p mよりも下理るものである
池内各点の酸素分布は第4図に示したが、調査開始当時の状況はグラフ ( A ) で 示 す よ う

に、  1号池内での低下率が大考く、さらに2号池以下で緩慢ながら低下しっづけ. 最終池で
やや回復している。 この2号池以下の緩慢な低下は、 その溶存量からみてすでに低酸素にお

ける呼吸の異常を示しているものであり、  ̃ 、、い死魚もこれらの池で多く生じている。

調査時の蓄養現在数は約5 f尾であったが、 l 0 月 5 日前後には約 l 0 千尾に達してお り

このと考は調査時よりさらに悪い環境におかれていたものと考えられ、すでに l 0月に入つ

て以来劣悪な環境が続いていたと想定される。
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第 l 図  札 内 書 養 池 、  配 置 な ら び l 二 調 査 位 置 図
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水櫓は、 l 4日 l 0時に調査点④で測定した結果、  0. 2 0  ma/Sec ( 1 2 . 0 nf/ m  i n ) と 計

算された。 この値は昭和 4 3 年度の調査結果 ( 3 4. 7 m9/ m i n ) に くらぺて極めて少ない値

となつているが、近年のメム川は水量が減少するl頭i向 にある といわれ、 また、 その原因は札

内川の伏流河川との見方から、札内川の河床底下に起因すると云われている。

ロ、曝気の効果について

調査の開始時には. 2号池には コ ンプレツサーおよびポンベによる散気. 3 , 4号池には
N K式酸素混入器計 7台 ( 5 0  0 .e / m i n  5台、  8 0 0 .e/ m i n  2 台 ) 、  5号池には水 l:tl
ポンプ 2台  C2nri3 /m i n および 1 . 5ml /m i n ) 。を用い循環吹上げを行なっていたo しかし、

池 l:tlの測定結果からみて, 水tlコポンプ以外の効果はほとんどみられなかつた。 このため応急、

対策として5号池の水 l:l:;lポンプを2号池に移し、  D 0の回復を図つた結果、第 ,t図グ ラフ(B)

に示すょうに、かなり改善されている。

ハ、 p H 、 0  0 D値、 N 2 量について

PHの測定は、 1 4 日 l l l : 3 0' に実

施したが. その結果は第4表のとお‘0 で
あ る o

o 0 D お よび K M n  0 4 消費量の測定

結果は第6表のとおりである o

この結果にみられるように、蓄要池前

で 0  0 D 5 p  p mと水門での値に比ぺて

高い値を示している。

第 4 表 pH測定結果

調 査 点 P H

水 門 (i)

ポ 一 11l ン グ 水

同上の下流40w  ③

l 号 池 前 ⑦

選 別 池 ⑩

最 終 池 ⑮

6 . 6

7 . 5

7 . 0

6 . 8

6 . 8

6 . 6

第 5 表  0 0 DおよびK  M n 0‘消費量演l1定結果

調 査 点 日 時 ;p H 0 0 D ( p pIl1) KM n 0 4消費量

水 門 〇

蓄養池前 ⑦

選 1ll lll池後 ⑩

4 5. 1 0. 1 4 ・ 2 0 : 0 0 2 . 0 '7. 7

l 6 : 0 5
5 , 0 l g. lll

4 . 0 l 5 , 8

十勝川

" l一勝大橋

/ /

l 0 : 0 0

4, 5. l 0. l 5 1l

1 l : 0 0

7.02 5. 0 1 9 . 9

7. l 0 4 . 0 l 5. 8

7 . 2 5 4 . 4 1 7 . 4 ,
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第 3 表  溶 存 酸 素 量 測 定 結 果

測 定 点
⑦ 〇 A @ e ⑩ ⑫ ⑩

⑩ a b o

l 3 日

l 5 : 2 5 l 5 : 4,0 l 5 : 4 5 1 5 : 5 0 l 5 : 4 5 l 5 : 5 5 1 6 : 5 0 1 6 : 5 0時 刻

気 温 (')

水 温 ( ℃ )

溶 存 酸 素 量 Cp p ,,0

溶存酸素tlll和度 (1% )

l 4 . 2  l 4,.2 1 4 . 1  l 4 . 0  l 4 . 2  1 4 . 4  l 3 . 8  l 3 . 7

9.85  6.9 6.5 8.9 6.6 8.0 5,4 5.7

lll0.0 67.0 6 2 . 5  8 5,0 64 . 0  8 6 . 0  5 l . 0  53.0

測 定 点
△ △ △・ △ △ △ ⑦ (2)

l 4,日
2 0 : 3 0 2 l : 8 0  2 2 : 8 0 2 a: 3 0  0 : 3 0  l :a 0 1 : 4 5  l : 5 0

8.7 7.5 '7.8 8.6

l 8 . 2  l 2 . 8  l 2 . 7  l 1 . 7  1 2.5 1 2 . 5  l 2.5 l 2 . 4

6.05 5.5 6 .05  6.l 6.5 6.2 8.4 5.lFl

57.0 5 2 . 0  5 6 . 5  5 5.6 5 8 .tl 5 6 . 5  '1l 8 . 0  5 7 . 0
( 2 l : 1 5水由teンプl台を2号池l二移動)

時 刻

気 温 ( 'e )

水 温 (')

溶存酸素量Cp pm 1)

活存酸素飽和度(% )

測 定 点 △ ⑮ △ (i、 〇 △ @ @
a

時 刻

気 温 (')

水 温 ( 'o )

落 存 酸 素 量 Cppm)

l 溶存酸素的和度(% )

6 : 3 0  6 : 8 0  'll : 8 0  'll : 4 5

7.8 9.l 9.4 .

l l . 6  l l . 7  l l . 7  l 2 . 5  1.2.5 l 2 . 5  l 2 . 2  12 .4

6.0 5,6 6.6 9.3 7.0 6.7 8.8 6.6

5 4,.0 51.2 59 . 0  87 . 5  6 5.0 6 3 . 0  81.0 6 l . 0

-2 0 8-

選別前の総合調査

△印は定点連続観測点(=0fll,)

△ △ ⑦ (si1 △

1 7 : 0 5  1 7 : 0 5  1 7 :1 5 l 7 : 2 0 l 7 : 2 5  l 7 : 2 8 1 7 : 3 0 l 8 : a 0 1 8 : 8 0 l 8 : 4 0 l 9l : 3 0

7

3

0

3

5

0

l

5

l 3 . 7

5.lt

51.0

l 3 . 6

5,7

4 9 . 5

7

4

0

3

5

l

1

5

7

l

0

3

6

8

l

5

o

，

5

0

3

6

l

1

6

5

9

0

8

4

a

l

4

l 3 . 2

5,4

5 0 . 5

3

7

0

8

8

2

l

8

l 8 . 2

5,9

56 . 0

l 3 . l

5,7

5 4,.0

(i、 ② ③ △ ⑩ △ ⑩ △ 〇 △ ⑮

2: 5 0  2: 0 5

8

7

0

2

8

0

l

8

⑫
b

l 2 . 2

8.6

79.7

8

0

0

2

9

3

1

8

2 : 0 5  2 : 3 0  '2 : 3 0

8.8

l 2 . 8  11 . 6  l l . 9

9.0 6 .2 '5l.6

83.0 5 7 . 0  5 0.0

8 : 8 0  3 : 3 0  ・t : 3 0 i : 3 0  5 : 3 0  5 : 3 0

8.8 8.8 8.6

1 1 5  l 1・8 1 l . 5  1 l . lll 11 . 5  l l . 6

6.a 5 5.5 n 5 5.7 6.8 5,6

5 7 . 5  5 0 . 0  5 8.2 5 l . 5  57.0  5 0.5

⑫ ⑩ @ @ llii) △ ⑮ 0 'li) ③
c 右岸側 由 左岸側

1i.9

8.6

79 .0

4

-l

0

2

6

2

1

6

8

4

0

2

6

0

l

a

8 : 3 0  8,: 8 0  8 : 4 0  8 : 4 0  8 : 4,0

l 0.6

l 2 . 2  l 2 8  l 2 . 0  11 .6  l 2 . 4  l 2 .4, l 2 . 8

6.6 6.8 '1.4, 5,5 8.8 9.2 9.0

61.0 5 8 . 0  67.0 5 0 . 0  82 .0  8 5.5 8 4,.0

( 7 : 4, 5̃ 8 : 3 0 )

-20 l l l-



測 定 点
△ (i3, △ △ (i111 △ △

時 刻

気 温 ( ℃ )

水 温 ( t )

溶 存 酸 素 量 (p p nl)

溶存酸素飽和度( % )

g : 3 0  9 : 3 0  9 : 5 0 l 0 : 3 0  l 0 : 3 0 l 1 : 3 0  1 2 : 3 0

l 2.8 l 3 . 2  1 3.5 14,.4

l 2 . 4  l 2 . 5  l 2 6  1 2 . 6  1 2l 'll l 2 . 7  1 3 0

5,4 6.3 6.0 6.7 6.0 7.4, 7.6

5 0 . 0  58.0  5 6.0 6 l . 8  5 7 . 0  6 9.0 ,lll.0

測 定 点
旧途別川 千代田蓄表池 打内蓄養池

幕別水門 l n m 書養池 ( 上 ) 同 ( 下 )

( 10月1 5日)

1 1 : 0 0

l 4 . 6

l 1 . 2

l 0 . 2

9 8 . 0

( 10月15日)

1 3 : 2 5  l a: 2 5  14・: 0 5

1 6 .4,

l 0 . 6  l 0.7 l 0.7

1 l . 4  9.4; 7.8

l 0 4 . 0  8 4 . 0  6 9 . 0

7.2 6.8 6.8

時 刻

気 温 (')

水 温 (')

溶 存 1ll1li素量 ( p p m )

溶存酸素飽和度( % )

P H

l 6 : 0 0  1 6 : 4 5

l 2 . 2

1 l . 5  l l . 5

1 0 . 3  9.2

9 5.0 8 3 . 0

・ '7.0 6.9

2 l 0

1 4 . l  l 4 . 6  l 2 . 8  l 0 .4, 7.8

l 3.2 1 3 . 2  l 3 . 0  1 2 . 7  l 2 . 5  l 2.5 1 2 . 8=8.0 7.8 7.3 6.7 6.7 7.3 6.0

7 5.0 '7 4.0 6 9.0 6 2 . 0  62 . 0  6 8.0 5 6.0

千代田蓄養池測定位置図
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第3表に示したD  0の結果でも. 水門から蓄養池に至る間で溶存量の滅少傾向がみられてい
る。 この2つの結果からその間で有機物による酸素の消費があることも考えられる。 この原因

について本調査では充分明らかにすることは出来なかつたが、 水路の状況から、 密生した水草

などに付 -1llliする浮遊物とのl要!係に強'い疑いがもたれる。

第 6 表  N 2量測定結果

調 査 点 時 間

( 1 4, 日 )

1 2 : 0 0

1 3 : 2 0

l 4 : 0 5

1 5 ;  2 5

l 6 : 0 5

'ff T.
0 2 N 2 0 2

%

0

7 4

l l 0

1 0 8

1 0 3

7 0

N 2

0 0/L

0

5 , 2

8 . 2

'7. 9

7 . 6

5. 2

o o/i,

2 2 . 4

l 8 . 0

l 6 . 9

l 6 . 6

l 6 . 4

1 6 . 3

%

1 6 8 . 0

l 3 4 . 8

1 2 0 . 3

l l 8 . 9

1 l 7 . 0

l l 5. 9

自 嘖 水 曝気前

" 際気後

水 門 下 ②

自 ll資水合流後 ③

蓄 賽 池 前 ⑦

選 別 池 後 ⑩

l 6 . 2

1 6 . l

1 3. 4

1 8 . '7

l 3 . '1l

l 3 . 5

また、 メム川は札内川の伏流水の場合, 比較的短絡した水脈が. この水路に浸出していると
の見方も,現段階では否定することはで者ないので、 今後充分調査することが必要である。

N2は、水門下に合流するポー リング噴出水 (約1. 5 ㎡ / m  i n ) が N 2 を含有し、書賽池

に影響する可能性があるかどうかにつし、て知るため調査したo この結果にみられるように、  こ
の可能性は全くないものと考えられる。

⑧ ̃、い死魚の観察と細菌学的本検討結果
̃、い死魚には、 せつそう病に展病したものがあった が、調査の対象とした7 6尾のうち外観
上明らかにせつそぅ病と判定されたへい死魚が6尾、 iまかにせつそぅ病と水生菌が混合したも

のが5尾程度であった。 このせつそう病の発生状況は、 -前年に比ぺて必ずしも著しいものでは
ないo

へい死の多くは, 知、体の各部や?が水生菌に侵されていたが、 irt見的に異常のないものでも、

ほ と ん どa3に水生菌が発生して解を侵かしており、 侵されていない,a想葉も総体的に腫れた状態
と なっていた。
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「へい死魚の区分」

せっそう病 6尾 llil思に水生菌の認めのないもの 4尾 )

せつそう病十外部水生菌 5 尾 (  ″ 3 尾 )

夕i部水生菌十エラ水生菌 6 4,尾

エラ水生菌 1尾

調査対象へい死魚 (計 )  7 6 尾

イ.せつそう病について
せつそう病によるへい死は、水生菌の併発したものと合せても l 4 %程度で.前年度まで
の発生状況に比ぺ. むしろ少ないとみられる。
明らかにせつそう病の病状を呈した魚体から培養した細菌は. 褐色の色素を出し、エロモ
ーナス 、サル モニシタ菌の系統であることはほとんど誤りないと考えられるo

ロ ,  水生菌の発生について

蓄養池をみた印象では、総体的につやがなく不健康であり、 また、ほとんどの̃、い死魚お
よびへい死直前の衰弱魚が水生菌に?を侵されていたことは特徴的であった。?を侵してい
る状態は、 職葉の先端部から次第に基部に向つたとみられるケースが多いが、 なかには l :t1間

部、基部に飛火したように離れて発生しているのもみられた。

フl,1生菌が鵬を侵している経過は、用水のi發量素が不足するために無理な呼吸が行なゎれて.
この状態が続< と娜の組織は異状に充血し、歴れるようになってくる。

一方、 体力が消耗していろと、呼吸に伴つて館に付着する異物を排除出来'j く な り. この
部分に細菌の発生やトリコデイナ系続の寄生虫の寄生が起つて、その部分の能が死ぬ結果

と な り、そこlこ水生菌に侵されていたことは、 総仕的に衰弱の度合いが高かつたことを意illi1

している。 これに加えて ,  比較的水温が高く菌の発生条件が整つていたことが今回の結果と

なったと見られる。

ハ、 蓄養水の細窗学的検討

細菌数について調;査した結果は第7 表に示したとおりである。 この調査に関連して、 1日;途

別川 (幕 1llli1 の細菌数についても調査したので付記する。

第 7 表  メム川および旧途別川の細菌数

調 査 点 細 菌 数

(1i)

③

⑩

(1ili)

⑩

旧途別川幕 1lll」水門

同上約 l 5 0m 下流

l. 0 7 0  個 / 0  0
l , 3 l 0

1. 0 8 0

約 l o' o o 0 } 稀釈度の関係で確定数得られず
2 0. 0 0 0以上
8 4, 0

l. 0 9 0

- 2 1 7 -



メ ム川は、従来の調査結果でも細菌がかなり多い傾向にあった力,i、今回の調査でも、正常

な河川の細菌数が一般 に l 0  0 当 り l 0  0以下であるのに比ぺて l 0倍以上となっている。
調査点Ci、1から下流にすすむに従い、次第に細菌数が増加するが、調査点'0の増カl」は. そこま
での水路に密生する水草に付着する浮遊領などの影響とみられ、調査点⑩の値はl号池に

約2,千尾の親魚を収容しているためとみられる。

調査点e⑩では、親魚の収容教が少ないにもかかわらず.細菌数は極めて多く、稀釈度の
関係で正確には計測で考ないiまどであり、 また培養の結果では、 計教値には合めていないが

水生菌の発生数が- 他の調査点は著しく多いことが観測された。この原因は、 2号池以後は
池巾が広く、流れが停滞する状態となっており、上流部からの汚染負商もあって、商の発生

に好条件となっていたためと考えられるo  このような状況から2号池以後では親魚自体の酸 .

素消費以外にも酸素を消費する要因が大考かつたことがうかがわれる。

なぉ、1日;途.別川の細菌教i-かなり多いので、 今後の使用に当つては水1路の清:用・整備を充

分配慮し. 微生物の温床となる要素は取除く ことが必要である。
ニ、 ̃ 、い死原因について

調査時の害表数は約5千尾程度であったが、第 a図, 第5図に示したとおり池内の溶存酸

素量はかなり低い値であり、 深夜および選別などの作業時には極めて危険な状態となってい

る o

今回調査した結果から審養可能数を試算すると. D 0̃ 9 . 8 5 p  p m 、水温 1 1̃ 1 4 ・e
の範囲では 4 . 6 0  0̃ 6 . 5 0  0 尾 と な り、現状での境l気装置を有効に利用した場合をカf味 し

て も 6 =F:尾程度が許容限界と推定される。
したがつて、この量を越えた9月28日以後は酸素量だけからみても極めて劣悪な環境で

あったと考えられ、時として豊息死の起るのは当然であったと推定される。 このような条件

に加えて設備や用7u問題が重なり. 親角の袁弱が促進されることとなり ,  その結果魚病の
発生- あるいは .aS細胞の損傷による能菌の発生などから呼吸障害を併発し. 死に至つたも
のと推測される。したがつて, 能 菌、魚病の発生はむしろ2次的なものであり、過剰な収

容による酸素の不足と、 水量の不足に起因する導水路の浮泥堆積および用水の停滞が原因と

みる こ とがで考る o

ホ.他の書養池について
?調査では今後の蓄養対策を検討するため, i解:1iu事業場購内の1日途別川、千代田蓄養池な
らびに打内書養池の溶存酸素量および水量の測定を行なうとともに. 現状における書養条件
を検討した。

1. 旧送男l1川

今後の蓄養対策として、 札内書賽池に次いでその利用が考えられている。 設置個所は幕

別事業所構内の養魚池下流部あるいは水門下流部であるが、 前者の場合、 水路に白潤水 (

成分不明 )が浸出していること、養魚池排水が通過する こ と な どから、水門下流部を利用

することが好ましいと考えられる。

-2 l 8-

水量は、 1 0 月 1 5 日 A  M11時に水門で測定した結果、平均流速約l9 a n/eec. 水量
は 3 1 . 2 6 mi/ m i nであった o ま た. このと考の水温はl1 . 2 t. D 0 は 0 8 % ( 1 0 5
p p ni)であった。

ただし、 細菌数の調査結果力'ら. この河川を利用する場合は微生物の発生要因を除去し
清潔を保つよう充分配慮する必要がある。

2. 千代田蓄餐池

千代田書養池は、一t:勝川の水質悪化に伴い、書養池の条件が低下して:ltたため、札内蓄
養:池を整備し、 4 3年度以降は千代田蓄養池の使用を由止していた。しかし、こんどの札

内書賽池の~、い死発生により. 本年 l 0月 8日から使用が再開されている。
1 0 月 l 5 日の調査時には約6.5 0  0尾の親魚が蓄表 されていた力、外見からの健康状
態は良好であり、 '、い死魚は全くなかつた。本年の一l二勝川の水質状況は極めて良好だと云
われており、 ;同川の外観上も例年のような水生菌の発生は見られず、流下する水綿もあま

りないことなど、水質の良さを真付けている。この原因は 方年、馬令しよの作付が少なく

汚濁の主因となる般粉工場の操業が比較的緩和されていること。 ビー ト工場の操業が開始

されたばかりで、 これらの排水の影響がまだ本格化していないことと推測される。

水温、 p H 、 D  0の測定は l 0月 l 5日に実施したが、その結果は第8表に示した。水

量は書表池終末部で観測した結果、平均流速6 . 0c1li/lllet , 水 量 0 . 5 0 7 8 ni'/eec ( 8 5.8 7
㎡:,ee0 であった。
この蓄ii池の収容力は. 調査時ではかなりの量が見込まれる結果となっていたが、用水
源となる河川の状況に左右されるので. 水質および池内環境を把握しながら安全度を保つ
て利用すぺ考である。

8. 打内書選池

1 0月 l 5日測定の酸素量は第8表に示したとおりである。水量は.堤防水門で測定し
た結果.6.0 7ni/SeC ( 4 1 8 . 2 nf/ m  i n ) で あ ったo

へ.札内書表池の問題点と今後の対策
札内il表池における今回の大量へい死は ( ニ )  で指摘したとおり過剰な収容が原因であっ

たo このように大量の親魚を集約的に書表する場合は.環境条件を充分に考慮して行なう必
要がある。特に施設の構造、環境条件の保持、これらの保守(点検体制)などについては.・
「生物を扱う立場」での留意を忘れてはならない。

この観点から、札内書表池について指摘される点を例記すると次のとおりである。

l .  用水量が少なく、特に2号池からの流れがない。

2. 蓄養池が浅<. 親魚が休息する「かげ」がない。
3. 選別(池内での引網) のと考が親魚lこもっとも大考な影響を与えているので. 選別方法
の改善が必要である。 またその他の池内作業についても、親魚の安静をそこなわないよう
に実施する必要がある。

4. 親魚および環境C特に水温とD  0)の観察と点検の体制を整備する必要がある。
-2 l 9-



5. 水門から蓄養池までのフ1,l路に水草が密生し、 浮遊物質の沈着が著しく、 D 0の消費のほ

か 、  他の水質条件を悪化させる危険があるo

以上の改善により、蓄養効率の向上が其11l待されるが. ( ホ ) 項に述ぺたよ うに 、 こ こでの
収容能力は#l 8千尾程度と考えるので、  今後の十勝川の警養体制は札内蓄養池にのみ依存す

ることなく、総合的な視野で、合地な方法を検討することが必要であるo

それぞれの器養池についての調? 果から、見込まれる収容能力は第8表に示したが、 こ

れらの数値は、 その住その時の条件によって大巾に変動する可能i性があるので、 収容能力に

っいては書?前に充分調査し、安全に蓄養することが必要であるo

特 に lfl券川は、 蓄養規模からみて事故が起つた:場合には. 一度に極めて多量の損失親魚を
生ずる危険性をもっので、 常に親魚の状態、環境の条件について点検と、 それらを把提する

体制を整える と と もに、当場および実施体の技術的な連携を一層深めて、 より安全性の高い
合理的な書養体制を確立し、 より有効な親魚の利用が図られ'll:ければならないo

第 8 表  現状における蓄養可能量 (1ii試算)

区 分 試算水量(lni/ mi n ) 蓄養可能量(尾)

打 内 蓄 養 池

千 代 田 "

札 内 "
旧途別 (幕別)

計

4 l 8 . 2

8 5.9

1 2 . 0

a l . 8

l 0 0. 0 0 0

l 2. 0 0  0

5 . 0  0 0

l 0. 0 0 0

l 2 ' l l. 0 0 0

6 閉鎖水域におけるさt1;l属 (ひめます) の資源変動に関する調査

( l )  6̃ 7月の定置網採捕調査
シシヤムナイ地区において、 6月 5日より 7月 l l日まで実施した定置網採捕調査の結果は第

l 表 の とお り で あ る

第 l 表  定置網採捕調査結果 備 解 数 )

期 間 操 業 日 数 大 型 !il 型 計

6 月 初 旬
tt1 旬
下 旬

7 月 初 旬

ttl 旬
計

%
尾 / 日

5

9

1 0

1 0

1

3 4

8 3 8

5 4 8

8 8 l l l

6 0 7

7 5

2 , 9 5 9

2 7 . 6

8 7 . 0

1. 7 5 5
3. 5 8 8

l, 5 9 3

7 7 1

4 6

7. 7 5 a
7 2. 4,

2 2 8 . 0

2 , 5 9 3

9. 0 6 8
2.4, 8 2
1, 3 7 8

l 2 l

1 0 , 7 l 0

l 0 0

3 l 5

-2 2 0 -

なぉ、 大型魚は5年魚、 6 年'el1l であ り、tt:1型魚は5年魚が主体で、 4年魚が混在しているo  この
ほかに小型魚も若千あるが省略した。

(2) 6̃ 8月の剃網採捕調査 .

i / i /ヤモナイ地区を主とした要nii1llllによる採描調査では、延1, 5 4, 5反で操業し、 4, 7. 7 6 8 尾
を採捕した。 その内訳は築2表のとおりである。

期 間 大 型 1::t1 型 計 反 数

6 月 初 旬

,:1l, 旬
下 旬

計

'1l 月 初 旬

ct] 旬

下 旬

計

8 月 初 旬

[l:, 旬
下 旬

計

合 計

%

尾 /反

1. 0 0 9
l. 1 l 5
2. l 6 8
4. 2 l l l 2
4. 4 5 8
5 . 1  7 2

7. 0 a 8
l 6 . 6 0 8

e. 6 2 8
4 , 9 l l l 8

8 . 5 4 4

l 5. 1 7 0

a 6. 0 7 0
ll 5, 5

2 3 . 8

'l' 4 3

2 , 5 4 6

8 5 l

4. 1 4 2
1. 6 7 2
7 7 4

8 6 6

3.3 l 2

l. 2 6 0
1, 2 8 l

l. 7 0 3
4,. 2 4, 4,

1 1 , l l; 9 8

2 4. 5

7 . 6

l. 7 5 2
3. 6 6 l
3 . 0 1 1ll

8. 4 3 4

6 . 1 3 0

5. 9 4 , 6

7. 1ll 0 4,

l 9. 0 8 0
7 . 8 8 8

6. 2 7 l l1

5 . 2 4 7

1 9. 4 l 4

4 7. 7 6 8
l 0 0

a o. 9,

l 3 l

l 4 0

1 3 5

4 0 6

l 1l 2

l 9 2

2 5 2

5 l 6

2 4 0

l 8 8

l 9 5

6 2 8

l. 5 4 5

なぉ、 大型魚、 口コ型魚の年令構成は第1表と同様であるが、 本年度の漁獲魚の主体は 5 在魚が

主体をなし、 6 住魚、 4 aE魚が港在している。

(3) 産卵魚辞の調査1結果( l 0̃ 1 l 月 )
湖畔およびポロピナイ地区の親魚捕獲状況は第8表のとぉり。

第 8 表  親魚捕獲状況

場 所 字 3 計 使用字 採 卵 数 備 考

尾

4 5 9

3.187

尾

4 4 8

4 , 5 8 8

尾

1l1 0 7

7.7 7 5

尾

4 5 4,

2.2 l 0

粒

l.056 .0  0 0

2 l 0 . 0  0 0

湖 畔

ポロピナイ

引 網 使 用

創 網 使 用

計 3. 6 4 6 5 . 0 3 6 8 . 6 8 2 2.6 6 4 2.8 5 6.0 0 0

なぉ、 魚聲は 5 年 iiil,が主体であり、  6年魚, 4年魚が混在している。
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(4) 湖沼条件の観察結果

4, 5年春先考のダフニヤ?eよびi期のア力ンソデアプ トマスの出現はいづれも良好であり、 し

たがって本年卵からふ出1.た天然稚魚ならびに、 人T方fl流した稚魚の生考残りは、 良好であるこ

とが予測される o

2 2 2

Ii 沿 津' 水 域 調 査

' 表現魚の標識放流試験
(') 能取岬よりの標識放流
① 放 流

オホーツク海区網走沿岸の能取l11甲にある 「網走さけ定2号および8号」定置網に商した魚

を用いて第 l表のとおり8 5 5尾にスパグツテイ・タツグ式の額識を付 lナて沖合いに放流した

第 l 表  能取岬からの標識放流

放流月日 標 識 番 号 放流尾数 再捕尾数 再捕率%

a. 2 l̃ 2 3
l 0. 2 l
l l. l 0

黄色ポタ ンH. S. H Nn l 0  0 l̃1 l 6 8
" l 1 6 9̃ l 2 ? 0

″ l 2 7 l̃l 3 7 0

1 5 8

1 0 2

l 0 0

l 0 0

7 l

6 4

2 4, 4

7 1 . 2

6 9 . 6

6 4, .0

6 8 . 7計 3 5 5

② 再 捕

0 月下旬の放流群は 1 5 3 尾の う ち l 0 9 尾が再捕され , 再捕率は 7 l . 2 %と高率であった

この再捕のうち放流点の西側では広範囲に亘つて '1l 0尾が再捕されたが、 最も多かつたのは放

流点に近い常呂沿岸で. 次いて湧別.雄武沿岸であり、 屯別沿岸でも数尾が再描された。 これ
らには移動の早い辞と、 運い辞のあることがをかつたo

河川内の捕獲では、幌内川で3尾,幌別川でl尾が再捕された。

次に.放流点より東側では、 紹走沿岸から知床lll甲の突端部までの範囲で30尾が再捕され、
河川内においては、 斜里川、 操琴川でそれぞれ1尾づっ再捕された。

l 0 月下旬の放流群は l 0 2 選の う ち 7 1 尾が再捕され、再描率は 6 9 . 6 %であった。こ の

再捕のうち放流点より西側域で55尾が再捕されたが、一番違いのは救別沿岸で ( l尾 )あっ
たが、大部分は常呂. 務別沿岸であった。また _ 1同川内では湧別川で2尾、常呂川でl尾であ

つたo

次に放流点の東側では7尾が再捕されたが. 9月下旬のような広範囲にわたる再捕は見られ
ず、 違く小清水沿岸であり、 他の1まとんどは網走沿岸で .li11り、網走川でもl尾が再捕された。

1 0月上旬に放流した終期辞は l 0  0尾放流のうち 6 4尾が再捕され、その再描率は6 4 %

であった。この再捕のうち、放流点から西側域で50尾が再捕されたがその範囲はl0月下旬

の辞と同様の観向を示し、 常呂. 浅別沿岸で多く再捕され. また被別沿岸でも8尾が再捕され
た。河川内では湧別川で6尾、渚滑川で2尾、常昌川でl尾再描された。東側では8尾が再抽

されたが大部分は網走沿岸であった o
- 2 2 3-



③ 考 察

l 0 6 7 年 ( l l 召 和 4, 2起) に 行 な った知床山甲からの標識放流の結果では. オ it、ーツク海区に
来遊する魚群は一般に知床半島沿いに西へ移l;1カし、主としてオホーツク海区の河川に回帰する
ものと推定されたが、 能取岬北西での再捕が少なく、 この;l1 l''域の回遊状態についてはつまびら
かでなかった。 そのため今回、 能 取 解t岸より標識放流を行なったものである。 その締果、能

取岬を通過する魚聲の初期辞(9月下旬)は主として幌別川、幌内川、 常呂川系統のオホー ツ

ク海区の西側域の違隔地の回帰'9i.であり、違地へ行く魚群は移動が早<、また. 比較的沖合い
を通過するものと推測される。 また、 東側域の魚等も若干含まれてぉり.魚体が成熟するまで
広範囲に亘つて沿岸を遊泳するものと考えられる。 1 o月't'旬̃下旬の成期鮮は西側域の渚滑
川、湧別川のはしりの辞と常昌川の主群であり、 量的には l男別川が多い。 そして、沿岸浦留期

間も短く、 沿岸近くを回遊する傾向が認められる。また、東側域̃、の回遊は大部分が網走川系
と 目 さ れ る。

次に 1  l月上旬以降の終期群は盛期群と同様の回遊状況を示すが. その大部分は湧別川の魚
辞であり次いて清滑川系である。また、 網走川系魚群も盛期辞同様に能取m船岸まで回遊して
お り. 1 0̃ l 5 %は網走川系とみることがで考る。しかし、斜里川系はあまり回遊せず、斜
里川系の主群は知床半島添いに母川に回帰するものと推定される。

(2) 羅臼沿岸よりの標識放流

@ 放 流

根室海区の羅自海岸の「羅自 さ け定 l 3 号」の定置網に乗綱した魚を用いて第2表のとおり

3 8 0尾を標識放流した。

② 再 捕

9月申旬̃下旬に 1 4 9 尾を放流し 、 1 2 l 尾 を再捕し. この再捕率は 8 l . 2 % で あったo
この再捕のうち l l 9尾は放流点より知床岬側 _業'よびォホーツク海区で再捕され.南側ではわ
ずか2尾であった。 オ ホ ーツク海区および知床半島部で再捕された l 1 9尾のうち、  2 l 尾 が

根室海区側であり. オ ホ ーツク海区で98尾再捕されたが、  その大部分は知床半島沿岸であり

第 2 表  整自沿岸からの標識放流

放流月日 標 識 番 号 l 放流尾,数 再捕尾数 再捕率%

a. 1 5 2̃ 3
l 0. l4,̃ l 5
1 1. 1 6

黄色ポタンH. S. H 5 0 l̃6 5 0

″ 6 5 1̃ 71'll

/' 7 1 8 8̃ 0 0

1 4 9

l 5 0

9 0

1 2 l

l 1 5

2 7

81.2

76.'7

3 0 . 0

計 3 8 9 2 6 8 6 7 . 6

-2 2 4-

斜里 _ 紹走沿岸では1 0尾の.ll号捕があり. 常8 、  務 911沿 fiiでもそれぞれl尾が再描された。 ま
た、  魚梅の移動は早い1洋と遲い常事が能;められたが、  大部分は運い傾向を示した。 1li1川内の再浦

は皆無であった。

1 0 月?旬に 1 1i 0尾を放流し. 1 11,尾二をilii1l1し.再描率は1 6. 7 % で あった。再捕範囲
は広範囲に亘り,根室海区の月l」海沿岸からォホーツク海区の湧別沿岸までであるo l l 5 尾 の

再捕のうち放流点より知床岬側およびオホーツク海区までの地域のうち. 放流点より知床lliPの
沿岸域で10尾再捕され、オホーツク海区では8 ' l尾が再捕されたが、その大部分は知床半島

治岸であり. 斜里、網走沿岸で1 e尾. 網走̃独3 1lll周の沿岸で4尾が再捕された。そして魚資
の移動は初解よりも早<、早いものは網走沿岸まで8日̃ 4日で回遊しているo次に、放流
点より南側で1 8尾再捕されたが、速地点は西別川の注入する 1il1海沿岸までの根室海区沿岸で

広範囲に直つておlり、標津川では1尾再捕されたo

1 :i月白旬に 9 0尾を放流したが.再捕はわずか27尾であり.再捕率は a 0 %と低かつた
この再捕のうち知床半島の根室海区側では2尾、 オホーツク海区側で10尾が再捕されたが、

オホーツク海区ではこの時期にはすでに沿岸漁業の大部分が切場lfているため河川内の再捕が

多く. 斜里川5尾、紹走川 'i尾. 1勇別川 1ll尾の再捕があった。また、根室海区の南側では o尾

再捕されたが、 いずれも放流点から西別llまでの沿岸域であった。
⑨ 考 察

9月下旬前後に羅日沿岸に回遊する魚群のE とんどはオホーツク海区に回遊する書tであ り、

オホーック海区の初期Eiと 同一の系統群と推定される。そして、盛期群と目される10月‘tl旬
前後の辞は、:オホーツク海区系辞が8 s %. 根室海区系辞が15 %程度と考えられるoまた、
オホーツク海区̃、回遊する魚辞はウトロ沿岸までは斜里. 摘走、 常昌. 湧別川等の魚辞が混合
して能取方面へ向 う が,斜里1il. 網走川系の魚常はそのまま西側へ移動し、 lt川のiS岸域で常
留し、成熱すると河川̃、そ上するものと推定されるo また、 根室海区に回遊する魚轉は羅自川
から西別川までの各河川系統群が混入していることが留められたが、 量的にどの系統辞が多い

かは判断出来なかつたo

次に _ ;i l 月申旬の碎の 2 / a はオホーツク海区系の魚弊であり、細定川. 斜里川、湧別1l
系魚導である。 また. 根室海区では選日川、差i?li川の系統辞と考えられるo

(3) ノサツプ岬よりの標識放流

@ 放 流

根室海区と篠裳以東海区の分岐となっている根室半島のノ -l'ツプ岬から翻識放流を行なった
が、 9 月,:t1旬については 根室海区の「根室 'き・ lナ定18号」定直構および太平洋側の「根室さけ
定 1 9 号 」定al 、 1 0月初旬および10日下旬には根室海区のみで実施し、定lt乗紹魚を用い
て第 a 表 の と お り 8 ;i 8建を放流した。
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第 3 表  ノサツプ岬よりの標識放流

放流月日 標 識 番 号 放流尾1ll1l 再捕尾数 再描率%

9 .8 l:t1 旬

/ /

1 0 月  下 旬

1 0 月  下 旬

黄色ポタ ンH. S.H Nl l  l̃ 8 2
″ 〟 8 ã1 a ,ll

″ ″ 1 8 :Fl̃ 2 5 8

″ ″ 2 6 4~3 2 ?

1l l 2

1oa

7 1

6 2

5 5

4 5

4 4

l 5

61.7

'L3.7

6 2.0

2 4 . 2

計 3 l 8 l 5 9 5 0 . 0

'e) 再 捕

0 月ltl旬に根室海区側から8 2尾、太平洋側から l 0 8尾放流したが. それぞれ 5 5尾 、
4 5尾の再捕が'l:' り.再捕1lll は 5 4 . l % で あった。根室海区側より放流の再抽魚55尾のうち
40建は根室海区で再捕さi1、その大部分は野付半島以南の?t域であ り. i1lll11l内では風速湖ie
よび風連川で 1ll尾、西男1l川2尾、当幌川4尾、床丹川l尾であった。そして、襟裳以東海区で

1 4尾再捕されたが. その範囲は大樹沿岸までの地域であり、 河川では別寒辺牛川2尾、 十勝
川で l 尾 .再捕',! tれ. さらに襟樹以西海区の苫小牧沿岸でも1尾再捕された。
太平洋側よ‘)放流された45尾のうち6尾は根室海区の標津沿岸までの間で再捕されたが.
大半の39尾は北東海域であった。すなわち,襟裳以東海区で35尾が再捕され. その うち十
勝川で 4,尾、 男1廳辺牛川で2尾再捕された。 また. 襟装以西海区の新冠、 苫小牧、 噴火湾沿岸
でそれぞれ l尾. さらに、  日本海の信i農川河口でl尾が再捕された。
l 0 月上旬に根室海区側より 7 1尾を放流し、この うち 4 4尾を再捕し、再補率は 6 2 . 0 %

であった。再捕魚44尾のうち28尾は根室海区の標津沿津までの間であったが. その大部分
は野付半島の両側であり、風連湖で2尾、西別川で1尾再捕された。 また、一太:.平洋側で再捕さ

れたものはすぺて襟裳以東海区であった。

l 0月下旬に根室海区側より6 2尾放流したが、再捕はわずか l 5尾で、再捕率は 2 4 . 2 %

であった。この'ち 1 a尾が根室海区で再捕されたが. さらにこのうちの 1 0尾は別海沿岸域
であった。やた. 襟裳以東海区の白糖、大樹沿岸でそれぞれl尾が再捕された。
③ 考 察

ノサツプ lu甲を通過する魚辞は根室海区 -、回遊する魚群と、 太平洋沿岸へ回遊する魚聲が混合
しており. 9,月の辞は根室海区では野付半島の両側域の回帰魚と日され. 風連川、別当資川お
よび当幌川の魚群が多い。 また、 太平洋側に回遊する簿は別当賀川、 十勝川系の魚辞が多いが

襟裳以西海区さらに本州の日本海系薄も含まれ. 非常に広範囲の地域での再生産魚辞の混成群
であることが知られた。 次に. 1 0月初旬. ';t1旬の辞についても同様な状態を示し. 終期につ
いては西月lJ川系のものが主辞と見られた。

-2 2 6

( 41 屯別沿岸よりの標識放流
( 「) lil1 流

オホー ツ ク 海1i,くの屯別沿岸の 「電別さ定6号」定置網に乗網した魚を用い、 第 4 表 のとお り

90尾の標識放流を行なった。

③ 再 描

l 0月下 旬 に 6 9 1li1 を放流し、このうち 2 0尾を再描し、再捕 lli1、 は 2 9 0 % で あった。 この

再描範囲はオホーツク海区の被1i111li1l岸̃稚内沿岸までの地域であり、 さらに幌別川で8尾が再

捕、,1tれた。

第 4 表  屯別沿岸よりの標識放流

放流.月日

l o 月上 旬

l l 月 上  旬

標 識 番 号 放流尾教 再捕尾数 再描野、l%

赤色ボタ ンH. S. HNa 1ll3 1̃1.0 0  0

〟 ″ 8 0 l̃ a 2 2

6 9

2 l

2 0

a

2 9. 0

1 4 .a

計 0 0 2 a 2 5 , 6

1 l 月上旬に 2 1尾を放流したが. 僅か3尾の再捕で. 再捕率は l 4 . 3 % であった。 その内
訳は、救別沿岸. 本州の吹浦沿岸.月光川で各l尾の再捕にとどまった。
③ 考 察

この地区の盛期群とみられるl0月の魚聲は大部分がオホーツク海区の渚滑川」ヒ西域の回帰

魚とみられ、  幌別川系の魚辞が最も多いものと推定された。 また、 沿岸域を広い範囲で遊泳し

成熱をまって河川にそ上するものと思われる。 さ ら に. 終期群について l 昭和 4 4 年度の株か
らみて、 本州系 (主として月光川産) が多いものとみられ、 河川へのそ上群からみて渚滑川系

の魚群も、 この地区まで回遊することが推定される。
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第 l 図 a

昭 和 ,' 5 年 度
親魚の標識放流試験再捕結果

能取●甲 初期群

0. 2 l  . . 51尾放流→ ''0尾再捕
0. a 2 5 0 尾 ″  → 8 2 尾  '

-2 2 8-

第 l 図 b

昭 和 ,t 5 年 度

親魚の標識放流試験再捕結果

能取●甲 盛期群

l 0 .  2 l  l 0 2 尾 放 流 → 'l l Ji百捕

-:l l 0-



第 l 図 c

昭 和 4 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

能 取 岬  終期辞

1 1 .  1 0 ・ 1 0  0尾放流→ 6 4尾再捕

-2 3 0-

第 2 図 a

昭 和 4, 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

羅自沿岸 初期群

9. 1 5 2 3 尾 放 流→  l 6 尾再捕

9. 2 0  3 0 尾  ' → 2 8 尾 ' '

9. 2 l  4 3 尾  '' → ″

9 . 2 2 8  5 3 尾  ' → 4 4 尾 , ,,

計 1 4 0 尾  '' → 1 2 1 尾 , ・

2 3 l



第 2 図 b

昭 和 ,t 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

羅自沿岸 盛期群

l 0 .  1 4, 0 'i尾放流→ 51尾再捕

1 0 .  1 5  8 3 尾 '' → 6 4 尾 '

2 8 2

第 2 図 c

昭 和 4 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

羅自沿岸 終期群

l 1 .  l 6  9 0 尾放流→ 2 7 尾再捕

-2 3 8



第 3 図 a

昭 和 4 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

③ g  1 2  8 2 尾 放 流 →  5 5 尾再捕 ( 根 1 8 号放流 )

5 8 尾 ″  → 2 3 尾 " ( 根 l 0 号 " )

4 5 尾 〟  → 2 2 尾  ″ ( " )

1 8 5 尾  ″ → l 0  0尾 "

-2 3 4

第 3 図 b

昭 和 4 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

-2 8 5



第 8 図 c

昭 和 ,‘ 5 年 度
親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

ノサップ●甲 終期群

l 0 .  2 8 6 2 尾 放 流 → l 5 尾 再 捕

-2 3 ll;-

昭 和 4, 5 年 度

親 魚 の 標 識 放 流 試 験 再 捕 結 果

頓別治最i

{
l 0

●

1 0

〇 l l

8

9

・

,l, 9 尾放流→  1 o尾再浦

2 0 尾 '' → t 尾  ″

2 l 尾  ″ → a尾 ・

2 8 7-



2 沿岸水域におけるさけ ・ ます構魚の生態調査

噴火湾内のさけ ・  ます資源の拡大再生産計画の一1l l11と し て、遊楽部川水系ならびlこ、 n置火湾内の
さけ・ ます稚魚の生態調査および生育環境調登をll 11l 和 4 4性l更に引続いて実1lll i したo

前年度に引続いて遊楽部川を 11:t:l心として、  左岸あるいは長力部lu」静狩右岸 i-) るいは八發i出J茂無部
までの問. そして離岸 l , 0 0 0mの施野1を調査区域とし、雅集'の分布同遊状態、生i''i1l l1境条件につ
いて調査した。

s ̃6 1Fiの間の表面水温は2. 5 ̃ 1 6 . 9 'c と、時期の推移とと も1:・、気温11l )上昇による海フl(温の

上昇が示されるが、底層水は冬期,?1のi帶管1水 (黒潮系) か ら 1111ii械系 一 )流入が 6 1-i初111]において観測

され、 湾内の生物生産と,調の:変化との度係の究明が極めて重要であることが知られたo

稚魚の分布については、 na和 4 4 生度の清果 と :iぼ同様で、降海初期( 5月由旬までの間)は、
沿岸の波打際 (フll (深 5 ・n・,以浅 )を生活の場としていることが明らかにされたoそして 6月以降、活

発に沿岸の定置細:;乗結して混獲が見られる状態になると,沖合3.0  0 0 1n~ 5・ 0 0 0 'y'' まで分布
することが明らかになった。 しかし,  その分布最は. 沖合になるほど稀薄となり、稚角の沿岸域で
の生活は. その解料生物の分布量と無関係でないことが推察され、 さらに今後の調査と検討にまた
なければならない。

2 3 8

' ューラップ川の群集生産に関する調査 ( J  I B P - P F)
遊楽部川の上流域において、生物生産機構の解明のために、さくらます動魚 (やまぺ)  を主対

象として、各栄養段階(無機 l 次  2 次  魚類)との関連について調査を行つた。

八要事業場で給解飼育したさくらます稚魚3. 8 0  0尾を. 遊楽部川支流キソンぺタン川に放流
( 5月 2 l 日 ) し. 定着した稚魚の発育ならびにその後の移動.分故について調査した。
稚魚の発青は6月̃ 8月の間は極めて良好で. 9月には放流時の約 l 0̃ l 5 倍 に成長し. 平
均 1 a 1前後となつた。

良性については、 流下、 落下昆虫を捕食し、昼間摂1国して夜間は流れのゆるやかな所に分散す

るこ とが明らかにされた o

摂解量から、魚の現存量と西の流下量との間には極めて密接なl要I係のあることが明らかにされ

さらl二その摂fl量が生長に、 そして魚の移動に反映することが暗示 11l 'れた。

また、流下昆虫最は星:間より夜間に多<.そのピークは夜半にあり、やまぺが利用出来る国は
1昌1ll;iの流下量の少ない時間帯であることも明らかにされ、河川におけるやまぺの生産量は、そC「、

河川の量:;間時における流下. 落下昆虫によってほi・規制されることが推察された。
2 さ l:1l ・ ますおよび河川水中の特殊極微量元素の研究

水由に溶存する特定の極微量の元素 (特に重金属) を生物体がi農縮して仕内に蓄積することは

よ く知られている。 このような生物性内の元素の特徴を生活環境の反映とみなし、 t°i jl性活時代

の解な微量元素の特徴を目印にして、 沖合を回遊するさけ・ ます類に積極的に特定の元素を投

与し、 それによる化学的な標識方法の有効性を調ぺようとするものである。この場合、極微量で

検出で考る元素が望ましいo そのために分析手段として. 検出感度の極めて高い放射化学分析法
を先ず採用した。 この接合,用いる元素は放射化学分析に最も適して業り、対照区に始んど存在

しない元素(1需有元素)が有利である。こ o'、ような条件を充たすものとして、本研究はまずョー
ロピュー ム ( E  u ) に よ る ア ク チパルプ ・ l1一レーサ一法を行なつたo
この研究1lit'lllliに当つて. さけ類の面青は当場千歳支場で行ない、試料の由性子照射は日本原子
力研究所の研究用原子炉を使用し、 分析は農業技術研究所共同利用研究室で実施した。
実験は. しろさlナぉよびさくらます稚魚体1:t1におけるアク チパグル ・ トv1-サー と し ての E  u元
素の挙動の研究.ならびに.にじます親魚の体の各部位 ( または器程t) に お け る E  uの分布の研
究とを行つたが、 これらの要約. 問題点は次のと''2 ' りである。
(1) 要 約

(il1 f耳科 l:tlユーロ ビウム ( E  u ) 機 度 l 0  0̃ l , 0  0 0 p p mで標識した餌料を1カ月間投与
して、 さけ・ます稚魚体申にE u をとり込ませたE  u が、角ll、体li::iに保持される状況を非破壊

放射化分析で検出した結果. 8力月間は佐tt]に保持されることを明らかにした。
このことは. アクチパプル・トレサーとして8力月可能であることを示しているo少なくと

-2 3 9-



も沿岸滞泳期までの調査がで考ると考えられる。

② 1 o 0̃ l, o o o P p mo、E u標識解で飼育した本実験魚の生長は.無標識fil:料の飼育魚
と同じであり、  一般観察において異常がなかつた。
③ 親魚体の各器一日1ll、iE u合量測度分布では標識餌料投与期間の相違に解係なく、概して肝臓
器官試料から検出することがで考た。特に興味あることは、もっと も 長 く E  u標識餌料を投
与した a区試料の耳石. う ろ こ に E  uが検出され、 しかも高濃度で分布されていることであ
る o耳石 - う ろ こは他(fl,組織. 器官に く らぺて新陳代謝が;1iまり活発で ;ないこ とから、一度
とり込まれた;Eluが他に移行すること も少なく、また、稚1lla、から親魚までの生長倍率が他の

器官組織より小さいと考えられるので稀釈毒1lも小さいこと、また試料採取が極めて容易であ

る点などから興味あることと考えられる。

(21 問 題 点

(i1 個体誤差の大iい こ と :特に, 魚 の よ う な生物に幅を与えて飼育する場合、1明料を食する

差が個体によって大?いもσ,と考えられる。すなゎち. 同じ辞の ltlに同量?料を与えても
食ぺるものと食ぺないもの、 あるいは食ぺ方に大考なむらがあると思われる。 このこ とは.
標識元素E u の仕i:bに と‘) こまれる量に差を生ずることになり、  これが分析値に大考な誤差
を持たせる原因となる。理 験 のf l料 l±1比較的E u機度の高い試料4点について. 個仕差別
にi連分析,C‘尾)を行なった場合o'、E u含量の個体誤差o、例をみても、植物などの生位誤差
に比して極めて大考いことがわかるo

しかしながら,アクチバプルトレーサーの場合には 、必ずしも定量値が必要でなく、無標

識1i耳料が零であるのに対して、明らかに152Euの存在を確認し得て. 両者を区別すること
に重点をぉくので. E uの含有機度の大小は必ずしも重要ではない。

Av  e r a g e De v i  a t i  o n
資 料 Na

E u  p p m l 0  0士△:x%

l- 8- 0
l - 4- 0
1- 5 - B
1 - 6 -B

l l . 5 士 'i. 6

l l . lt 士 5 , 6

7. e 士 2 . l
a 2 . 0  士 8 4 . 4,

6 8

4 4 ,

2 8

l 0 4

② ァクチバプルトレーサ一元素を可及的に取り込ませること : 体内にとり込まれたE  uは、

「魚体の生長によって稀釈される」こ と と、 「新陳代謝によって 解u二排出される」こ と に
よって体内機度が減少する。 したがつて、で?る限り多<のE  ui,と り込ませ、体内il農度を

高める必要があるo このためには、 E  u標識領料の造り方(水ct1で E  u が と け 出さない よ う

に ) .稚魚の生 :育に支障のない最大限のE u機度の標識解科をっく り、稚魚に与えることが

大切であるo

③ 非破壊放射化分析法の研究 : 魚佐試料由には多量のナトりウム ( N  a ) が一般成分として

-2 4 0-

含まれている。 このN  a元素はl l:b性子照射によって極めて容易に放射性核種24N a とな り強

い放射能も生成する。したがつて2 4' Na' ( l , 3 6 8 、  2. '1l 5 4, M e v ) か ら生ずるコンプ ト

ンが妨害して低エ ;1t、ルキ一核種の測定がで?な く な る o 特 に 1 5 2 :・'uは. 0 . l 2 2 Me vの
低エネル ギーで、 しかもその 、itが微量のため生成される放射能も弱いため、 0 . l p  p 1m以下

の E  uの非破壊定1l ltがで?ない。

そこで、試科';t1の N  a を1除:11l1:-iる処理法を研究し、 l速微 . : i の E  uの非破壊法を確立する必

要がある。

以上のような問題点は、 目下構して研究申でま ,るが ,  これらの問題が解決すれば. E uに
よるアクチパプルトレーサ一期間を現在の約10倍に上げることも不可能ではない。
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S 1 7  資 料 の 刊 行

o 1 9 7  0年度 ( 昭 和 4 5 年 度 )  の北海道沿岸・河川域への一1li ,l き さ け 施 予報 、  並びに l  9 6 9 年 度
( 昭和 4 4年度 )の来遊状況について llil和 4, 5 年 8 月

o 角と卵  1 3 2  ̃ l 3 5  昭 和 4 5 年 8 月  ̃ ll2i和 4 6 年 3 月
S と

o ふ化場研究報告 2 i 号 na和 4 0 生 3 1Fi
o 資 料 l l 3  北海道1同川表(l角:種月l」、そ上の有無)
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